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    　鐘は響くよ　緑の海に

    　リンゴン　リンゴンと

    　遙かな故郷に　愛しいひとを遺して　

    　死んだのは誰かと　イルカが問えば

    　大勢死んだと　鴎が答える

    　リンゴン　リンゴンと

    　消え果てぬ　鐘の響きよ

    　

    　鐘は響くよ　緑の海に

    　リンゴン　リンゴンと

    　遠い港で　一度会おうたきりの

    　あの娘っこは　達者だろうか

    　あの子はいつまで　俺を待とうか

    　リンゴン　リンゴンと

    　消え果てぬ　鐘の響きよ

    　

    　鐘は響くよ　緑の海に

    　リンゴン　リンゴンと

    　海に沈んだ　船に船乗り

    　二度と郷里を　見ることはない

    　ただ　歌と　鐘の音ねだけが

    　リンゴン　リンゴンと

    　彼かのひとの胸に　還りつくだろう



巻末に人名・用語集が収録されています
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                 一三七一年　ダイラ　キャトフォード沖

                　

                　海を漂う骸むくろに触れるまじ。

                　其そはシドナ、水底の奥方のものなれば──。

                　

                　船乗りの間でよく口にされる警句だ。もっとも多くの船乗りは、こんな仰々しい物言いはしない。「水死体にゃ触るな。呪いをもらうぞ」と言いさえすれば、どいつもこいつも迷信深い船乗りには、ちゃんと伝わる。

                　だから、キャトフォード沖の断崖沿いを航行中に、見張りが偶然見つけた水死体を報告してきたときにも、マリシュナ号の船長フーヴァル・ゴーラムは、当然そのまま通り過ぎろと言うべきだった。

                　そうしなかったのは、船尾楼甲板プープデッキから見下ろす海上に浮かぶ水死体の背中に、見覚えがあるような気がしたからだ。

                　夜明けの光を受けて燦めく波間に揺れる背中。緩やかな波形を描く、長い金の髪。

                　あの後ろ姿には、間違いなく見覚えがある。嫌というほど。

                　フーヴァルは、首にかけた革紐を引きちぎり、提げていた古い金貨を左手に握った。それを空中に放り、右手で捕まえて、左手の甲にピシャリとたたきつける。

                　船員たちは固唾を呑んで見守っていた。船長の正気を疑っていたのかもしれない。コイン投げトスだと？　これはいったい何の二ヽ択ヽだ？　ただ全員で短い祈祷と弔鐘を捧げてさっさと通り過ぎる他に、どんな選択肢が？　と。

                　フーヴァルは、コインに覆い被さっていた右手をあげた。

                　裏だ。

                　コインには逆らわないと決めていたから、フーヴァルは有無を言わさず小舟ボートを出させた。呪いなど俺がすべて引き受けるとばかりに船首に立つフーヴァルの後ろで、船員はおっかなびっくり舟を漕いだ。

                「止めろ」

                　漕ぎ手たちが櫂パドルをあげる。

                　フーヴァルは舳先に足をかけ、波間を覗き込んだ。呪いを恐れる部下たちのほとんどは目を背けていたが、好奇心に駆られた何人かは、船長の気まぐれをしっかりと観察していた。

                　フーヴァルは部下の一人から櫂を取り上げると、船首で小突ける程の距離に浮かんだ死体を突いて、仰向けにした。

                　途端に、何人かが小さく息を呑む。

                「船長、このお人は……」

                　フーヴァルは頷いた。「引き上げろ。物音を立てずに、そっとな」

                　奥方シドナの注意を引かないように、とフーヴァルは言い、目の前に迫るキャトフォードの断崖を見上げた。海鳥たちの住み処となっている切り立った崖の上、いまゆっくりと曙光に溶けようとしている朝靄の奥に、そびえ立つ影が見えた。

                　水死体が引き上げられ、小舟が大きく揺れる。船員の一人がすぐさま首筋の脈を確か、あっと声をあげた。

                「船長！　まだ息が──」

                　押し殺した叫びにかぶさるように、水ヽ死ヽ体ヽの胸がせり上がり、大量の水を吐いた。

                　意識は朦朧としているようだ。打ち上げられた鯉のように息を喘がせながらも、彼は体を震わせながら呻き、まだ溺れているかのように藻掻きはじめた。声にならない呻きはすぐさま恐怖の叫びに変わり、波音をかき消すほど大きな悲鳴が、断崖に反響した。

                　このままでは、崖の上にまで声が届いてしまいかねない。

                「押さえつけろ！」

                　皆が慌てて口を押さえようとするが、鰻よろしく暴れるせいで手がつけられない。

                　ほんの一瞬のうちにフーヴァルは意を決して櫂パドルを握りしめ、ダイラ王国第四王子、ゲラード・オブ・クラレントの頭をぶん殴った。

                　再びぐったりと意識を失った王子を見下ろして、フーヴァルは言った。

                「手のかかる王子様だぜ。まったく」

                　そうして、部下たちに母船への帰還を命じた。
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                　三年前──一三六八年　ダイラ　コムラド宮殿

                　

                　仮面舞踏会は、王族が好む数多くの茶番の中で最たるものだ。

                　ちゃちな仮面一つで素性を隠す遊びは、感覚の鈍い人間同士ならそこそこ楽しむ余地もあるのかもしれないが、ナドカにとっては何の意味もない。それをわかった上で気付かぬ振りをする遊戯なのだとクヴァルドは言うが、なおさらくだらないと、フーヴァルは思う。

                　コムラド宮殿の中庭は、この日のために豪華に飾り付けられていた。会場を取り囲んで立ち並ぶ柱や、庭のあちこちに設えられた東屋には秋の花々と色とりどりのランタンが吊されている。巨大な食卓には溢れんばかりにご馳走が載り、上等の酒が惜しげもなく振る舞われている。楽隊は休む間もなく朗らかな音楽を演奏し、客たちは大理石の石畳の上で笑いさざめきながら踊っていた。宴の準備を指揮したのはアドリエンヌだという。この宮殿の以前の持ち主──つい数ヶ月前に竜の雷に打たれて死んだばかりの大聖官セオン・ブライアの面影を払拭するために、彼女は相当に努力したことだろう。

                　この宴は、ハロルドの次に王位を継ぐグレイアム王子と、アドリエンヌ王女との結婚を祝う宴だ。いや、正確には、繰り返し催される宴のうちの一つ。

                　夏に起こった大惨事の記憶を追いやろうとするかのように、デンズウィックでは執拗と言ってもいいくらいに宴が続いていた。

                　思い思いの仮面をかぶって宴に紛れ込んだダイラの枢密院顧問官たちは、ハロルド王の病状が快方に向かっていることを、訪れた客たちに信じ込ませようと躍起になっていた。来年の春に計画されている巡幸の話や、新たな宮殿の建築計画を引き合いに出しては、もっともらしい笑顔を浮かべている。極めつけは、次の妃を迎える予定だとかいう話まであった。そうした杜撰な嘘が、王がこの一ヶ月、自室の寝台から起き上がることすらままならないという噂が真実であると、何よりも明白に裏付けている。

                　七十年生きればたいしたものだと言われる人間の身でありながら、ハロルドは六十八の歳まで王位を守り抜いている。

                「まだまだこの程度で死なれちゃ困るって？」

                　ぼそりと呟くと、クヴァルドが仮面の奥から鋭い眼差しを返してきた。

                「ここで滅多なことを言うな」目以外を覆い隠す仮面の下で、こっそりと付け加える。「この国では、王の死を思ヽいヽ浮ヽかヽべヽるヽだけで反逆罪だ」

                　ダイラでは、反逆罪への刑罰は斬首だ。それも、運が良ければ。王の虫の居所が悪いと、事切れる前にありとあらゆる苦痛を味わわされることになる。港から王城に至るまでの道の至る所に生首や身体の一部が飾られていたから、この国の──というか、あの王の──趣味の悪さには、嫌でも気付かずにはいられない。ハロルドは、その四十年近い在位に多くの人間を処刑した。耄碌もうろくしても若い頃の習慣はなかなか忘れないというが、どうやら本当らしい。

                「彼らが真実を口にできない理由がわかっただろう」

                　フーヴァルは口角をきゅっと下げて、皮肉めいた表情を浮かべた。

                「俺たちは運がいいよな。何せうちの王は殺しても死なない」真面目な表情を取り繕う。「国王よ永くあれロング・リヴ・ザ・キング」

                「ハ、ハ」面白みの欠片も感じさせない声で、クヴァルドが笑った。「せめて、俺をエイルに送り返すまでは斬首されないように努力してくれ」

                「心得た。閣下」

                　古い王の死と、新しい王の台頭。その二つに注がれる期待が緊張感となって、人であふれかえる宴会場を漂っている。どんな馬鹿げた嘘を吹き込まれようと、これを無視するのは難しい。

                　クヴァルドが、人混みの向こう側にいる男に目を留とめた。病床のハロルドに代わって国事を動かす宰相が、フェリジアの賓客と談笑している。

                　追いやられたのか、あるいは自ら目立たない場所を選んだのか、オールモンドは灯りが十分に届かない大広間の隅にいた。派手な取り巻きも、お追従を並べにくる者もいないが、それでも、その気になればこの宴を支配できると言わんばかりの自信を漂わせている。

                「ダライル・オールモンド。今となっては、奴こそが伏魔殿ふくまでんの主ぬしだな」

                「王からの信任の厚さに違わない有能な男だという噂だ」クヴァルドは当たり障りのない返事をした。

                「『有能さ』ってのは『容赦のなさ』を言い換えた言葉だってよ」

                　あるときオールモンドは、とある言葉を王の耳に囁いた──国庫が空ならば、聖堂をいくつか取り潰して、その土地を売ってしまえばよろしいのです、と。

                　それは、空の国庫をどう満たすか悩んでいた王にとっては魔法の言葉だった。ハロルドは去年までに三人の神官を反逆罪で処刑し、彼らの──ひいては陽神教会の領地である聖堂や修道院を取り上げた。数万人の信徒を抱える大教区の教司相手にも、これっぽっちも容赦しなかった。

                　長きに亘って私腹を肥やしていた神官たちの中から罪人を選び出すのは、芋畑から芋を掘り起こすのと同じくらい容易かったに違いない。だが、たとえダイラ人の神官であろうと、彼らが所属するのはカルタニアに本拠地をおく陽神教会だ。この沙汰は実質、教王への宣戦布告だった。ここ数年の教王との関係悪化の裏には、オールモンドがいたともっぱらの噂だ。

                「宰相は宴の人気者ってわけじゃないらしい」フーヴァルが言った。

                「無理もない。今夜の主賓にとっては邪魔者でしかない」

                　オールモンドは廷臣というよりは役人のような雰囲気の男で、地味な服装からは、連日開催される豪勢な宴に含むところがあるという抗議の意思さえ窺えそうだ。

                　出自は謎に包まれている。歳は四十代。大陸の戦で戦った兵士だとか、人間でありながらヴァスタリアの宮廷魔術師の弟子だったとか、真偽の怪しい噂ばかりがついてまわる。

                　仮面の奥には、油断ならない眼差しがあった。この祝いの席で、彼の周りだけは通夜か議会の最中さなかのような雰囲気が漂っている。王子をどれだけ苛つかせることができるか試すのを趣味としているのかもしれない。

                　グレイアムと宰相との確執は、よく知られている。

                　王位を継承したあかつきには一日でも早く権力を掌握したい第一王子にとって、この宰相はさぞ目障りなはずだ。ほんの数年前にどこからともなく現れては瞬く間に頭角を現し、自分と王の間に割り込んだのだから、当然だ。筋金入りの陽神教徒であるアドリエンヌ王女も、神官に手を掛けたオールモンドのことを蛇蝎だかつの如く嫌っている。

                「口うるさい愛妾が死んだと思ったら、これだ」

                　口うるさい愛妾──魔術師のマルヴィナ・ムーンヴェイルは、王に仕えて爵位を手に入れておきながら、その裏でナドカの叛乱を煽った稀代の策士だった。人間からは、やれ女狐だの悪女だのと呼ばれるが、エイルに暮らすナドカは、望むと望まざるとに関わらず、彼女に恩義がある。彼女が行動を起こさなければ、エイルは今も呪いの瘴気に閉ざされたままだったのだから。

                「お次は、どこの馬の骨とも知れん男が王に取り入っちまうんだ。王子が腹を立てるのも無理ないぜ」

                「口に気をつけろ」

                　クヴァルドがそう言ったまさにその時、宰相がこちらに目を留めた。隣に立つ貴婦人の耳に何事かをささやきかけつつ、視線でクヴァルドを招いている。

                「おっと。声がでかすぎたか」フーヴァルは人ごとのように言った。

                　隣のクヴァルドは、海に飛び込む前にするように、深く息を吸い込んだ。

                「仕事をしてこなければ」

                　彼は言い、魑魅魍魎の巣窟へと向かっていった。

                「それじゃ、俺の仕事は終わりだな」

                　フーヴァルの主な仕事は、クヴァルドをダイラの王都デンズウィックまで運ぶことだけだ。新たに任命された海軍卿としての挨拶も滞りなく済ませたことだし、これ以上こんな場所に用はない。船長を置き去りにしてサウゼイで羽目を外している仲間に追いつくためにも、さっさと退散してしまいたい。下手にぐずぐずして、気まずい再会を果たすなんてことになるのはどうしても避けたかった。

                　鵞鳥がちょうの群れを思い浮かべながら、かさばる服を着た騒々しい人混みをかき分ける。フーヴァルの正体に気付いたらしい連中が「ほら、あの海賊あがりの」だとか「ナドカと人の間あいの子だ」とか、好き勝手なことを喋っている。

                　目立たないようにここを出ていくのは無理そうだと思った時、後ろから腕を掴まれた。

                「フーヴァル」

                　クソ。畜生。クソッタレ。

                　ふり返らなくても、そいつが誰か、わかってしまう自分に腹が立つ。

                「少し話がしたい」彼が言った。「いいかい？」

                　乱暴に腕を振り払ってから、フーヴァルは小さく辞儀をした。

                　控えめながら趣味がいい装束も、微かに香る香水も全て、意識の外に追いやられる。仮面の奥の、その蒼い目を見てしまったら。

                　フーヴァルは顔を伏せ、低い声で憎々しげに言った。

                「何なりと、殿下」

                　

                　東屋を照らすランタンをいくつか吹き消してから、ゲラードはフーヴァルに席を勧めた。

                「座ってくれないか」

                「よろしければ、このままで」フーヴァルはよそよそしい声で、それを固辞した。

                「よろしくない」ゲラードは言った。「目立ってしまう。僕がここにいると気付かれたくないんだ」

                　フーヴァルが仕方なく腰を下ろすと、ゲラードは仮面を外した。

                「僕と顔を合わせたくないのは理解しているつもりだ」彼は言った。

                　一つだけ残されたランタンの火灯りが、ゲラードの顔を闇の中に浮かび上がらせていた。

                　首の後ろで束ねられた、緩く波打つ金の髪。その髪を指に絡ませて、いくつの色を見出せるか試してみたことがあった。普段は優男らしい曲線を描く眉は、何かを決心したときの彼を驚くほど強く印象づける。そう、ちょうど今のように。母方の血が色濃く出た、すっと通った鼻筋。その下の豊かな唇もまた、内なる決意に強ばっている。

                　それから、この目だ。蒼穹を思わせる、底なしの眼差し。

                　僕と顔を合わせたくないのは理解している？　そうは思えない。

                　顔を突き合わせる度に、挑発したいのか、誘惑したいのか、殴りたいのか、逃げ出したいのかわからなくなる。出会った最初の瞬間から、今までずっとそうだった。

                「さっさと済ませちまいましょう、殿下」

                　他人行儀に呼ぶと、ゲラードの顎がまた少し強ばった。

                「どうしても君と話がしたかった。ビアトリス嬢のことで」

                　ほらな。やっぱり。ろくでもねえ話に違いないと思った。

                　その気持ちが顔に出ていたのだろう。ゲラードはもったいぶらずに続けた。

                「彼女の処刑が決まった。来月、白茨砦ホワイト・ソーンで執り行われる」

                　ゲラードは、自分にも責任の一端があるとでも言いたげな悔恨の表情を浮かべた。

                　ビアトリス・ホーウッドとゲラードの婚約は、王族が興じる盤上遊戯の一環として取り決められた。王港長官であるホーウッドを宮廷に迎え入れ、船舶を所有する諸侯に及ぼす力を強固にしようという狙いだったらしい。だが、ビアトリスが陽神教会絡みの陰謀に関与していたことで、計画と婚約の両方が立ち消えとなった。

                　たとえ名目上のものだったとしても、婚約はゲラードとフーヴァルの間に打ち込まれた巨大な楔となった。たとえ名目上のものだったとしても、それは修復しがたい亀裂を生じさせた。たとえ名目上のものだったとしても、ゲラードは妻となった女を精一杯愛そうとしたはずだ。彼は、そういう男なのだ。

                　だからこそ、終わりにした。それこそ、断頭台で首を落とすようにすっぱりと。楽しい遊びが一つ、時間切れを迎えただけ。あのあと婚約が解消されたことは人づてに聞いたが、連絡などしなかった。いつかは終わると、初めから決定づけられていた関係が終わっただけだ。

                「処刑が決まったからどうしたってん……です」フーヴァルは舌を噛みながら言った。「邪魔者が死ぬからよりを戻そうって話じゃなさそうだ」

                『邪魔者』という言葉に、ゲラードは咎めるような目を向けてきた。が、すぐにそれを脇に追いやる。

                「彼女は誰も殺していない。妹を陥れようとしたが、未遂に終わった」

                「だから？」

                　それを口にする前に、ゲラードは小さく息を吐いた。

                「だから……どうにか逃がしてやれないだろうか。サムウェル君たちを脱出させたときのように、君の船に乗せて……エイルが無理なら、他の国にでも？」

                　フーヴァルはあんぐりと口を開けた。

                　それを、俺に頼もうってのか。他でもない、この俺に。

                　この──

                「クソ馬鹿野郎」思わず、声に出して言った。

                　だが、ゲラードは少しも動じない。

                「監獄で、初めて彼女と話をした。彼女が望んでいたのは、自分の家をもり立てることだけだったんだ。心から後悔していた。いまは心を入れ替えて、妹の助けになりたいと願っている」

                「そりゃあそうだ。死なずに済むならなんだって喋る。お前──あんたは、見るからにつけいりやすそうな顔をしてるしな」フーヴァルは東屋の円卓に身を乗り出し、脅すように指を突きつけた。「そのおめでたい頭の中に、哀れみがたっぷり詰まってそうな顔だ。あの女はそれを見抜いて、利用しようとしてるだけです」

                「そうであったとしても」ゲラードは言った。「助けられるなら、力になりたい」

                　フーヴァルは呆れた顔を隠そうともせず、ゲラードから遠ざかるように長椅子に背をもたせかけた。

                「そういうのは、殿下。他人を巻き込んでまで背負い込むようなもんじゃない。あんた一人でなんとかできないなら、それは力不足ってことだ。諦めるんですね」

                　ゲラードはまだ何か言いたそうにしていた。フーヴァルはチッと舌を鳴らして続けた。

                「何もあの女憎にくしで断ってるんじゃない」まあ、死んでくれればせいせいすると思う程度には嫌いだが。「あんたの親父が今にもくたば……えーと──」

                「くたばろうとしているときに？」ゲラードが助け船を出す。

                「そう。そのときに、面倒ごとは起こせない。俺はもうただの海賊じゃないし、あんた専属の船頭でもない。何せ、海軍卿に任命されちまった」

                　この俺がだぜ、と両手を拡げてみせる。

                「そうだね」ゲラードは小さく微笑んだ。「君には与えられて当然の肩書きだ。おめでとう」

                　皮肉の欠片もない言葉に居心地の悪さを感じつつ、どうも、と頷いて言葉を継ぐ。

                「気持ちはわかる。相手がナドカだろうが、人間だろうが、関わった奴の幸せを願わずにはいられない、その病気のこともわかってる」

                　病気では──と言いかけたゲラードを遮る。

                「でもな、無理だ。てめえのしたことの責任はてめえで取るってのが俺の信条だし、この世界はそうやって回るべきだ。最後まで逃げおおせられねえなら──捕まって後悔するくらいなら、そもそも悪事に手を出すべきじゃない」

                　ゲラードの顔に、諦めが滲む。だがどういうわけか、その諦念が彼を弱く見せることはなかった。

                「そう……なんだろうね」

                「ああ。あんたにできることなんかない。そもそも、俺たちには何の責任もないことなんだからな」

                　ゲラードはそっと、ため息をついた。

                「初めからわかっていたのかも」彼は小さな声で言った。「君にそう言われるのを、心のどこかで期待していたのかもしれない」

                　恥ずべきことだというように、彼は首を振った。

                「こんな話を持ちかけて、すまなかった」

                「ああ、まったくだ」

                　そして、ふたりの目が合った。

                　いつも不思議に思う。この男が、一国の王子ともあろう者が、貧民街スラム育ちで間あいの子で、海賊上がりのフーヴァルに、いったい何を見出しているのか、と。

                　初めて会った頃の仔犬のような無邪気さと、ナドカと見るや顔を輝かせて寄ってくる無遠慮さは、いつの間にか消えていた。自分のような半端者に人ならざる者への憧れを見出しているわけでも、奇貨きか居おくべしとばかりに愛着を抱いているわけでもなさそうだ。

                　これは、王子が海賊に向ける眼差しではない。

                　彼の瞳はいま、夜の闇を映して暗く翳っている。それを見つめていると、ふたりで共有している秘密のことを考えてしまいそうになる。いま彼の頭の中にあるのは、俺を抱いているときの記憶か。それとも抱かれているときの記憶か。

                　この期に及んで、まだ捨てきれていないのは、互いによくわかっていた。けれど同じくらい確かに、いつか必ず終わらせなければならないのもわかっていた。最初から、ずっと。

                　わかっていたはずだ。

                　フーヴァルが目を逸らすよりほんのわずかに早く、ゲラードが言った。

                「久しぶりに、話せて良かった」

                「こちらこそ、殿下」

                「皆によろしくと」

                「ええ、伝えます」

                　言葉少なに別れを告げて、フーヴァルは最後にきちんと辞儀をしてから、その場をあとにした。

                　夜はまだ長い。だが、サウゼイで羽目を外す気には、もうなれなかった。
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                　一三七一年　　ダイラ　王城

                　

                　ハロルド王の崩御から一年も経たぬうちに、グレイアム王があとを追った。原因不明の病で床につき、二日後には息を引き取った。王妃アドリエンヌと、二歳になったばかりの息子リカルドを遺して。

                　第二王子のトマスは、ハロルドが死んだ直後に起こった北部の叛乱を鎮圧するためにアルバに赴き、戦死していた。かつて刺客の手を逃れて生き延びた命も、あっけなく散ってしまった。だから、次に王位を継ぐのは、ハロルドの三番目の息子ユージーンだ。しかし、彼は恐慌に陥り、自室に籠もって戴冠を頑なに拒否している。

                　王宮は静まりかえり、寒々としている。

                　かつてこの場所は、教会との決別を図ったハロルドの意志を継ぐものと、教会の権力復活を目論む勢力とが競い合う場だった。剣も、鎧も、喊声かんせいもないが、確かに戦場だった。今となっては、王の謁見室の前の広間で意気軒昂に意見を交わす廷臣たちの姿もない。

                 まるで……古戦場か何かになってしまったようだった。

                　東方大陸とダイラにいる全ての王には、陽神教会の保護という責務がある。王は教会によって──神によって、王としての正当性を認められる。だから、王が陽神信仰を擁護するのは当然の使命でもある。

                　にもかかわらず、ハロルド王は晩年、陽神教会への失望を隠さぬようになっていた。

                　初めて兆きざしたのは、おそらく十年前──エメライン王妃の死がきっかけだったのではないだろうかと、ゲラードは思う。神に失望したのか、魔術師の言葉に耳を傾けすぎたのか、他に理由があったのかはわからない。それからというもの、王はなにかにつけ教会をないがしろにする法律を打ち立て、その度に国内の神官から猛反発を受けた。

                　それでも、市壁内部での魔法使用禁止を王律に盛り込み、〈クラン〉を冷遇し、異端審問官の武力組織〈燈火警団ランタン〉を発足させ、ナドカの迫害に力を入れているうちは、教王庁カルタニアもそれほど強く口を出しては来なかったのだ。

                　けれど、一三六七年と、続く六八年は、実に大きな転換点だった。

                　この二年間で、王はエイルをナドカの王に委ね、〈燈火警団〉を解散させ、死んだ大聖官の後任を任命することを拒否した。大聖官の存在は、陽神教会の本拠地であるカルタニアとダイラを繋ぐ最後の鎖だった。そして極めつけが、神官の処刑と陽神教会の所領没収である。

                　これによって、ダイラの運命は決した。

                　教王エドモン一世が発布したのは、ハロルド二世の破門を布告する教書だった。ダイラは東方大陸すべての国を敵に回したのだ。

                　あとを継いだグレイアムは、父親の犯した罪ヽを償おうとした。陽神教会離れを押し進めたオールモンドを宰相の座から追放し、教会の復権に力を注いだ。だが、道半ばで病魔に倒れた。

                　グレイアムの死が仕組まれたものであったかどうかは、はっきりしていない。たとえ口に出されることはなくても、誰もがこう考えていた。教会が勢力を盛り返すと不利益を被る者は山ほど居る。そのうちの何者かがグレイアムを手にかけたのだと。だからこそ、幼い頃から熱心に信仰を守ってきたユージーンは、戴冠を拒否して逃げ回っているのだ。

                　かつてないほど不安定な王座を支えるべく、議会は力を増した。いま、この国で最も力を持つのは、議会の要請で宰相に返り咲いたオールモンドだ。彼と、彼が取り仕切る議会がなければ、ダイラはとっくに瓦解していたに違いない。

                　一つの悲劇の中の、全てが凶事とは言えないのがこの世界の複雑さだ。

                　実際、王が何人死んでも、民の生活にはほとんど変化がない。それどころか、王冠の乗った頭が首を縦横どちらに振るかに左右されなくなった議会は、それまで以上に迅速に、合理的に、新たな条例を生み出していった。職人組合の保護。新規事業者の支援施策。外海の防衛の強化。貧民への救済措置……実に様々な分野に及ぶ。それが貴族だけを利するものではないところに、簒奪者や策略家などとも呼ばれるオールモンドという男の、真の価値が潜んでいるのではないかと、ゲラードは思った。今や国内の中流階級──商業の中核を担う階層のものたちはかつてない発言力を得て、国を発展させ、潤す大きな原動力となっている。

                　幼い頃、妹のエレノアが言っていた言葉を思い出す。

                　なぜ国には王が必要なの？　と。

                　他ならぬ王の娘からそんな質問を投げつけられて、ゲラードとエレノアの教師を務めていたワーウィック博士は面食らっていた。あのとき、博士はなんと答えたのだったか。いずれにせよ、エレノアは微塵も納得していなかった。不思議で仕方ないという妹のあどけない顔を思い浮かべると、つい頬が緩む。

                　いまエレノアは王城ではなく、少し離れた場所にあるブレッチェリー宮殿にいる。彼女が信頼した護衛官に守られているとはいえ、刺客の魔の手を完全に逃れることができるとは思えない。だが王城に留まるよりはましかもしれない。少なくとも、生まれ育った家が墓場のような状態になっているのを目にせずにすむ。

                　ゲラードは王城を離れなかった。王から宮殿を与えられた妹とは違って、他に行くあてがないのも理由の一つだが、それだけではなかった。ゲラードは、この城に潜んでいる刺客を暴きたかったのだ。

                　ユージーンまでが敵の手にかかれば、王冠はエレノアか、グレイアムの息子リカルドのものになる。

                　女が王位を継ぐことに難色を示す者が多いから、エレノアの存在はなかったことにされてしまうかもしれない。芝居が好きな、夢見がちの少女は誰にとっての脅威にもならない。駒にはなるかもしれないが。現に、エレノアを外国の王族に嫁がせる計画や、外国から婿を取ってこの国の王座に据える計画が山のように積み上がっている。その背後には、それぞれの婿ヽと利害関係を同一にする者たちの画策がある。

                　リカルドは、母親のアドリエンヌと共にベイルズのクレアモント宮殿に移った。王位継承権を主張できるのは、三歳の誕生日を無事に迎えてからだ。いま、リカルドは二歳。あと一年もすれば、彼に王位を継がせるべく、誰かが後ろ盾を買って出るだろう。だが今はまだ、王子は無力な赤子で、アドリエンヌも異国で孤立する未亡人だ。

                　ゲラードは王位を継がない。議論にさえならないだろう。宮廷内では公然の秘密である『ある理由』が、彼を王位争いから遠ざけ、守っている。無闇に命を狙われることもないから、いろいろと嗅ぎ回るにはうってつけだ。

                　ゲラードはユージーンの部屋の前にやって来た。当然ながら扉は閉ざされ、ふたりの衛士えじが立っている。

                「兄上のご様子は？」

                「麗しくあらせられます、殿下」

                「ゲラードが会いに来たと伝えてくれ」

                「後ほどお伝えいたします、殿下」

                　このやりとりが、ここのところの日課だ。

                　ユージーンを刺客から守るために、何よりもまず彼から話を聞きたいと思うのに、それが許されない。ユージーンはグレイアムと仲が良かった。グレイアムよりはおとなしいものの、政治談義に関わるのが好きで、細かいことにも良く気付く。兄の死の間際、何か異変を目にしているとしたらユージーンだ。

                　結局、石像のように動かない衛兵を動かすのを諦めて、ゲラードはその場をあとにした。いっそのこと、屋根から綱を垂らして窓から押し入ればどうかと考える。あるいは、魔法の力を借りて、暖炉の煙突から中に入り込むのは？　煤だらけになるだろうが、ユージーンの驚いた顔は、きっと見物だろう。

                　馬鹿馬鹿しい。

                　幼い頃、自分は魔法使いだと想像しながら、王宮の中をうろつくのが好きだった。逆さになって豪華な装飾の施された天井を歩いたり、シャンデリアにぶら下がったり、蟻のように小さくなって父上の部屋に忍び込んだり、魚になって噴水を泳いだり。

                　そんなものはただの夢だと認め、無為な空想を一つずつピンで壁に縫い止めて、二度とは顧みないようになる。そして、自分の家に充満する謀略に目を光らせるようになるのが、大人になるということだ。

                　この状況を、フーヴァルならどう見るだろう。昨今の王宮の混沌ぶりは、間違いなくエイルにも伝わっているはずだ。

                　面倒くさい状況など捨て置いて、「とんずらこいちまえばいい」とでも言うだろうか。冗談でもそう言ってくれたら、少しは気が楽になる。そんな風に言葉を交わす望みは、もうないだろうけれど。

                　自室に戻って、扉を閉める。兄とは違い、ゲラードの部屋の扉には護衛もつかないから、かえって気が楽だ。部屋には従士が一人いて、外出から戻ったゲラードを控えめに労ってくれた。

                　兄が死んでから、こちらの機嫌を取ろうとしてきた者は何人かいたが、逆に彼らを遠ざける、いいきっかけになった。有事にかこつけてすり寄るような人間は信用できない。だからゲラードは以前と変わらず、王宮内での孤立を維持している。親愛なる母エメラインが与えてくれた、贈り物としての──呪いとしての孤独を。

                　

                　書き物机について、どのくらい考え事をしていただろうか。

                　珍しく、従士がゲラードを呼びに来た。

                「ゲラード殿下。ボーフォート公がお見えです」

                「ボーフォート？」

                　ボーフォート公エリジャ・ダクロンは、ハロルドの兄エリクの息子──つまり、ゲラードの従兄にあたる。デンズウィックの北に迫り出した巨大な半島を領地とする、有力な貴族だ。

                　何事かと訝しみつつ従士の顔を見ると、彼の顔にはありありと恐怖が浮かんでいた。

                　ようやく、胸騒ぎがしはじめる。

                「通してくれ」

                　ゲラードが言うが早いか、半ば押し入るようにして、ボーフォート公が部屋に入ってきた。武装した従卒が三人、後ろに並んでいた。

                　従兄は無駄な前置きを省いた。

                「殿下。あなたにはグレイアム陛下の暗殺に加担した容疑がかけられています。ユージーン殿下の命により、あなたをキャトフォードの監獄へお連れします」
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                　潮風が、あたりに立ちこめる血のにおいを押し流してゆく。

                　フェリジアの旗を掲げた商船ギャランテ号は、海賊相手によく粘った方だ。だが、マリシュナ号を駆る〈浪吼団カルホウニ〉のフーヴァルに目をつけられてしまったのが運の尽きだった。

                「ほら、さっさと歩け！」

                　フーヴァルの部下たちが、ギャランテ号の船員を一カ所に集めていく。まだ立つ気力のある者は拘束し、残りは船首側の甲板上に転がされた。

                「下手に抵抗しなきゃ、被害はもっと少なかったのにな、え？　船長さんよ」

                　フーヴァルはギャランテ号の船長と並んで、敗者にとっては悪夢にも等しいその光景を、上機嫌で眺めていた。

                　大抵の船は、マリシュナ号の海賊旗──鮫を咥えた髑髏印──が目に入った瞬間に戦意を失う。一人でも厄介なナドカを三十人以上、それも、戦闘力に秀でた連中ばかりを満載した船に、人間が太刀打ちできないのは当然だ。

                　大蒼洋だいそうよう最強の海賊とその船の名は、大時化おおしけや雷に抱くのと同じ畏怖をもって人々の口にのぼる。マリシュナ号が港を出るや、近隣諸国の港に警報が伝わるというのは誇張でも何でもない。かつては、一度の航海で国家予算の四分の一に匹敵する富を得たこともあるほどだ。

                「貴様は海賊稼業から足を洗ったと……」

                「海賊？　人聞きの悪いことを言うな。これは私し掠りゃく船せんだぜ」

                　私掠船とは、国王の認可の元に他国の船を拿捕し、積み荷や捕虜を奪うための船だ。ぶんどったお宝のうち、何割かを国庫に納めれば大概のことは許される。早い話が、王の名前が入った免状持ちの海賊である。どこの国にも私掠船は存在する。その中で一番厄介なのがマリシュナ号だというだけの話だ。

                「私掠船。ああ、そうだろうとも」皮肉を込めた口調とは裏腹に、緊張で乾いた舌をもつれさせながら言った。「なあ、頼む。見逃してくれ。この物資がなければ、わたしの祖国がさらなる飢えに苦しむ」

                「祖国だと？」

                　マリシュナ号の一等航海士、アーナヴが咎めるように言った。片眼鏡モノクルをかけた長身のアルマラ人というだけで、かなりの威圧感があるはずだ。加えて口数の少ない彼は、発する言葉に最大限の威力を載せることができる。短い単語に、これほど濃厚な非難を込められる男はそうはいない。

                　船長は、気安げに隣に立つフーヴァルと、目の前に立つ浅黒い肌の男とを見比べて、与しやすいのはどちらかを見極めようとしている。鮫と鰐のどちらがマシか選ぶようなものだ。

                「祖国は大事だ。見上げた心意気だな」フーヴァルはにっこりと笑った。「それはそうと、この船はすでに一度海賊に襲われてるらしいな。いつだ？」

                　船長の鼻の下に、うっすらと汗が浮かぶ。「一ヶ月……ほど前だ。何とか逃げ切って──」

                　アーナヴは、ゆっくりと首を横に振った。見事な細工の施された片眼鏡モノクルは日の光をうけ、まるで警告を発するように明滅めいめつした。

                「いやいやいや、船長殿」フーヴァルは言い、船長の肩に手を回した。「俺が聞いた話と違う。俺が聞いたのは、襲われたのはほんの七日前って話だ。その海賊どもは、古い船に積んでた宝の一切合切をギャランテに積み替えたらしい。南方大陸のお宝に、香辛料、それに大量の銀も。このご時世、銀はいい金カネになるよなあ、え？」

                　汗から発せられる恐怖の匂いが濃くなる。

                「何のことだか……船名を間違えているんじゃないのか」

                「俺たちは、耳が早いんだよ」回した腕に力を込めると、船長は打ち上げられた蛸のような声を上げた。「商船なんか餌食にするのは、並の海賊がやることだ。そうだろ？　俺が並の海賊に見えるか？　おっと、失礼──私ヽ掠ヽ船ヽ長ヽに」

                「い、いいや。しかし──」

                「なあ！　〈鉄の海蛇団〉のプラット船長殿！」調べをつけていた名前を呼ぶと、肩がびくりと震えた。「いい加減、茶番は仕舞いにしようや」

                　ニヤリと笑ったフーヴァルの口元を見て、プラット船長はギョッと目を見開いた。ほんの一瞬前まで普通に見えたフーヴァルの歯が、鮫のような牙の列に変わっているのを見たせいだろう。

                　これをやると、大抵の人間はクソを漏らすほどビビる。船長はクソは漏らさなかったが、長すぎる舌をようやく口の中に仕舞しまった。

                「観念したか？　よし。じゃ、積み荷を見せてもらうぜ」

                　そうして、フーヴァルとアーナヴはギャランテ号の船艙ホールドに向かった。

                「〈浪吼団カルホウニ〉は奪った者から奪うって、聞いたことあんだろ？　ない？　じゃ、二度と忘れんな」

                　フーヴァルの獲物は、海賊船と私掠船、そして奴隷貿易船だ。これが、蒼き刃フーヴァル・ゴーラムという通称を名乗る彼が、海賊どもから〈鮫喰さめぐらい〉とあだ名される理由でもある。

                　

                　ハロルド王が死ぬ間際にフェリジアと結んだ協定には、ダイラ側の大幅な軍縮を約束する項目が含まれていた。フェリジアは金輪際ダイラへ攻め入らないという約束と引き換えに締結されたものだ。結局、そのせいで戦場を失った兵士は傭兵になり、水兵は海賊になった。

                　数年前からの不作、飢饉ときて、食いっぱぐれた連中がやけを起こすのも無理はない。問題は、やけを起こした連中が海に溢れすぎたことだ。今や北海から緑海、大蒼洋までの海域には、海賊やら私掠船やらがうじゃうじゃいて、護衛なしにはどんな船も無事に海を渡りきれないほどだ。物価は高騰し、昨今の食糧不足にさらなる追い打ちをかけ、生き延びようと必死になる者はどんどん増えていく。

                　そういう連中の首根っこを後ろから捕まえて、彼らが奪ったものをまた奪うのが〈浪吼団カルホウニ〉のやり方だ。マリシュナ号以上に船足が速く、丈夫で、有能な船員を抱えた船が現れない限り、この海はフーヴァルにとっての漁場に過ぎない……はずだった。

                　フーヴァルは、船長室の書き物机についていた。両脚器デバイダーや平行定規は隅に追いやられ、無数の×印が書き込まれた海図が、机の中央に拡げてある。フーヴァルは、それを眺めてため息をついた。

                　そのとき、新たに船に積み込んだ物資の目録を持って、アーナヴが船長室にやってきた。目録に目を通し終わるよりも先に、アーナヴが言う。

                「期待したほどじゃなかった」

                　この寡黙なアルマラ人との付き合いも長い。

                「香辛料と、小麦、あとは銀塊がどっさりだ。上々じゃねえか」

                「真に価値があるものは無かったが、それを抜きにしても、割に合わない」

                　普通の海賊が喜ぶような獲物も、彼にしてみればガラクタ同然の価値しか持たない。彼が欲しているのは芸術品だ。彼のお眼鏡に適う品物となると、出会う確率は更に少なくなる。

                「船長に小言を食らわせるのがお前の役割だもんな」

                　そう言いながらも、彼の言い分がもっともであることを認めていた。確かに期待したほどじゃない。ここ数年、ダイラと東方大陸間を行き来する船が激減しているせいだ。

                　原因の一つが、ヴェルギルだ。というか、その幽霊と言うべきか。

                　三年ほど前から、船乗りの間である噂がしきりに囁かれるようになった。慎みにはおよそ縁がない船乗りが、わざわざ声をひそめるほど、その噂は不吉だった。

                　曰く──緑海から大蒼洋の海域で、波間に立つ男の姿を見ることがある。大昔の王のような格好で、額には冠帯ミンドを巻いている。その男こそ、緑海が瘴気に包まれる原因をつくった、エイルのシルリク王だ。

                　だが、王の幽霊は単なる前兆でしかない。本当に怖ろしいのは、シルリク王の幽霊に引き寄せられるかのようにやってくる、ある船団の方だ。

                　〈嵐の民ドイン・ステョルム〉と、その船団は呼ばれている。船団を率いるのは、千年前にシルリク王を裏切った売国奴ペットゥリビョルンそのひと──というか、その歩く骸むくろだ。ビョルンは、父神ユルンの加護を受けたシルリク王から盗みを働いたおかげで、手ひどく呪われた。生ける屍となった彼は、以来ずっと解放を求めて海を漂っているのだ。

                　ビョルンが率いるのは、竜頭船ロングシップに満載された青白い幽霊の群れだ。航海中、奴らに取り囲まれたら一巻の終わりだ。船乗りはたちまちのうちに魂を抜かれる。そして魂は竜頭船に乗せられ、ビョルンの元で永遠の苦役くえきを強いられることになる。

                　これまで、〈嵐の民〉は単なる噂──あるいは、酔いどれ水夫が見た幻だと言われていた。それが今や、連中は気まぐれなイルカの群れのように気安く姿を現し、命を奪う腐臭を漂わせながら、哀れな犠牲者の魂を片っ端から徴兵してゆく。

                　唯一の例外は、船の索具リギンに触れたことのない者だけだ。

                　たとえ命が助かっても、船を動かす者が全員死んでしまったら、腐りはじめた死体と一緒に為す術なく海上を漂流するしかない。とは言え、生き延びる可能性は皆無ではない。いままでにも運良く生き残った生還者がいたからこそ、この体験が人々に知られることとなったわけだ。シルリク王の目撃と、それに続く〈嵐の民〉の出現の話が広まってしまったのも、こうした幸運な生還者たちが居たからだ。

                　おかげで、フーヴァルたちがこうして火消しに駆けずり回る事になった。

                　フーヴァルは、滅多につかないため息をついた。

                「なんとかしなきゃな」

                「ああ」

                　そのために、せっかく手に入れた海軍卿の肩書きをイルヴァに押しつけ、いつ終わるとも知れない航海に出たのだ。

                　ろくな信用もない『ナドカの楽土』の評判を、これ以上危険にさらすわけにはいかない。エイル枢密院の連中は及び腰だったが、この幽霊騒ぎがどれほどの大事に繋がるか、フーヴァルにはよくわかっていた。一刻も早く〈嵐の民ドイン・ステョルム〉が現れた原因を突き止め、この異常事態を収束させなければ、単なる幽霊騒ぎではすまなくなる。逆に、この噂の根っこを引っこ抜く事ができたなら、エイルの評判はぐっとあがる。

                　そんなこんなで、国を出て一ヶ月。他の海賊から食料や金品を奪って生活の足しにしながら航海を続けているが、いまだに手がかりはない。

                「ギャランテ号と船員は？」アーナヴが尋ねた。

                「ボーマンに任せりゃいい。あいつなら上手くやる……仲間を四人選ばせろ」

                　拿捕した船と捕虜には身代金をつけて交換するのが世の習いだ。あの船長には懸賞金がかかっているだろうから、いい臨時収入になるだろう。ボーマンは見かけの厳ついデーモンなのだが、腕っ節が弱い割に口喧嘩だけはめっぽう強い。捕虜を威圧するのにも、交渉で金額をつり上げるのにもうってつけの人材だ。

                「どこに向かわせる？」

                「ダンホールン。終わったらエイルに戻れと言っとけ」

                「わかった。で、俺たちはどこに向かう？」

                　フーヴァルは無精髭の生えた顎をボリボリと掻きながら、海図を眺めた。「良い風が吹いてる。このまま南下して、ダイラ沿岸を流すか」

                　アーナヴは意外そうな顔をした。ダイラに近づくと言い出すなんて珍しいと思っているのだろう。

                「キャトフォード沖にも、目撃情報があったからな」

                　書き物机の上の海図に記された、無数の×印のうちの一つを指先で突く。

                　それは、アーナヴも承知のはずだ。その情報がもたらされたのは、航海に出てすぐの頃だったということも。

                「なぜ今さらキャトフォードなんだ」

                「勘だ」フーヴァルは、自信たっぷりに言った。「ここに何かある」

                　船長の勘や気まぐれを迷いなく信頼できるほど、アーナヴはフーヴァルという男を知っている。彼は疑問を差し挟むことなく、頷いた。

                「それなら、一度ビレーに寄港して積み荷を捌くか？　整備も必要だ」

                「決まりだな」

                　船長室を出ていきかけたアーナヴがふり返った。

                「積み荷にあった銀塊は、どうする」

                　フーヴァルは口の端を歪めて言った。「海の底にでも捨てちまえ」
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                　キャトフォードは、王都の北に迫り出した巨大な半島の先端にある村だ。鬱蒼とした森と、船を停泊させる余地もないほど切り立った崖に挟まれているせいで、陸の孤島に等しい。南の沖にあるアビタリー島に海上防衛の要所を譲ってしまって以来、ここは王族の避ヽ暑ヽ地ヽの一つとなった。疑わしいが、罰するには今ひとつ確信が持てない者を、ほとぼりが冷めるまで監禁しておくための場所だ。悪名高き白茨砦ホワイト・ソーンよりは処刑台から遠いが、命を落とす者の数では決して引けを取らない。北から吹き付ける潮風に常に晒される劣悪な環境に身を置かれると、大抵の者は体調を崩すか、精神を病んでしまう。

                　ゲラードは、他の王族の中にある軟弱さと自分は無縁だと思っていた。だが、それは思い違いだったとすぐに痛感することになった。

                　剥き出しの石壁は冷たく、海に面して穿たれた小さな窓からは、細かな飛沫をはらんだ、身を切るような潮風が吹き込んでくる。寝台は木の板にわずかな藺い草ぐさを振りかけただけのもので、百年前から湿ったままの火鉢には固まった灰が硬くこびりつき、ちっとも温まらない。この牢獄で寝起きをするようになって七日で、ゲラードは熱を出した。

                　ボーフォート公に仕えるルマソンという男が監獄の責任者だ。彼は監獄を居心地良い空間にすることには無頓着だったものの、高熱を訴えるとすぐに村医者を遣わせてくれた。だが医者は、効果の怪しい煎じ薬と、同じくらい信憑性のない瀉血しゃけつを施して、さっさと退散してしまった。

                　訪れる者はなく、海鳥の声さえも遠い。

                　けれど、ここは孤独とは無縁の場所だった。

                「やあ……また来てくれたのか」

                　ゲラードは、滲む視界の向こう側で蠢く何者かに声をかけた。その影は色や姿形を変えながら、窺うように──あるいは案ずるように、ゲラードの寝台を覗き込んでいる。

                　不思議だ。あり得ない。これは幻覚だ、と考える余裕があったのは、最初のうちだけだった。

                　初めのうちは、頼りない灯明が壁に投げかける、朧気な影かと思った。それが、見つめているうちに、まるで意思を持つかのように動き始めたのだ。壁に張り付いていた影に、ゲラードが注意を向ければ向けるほど、それは自由に形を変え、動き回る力を得るようだった。『影』が壁面から飛び出し、そこら中を飛び回るようになるまで、そう長い時間はかからなかった。

                　それは、獣じみたなにかの形を取ることもあれば、いくつもの輪を身に帯びた球体の形になることもある。虹色の蛇のようにも、色鮮やかな模様を持つ鳥のようにもなる。紅玉色ルビー・レッドに孔雀色ピーコック・グリーン、目の覚めるような番紅花色サフラン・イエローなど、様々な色合いの渦や点線が体の上を自由に這い回り、一秒たりとも同じ姿でいることがない。

                　いままで、監獄と孤独とは切り離せないものなのだと思っていたのに。

                　ゲラードは、友達カレフに向かって力なく手を振った。

                「何のもてなしもできなくて……すまない」

                　話しかけると、友ヽはその外見に目覚ましい変化を表す。まるで驚いているようだ。それが面白くて、ゲラードは朦朧としながらも、語りかける言葉を探すのだった。

                「死期が近づいた者のところに来る妖精……君はそういう者なのかな」

                　友カレフが、液体のように自由な体をくねらせて、疑問を呈する。

                「それとも、冥界へ導く使いかな」

                　医者が匙を投げるのも無理はないと思う。幻覚を見るほどの高熱には、死以外のものは太刀打ちできないだろう。それでも、三日前よりは症状が軽くなったような気がする。その証拠……なのかどうかはわからないけれど、友カレフが訪れる間隔が、徐々に開いてきた。

                「悪いが、まだ君の……世話にはならないよ」

                　友カレフは反論するように身体を捻り、赤い色でチカチカと瞬く。面白いことに、ゲラードには友カレフの気持ちが理解できる気がした。

                　その時、監獄の階段を上ってくる足音がした。

                　友カレフの姿が掻き消え……ほぼ同時に、鉄格子の向こうに見知った顔が現れる。

                　これは幻覚か？　それとも、本物の──

                「兄上……？」

                　ユージーン。面会を拒否し続けた兄が、ここに来てようやく話をする気になってくれたらしい。村医者の他には護衛一人を伴っているだけだ。それを信頼と考えて良いものだろうか。

                　兄は鉄格子の外から、ゲラードを見つめた。

                「熱を出したと聞いたが」

                「ええ……少し、持ち直しました」

                　兄は傍らの村医者に尋ねた。

                「感染うつるのか？」

                　医者は、緊張から小刻みに震えながら言った。

                「いいえ。しかしながら、あまりお近くにおいでにならない方がよろしいかと存じます」

                「わかった」ユージーンは言い、牢番に鉄格子の鍵を開けさせた。

                「しばらくふたりにするように。用があれば呼ぶ。階段の下に控えていろ」

                　ユージーンは監獄に入ってくると、囚人用の椅子を引きずり、寝台に半身を起こしたゲラードに向き合った。

                　いつの頃からだったろうか、ゲラードを見る兄たちの目が変わりはじめたのは。つい昨日まで家族に向ける優しい眼差しがあったはずのところに、ある日を境に、別の感情が居座っていた。まるで、遠ざけておくべきものを見るような。あるいは、家族の汚点を見るような。

                　いまのユージーンも、そんな目でゲラードを見ていた。

                　それを非難することが、ゲラードにできるはずもなかった。

                「さて。お前が兄を殺し、俺をも殺そうとしていると聞いた」一呼吸置いて、ユージーンが尋ねた。「真実か」

                　ゲラードは笑ったら良いのか、怒ったらいいのか、それとも兄の正気を疑えば良いのか、一瞬だけ迷ってから冷静に返事をした。

                「僕がそんなことをして何の意味がありますか？　いったい誰が──」

                「質問しているのは俺だ」ユージーンは言った。「はヽいヽかいヽいヽえヽで答えろ」

                「いヽいヽえヽ。兄上たちに危害を加えようなどとは想像したこともありません」ゲラードはがさつく喉で言った。「それがいかに無意味なことか、よくご存じのはずです」

                　ユージーンはあくまでも冷静に、じっとゲラードを見つめた。

                「お前は庶子だ」

                　その通りだ。だが、面と向かって言われると、少し堪える。自分の出自を恥じている──というのもそうだが、それ以上に、母を糾弾されている気がして。

                　ハロルド王の五人の子供の中で、ゲラードただ一人が、王の血を継いでいない。にもかかわらず、事実は公表されず、ゲラードも正式なハロルドの子として育てられた。

                　そうしなければ──妻の不義をなかったことにしなければ、ハロルドはエメラインを処刑しなくてはならなくなる。そんな決定を下すには、王は王妃を愛しすぎていた。

                　この秘密を知らぬものは宮廷内にはほとんどいない。失言一つで首が飛ぶことになると理解しているから口に出す者はないけれど、第四王子と他の兄妹との待遇の差を見れば、真実は一目瞭然だった。

                「それでも建前上では、お前も王の息子だ」

                「王位を望んだことなど──」ゲラードは勢い込んで言い、激しい咳に身体を折り曲げた。そして、絶え絶えになった息で続けた。「王位を望んだことなど、ありません。それくらいは弁えている！」

                「では、俺が王になれば良いと思うのか？」

                　その質問に虚を突かれて、ゲラードは一瞬口ごもった。

                　ユージーンが良い王になるだろうか。刺客の影に怯えて、頑なに戴冠を拒否し、部屋に引きこもっていたユージーンが、民を導くことができるだろうか。

                　頭より先に、心が答えを出す。だが、それが顔に出る前に、ゲラードは頷いた。

                「兄上が王にならなければ、この国は乱れます」

                　ユージーンはしばらくじっとゲラードを見つめていた。

                　それから、ぽつりと呟いた。

                「なぜ、母上はお前を愛したのだろうな。お前一人を」

                　その時──その、ほんの一瞬、見慣れた兄の姿がわずかに揺らいだような気がした。水面に映った月を見ようとして、思いがけず水底の魚を見つけたかのように、視界が揺らめき、何かが、意識を過よぎる。

                「あなたは──ほんとうに、兄上ですか……？」

                　すると、兄は眉をつり上げ、立ち上がった。

                「まだ熱があるようだ」ユージーンは冷ややかに吐き捨てた。「もう少しまともにものを考えられるようになってから、また質問をしよう。今度は刑吏を伴って来る」

                　看守を呼び、扉が開くと、兄はふり返らずに牢獄をあとにした。

                　

                　どうやら、このままでは拷問は免れないらしい。

                　熱で朦朧とした頭でも、それは理解できる。そして、自分が痛みに耐えて真実を死守できるほど強い人間ではないということも。

                　拷問とは錬金術のようなものだ。熱や薬品を使って、物質そのものを変化させてしまう。そればかりか、本来はそこにない物を生じさせることだってできる。相手の望む答えを口にしさえすれば、耐えがたい痛みから解放されるのだとしたら、おそらく、ゲラードは屈してしまうだろう。そしてすべての罪をかぶって、処刑台に上ることになる。

                「こんなことなら、とんずらこける時にそうしておけばよかったのかもしれない」

                　フーヴァル、君の言う通りに。

                　熱と栄養失調でひび割れた唇で呟いても、彼には届かない。

                　ビアトリス・ホーウッドとの婚約が決まったとき──曲がりなりにも王族である以上、いずれは誰かと結婚しなければならないとわかっていたはずなのに──自分の世界から光が消えたと思った。昨日まで自由に空を飛んでいたのに、いきなり鎖に繋がれ、頭巾をかぶせられた鷹になったような気分だった。

                　本当は、自由だった時なんてありはしないのだけれど。

                　フーヴァルは一度、たった一度だけ、一緒に逃げるかと聞いてくれた。

                　その誘いを断ったことを、後悔はしていない。

                　誰よりも自分自身が、責任から逃げるのを許せなかった。フーヴァルだって、その程度の男に興味はないはずだ。

                　それでも……。

                　それでも、死ぬ前にもう一度、彼に会いたかった。

                　兄の訪問からまた熱が上がった。横になっているのに、頭がぐるぐると回転しているようだ。目を動かすだけで鳴り響くような頭痛がする。拷問にかけられるまで生きてはいないかもしれない。それならそれでいい……そう思って目を閉じた。

                　

                　どのくらい眠っただろう。浅い眠りと覚醒を何度も繰り返しながら、脈絡のない、けれど不快な夢を切れ切れに見ていた。だから頭の中で声がしたときにも、それが夢の続きであると信じて疑わなかった。

                「殿下」

                　聞き覚えのない女性の声だ。夢にしては、やけに……質感がある。目を開けると、もう一度声がした。

                「殿下」

                　幻聴だ。ゲラードの死を賭けた、病と精神衰弱と拷問とが繰り広げる競争が、いよいよもって混迷を極めてきたらしい。

                「殿下、どうかお目覚めを」

                　反射的に、声のした方へ眼球を動かすと、割れるような頭痛に襲われる。ゲラードは呻きながら、おぼつかない手で目を覆った。

                「ああ、殿下……おいたわしや」

                　幻聴、ではない。

                　ゲラードは、目を覆っていた手をゆっくりと持ち上げて、監獄を見回した。すると、来訪者がそこにいた。窓の狭い隙間にすっぽりとおさまる大きさの梟。黒々とした夜の海を背に、なおいっそう漆黒の梟だ。

                　人語を話す黒い梟がこの世に存在するのか、考えるまでもない。おかしな梟の存在が示すものは一つしかない。

                「魔女……か？」

                　すると梟は、南瓜色の大きな目をしばたいた。

                「さすがはゲラード殿下。我々のことにお詳しくていらっしゃる」

                　魔女の世辞には警戒すべしという有名なことわざがある。ゲラードはゆっくりと身を起こし、少しでも弱々しく見えないように、痛む関節を無視して背筋を伸ばした。

                「君は誰だ？　ここへはどのような用向きで来た？」

                「わたしが何者かは重要ではございません。警告をしに参ったのでございます」

                「警告？」

                「間もなく、この部屋に刺客がやってきます。あなたを亡き者にするために」

                　靄のかかったようだった頭が、にわかに冴える。

                「僕を──いったい誰が？」放っておいても、じきに死ぬのに。

                　心の中で考えたことを読んだように、梟は言った。

                「いいえ、あなたはこんなことでは死にません」ほんの少しだけ目を細めると、笑顔を浮かべたように見える。「刺客の素性は、まだわかりません。しかしながら、このままではお命が危のうございます」

                　すると、背を向けていた鉄格子の方から、カチャリという音がした。振り返ってみると、扉の外に詰めていたはずの看守がいない。そして、固く閉ざされていたはずの鉄の扉が、誘うようにゆっくりと開いた。

                「すべての鍵は開かれました」梟は言った。「しかしながら、看守がいないのは、わたしのせいではありません──何者かが、中から刺客を招いたからです。もう一刻の猶予もございませんよ」

                「しかし──」生唾を飲み込む。「僕が逃げたら、残ったものに危害が及ぶのではないだろうか。グレイアムを殺した下手人は野放しだ。ユージーンやエレノアも……」

                「残る方々のためにも、今はお逃げなさい」梟はきっぱりと言った。「あなたには生きていて頂かなくてはならないのです」

                　その口調に背中を押されたような気がして、ゲラードは立ち上がった。萎えた膝ががくんと折れて情けなくよろめいたものの、関節の痛みと頭痛はいくらか弱まっている。生死のかかった緊張感が高熱を追いやってくれたようだ。

                　だが、どこに向かえば？

                　運良く刺客の魔の手を逃れ、見張りの目をかいくぐることができたとしても、ゲラードの脱出はすぐに気付かれるだろう。馬も、旅支度もない。おまけに弱り切っているのだから、数刻も歩かぬうちに追いつかれてしまう。

                　馬を盗むか？　そんな大それたことが、僕にできるのか？

                「海に向かえば、活路が開けましょう」梟が言った。「急いで！」

                　何かが爆ぜるようなポンという音と共に、梟は黒煙となって消えた。

                　それ以上は、くよくよと考えなかった。

                　もつれそうになる脚を動かして、開いたままの扉を潜る。まるで夢の中の出来事のようにあっけなく、ゲラードは牢を抜け出た。だが、順調なのはそこまでだった。階段の下から、物音がする。迷いのない、静かな足取り。刺客がここまで来てしまったのだと、すぐにわかった。

                　このまま階下に降りれば、窓もない階段で真正面から出くわして一巻の終わりだ。

                　ゲラードはきびすを返し、階段を上へと駆け上がった。

                　さっき一瞬だけ取り戻した本調子を瞬く間に使い果たし、螺旋階段を三周もする頃には、また意識が朦朧としてきた。すぐ後ろに迫っている足音が、恐怖からくる幻聴なのか、それとも本物なのかも判断がつかない。壁についた手は痩せさらばえて、まるで冷たい骨のようなのに、体中を焦がすような熱に苛まれていた。息が苦しい。肺が焼け、炭のように硬く、黒くなってしまったのではないかと思う。ここで諦めて、冷たい刀身に身を投げてしまったらどんなにか楽だろう。

                　けれど──。

                　あなたには生きていて頂かなくてはならない。

                　その言葉が、差し伸べられた手のように──あるいは鞭のように、ゲラードの脚を前に進ませた。

                　いつの間にか、友カレフが再び姿を現していた。

                　まるで宙を泳ぐ魚のような姿で、ゲラードを導いてゆく。胸の中で破裂しそうなほど脈打っているゲラードの心臓を真似ているのか、色彩を激しく点滅させている。

                　上へ上へと登った先に、何の勝算があるわけでもない。それでも、道は一つしかない。正しい場所へと続く道ではなかったとしても、なんとかしようと抗うしかないのだ。

                　いままでずっと、そうやって生きてきたのかと思うと、この期に及んで、なぜだか笑みが零れそうになった。

                　永遠に続くかと思われた螺旋階段が終わり、鋸壁きょへきに囲まれた屋上に出た。ここは、かつては見張り塔として使われていたのだろう。縁に駆け寄って壁の狭間から下を覗いてみると、塔がほとんど海に迫り出して建っているのがわかる。

                　海に向かえば活路が開ける──？

                　ここから飛び降りるなんて、正気の沙汰じゃ無い。それでも、やるしかないのか？

                　夜の闇の中では、海面までどのくらいあるのか──そこに岩礁や岩棚があるのかどうかもわからない。飛び降りた先が、硬い岩だったら？

                　闇の底に吸い込まれるように、目眩がした。そのまま、頭から落ちてしまうかと思ったとき、誰かに髪の毛を掴まれ、思いきり後ろに引っ張られた。

                「どうやって抜け出した！」

                　刺客の声がくぐもっている。顔を見ると、彼は仮面をかぶっていた。滑らかな金属が形作る超然とした表情──なぜだか神を思わせる。まるで闇そのものが立ち現れたかのような黒尽くめの装束の中で、鈍い金色の仮面だけが、宙に浮かんでいるようだった。

                　体格はゲラードとそう変わらない。だが、弱り果てた自分に勝ち目はないだろう。

                「放せ！」逃れようと、髪の毛を掴む手を引っ掻いてみる。

                　身を捩り、むやみやたらに蹴りつけてみても、刺客は微動だにしない。

                　刺客の背後で、友カレフは奇妙な茸のような形に伸び上がりながら、興味深そうにこちらを眺めている。

                「おとなしくしろ」

                　男の声は低い。訛りはない。これでは何の手がかりにもならない。

                　刺客はゲラードの髪を掴んだまま、鋸壁の小壁に押しつけた。そして、腰に帯びた鞘から細く鋭い短剣を抜いた。それで心臓をひと突きして殺すのだろう。病死や事故死に見せかけるつもりはないのだ。なりふり構わず、一刻も早く僕に死んで欲しいということだ。

                　それほどまでに恨まれるようなことをしたのだろうか。それほどまでに、僕が生きていることが誰かにとっての邪魔だったのか。

                　ゲラードは抵抗をやめた。抵抗するだけの力が、もう残っていなかった。

                「誰の……差し金なんだ……！」

                　男は答えなかった。

                　その時、小さな蝶の形をした友カレフが、男の鼻の頭にとまった。

                　一度、二度、ゆっくりと羽ばたく。

                　すると──ほんの一瞬、刺客が、わずかに肩の力を抜いた。まるで……いきなり呆ほうけてしまったかのように。

                　何かを考える前に、身体が動いた。

                　刺客の手の中にある短剣を握る。虚を突かれた刺客が再び手に力を込める前に、思いきり手前に引く。柄と刀身の境目を掴んだせいで手に痛みが走ったけれど、そんなことはどうでもよかった。刺客がよろめき、ゲラードに倒れ込みそうになる。髪の毛を掴んだ手が、ぐいと下に引かれる。不自然な向きに曲げられた首が軋み、ブチブチと音を立てて髪が千切れる。ゲラードはもぎ取った短剣で、自分と刺客とを繋ぐ枷となってしまった金の髪を断ち切ると、空中を泳ぐ友カレフのあとを追って鋸壁の狭間によじ登った。

                「待て──！」

                　ゲラードは振り向かなかった。一瞬も躊躇わずに、虚空に身を躍らせた。

                　宙に浮いた身体より先に、内臓が下に落ち込むような、なんとも言えない感覚に襲われる。やがて、思い出したかのように落下が始まった。

                　自分を包み込む潮騒と、噎び泣くような風の音。上下逆さまになった世界。爪先の上ヽの方で、刺客が悪態をついていた。

                　海面まであとどのくらいだろうかと考えたとき、衝撃と共に、意識が暗闇に溶けた。
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                　気を失った──というか、フーヴァルが殴って気を失わせたゲラードを客用船室に運び込む。

                「シドナのお怒りを買わなきゃいいですがね」

                　ずぶ濡れのゲラードを抱えたまま、そう溢したのは掌帆手しょうはんしゅのオーウィンだ。腕っ節の強いデーモンで、大の男一人くらいなら易々と運べる。

                　先に命じておいた通り、部屋の火鉢にはすでに炭が入っている。温もった部屋に入った途端、ゲラードの身体から潮の香りが濃く立ち上った。

                「どちらに寝かせて差し上げましょ」

                　ゲラードの身体からは、ぽたぽたと海水が滴っていた。このまま寝棚ボンクに寝かせては寝具が駄目になる。

                「まあ……床に転がしとけ、とりあえずな」

                　オーウィンは「へい」と言って、ゲラードをそっと床に降ろした。その横顔には、拭いきれない不安が浮かんでいる。

                「心配するな。シドナが欲しがるのは海で死んだ人間の魂だ。こいつにゃ用無しだよ」フーヴァルはきっぱりと言った。「あとは俺がやるから、お前はドクを呼んでこい。ドクが素面じゃなかったら、ドーソンだけでいい」

                「了解アイアイ、船長キャプテン」

                　フーヴァルはため息をついて、ゲラードを見下ろした。さっき一度息を吹き返したとは言え、船医が来るまで濡れ鼠のまま放っておけば、また死に近づいてシドナの注意を引いてしまうかもしれない。

                　〈水底のシドナ〉がどういった存在なのか、はっきりとはわかっていない。ある者は妖精シーだと言い、ある者は限りなく神に近いデーモンだという。魔女だという者もいる。いずれにしろ、死者の魂を集めるという伝承は同じだ。彼女の領内で死体を盗めば、災厄わざわいがどこまでも船を追いかけてくると恐れられている。

                　せっせと集めた魂で彼女が何をしているのかは知らないが、そこにゲラードの魂を加えてやるつもりはなかった。

                　フーヴァルは腰に帯びた短剣を抜いて、ゲラードにかがみ込んだ。濡れた服を脱がせるのは一苦労だ。いっそ切り裂いて捨ててしまう方が早い。

                　妙に薄汚れたシャツと脚衣きゃくいを破ってみて、フーヴァルは驚いた。骨と皮……とまではいかないが、最後に見た時に比べれば、ずいぶん痩せてしまっている。あばらの浮いた胴に、筋張った手足。どう見ても健康体ではない。

                「しばらく会わねえうちに、何があった……？」

                　その時、船室の扉をノックする音がした。返事をしないうちに戸が開いて、船医のフィッツウォーターが、助手のドーソンを連れて入ってきた。

                　彼は、床に裸で横たわるゲラードと、その上にかがみ込むフーヴァルを見比べた。

                「ご無沙汰なのはわかるが、船長」赤ら顔の医師は重々しく言った。「時と場合は選んだほうがいいぞ」

                　

                　ゲラードを拾って二日後、ドクがフーヴァルのいる船長室にやってきた。ドゥーガル・フィッツウォーター、通称医師ドクは旧アルバ領出身の元罪人で、どうしようもない飲んだくれだが腕はいい。彼の見立てによれば、ゲラードが生きていたのは奇跡だという。

                「まず、彼は病に冒されている。高熱、悪寒、関節痛……粟粒熱ぞくりゅうねつのような症状だが、発症したのは七日も前だそうだから、別の何かだろうな。いまは熱も下がって、落ち着いてる。このまま行けば、数日中には元気になるはずだ」彼は小さなフラスコの中身で舌を湿らせてから続けた。「こんな状態で、真冬の海を何時間も漂っていたんだから……本来なら、死んでいなきゃおかしいんだ──ただの人間ならな」

                「どういうことだ？　あいつは間違いなく人間だ。なんたって──」

                　王族なんだから、とは、口に出さなくても伝わる。ゲラードは幾度となくこの船に乗っているから、船員はほとんど、彼のことを知っている。

                　ボサボサの白髪頭を掻いて、ドクは言った。

                「おそらく、何者かが彼を助けたんだろう」

                　もってまわった言い回しにもかかわらず、その場の空気が即座に変わった。

                「何者か……」

                　溺れた人間とナドカにまつわる伝承の中で、一番有名なものといえば、一つしかない。

                　人魚セイレーンだ。

                　奴らは一人の人間を気に入ると、飽くなき執着をもってどこまでもついてまわる。もしゲラードが連中に気に入られたのなら、面倒なことになるかもしれない。

                「けっ」フーヴァルは吐き捨てるように笑った。「ま、悪運がいい奴なのは間違いねえな」

                「まあ、いま考えてもどうにもならん。大事なのは、死んでないってこと。それよりも、だ」ドクが書き物机に顔を寄せると、酒の匂いがした。「この状況はまずい」

                「ああ」フーヴァルは頷いた。

                　エイルの私掠船に、ダイラの王子が乗っている。しかもどうやら、きな臭い王族ばかりがぶち込まれる、あのキャトフォードを脱走してきたようだ。経緯はわからないし、脱走は九分九厘失敗していたが、それでもやってのけた。

                「これは下手をすると、戦争に発展しかねんぞ」

                　フーヴァルは同意の印に低く唸った。

                　ゲラードがあそこに捕らえられていた理由が何であれ、王位相続がらみのゴタゴタに関係しているのは、ここ最近の情勢を見るに明らかだ。もしも──そんなことはまずあり得ないと思うが──ゲラードが何かの陰謀に関わっていたせいで監獄送りになったのだとしたら、今のこの状況は、国を揺るがす犯罪者の逃亡を、エイルが幇助しているのと同じだ。これが明るみに出れば、グレイアムの戴冠以降どうにも微妙な状況に追い込まれているエイルとダイラの関係が、一気に悪化することだって考えられる。

                「まあ……バレなきゃいいんだろ、要は」フーヴァルはのろのろと言った。「やつだって、キャトフォードに逆戻りはしたくないはずだ。適当なところで降ろすまで、ただの船乗りとして扱えばいい。亡命の手助けくらいはしてやるさ」

                「彼を手放すのか」

                「他に方法があるか？」フーヴァルは鋭く、ドクを睨んだ。

                「いいや、ないな」

                　ドクは言った。それから、肉付きのいい腿をパシンと叩いて立ち上がった。

                「じゃ、話は終わりだ」

                「海上の見張りを強化するように伝達しておく。それに、新入りのこともな」フーヴァルは言い、開いたままの航海日誌に今のやりとりを走り書きした。「あんたからエディに、奴のためのブロスを用意するよう頼んでくれ。死にかけでも、それくらいなら飲めるんだろ？」

                「ああ。問題ないだろう。患者のことは任せてくれ」

                　日誌を書き終わっても、ドクがまだそこに立ったままこちらを見ているのに気付いて、フーヴァルは眉を顰ひそめた。

                「なんだ？」

                「じきに船の中を歩き回れるようになるだろうが……あまり無理させるなよ。病み上がりだからな」

                「何の話だ、じじい」

                　凄むフーヴァルを尻目に、「イッヒッヒ」と笑いながら、医師は船室を出ていった。
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                　意識を取り戻したとき、マリシュナ号の船室にいるのだと気付いたゲラードは確信した──自分は死んだのだと。ひとは死ぬと、その者が最も望んでいた場所に魂を飛ばすのだと何かで読んだことがあったからだ。

                　ここで寝起きをしたのは、ダイラとエイルを渡る短い航海の間だけ。いままでに五回、この船に乗った。緑海を渡りきるのに二日ほどかかるから、合わせて二〇日程度だ。にもかかわらずゲラードは、この狭い船室を、城にある自分の部屋以上に居心地のいい場所だと感じていた。ここに留まることができるなら、死もそう悪いものではないのかもしれないとさえ思った。

                　だが、見覚えのある赤ら顔の船医とその不機嫌な助手が、ゲラードの身体を押したり捻ったり、口や目や鼻の中を遠慮なく覗き込むので、どうやらここはあの世ではないらしいと思い直した。

                　ドクと呼んでくれと、フィッツウォーター医師は言った。ジュワルカ人の助手の名前はブランドン・ドーソンというそうだ。

                「あんたの名前は、あえて尋ねませんよ。その方がこの船全員のためだ。わしが言っている意味はわかるでしょうな？」

                　ゲラードは慎重に頷いた。

                　確かに、僕の存在は歓迎されない。当たり前だ。

                　だが同時に、彼らが自分の身柄をすぐさまダイラに突き出すつもりではないとわかって安心した。

                「どこまで事情を……？」

                「キャトフォード沖に浮かんでたところを、我々が救出しました。あんたがこの船に乗っていることを知る者は、船員以外にはいないはずだ」

                　ゲラードはホッと息をついた。

                　船員たちの骨折りと心遣いが、ようやく心に染み渡る。

                「ありがとう」それから、医師と助手のふたりにもう一度礼を言った。「ありがとう、本当に」

                　ドクは擽ったそうな顔をして「お安いご用で」と言った。

                　だが、ドクの背後に控えていた助手の表情は硬い。青年の眼差しは警戒に近いほど鋭かった。

                　

                　数日後、ふらつく脚になんとか言うことを聞かせつつ、ゲラードは甲板に出た。

                　昇降口ハッチから頭を出した瞬間、吹き付けた風に息を奪われる。待ち受ける感覚の奔流を予感して、心臓は重く脈打っていた。ゲラードは、残りの階段を一気に駆け上がった。

                　何日かぶりに浴びる太陽の光は強烈で、目から勝手に涙が溢れた。濃厚な潮の匂いに、身体を包み込むような海風を感じた。波飛沫が頬を濡らしたそばから、瞬く間に乾いてゆく。頭部に籠もる熱を少しでも下げるため、髪は短く切られていた。刺客から逃げようとして切ったときよりもさらに短い。そのおかげで、思いきり風を堪能することができた。

                　船は、真っ青な海と空との、ちょうど真ん中にいた。

                「ああ……！」

                　この景色。この空気。

                　すべてがあまりにも鮮烈で、胸が痛むほどだ。病によって長いこと眠っていた心がようやく目覚め、身のうちに流れ込む光景、肌触り、温度を必死に吸収しているような気がした。

                　僕は生きてる。

                　生きているんだ。

                　昇降口ハッチの傍で立ちすくむゲラードとは対照的に、甲板上は慌ただしかった。

                「主檣帆メインスルを開け！　左舷開きポートタック！」

                　号令一下、船員たちがマストによじ登り、畳まれていた帆を拡げていく。男たちが索つなを引くと、帆の向きが変わった。真っ白な帆がたちまち風をはらみ、船は滑るように動き出す。

                「帆脚索シートを引け！」

                　数人がかりで索を引っ張りながら、掌帆手が歌い出した。

                　

                　　　あのじいさまが言ってたよ

                　　「降りろよ、ジョニー　降りちまえ」

                　　　明日給料もらったら

                　　　こんな船とはおさらばだ

                　　　　

                　　　降りろよ、ジョニー　降りちまえ

                　　　なあ降りろよ、ジョニー　降りちまえ

                　　　航海は長ぇ　風は吹かねぇ

                　　　こんな船とはおさらばだ

                　

                　あり得そうもないことだが、歌の合間に、切れ切れの悲鳴が聞こえたような気がした。

                　気のせいかと思ったけれど、そうではない。確かに聞こえる。

                　慌てて周囲を見回すと、左舷側、蒼い海の中に突き出した岩礁の上に人影が見えた。懸命に手を振りながら、こちらに向かって何か──泣きわめいているではないか。

                「人がいる！」ゲラードは叫んだ。「待ってくれ！　あそこに人が！　助けないと！」

                　よろめきながら舷げんの縁にしがみつき、必死で声を上げる。だが、掠れるほど叫んでも、誰も耳を貸そうとはしない。それどころか、遭難者の悲鳴をかき消すかのように、歌声を張り上げた。

                　

                　　　風は大荒れ　波も大暴れ

                　　　降りろよ、ジョニー　降りちまえ

                　　　ひでぇ海域ひいこら渡る

                　　　こんな船とはおさらばだ

                　　　　

                　　　降りろよ、ジョニー　降りちまえ

                　　　なあ降りろよ、ジョニー　降りちまえ

                　　　航海は長ぇ　風は吹かねぇ

                　　　こんな船とはおさらばだ

                　　　　

                　　　こんなボロ船　もういやだ

                　　　降りろよ、ジョニー　降りちまえ

                　　　配給酒グロッグはねぇ　飯も臭くせぇ

                　　　こんな船とはおさらばだ……

                　

                　取り残された男と、ゲラードの目が合う。見覚えのない顔だが、向こうはこちらを知っていたのかもしれない。一瞬だけ叫ぶのをやめて……それからまた、口を開いた。だが、その声は波音と男たちの歌にかき消されて、聞き取ることができなかった。

                「マルーンだ」

                　背後からの声に、ゲラードはハッとしてふり返る。

                　フーヴァル。

                　船室を出て、船長室に行こうと思っていたところだったのだから、顔を見て動揺するのは道理に合わない。だが、ゲラードは動揺した。その声が、存在が、自分をどれほど揺さぶることができるのかを思い出したせいだ。

                　日に焼けた肌に、張り詰めた肉体。波を思わせる緩やかな癖毛。無精髭と、左目を貫くように走る傷とが、彼の荒々しくも危うい魅力を強めている。いつでも悪戯めいた笑みを湛えた目。その碧あおい瞳。

                　ああ、少しも変わっていない。

                　フーヴァルは舷の縁──舷縁ブルワークに肘をもたせかけ、遠ざかる男の影を見つめた。

                「マルーンって、あの男の名前か？　なぜ助けないんだ？」

                「船員を雇うのは賭けだ。どんなにしっかり見極めたつもりでも、裏切り者は出る」ゲラードの質問を無視して、彼は言った。「やつは他の船員のケツを無理矢理掘ろうとしたところをとっつかまった。裁判の結果は全員一致で有罪だ。だからマルーン──置き去りの刑に処されたんだよ」

                「だが……あのままでは、死んでしまう」

                「だから？　そんなのはみんなわかってる。情けをかける必要なんかねえ」

                　呆然と海を見つめている間に、囚人の姿が波間に消えた。

                　フーヴァルは、クツクツと笑った。

                「ま、寝覚めに見たいもんじゃなかったかもな」

                　ゲラードは、殴られたような衝撃からまだ覚めないまま、フーヴァルを見た。

                　彼もまた、ゲラードを見た。深く、計り知れない力を秘めた海のような瞳。その奥に、ほんの一瞬、何かが過よぎる。

                　だが、すぐに消えてしまった。気まぐれな魚影のように。

                　彼は厳つい指輪のはまった指で、ゲラードの髪を示した。

                「短いのも悪くないぜ。殿でん──」それから、舌を噛んだみたいに言葉を飲み込み、言い直す。「ガル」

                「ガル？」ゲラードは眉を顰ひそめた。

                「ドクから話をされただろ。今までみたいに呼ぶのはまずい。いつ部外者と接触するかわからねえから、徹底しておかねえと」

                「確かに。でも、どうして『ガル』と？」

                「ゲラードって名は、俺の地元の言葉じゃギアロイドっていう。その愛称だ。ガル」

                　フーヴァルには、アルバの北方の訛りがある。母音を切り詰め、舌を転がすような音で『ガル』と呼ばれるのを……気に入らないはずがなかった。

                「本当に、久しぶりだ」ゲラードはしみじみと言った。

                　フーヴァルは苦い笑みを溢した。「二度とその面ツラ、見たくなかったのによ」

                「すまない」ゲラードは俯いた。

                　以前なら、秘密で結ばれたふたりの間で交わされる憎まれ口で済んだ言葉が、今は真実になる。それは、甘んじて受け入れなければならない。

                「耳飾りを、外したのか？」

                　ゲラードはおずおずと尋ねた。出会った当初からずっと、フーヴァルの両耳で煌めいていた金の耳飾りが無くなっていたのだ。

                「ああ」フーヴァルの表情がわずかに硬くなる。「あれは……捨てた」

                「そうか……」

                　口に出してみれば、あまりにも場違いで、ぎこちない質問だった。ふたりの間に、四年分の時が凝こごったような、堅苦しい沈黙が降りた。

                　やがて、フーヴァルが言った。

                「ついてこい」フーヴァルが視線で船長室を示した。「話がある」

                　

                「それで、とうとう実家から追い出されたのか？」

                　フーヴァルは楽しそうにいい、船室に作り付けられた棚から、酒瓶と木の杯を取り出した。酒は得意ではないのだけれど、さっき叫んだせいで喉がヒリヒリと痛んでいたから、ありがたく頂戴した。

                　マリシュナ号の船長室──つまりフーヴァルの私室は、大蒼洋を脅かす海賊として名を馳せた男の部屋にしてはずいぶん質素だ。部屋に入って右手には備え付けの棚が、船尾側の窓際には、航海日誌と手書きの海図が拡げられた書き物机がある。それから、他の船室のものよりほんの少しだけ広い寝棚ボンク。部屋の中央にある太い柱のようなものは、船尾楼から船底までを貫く最後檣ミズンマストの一部だ。そのせいでフーヴァルの部屋はいっそう手狭に見える。もっとも、マストに無造作に飾られた略奪品を見れば、彼がそんなことを気にしていないのはよくわかる。

                　ふたりはフーヴァルの衣服箱シー・チェストをテーブル代わりにして、ゲラードは寝棚に、フーヴァルは椅子に、向かい合って座った。

                「どこから話せばいいのか」ゲラードは、自分でも途方に暮れて笑った。

                「昔のよしみだ。オチのない話でも、聞くくらいはしてやるぜ」

                　昔のよしみという言葉に微かな痛みを感じながらも、ゲラードは話した。王位継承者の不審な死と、空のままの王座。墓場のようになってしまった王城と、そこに潜んでいるはずの刺客。真相を見つけ出そうとして遠くに追いやられ、挙げ句殺されそうになったことも。

                「僕はこうして逃げおおせることができたが、危険は去ってない」ゲラードは言った。「次に狙われるのはユージーン……エレノアかもしれない。すぐに警告しなくては」

                　フーヴァルは片肘ついた手に頬を預けて静かに話を聞いていたが、ようやく口を開いた。

                「お前の兄妹が刺客を送り込んだ可能性があるとは思わねえのか？」

                「まさか」

                　ゲラードは、フーヴァルの顔の中に、冗談を言うときの皮肉めいた笑みを見出そうとした。だが、彼は真剣だった。

                「ユージーンにそんな度胸は無いし、エレノアは絶対に僕を殺さない」ゲラードは言った。「刺客を送ったのは、王族ではないと思う」

                「なぜわかる？」

                「宮廷に長くいる者なら、僕が王位を継ぐことはないと知っている」それ以上の説明を求められる前に、言葉を繋いだ。「それに、僕に近いところにいる者ほど、自分の関与が疑われないような殺し方をするはずだ。毒なり魔法なり、自然死に見せかけて殺す方法はいくらだってある──現に、グレイアムは自然死だと診断されたんだ。それなのに、わざわざ牢獄に刺客を送り込んで心臓を刺し殺すなんてやり方では、噂は瞬く間に国中に広がってしまう。せっかく僕に罪を着せることができたかも知れないのに」

                　フーヴァルは、頬に当てた手の小指をがしがしと囓っていた。「なるほどな」

                　ゲラードは、不意に視界が開けるような感覚を味わった。なぜか、今までよりも頭がすっきりしている。思考に深く沈み込むほどに、これまで考えても見なかった結論が浮かんでくる。

                「刺客を送った相手は、僕が死んだことを誰に知られようと、かまわないんじゃないだろうか？　むしろ、病で死ぬのを待たなかったのだから、『何者かに殺された』ことを知らしめようとした可能性もある」

                「なんでわざわざ」

                「焚きつけようとしたのかも」ゲラードは口から言葉が零れるままに語った。「誰かを」

                　三年前、デンズウィックに竜が現れる凶事が起こった。あとに続く混迷の最初の一つ──その日の出来事は、今では大禍殃マグナ・マルムと呼ばれている。

                　三年前にダイラを覆った長雨が農産物の不作を招き、飢饉が訪れた。かつて飢饉の度に人間に力を貸していた魔術師や魔女は行方をくらましていて、打つ手はない。そして飢饉は、あっという間に疫病を連れてきた。疫病は、ダイラの国民の実に十分の一を死に至らしめた。

                　さらに、貴金とうがねがその効力を失ったことが、混乱に追い打ちをかけた。ナドカの魔力ヘクスを打ち消す力を持つ貴金は、人間がナドカを支配するための鎖であり、最終兵器でもあった。ところがいまや、貴金は黄鉄鉱ほどの価値さえない。

                　一方教会も、自らの支配力が盤石であることを示そうとして、これまで以上にナドカを迫害する。確固たるものに救いを求める民衆はそれに飛びつき、力の弱いナドカが私刑によって次々に殺されている。〈燈火の手ラテルナ・マヌス〉──ダイラでは通称〈手ハンズ〉と呼ばれる連中が各地に出没し、銀の剣を振りかざしては、敵意のないナドカまで容赦なく殺害して回っている有様だ。

                　多くの国がナドカの叛乱を警戒して締め付けを強めたことで、ナドカたちの反発を招いている。奴隷として使役されていたナドカが逃亡して郎党を組むようになった。彼らを吸収しながら、アラニや北方の叛乱軍レバルは勢力を拡大している。

                　至る所で内紛が勃発している。

                　魔女は森の奥深くに引きこもり、魔術師も学会サークルの門戸を固く閉ざした。デーモンは素性を隠して人間社会に紛れようとし、吸血鬼は下僕を引き連れて隠れ家に籠城している。野良の人狼が新たな群れを形成しようと無計画に人間に噛みつくせいで、野犬のように無秩序な群れクランが乱立していた。疫病による死を逃れるために、すすんでナドカになろうとする者がいる傍ら、ナドカをあぶり出そうとした人間によって森が焼かれ、妖精シーたちの気は立っている。これまで妖精たちの棲む領域で息をひそめていた魔獣も、人里にまで姿を現すようになっていた。

                　情勢は不安定さを増す一方だ。いまは誰もが、生きる権利を奪い合う時代なのだ。

                「王族を殺せば、相応の力を持っていることの証明になる。ひとは強いものに縋る。力を見せつけて、有象無象の勢力をまとめ上げようとしているのかもしれない。混迷を極める世だからこそ」

                　あるいは──。

                　まったく別の可能性が、ふっと頭に浮かびそうになる。

                　あるいは、ただ単に、邪魔者を消そうとしただけなのかも。

                　でも、僕が何の邪魔になると言うのだろう。

                「それはわかるが、なんでよりによってお前なんだ」

                　そこで集中が途切れ、掴みかけていた糸口は指をすり抜けて消えてしまった。

                「さあ……わからない」ゲラードは言った。「僕じゃなくても良いのかもしれない。たまたま、警備の手薄な監獄にいたのが僕であっただけで」

                　そもそも、僕の生き死にが、何かに影響を与えることの方が少ない。ましてや、誰かの邪魔になるなんて……まずあり得ないことだ。

                　フーヴァルは思案げにため息をついた。「俺は、お前をどうすべきだ？」

                「どこか……大陸のどこかの港に降ろしてくれないか。長居をすれば、君たちやエイルに迷惑をかけてしまう。すでに十分迷惑だろうけど」

                「かまわねえよ、それくらい」フーヴァルは言った。

                「恩に着る、船長」ゲラードはいい、ワインを少しだけ啜った。

                　しばらくの間、ふたりは沈黙の中で、ただワインを飲んでいた。

                　部屋のすぐ外で、船員たちの賑やかな声がする。それから、非番の船員がどこかで楽器を掻き鳴らす音。それにあわせて歌う声。ゲラードは船の軋みと、潮騒と、海に暮らすひとびとの営みの音──夢にまで見た自由の音が、身体に染みこんでいくに任せた。

                「それにしても、君に助けられてほんとうに運が良かった」ゲラードは、おもむろに言った。「キャトフォード沖で拾ってくれたと言っていたけど、なぜあのあたりにいたんだ？」

                　今度はフーヴァルが話す番だ。だが、彼は相変わらず、無駄に言葉を費やすということをしない男だった。

                「たまたまだ」フーヴァルはそれ以上の説明をしなかった。「誰かがエイルの評判を落とすような小細工をしてやがるんだ。そいつを片付けるために、もう一ヶ月と半分は海の上にいる。キャトフォードに向かったのは、ただの勘だな」

                「海軍卿がそんなに港を留守にして、平気なのか？」

                「俺はもう海軍卿様じゃねえ。その肩書きはイルヴァに譲った」フーヴァルは事もなげに言った。「肩書きなんぞに縛られるよりは、海で好き勝手やってる方が性にあうしな」

                　これがフーヴァルという男だ。驚きと、呆れと、賞賛を、同時に集めることができる希有なる存在。

                「エイルの評判を落とすような小細工というのは……？」

                　すると、フーヴァルは聞かせてくれた。幽霊船団や、その前兆として波間に現れるシルリク王──ヴェルギルのことを。

                「それなら、報告書で見た覚えがある」ゲラードは言った。「確か、〈嵐の民ドイン・ステョルム〉と呼ばれているとか」

                　ゲラードは、王港長官の娘と結婚した暁には海上防衛と海軍の総轄に携わる予定だった。結婚は無くなったとは言え、これも何かの縁だろうと、海軍省と枢密院との折衝に関わるようになっていたのだ。

                「さすが、仕事熱心なことで」フーヴァルは言った。

                「〈クラン〉はこういうことに関知しないのだろうかと、不思議に思っていたんだ」

                「〈クラン〉は何でも屋じゃねえんだ」フーヴァルは言った。「まあ、本当なら連中が出張ってきてもおかしかない。だが、誰かがなにかと理由をつけて連中を抑えてるみたいだな」

                「エイルに悪評が立つ方が、都合が良い者がいる、と？」

                　フーヴァルは頷いた。「そういうこった」

                　ゲラードはため息をついた。

                「共存のための〈協定ノード〉と、それを守るための〈クラン〉だったはずなのに」

                　ゲラードがそう言うと、フーヴァルはこれ見よがしに顔をしかめた。

                「どうした？」

                「その話を続けるなら、俺は仕事に戻る」

                　ゲラードは眉を顰ひそめた。「君たち自身が関係している話だ」

                「俺の持論はな、ガル」まるで凄むような目つきで、身を乗り出す。「『ご大層な掟や、人間様に助けてもらわないと生きていけねえようなナドカは、さっさと死ね』だ」

                　久しぶりに感じた、フーヴァルの中の炎のような感情に圧倒されて、ゲラードは言葉を失った。

                「〈協定ノード〉なんざ、クソくらえってことだよ」

                「君はそれでもいいだろう。だが、皆が皆、君のように強いわけじゃない」

                　フーヴァルは、フンと鼻を鳴らした。

                「人間だろうがナドカだろうが、そんなもんに守ってもらわなきゃ死んじまうような奴らに、生きてる価値なんかねえ」ワインを呷って、勢いよく杯を置く。「俺は〈協定ノード〉なんか無視してここまで生き延びてきた。だからそういう話には虫唾が走るんだよ。わかったら金輪際、俺の船でクソッタレ〈協定ノード〉の話なんか持ち出さないでくれ。いいな？」

                　こうなってしまったら、何を言っても意味はない。フーヴァルの苛烈さは彼の魅力の一つだが、薪をくべすぎれば火傷してしまう。

                「ああ」

                「とにかく」フーヴァルは立ち上がった。「俺様の海で小細工をしてるクソ野郎を捕まえて、帆桁ヤードにぶら下げて腹かっさばいて、腸はらわたをさらけ出させたまま九海きゅうかい中引きずり回してやるまではエイルには戻らねえ」

                　ゲラードは、このどぎつくも豊かな想像力を懐かしみながらも、おとなしく頷いた。
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                　四年前──一三六七年　デンズウィック

                　

                　物珍しいが、すぐに飽きが来る玩具おもちゃのような男だと思っていた。

                　噂に聞く魔物の国エイルを見物したあとで気が大きくなっていたのか、それとも帰りの航路の途中で振る舞った、たった一杯のワインに酔ったのかはわからないが、ゲラード殿下はサウゼイ見物をしたいと言い出した。気晴らし、あるいはそれ以上にたちの悪い遊びをするため、正体を隠してサウゼイに潜り込む王族はいないではない。けれど、どこからどう見ても黄色い羽毛が抜けきっていない雛をサウゼイのような場所に連れて行けば、面倒ごとに巻き込まれるのは目に見えていた。

                　だからフーヴァルは次善の策として、王都の市壁の内側でアドゥオールが取り仕切る〈黒梟〉亭に案内した。そこでなら、ナドカとお近づきになりつつ、少々羽目を外したいというゲラードの希望を叶え、なおかつ最上級の警備と秘密保持を保証できる。心得た魔女のもてなしで締めくくれば、殿下の冒険にも箔がつくし、いい思い出になるだろう。フーヴァルはそんな風に思っていた。

                「これでどうだ！」

                　フーヴァルは、持っていた手札を勢いよくテーブルにたたきつけた。〈傭兵師団〉。まずまずの手札だ。

                　すると、向かいに座るゲラードが気まずそうな笑みを浮かべて手札を明かした。〈王侯一族〉。いい手だ。馬鹿みたいにいい手だ。

                「嘘だろ？　イカサマじゃねえ……ですよね」

                「イカサマのやり方も知らないよ」まんざらでもない顔でゲラードは言った。

                「クソッ！」フーヴァルは杯に残っていた蜂蜜酒を呷り、勢いよくテーブルにたたきつけた。「もう一勝負だ」

                　フーヴァルは小銭入れに指を突っ込んだものの、薄っぺらい銅貨しか入っていないことに気付いて、顔をしかめた。と、ふたりの魔女がフーヴァルの肩に手を置き、二羽の烏のように身を乗り出した。

                「あーら悲惨だこと」とエリザベス。

                　テーブルの上で繰り広げられた惨憺たる戦の跡を眺め、魔女たちはチッチと舌を鳴らした。

                「あんたがここまで派手に負けるところなんて初めて見たわ」そう言って笑ったのはオフィーリアだ。

                「しかも、酒手さかでまで使い果たしちゃって」ベスは同情を装ってフーヴァルの頬を撫で、それから見慣れない客に視線を移した。「こちらの色男はどなた？」

                　ゲラードが口を開くより早く、フーヴァルが言う。「商売相手だ」

                　身元を明かしたくない客なのだと、ふたりはすぐに察して空気を変えた。

                「接待にしたって、負けすぎよ」オフィーリアがずけずけと言う。

                「こうなったら、次の賭けは〈メリーシャの羽根〉しかないね」

                「〈メリーシャの羽根〉？」ゲラードが目を輝かせる。

                　この王子は、異国風だったり人外ナドカ風だったりするものにはなんでも食いつくのだ。ゲラードの仔犬のような表情に、ふたりの魔女は一発でほだされたらしい。

                「〈メリーシャの羽根〉はね、掛け金がスッカラカンになっちまった一人と、一番勝ってる一人とがやる勝負。次の勝負でフーヴァルが勝てば、今までの掛け金を総取りできる。対してあんたが勝てば、なんでも好きな願い事を叶えてもらえる」このフーヴァルにね、とオフィーリアが笑う。

                「もちろん、叶えられる願いにしないと駄目だよ。勝負の前に、幸運の女神メリーシャに願掛けをする。そしたら、勝つまで秘密にしておくんだ」エリザベスが言い、何かを探すようにゲラードの顔を眺めた。「あんた、今夜はツいてるね。どうせなら、尻の毛までむしり取っちまいなよ」

                「余計な入れ知恵するんじゃねえよ！」フーヴァルが追い払うと、ふたりの魔女は笑いさざめきながら別のテーブルに向かった。

                「メリーシャ」ゲラードは、味わうようにその名前を口にした。「君の船の名前に似ているね」

                「そりゃ、同じ神ですからね。元はアルマラのマリシュナって神が、こっちではメリーシャって呼ばれてる」

                　ゲラードの目の中の輝きが増す。

                「それなら、この勝負は君に分ぶがある」

                「で、どうします。殿下」フーヴァルはテーブルに身を乗り出した。

                　ゲラードはにっこりと笑って、今までにフーヴァルや、他の客たちから巻き上げた金をテーブルの中央に押し出した。

                「もちろん、とことんやるとも」

                「そうこなくっちゃな！」

                　そして、フーヴァルは負けた。

                　いい勝負ではあったし、普通の相手なら間違いなく勝てたはずの手だった。だが、完膚なきまでに負けた。

                　ここまでくると、ツキの問題ではないのではないかという気がしてくる。こちらが思案している間、じっと見つめてくるゲラードの瞳の中に、計算高い博徒の雰囲気はない。その代わり……こちらを見透かすような、とでも言えばいいのか、油断すれば萎縮してしまいそうなほど超然とした眼差しがあった。おそらく、それがこの王子の手ヽなのだろう。ひな鳥のような顔をして、なかなかに食えない男だ。

                　フーヴァルは潔く負けを認めるしかなかった。

                「まったく、王城に住まわせとくにはもったいねえな」

                　フーヴァルが言うと、ゲラードは嬉しそうに笑ってから、少しだけ寂しげな表情を見せた。まるで、それこそが心の底にある望みだったみたいに。

                「これでも、普段は負け知らずなんですがね」フーヴァルは言った。「どうやら、俺の方があんたにカードを習わなきゃいけないみたいだ」

                「僕でよければ、いつでも」

                「言いますね」フーヴァルは笑った。

                　ゲラードも、悪戯めいた微笑を浮かべて酒の杯に口をつけた。といっても、船上での一杯を別にすれば、唇を湿らす程度しか飲んでいないのだが。

                「それで、お望みは？」ここから先は秘密の会話だと示すため、フーヴァルはゲラードのすぐ隣の椅子に腰掛け、囁いた。「他の王位継承者を殺してくれってんじゃない限りは、大抵のことは叶えてご覧に入れますぜ」

                　そう言いながらも、大体の予想はつけていた。妙にナドカにこだわる人間というのは少なからずいて、そういう連中の望みは詰まるところ、ものの試しに一発ヤることだ。

                「僕は──」ゲラードの視線が泳ぐ。

                　思った通り、行き着く先は酒場の奥にある出入り口だった。重厚な緞帳どんちょうに覆われた扉の向こう側には、豪華な調度品で飾り立てられた寝室が並んでいる。こと性の悦びにまつわることなら、この〈黒梟〉亭で叶わぬ願いはない。その分高くつくのは確かだが、まあ、アドゥオールならツケでなんとかしてくれるだろう。

                「でしょうね」フーヴァルはニヤリと笑った。「それで、どんなのをご所望なんです？　ここは魔女が有名ですが、吸血鬼に人狼もいるし、運がよけりゃ妖精シーとお相手願えることもある」

                「それが……」

                　ゲラードは口ごもり、また何かを誤魔化すように杯に口をつけた。赤い色が首筋から頬へと昇り、色白の肌を瞬く間に染め上げていく。その色が耳まで到達すると、彼は意を決したように杯を置いた。

                「君では、駄目だろうか」

                「は？」

                　と、声に出してしまったかどうかは定かではない。出していたところで、これ以上何がどうなることもなかっただろうが。

                　あっけにとられて王子の顔をまじまじと見る。王族かくあるべしと言わんばかりの造形は、眉から目、鼻筋から唇に至るまで、非の付け所がないほど整っている。世界中の黄金を一房ずつ集めて作ったかのような金の髪。見るからに柔らかそうな肌。ふっくらとした唇は、緊張のせいできつく結ばれている。最も目を引くのは目元だ。たったいま金細工師の工房から出てきたばかりに見える見事な睫毛と、それが縁取る蒼あおい瞳。まるで、空から零れた雫のような。

                　エメライン王妃は絶世の美女と呼ばれたが、この王子は間違いなく母親似だろう。茹だったみたいに真っ赤になっていることを除けば。

                　じっと見られることに耐えきれなくなったのか、彼の瞳が伏せられる。いまや、瞼まで赤く染まっていた。

                「へえ」

                　フーヴァルの胸の内で疼いたのは、単なる嗜虐心──それだけだっただろうか。

                「物好きな人間はいままで飽きるほど見てきたが」フーヴァルは言った。「あんたはずば抜けて変人だな」

                「それは、駄目ということ？　だろうね」

                　ゲラードの声は、なんとまあ、震えていた。

                「俺は別に──」

                「申し訳ない。気を悪くさせてしまった。何か別の願いにするから、少し時間をくれないか」

                　目を泳がせながら、散らかったテーブルの上や、賑やかな酒場の中に、必死に別の願ヽいヽを探している。

                　つまり、願い事は最初からその一つしか用意されていなかったのだ。

                　ゲラードは落ち着かせるようにゆっくりと言った。

                「メリーシャに願ったことを取り下げるもんじゃない。でなきゃ死ぬまでツキに見放されちまう」

                　王子は観念したように、フーヴァルに向き直った。「それじゃあ……」

                「一つ聞きたいんだが……なんで俺なんです。実は、悪い男にめちゃくちゃにされたい願望があるとか？」

                　すると、ゲラードは質問の意図を図りかねたみたいに眉をひそめた。

                「めちゃくちゃに……？　いや、そうじゃない」彼は小さく咳払いをして、フーヴァルの視線を真っ向から受け止めた。「船の上にいる君を初めて見たときに、思ったんだ……なんて美しいひとだろう、と。それで……つい」そして、またすぐに目が泳ぎはじめる。「気を悪くしないでもらいたい……僕は昔から、言葉を選ぶのがうまくなくて」

                　それから、酔った勢いで言うようなことじゃなかったとか、君を賭けの賞品にするようなことをすべきじゃなかったとか、ぐだぐだと並べ立てていたが、フーヴァルは聞き流した。

                「あんた、俺を抱きたいのか？」

                　ゲラードはぱっと顔を上げた。図星をつかれたような表情が「そうだ」と言っていた。それから、逃げ場を失った挙げ句に懇願するような表情になる。

                「もちろん、断ってくれてかまわない。無理強いだけは絶対にしたくないんだ。ただちょっと、きっかけが欲しくて──」

                　さて、どうしたもんかね。

                　九海きゅうかいいちの海賊と歌われたこの〈波吼団〉のフーヴァルが、エイルとダイラを行き来する渡し船の船頭になりさがっている現状には、正直言って不満があった。用意された場所で手に入れられる限りの役得を見つけていかなければと思っていた矢先に、これだ。王子の弱みを握ることが、どれだけの利益につながるか……まあ、それはおいおい考えればいい。

                　メリーシャがどっちを贔屓したか、わからなくなってきた。

                　この、金の仔犬か雛ヒヨコみたいな王子と寝台ベッドで一戦交えるのは悪くない遊びだ。どちらがどちらを組み敷くか、試す時間はたっぷりある。

                「俺でよければ、殿下」フーヴァルはニヤリと笑った。

                　するとゲラードは、まるで金塊を掘り当てた山師のように目を輝かせた。

                　物珍しいけれど、すぐに飽きが来る玩具のような男だと思っていたのだ。

                　だがおかしなことに……出会ってからずっと、ゲラードに関することで、フーヴァルの思い通りになったことなど一つもなかった。

                　そんなことも、このときはまだ、知るよしもなかった。
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                「乗組員は、全部で三十八……九人」バウワーは、隣に立つゲラードを見て言い換えた。「ボーマンと他の四人が、この間捕まえた船を港に届けに行ってるから、いま乗ってるのは三十四人だ」

                「一日おきに、こうして」続く言葉を、上甲板に響き渡る掌帆長の号令に負けじと声を張り上げる。「何かしらの訓練をしているんだ。今日は風がないから、展帆と縮帆──つまり、帆を拡げたり畳んだりする訓練」

                　ゲラードと操舵手のバウワーは、船尾にある船尾楼甲板プープデッキから訓練の様子を眺めていた。

                「よーし、悪くない。次はあと二秒縮めろ」

                　掌帆長のルー・センルーは背の高い女性で、バウワーの話では、東方大陸の極東にある大国、ユーアンの出身なのだという。

                「前檣上部帆フォアトップスル、主檣上部帆メイントップスル展開──かかれ！」

                　号令をかけると、甲板上にいた掌帆手しょうはんしゅたちが一斉に動き出し、船体とマストを繋ぐ段索ラットラインを、もの凄い早さでよじ登っていく。そして、帆を吊す帆桁ヤードにとりつくと、いくつもの索──括帆索ガスケットと言うらしい──で結び留められていた帆を解放した。

                　蜘蛛の巣のように張り巡らされた無数の索の中から、帆をピンと張るためのものを迷わず選び取り、数人がかりでそれを引く。風向きによって、開く帆やその向き等を調整しながら、こうした作業を延々と続けていくのだ。ただの乗客として乗っていた時にも、水夫たちの熟練の技には感心していた。だがこうして、それぞれの索や帆が持つ役割を聞いてみると、感心どころではない──驚嘆させられる。

                「せっかくの非番だというのに、付き合わせてしまって申し訳ない」

                「いや、気にしないでくれ。あんたのことは船長から聞いてる。でも、新入りと同じように扱えってことだから……」声を落とす。「先に謝っときます」

                「謝るのはこちらの方だ。どうか僕のことは、船長の指示通り扱って欲しい」

                　厚意に甘えて無料ただ乗のりはしたくないとゲラードが言うと、フーヴァルは、「それなら雑用くらいはやってもらうか」と言い、ゲラードの案内役に、このアレクス・バウワーを選んだ。彼が選ばれたのは貴族出身だからだろうか。二十歳になったばかりの頃──見た目はいまでも二十歳だが、実際には三十年も昔のことだという──運悪く人狼に噛まれ、家から追い出されたのだと、彼は笑いながら語った。長年の海賊暮らしで染みついた荒々しい所作の内側に、確かに、丁寧な物腰を感じた。

                　マリシュナ号は全長三十八ナート、最大幅七ナートの中型の帆船だ。（注・一ナートは約一メートル）三本のマストがあり、前の二本には二つの横帆を、最後方の一本には縦帆を備えている。

                　甲板は、全部で四層。船尾ともと船首おもての側には、それぞれの四分の一ずつを占める船楼があり、船首楼フォクスルには航海士と操舵手が詰める海図室がある。船尾とも側にあるのが船尾楼プープだ。階段状に重なる二階層の船尾楼プープの、下層には上級船員用の食堂が、上階層は船長室がある。そして船尾楼プープの上にあるのが、この船で一番見晴らしのいい船尾楼甲板プープデッキ──ちょうどゲラードたちが居るところだ。

                　いま掌帆手たちが訓練をしているのは上甲板──船に乗り込む者が最初に足を降ろすのも、操帆のために索具リギンを繰るのも、この甲板だ。

                　上甲板から昇降口ハッチを下がると、そこが下甲板。天井までは、人ひとりが腰をかがめずに立てるギリギリの高さしかない。そこには船員たちの寝棚やハンモックがあるほか、船尾側には三つの船室がある。大きな一室を船医と助手が使い、残った二つのうちの一つをゲラードが使っていた。

                　そこからさらに下の層は船艙ホールドだ。船を安定させる脚荷バラストがびっしりと敷かれた上に、食料や物資が積まれている。すべての船員たちの食事をまかなう調理場ガレーも同じ層にあるという。

                『病からの回復を大いに助けてくれた肉汁のスープブロスの礼を、あとで必ずしにいくこと』

                　ゲラードは頭の中に覚え書きをした。

                「この規模の船で、乗員が四十人に届かないのは少ない方だ。でも、まあ、なんたって俺たちはナドカだからね。馬力が違う」

                　バウワーは肩をすくめた。

                　そのとき、ふたりがもたれた手摺りの下から、背の高い人影が現れた。

                「アーナヴ！」

                　バウワーが声をかけると、背の高い男が背後をふり返った。その目つきは鋭く訝しげで、海鳥の糞フンを警戒しているようでもあった。

                「何の用だ」

                　と彼が言うのを無視して、バウワーはゲラードへの解説を続けた。

                「あれが、我らが一等航海士。アルマラ人のデーモン、アーナヴ・アビシェク。俺の上司みたいなもんだ」

                　アーナヴはやれやれと首を振って、船首楼フォクスルにある海図室へと向かった。

                　アーナヴの部下はバウワー含めてふたりだという。

                「俺以外は、元エルカンのリディア・マクレガン。変わり者だが、腕は確かだよ」

                　あとの船員は、船医のフィッツウォーターと、ジュワルカ人の助手ブランドン・ドーソン。調理師はヴァスタリア出身のエーデルトラウト・アルブレヒツベルガー。

                「長いから、俺たちはエディって呼んでる」バウワーは言った。

                　この船の保全と修理を担当する船匠だいくは、デーモンのコリー・レイリー。

                「それと……魔法で動く部分に関しては、ヘインズの担当だな」

                「魔法で？」ゲラードは思わず聞き返していた。

                　外見だけ見れば、この船は人間たちが使う帆船とまったく同じに見える。だが、外から見てもわからないところに秘密が隠されているのではないかと、ゲラードは以前から考えていたのだ。長い航海をする帆船は、船に何かあったときに乗り移れる小型船を伴うのが普通だが、マリシュナ号にはそれがない。つまり、並の船より頑丈であるのはもちろんのこと、戦いを切り抜けるための構造上の秘密があるはずなのだ。

                　ゲラードの反応に、バウワーはしまったという顔をした。

                「詳しくは聞かない」ゲラードは安心させるように微笑んだ。「部外者には言ってはいけないことになっているんだね？」

                「ええ、まあ……」

                　バウワーは失言を誤魔化すような笑みを浮かべつつ、説明を続けた。

                　船匠だいくや、製索係に製帆係といった、船の備品の製作を担当する者のことや、調理師にこき使われている給仕のこと。掌帆長ルーのもと、三交代制で甲板上の仕事をこなす十五人の掌帆手たちのことまで。

                「こんなボロ船もういやだ、という歌は、本心じゃないんだろう？」

                　ゲラードが尋ねると、バウワーはハハ、と声を上げて笑った。「まあ、ボロ船なのは確かだね。エイルの王様に仕えることになったとき、船を二艘作ってもらえることになったんだが、船長は、その新しい船を他の団員にやっちまったんだ。このマリシュナは唯一無二の船だから」

                　彼はそう言うと、風雨と波に晒されて滑らかにすり減った手摺りを、愛情の籠もった手つきで撫でた。

                「もともとは奴隷船だった」彼は言った。「船長がこの船を拿捕したんだ。彼は奴隷を解放して、仲間になるかどうかと尋ねた。ほとんどが船を下りることを選んだけど、アーナヴは残った。以来、彼はずっと船長と一緒に働いてるんだ。マリシュナって名前も彼がつけたんだよ」

                「そうなのか……」

                　ゲラードは新鮮な驚きに打たれつつ、改めて船の全容を眺めた。

                「陸にいるときも、不思議とこの船が恋しかった」ゲラードは言った。「その理由が、少しわかったような気がするよ」

                「そりゃあ、よかった」バウワーは嬉しそうに目を細めた。「それじゃ、船長があんたに割り当てた仕事をこなしてもおんなじように感じるか……試してみるとしようか」
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                　フーヴァルがゲラードに割り当てた役割はポンプ係だった。船底に溜まって悪臭を放つ、淦ビルジと呼ばれる汚水を船外へ排出するためのポンプだ。もちろん、一日中かかる仕事ではない。汚水の処理を任されても音を上げないとみるや、誰もがゲラードを捕まえて細かな雑用を押しつけていった。調理師に製綱師、掌帆手──この船のほぼ全員が、彼を頼った。

                　そして、彼がバウワーの下で見習い水夫となって三日目には、船に張り巡らされたほとんどすべての索と設備の名前と役割を覚えていた。

                　船員たちが揶揄からかい混じりに「よおガル、これは何だ？」と指さして尋ねれば、

                「主檣上部帆メイントップスル揚げ索ハリヤード。主檣上部帆メイントップスルの上げ下げに使う動索」

                「上部甲板捲上機キャプスタン。レバーをとりつけて人力で回転させ、荷の積み降ろしに使う」と、すらすらと答えを出す。

                「前檣フォアスル転桁索ブレースはどれだ」と聞けば、迷いなく正しい索を指さす。

                「巻き結びクローブ・ヒッチをしてみろ」と言って索と棒を手渡せば、数秒でほぼ完璧な結び目をつくってみせる。

                　ゲラードは馬鹿ではない。それは認めなければならない。

                　とは言え、フーヴァルが「主檣メインマストの檣楼トップに上がってみろ」とけしかけたときには、そう簡単にはいかなかった。

                　ゲラードはおっかなびっくり段索ラットラインを登った。途中まではまだ良かったのだが、途中でうっかり下を見てしまった。足を滑らせて落ちれば容赦なく死ぬ高さだ。案の定、吐きそうな顔をしている。

                「頑張れ！」

                「もう少しだ！　下を見るなよ！」

                「日が暮れちまうぞぉ」

                　船乗りたちは甲板からやんやとはやし立てながら、無事たどり着けるかどうかで賭けをしている。

                　船は外洋にあって、風は強く、一つの波は大きい。太陽はまだ西の地平線の上にあるが、あと数分もすれば光が弱まり、薄闇が覆い被さってくるだろう。大きく横揺れローリングする船の上で、縄梯子を頼りに檣楼トップに登るのは──齢三日の船乗りには大層な試練だ。

                　段索ラットラインは檣楼トップの真下で一度収束している。そこから足場に登るためには、逆傾斜の段索──檣楼下横静索フトックシュラウドを使う必要がある。足を滑らせれば、急な傾斜の段索に手だけでぶらさがることになる。不幸にもそうなった新人船乗りがあげる悲鳴は、退屈を持て余した熟練船乗りオールド・タールにとって何よりも耳に楽しい音楽だった。

                「ラバースホールに頭を突っ込む方に十レー賭ける」と誰かが言い出し、すぐさま別の者がその賭けに乗った。

                　檣楼トップの足場には索具リギンを通すための穴が開いている。人一人が通れるほどの隙間はないのだが、不慣れなものは、どうにかしてその穴から上に登ろうとする。不器用者の穴ラバースホールと呼ばれるのはそのせいだ。

                　ゲラードはすこしの間その穴を見つめたあと、意を決して逆傾斜の段索ラットラインに手を掛けた。甲板からは悲喜こもごもの歓声が上がる。

                　そして、登攀開始から三十分かけてようやく、ゲラードが檣楼トップにたどり着いた。勝ち誇ったように片手を突き上げる彼に、皆やれやれと──だがまんざらつまらない見世物でもなかったという顔で──笑い、掛け金のやりとりをしてから、それぞれの持ち場に戻っていった。

                　フーヴァルはゲラードの登った跡を辿り、ものの数秒で檣楼トップに乗り込んだ。

                「そうやって、僕を間抜けに見せようという魂胆か」

                「ああ。うってつけだろ」

                「悔しいけど、反論はできないな」

                　ゲラードは言ったが、横顔は達成感に輝いていた。自分を取り囲む海の広漠さ、その光景に夢中になっている。

                　気持ちはわかる。長いこと海上で暮らしてきたフーヴァルでさえ、ここから眺める景色に感嘆しない時はない。

                　まるで、ゲラードの挑戦を見届けて満足したかのように、いまちょうど太陽が水平線に身を浸したところだった。

                　燃えるような斜陽の色彩が西の空に滲み、ゆっくりと、だが確実に、夜の色合いと融け合ってゆく。波間に散らばる黄金の輝きも、眠るように消えてゆく。この瞬間は、太陽から世界にもたらされる、その日最後の祝福だ。

                　夜の間、船乗りはあえて風を追わない。だから、ここからは静の時間、休息の時間だ。もう間もなく甲板上のランタンに灯りがともされ、どこからともなく楽の音が聞こえはじめるだろう。そして誰もが、海原に浮かぶ木の葉のような船の中で、互いの存在が自分にとっての錨となっていることを実感する。

                　フーヴァルはこの時間が気に入っていた。

                　毎日、日が沈む度に黄昏たそがれている余裕があるわけではない。けれど──もし、運がよければ──こうして心静かに大洋を眺め、日中の慌ただしさに追いやられていた、海そのものに対する敬虔な気持ちを新たにすることができる。

                　不思議なことに、ゲラードは初めから海──ひいては自然に対する敬虔さを備えているような気がした。いまだって、彼は至極穏やかな表情で、水平線に散らばる太陽の欠片を見つめている。

                「いままでの航海とはずいぶん勝手が違うが、まだへこたれてないか？」

                「ちっとも」ゲラードは言った。

                　彼を船に乗せて七日になる。王子様の甘やかされた肌は波と潮風の洗礼を受けて荒れ、日に焼けて痛々しいほど赤くなっている。それでも、彼は泣き言一つ漏らさなかった。そうしなければ、自分の居場所を失うと考えているようだ。

                　フーヴァルの目には、彼はこの生活そのものに、あえて打ち込んでいるように見えた。現実を忘れるためか、それとも、忘れることができないゆえに他のもので覆い隠しているのか。

                「素質はあるみたいだな」

                　フーヴァルの言葉に、ゲラードの顔がぱっと明るくなった。

                「本当に？」

                　それから、また遠くを見るような表情に戻った。あと二日ほどでこの船旅が終わることを思い出したのだろう。小大陸とも呼ばれるダイラの島ダラニアから大蒼洋を経たマリシュナ号は、明後日には、東方大陸の西南端にあるナルバニアに到着する。この小さな半島国は、ダイラの古くからの同盟国だった。

                「本当は……このままずっと、この船で旅をしたい」

                　叶わぬ夢だとわかりきった声で、ゲラードがぽつりと溢した。

                　そういう弱さを見ると、いつも怒りが沸き起こってくる。フーヴァルは、それをどうしても、抑えることができなかった。

                「この船に、全ヽ員ヽは乗せられない」フーヴァルは言った。「負け犬を乗せる余裕はねえぜ」

                　ゲラードは、傷ついたそぶりさえ見せなかった。彼はただこう言った。

                「ああ」そして、静かに微笑んだ。「ああ、わかっている」
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                　夜明けと共に、掌帆手全員で清掃をする。ポンプで海からくみ上げた水を甲板に流して砂を撒き、その上を砥石で磨いて、また海水で洗い流すのだ。そうすることで木の表面は滑らかになり、乾燥すると真っ白になる。これを怠ると甲板がぬめり、足を滑らせやすくなってしまう。滑りやすい甲板は、船乗りにとっては命取りだ。

                　歌のうまさに定評のある、掌帆手のフェデリックが口ずさみはじめた舟歌シャンティは、仲間を巻き込んで次第に大きくなり、船上に響き渡った。

                　

                　　　酔いどれ水夫をどうしちゃろ

                　　　酔いどれ水夫をどうしちゃろ

                　　　酔いどれ水夫をどうしちゃろうか

                　　　朝も早よから

                　　　　

                　　　素面になるまで帆桁ヤードに吊せ

                　　　素面になるまで帆桁に吊せ

                　　　素面になるまで帆桁に吊せ

                　　　朝も早よから……

                　

                　歌の中で酔いどれ水夫への容赦ない刑罰が延々と続く中、ゲラードもおずおずと、やがて大胆に、合唱に加わった。今日も空は晴れ渡り、太陽は張り切って──朝も早よから──燦々と照り輝いている。首筋をじりじりと焦がす熱を感じながら、甲板に四つん這いになり、汗を垂らしつつ作業に励む。辛いわけではなく、かといって楽しいわけでもないのだけれど、こうして声を合わせて歌いながら無心に何かに励んでいると、ゲラードは不思議と心の平穏を感じた。

                　王城ではほとんど顧みられない存在だったとはいえ、無視されていたわけではない。王族の一挙手一投足には注目が集まる。小さな頃から、ゲラードや他の兄妹たちは、常に他人の見る目を意識して生きていく術を、頭と身体に叩き込まれてきた。相手を威圧し、畏怖させ、驚嘆させるためには、どう立ち、どう歩き、どう話せば良いか。瞬きはゆっくりと、やたらにしばたかないように。話すときにも早口にならないよう注意すること。相手の言葉にむきになって無闇に反論すると、威厳を損なう……など。

                　この船に乗って、（多少の遠慮はあれど）平民と同じ立場で仕事をして初めて、自分が身につけてきたものの特異さが理解できた。ここでは、話している相手の瞬きの数など誰も気にも留めないし、相手の言葉を遮ったからといって軽蔑されることもない。猫背だろうが、歯や足が欠けていようが、片眼がなかろうが、問題にはならない。ここで重んじられるのは、自分に与えられた仕事ができるかどうかなのだ。ある意味では厳しい世界だけれど、別の角度から見れば、寛容であるとも言える。

                　たった七日雑用をこなしただけで何を偉そうにと、フーヴァルなら言うかもしれない。だがそれほどまでに、今までの人生は……空っぽだったのだ。

                　その時、主檣メインマストの檣楼トップにいたワトソンが声を上げた。

                「船影だセイル・ホー！」

                　途端に、船上に緊張が走る。掌帆手は清掃の手を止めない。掌帆長の指示があるまでは、己に与えられた仕事を続ける決まりだ。ゲラードは、背中の汗が冷えてゆく心地を味わいながらも、作業を続けた。

                「左舷前方、水甕みずがめの方角です」

                「総員、作業やめ！」

                　掌帆長のルーが号令をかけると、みな、砥石を片手に立ち上がる。その合間を縫って、船尾の方からフーヴァルとアーナヴがやってきた。大股で甲板を横切るフーヴァルの手には、緻密な文様が刻まれた金属の筒がある。彼がその筒を目にあてると、文様が微かに発光した。何か特別なものを見るための魔道具フアラヒに違いない。

                「ガル！」

                　名前を呼ばれて、慌てて立ち上がり、フーヴァルの隣に駆け寄る。彼の視線を追うと、確かに帆の影が見えた。だが、海から立ち上る靄のせいで、ここからではそれ以上のことを判別することはできない。

                　フーヴァルの横顔は鋭く、強ばっていた。

                「こいつを覗いてみろ。知ってる船か？」

                　言われるまま、手渡された魔道具を覗き込んでみる。すると、さっきはただの黒い点だったものが、大きく引き延ばされて見えた。そこでようやく、この道具は望遠鏡──別名〈ケラニの目ケランズ・スコープ〉なのだと気付いた。ケラニは、この世の中で起こっていることを瞬時に知ることができる神だ。天啓や予感を人間に届ける役目を持つことから、〈早文はやぶみの神〉とも呼ばれる。

                　その船は、ゲラードたちに船首を向けていた。黒い船体、真っ白な帆……乗員の顔までは見えない。これしきの情報では、何もわからない。

                「船首像に見覚えは？」

                　そう言われて、船首から突き出す船首斜檣バウスプリットの下に目をこらした。

                「菫スミレを抱えた穴熊アナグマ……」

                「船首の彫刻は最近の流行りだ」その口ぶりから、フーヴァルがそれをどう思っているかは察しがつく。「大抵の連中は自分に馴染みのある題材を選ぶ。紋章とかな」

                「菫はクラレント家の象徴だから、王に許された者しか使えない」ゲラードは言った。「菫の意匠を下賜された家で、穴熊を紋章にしているのは、オールダム、ギャンピアン、ウィルコックス……それに、コールリッジ」

                「その中で、お前を追ってきそうな奴は？」

                　いずれも名家だが、船を所有できる程の──ましてや、それを外国に航海させられるほどの資金力を有している家は多くない。内陸に所領を有する家も除外していい。となると、当てはまるのは……。

                「コールリッジ。旧ベイルズのラメルトン伯爵家」

                　複雑に入り組んだ家系図を頭の中で紐解こうとしてみるものの、役立ちそうなことを思い出せない。フェリジアと姻戚関係があったのは確かだが、それが何世代前のことだったかは定かではない。

                「ラ・クソッタレ・メルトン伯爵だと？　気にくわねえ響きだ」

                　フーヴァルは、ゲラードの手から望遠鏡を奪い返すと、もう一度覗いて舌打ちをした。

                「こっちに向かってきてやがる」カシャンと音を立ててスコープを畳んだ。

                「まさか、この海域で交戦する気なのか？」アーナヴが信じられないという口調で言った。

                「あの船は新しい。貴族が道楽で船遊びに興じるご時世だ。何があってもおかしかねえな」

                　アーナヴは、アルマラの言葉で何かを呟いた。

                「ああ。おおかた、ダイラの近海しか知らねえ雇われ船長が乗ってんだろ」

                　フーヴァルがアーナヴにスコープを手渡した。

                「デカいな。左舷側に砲門が六つ」アーナヴが言う。「逃げるか？　今ならまだ間に合う」

                「いいや」

                　アーナヴはわずかに目を見開いた。

                「本気か？」そして、ゲラードを一瞥する。「面倒事は起こさない方がいいんじゃないのか？」

                「ラ・クソ間抜け・メルトン伯爵のお船がどういうつもりで俺たちに喧嘩をふっかけてくるのか、知りたいからな」フーヴァルは息を吸い込んで、言った。「戦闘配備だ」

                　アーナヴはこれ見よがしに大きなため息をついた。それから、普段の彼からは想像もつかない大きな声で号令を発した。

                「戦闘配備！　船首を左ひだり二角にかくへ！」

                　その一言で、一陣の風が吹いたように、船上の空気が変わった。航海士も、操舵手も、掌帆長も、それ以上の説明無しに立ち回りはじめた。みな自分のやるべきことが身体に染みついているようだ。ほんの一瞬のことだったが、ゲラードはその場に立ちすくんで圧倒された。

                　その背中を、フーヴァルが思いきり叩く。

                「ガル！　ハインズをたたき起こして甲板に連れてこい！」

                「了解アイアイ、船長キャプテン！」

                　ゲラードは、反射的に、まるで熟練の船乗りのように答え──それに感慨を抱く余裕もないまま、甲板の上を駆け出した。

                　

                　たたき起こすとは言われたが、この騒ぎで目を覚まさないものがいるだろうかと思いつつ、ゲラードは下甲板のさらに下へ向かった。船尾側の客室のうちの一室が『開かずの間』だということは知っていた。そこに、この船の魔ヽ法ヽ関ヽ係ヽを担当している魔女がいるということも。

                「ミズ・ヘインズ！　戦闘配備です！」固く閉ざされた扉を叩いて、声を張り上げる。「ミズ・ヘインズ！　いらっしゃいますか!?」

                　これを数度繰り返して、ゲラードはフーヴァルの『たたき起こす』という言葉が正しかったことを知った。

                「ミズ──！」

                「わかった、わかった。起きるから！」若い女性の声が中から聞こえた。「あと十分待って」

                　そんな余裕がないことは、新入りのゲラードにだってわかる。

                「戦闘配備です！」早くも、ゲラードの声は掠れはじめていた。「急いで頂けますか！」

                　くぐもった唸り声が聞こえた。了解ということなのだろう。

                　そして、ようやく『開かずの扉』が開いた。

                　中から出てきたのは若い魔女だった。左目に眼帯をつけていて、見えている方の目は榛色。黒に近いほど濃い茶色の髪を頭の後ろで結い上げているが、ところどころほつれた毛が頭の周りで自由気ままに踊っていた。この船では、女性はスカートを身につけない。彼女もまた、動きやすい脚衣に長靴という格好だった。

                「あれ。あんた新入り？」

                「七日前から乗船しています」

                　ゲラードはいい、小走りで歩きながら、彼女を甲板の方へと促した。

                「『乗船しています』だって？　はーん。あんた、いいとこの坊ちゃんなんだ」

                　ギクリとして、歩調を速める。全員承知していることかと思っていたが、彼女は船内の情報にも疎いようだ。説明を求められたら、嘘で誤魔化せる気がしない。

                「まあ……そのようなものです」

                「わかるよ。あんたみたいな奴は珍しくないもん。でもさ、あんまりミズミズっていうもんだから、神殿学校に逆戻りしたのかと思った！」

                「では、どう呼べば？」

                　上甲板への昇降口の手前でふり返ると、彼女はにんまりと笑った。

                「クラウディって呼んで」しなをつくって、彼女は言った。

                　彼女は昇降口から降り注ぐ陽光と喧噪と怒号──ヘインズはまだかと、誰かが怒鳴っていた──を堪能するように伸びをしてから、再び目を開けた。

                「さ、仕事だ！」

                　

                　　　　　　　†

                　

                　海戦の時に、状況の有利不利を左右するのは風向きだ。簡単に言えば、風上を取ったものが勝利を取る。風上側の船が風下に進むのにたいした苦労はいらない。一方、風下の船が風上に向かうには、間切りタッキングと呼ばれる稲妻形の航路を取らなければならない。船首の向きを変える度に帆の向きを調節して風を捕らえるから、相手に近づくのに時間がかかるし、方向転換をするにも簡単にはいかない。

                　だが、それは人間の乗る船の場合だ。

                　散々待ったすえ、クラウディ・ヘインズがようやく甲板に姿を現した。

                「遅い！」

                「すみませぇん」ヘインズは腑抜けた返事をしながらフーヴァルに駆け寄った。

                　ヘインズの眠たげな目が、海風に頬を張られてぱっちりと開いた。舷から海を眺め回す彼女に、フーヴァルが言う。

                「戦闘配備はするが、攻撃は無しだ。ここは『極はたて』に近すぎる」

                「うへぇ。いったいどこの馬鹿がこんな海域で喧嘩をふっかけてきたの」

                「それを、これから問いただすんだよ」

                　ヘインズは頷いた。「わかった」

                「ちなみに、大砲は六門ある」

                　ヘインズは目をひん剥いた。「なのに、逃げないの？」

                「なんで逃げなきゃならん？　俺はお前らのことを心の底から信じてるんだぜ」

                　ヘインズは非難がましい目でフーヴァルを睨んでから、それでは足りないとばかりに、後じさりしながら声に出さず「オエッ」という仕草をした。それから、舷縁ブルワークにひらりと飛び乗り、ラットラインを駆け登って、あっという間に主檣メインマストの檣楼トップに乗り込んだ。

                　ヘインズは冗談扱いしたが、フーヴァルの信頼は本物だった。

                　何かから逃れて海賊になる者は多い。地上に居場所を見つけられずに海に活路を見出そうとする者たちを、フーヴァルは嫌というほど見てきた。そういう連中のほとんどは、海に出さえすればどうにかなると考えているが、それは間違いだ。海ほど身動きの取れないどん詰まりはない。何せ、船の上から一歩でも足を踏み出せば、そこに広がっているのは底知れぬ海だけなのだから。

                　海で生きるのは、地上で生きるよりもよほど難しい。だからこそ、同じ船に乗るのは信頼できる者だけ──生きるための努力を惜しまない者だけだ。『この船に全員は乗れない』がフーヴァルの信条だった。

                　ゲラードの姿は甲板から消えていた。バウワーに仕事を命じられて下甲板に向かったのだろう。上甲板に集まっているのは、飛び道具を備えた魔法使いやデーモンたちだ。

                「船長、間もなく敵船の射程圏内です！」見張りについていた掌帆手のワトソンが叫んだ。「敵船、全砲門開いてます！」

                　フーヴァルは頷き、声を張り上げた。

                「ヘインズ！」

                「あいよ！」

                　ヘインズの魔法は、エリマスで暮らす姉モイラの手による魔導具フアラヒがあって初めて効力を発揮する。彼女が作る魔道具は船そのもの──さらに言うなら、船が掲げる帆の全面に、びっしりと施された刺繍だ。白い魔法糸でもって様々な意匠が刺繍された帆布は、ヘインズの魔法をこの世に顕すための、巨大な呪文書グリモワールでもある。この魔法があるおかげで、マリシュナは追い風を集め、嵐を逃れ……さらに目を瞠ることまでやってのける。

                　波音の向こう側から、相手の船の号令が聞こえた。弾を込め、最初の一発を放とうと身構えている。

                「メディラヴァコモラセクリェカルラ……」

                　ヘインズが呪文の詠唱をはじめると、マリシュナ号の純白の帆に光の文様が浮かび上がった。ヘインズの呪文は、常人には意味を成さない音の羅列だ。だが糸ヽにとっては、それこそが『命令』である。糸は彼女の声を聞き、その言葉が発せられるままに発光する。あるところでは点滅し、またあるところでは流れるように点灯していく光が意味を結ぶのは、糸からなる魔方陣が完成した時だ。

                　敵船が、待ちかねていたようにマリシュナ号と水平に並ぶ。

                「現在、射程範囲内！」ワトソンが淡々と告げる。「来ますよ！」

                「放て！」

                　敵船の号令が、はっきり聞こえた。

                　砲門から火花が飛び散り、黒煙を従えた砲弾が放たれる。

                　数年前に、ある魔術師が見出した『爆発』という現象を利用した武器が、まるで疫病のように世界中に広まっている。炎薬えんやくと呼ばれる類いの物質を混ぜ合わせた瞬間に発生する力で、鉛の球を発射するという忌々しい兵器だ。エイルの船の多くには、大砲は配備されていない。そうするだけの資金も、砲筒や弾丸に使う資源も足りないのだ──今はまだ。

                　鉛の砲弾が空気を切り裂く甲高い音がした。漆黒の球体は弧を描きながら、こちらの船体に吸い込まれるように飛んでくる。

                「……セラジェリヴェルマニ、カ！」

                　ヘインズの詠唱が終わると同時に、帆の上に甲虫を模した魔方陣が浮かび上がった。

                　砲弾の群れは、ちょうど左舷の下甲板付近に命中する……はずだった。ところが、主檣メインマストのてっぺんから降りてきた光の幕に阻まれて、まるで硝子の窓にぶつかった蠅のように、虚しく海中に落ちていった。

                　その瞬間、ここぞとばかりに、船乗りたちが歓声と馬鹿笑いをあげた。

                　中には、相手に向かって剥き出しの尻を振って見せる者もいる。フーヴァルは、相手の戦意を削ぐことならなんだって許可していた。海賊にとっては、品位など禁酒の次くらいに無意味なものだ。

                　敵船の狙いはマリシュナ号でも〈浪吼団カルホウニ〉でもない。海賊を拿捕しようとする船乗りはまず間違いなく、標的とする船のことを調べ上げるものだが、目の前の船の船長は、どう考えてもそれを怠っていた。マリシュナ号に魔女が乗っていると知っていれば、無闇に砲弾を撃ち込んでくるはずがない。おそらく、誰かから聞かされた船の特徴だけを頼りに、この海域で待ち構えていたのだろう。とすれば連中の目的は、この船の積ヽ荷ヽだ。

                「アーナヴ、あいつを甲板に出させるな」そっと耳打ちすると、アーナヴは一つ頷いて、ゲラードの身柄を確保しに行った。

                　フーヴァルは左舷の舷縁ブルワークに飛び乗り、静索シュラウドの一本を掴んだ。

                「こちらはマリシュナ号の船長、フーヴァル・ゴーラムだ」フーヴァルは、相手の船に向かって声を上げた。「貴船の船長と話がしたい！」

                　ややあって、見るからに胃腸の悪そうな男が右舷に姿を現した。

                「アクシング号の船長、エイベル・ファリントンだ」

                「こちらは、エイル王の正式な認可を受けた私掠船だ。貴船の攻撃の意図を尋ねたい」厳しい態度でそう言い放ってから、少しだけ態度を軟化させてみせる。「幸いにも、あんたがたの攻撃は不ヽ発ヽに終わった。我々で力になれることがあるなら、見返り次第で協力してやってもいい」

                「我々は、ダイラ議会の要請を受け、ある人物の行方を追っている。貴船と同じ特徴を持つ船がその人物を匿っているという情報を元に攻撃を加えたまでだ」

                　ファリントンの顔色は極端に悪く、いまにも吐きそうな顔をしている。

                　まさか、船酔いでもしてるのか？　どこの馬鹿が、こんな陸者ランズマンを船長に据えた？

                「そヽのヽ人ヽ物ヽに何の用がある？」

                「その人物は、王権に対する反逆の容疑がかけられている。身柄を確保次第しだい、国に送還し、裁判のあとしかるべき手順に則って処罰を受ける」

                「処刑されることまで決まってるってか。気に入らねえな」フーヴァルは独りごちた。

                　船を沈める勢いで大砲をぶち込んできたということは、その人ヽ物ヽが早く消えれば消えるほど良いということだ。これが本当に『議会の要請』によって行われたことかどうかはわからないが、あのゲラードが、誰かに命を狙われる程度には存在感があるのは確からしい。

                「あいにくだが、この船にそんな怪しい奴は──」

                「一つ聞きたい！」

                　後ろから聞こえた声に、文字通り頭を殴られたような気分でふり返る。

                　そこに、ゲラード本人が立っていた。

                「おい、ちょっと待て──」

                「わたしはゲラード・オブ・クラレントだ。ファリントン君に尋ねる」

                　言いながら、ゲラードは臆する風もなく甲板を歩いてくる。

                「このクソ馬鹿野郎！」

                　フーヴァルの悪態を無視して、彼は舷縁ブルワークに手を掛けた。

                「議会の要請と言ったが、誰の立案だ？　ユージーン王子か？」

                　すると、船長の調子の悪そうな顔に、赤みが戻った。王子を前に脱帽して最敬礼したものの、しぶしぶながらといった様子だ。

                「ユージーン殿下は身罷られました。あなたがキャトフォードを脱走した直後に」

                「何だって!?」

                「あなたはいまや、グレイアム王、ユージーン王子ご両名殺害の廉かどで起訴されておいでです！　即刻ダイラにお戻りになり、しかるべき裁きをお受けください！」

                　ゲラードはよろめいた。

                「そんな……ばかな」

                　アクシング号の船長は、ここぞとばかりに軽蔑の眼差しをゲラードに注いだ。

                「此度の要請は、エレノア王女が議会にご提出なされたものです」

                　おそらく、それがとどめだった。

                「エレノアが……？」

                　ゲラードの膝から力が抜けて、その場にしゃがみこみそうになる。それを助けたのは、ようやく王子に追いついたアーナヴだった。

                　ゲラードの登場は、明らかに状況を悪い方に向かわせた。ファリントン船長がどんな戯言を吹き込まれたにせよ──そして、彼がどれほど船乗りに向いてないにせよ──正義漢であることは確かなようだ。彼にとってゲラードは、ふたりの兄を殺しておきながら亡命を図った極悪人なのだ。

                「抵抗なさるおつもりなら、こちらは徹底的に抗戦するまで。そのような場合の対処についても、指示を受けておりますので！」

                　まるで判決文を読み上げるように言うと、ファリントンは帽子をかぶり直した。

                「総員、戦闘配置！」

                　号令の伝達と共に笛の音が響き渡る。

                「こんな至近距離でぶち込まれたらまずい！」アーナヴが鋭く囁く。「この海域では戦闘もできない。今すぐ逃げないと──」

                「わかってる！」フーヴァルは言った。「ヘインズの力はこのまま防御に回す。残りの手を全部使って、全力で南下しろ！」

                「本気か」アーナヴの目に、理解が閃く。「とんでもない賭けだぞ」

                「俺が賭けで負けたことがあったか？」

                「負けた結果がこれだろう！　まったく！」アーナヴはそう言って、後部甲板に急ぎつつ命令を下した。「風上に舵を切れ！　全帆展開！」

                　ゲラードの姿を探してあたりを見回したちょうどそのとき、砲撃の第二波が放たれた。ヘインズの結界は今度もしのいでくれたが、保ってあと三回までだろう。その前に、なんとか南の海域に逃げ込まなければならない。

                「ガル！」

                　ゲラードは別人かと思うほど青ざめた顔をしていたものの、広げた帆を引き延ばす掌帆手に混じって、自分の仕事をしていた。自分が呼ばれたことに気付いているのかいないのか、手だけはなんとか動かしながら、呆然とフーヴァルを見返している。

                「ガル、俺の近くにいろ！」

                　彼はフーヴァルを無視して、再び帆を引く仕事に戻った。

                「おい！　いいから、安全な場所に──」

                　肩を掴んだ手を、彼は振り払った。

                「いやだ！」

                　打ちのめされたような表情は消え、手に負えないほど意固地になっているときの顔になっている。

                「すまない。すべて僕のせいだ」ゲラードは言った。「だからこそ、安全なところに逃げ込んで震えているのはいやだ！」

                「ああそうかい！　なら勝手にしやがれ！」

                　ゲラードに怒りをぶつけながらも、わざわざあの船に近づくという選択をしたのは自分なのだということを、フーヴァルは理解していた。

                　ゲラードを追いかけてくる者の正体を、どうしても、はっきりさせずにはいられなかったのだ。

                　馬鹿はどっちだ、クソ。

                「てめえの尻拭いをするまでは死ぬんじゃねえぞ！」

                　フーヴァルはゲラードを残して舵柄かじへと向かった。

                　甲板を横切る最中に打ち込まれた第三波の砲撃で、結界にわずかなひずみが生じたが、船体はまだ無傷だ。

                　帆は正面から風を受け、狙い通り、船が後退しはじめる。

                「面舵いっぱい！」

                　アーナヴの指示に従い、操舵手のマクレガンが舵を切る。船は後退しながら、船首を右舷側──南へと巡らした。

                「全帆、右四角に転回！」

                　掌帆手たちが転桁索ブレースにとりつき、力一杯引っ張って、帆の向きを変える。正しい角度で風を受けた船は後退をやめ、今度は前へと進みはじめる。これで、アクシング号の射線から少しだけ遠ざかることができた。こちらの動きを判じかねていたファリントンも、ようやく腹を決めてマリシュナのあとを追いはじめた。

                　左右の舷に大砲を備えた船は、相手方の船の横腹に水平に並ばなければ戦力を発揮できない。だから、一度不利な陣形から逃れることができれば、追いかけっこに持ち込める。とは言え、巨大な船体にふさわしい巨大な帆を持つアクシング号は、マリシュナ号に苦もなく追いつき、再び砲弾を食らわせてこようとするだろう。

                　人間の背丈ほどもある舵柄だへいは、撹拌機の棒を思わせる形状から撹拌棒ポイップスタッフとも呼ばれる。操舵手を務めるマクレガンは、真剣を握っているかのような面持ちでそれを握りしめていた。

                　そのすぐ傍で、アーナヴが待ち構えていた。

                　アーナヴは、舵柄の奥に鎮座している箱に両手をついていた。正方形の机のような形をした箱の天板には円形の窓がついていて、そこから魔道具フアラヒ特有の不思議な光が漏れていた。霊水で満たされたこの箱の中には、表面に陸と海の形が描かれた球体が収まっている。船が移動するにつれて動く球体が、現在の位置を示すという代物だ。球の表面に彫り込まれた地形図や海図は、いわば船外不出の情報で、歴代の航海士たちが、時に命を賭けて刻み込んでいったものだ。浮球儀ふきゅうぎと呼ばれるこの魔道具フアラヒは、航海神の名を取って『マルドーホのタマ』とも呼ばれる。もちろん、限られたものの間でしか使われない呼び名だが。

                「いまどの位置にいる？」フーヴァルが言い、浮球儀ふきゅうぎを覗き込んだ。

                「この風なら、極はたてまであと五分の一刻ってところだ」アーナヴが言った。

                　そのとき、とどろき渡る爆音に次いで、船体が震撼した。

                　船長と航海士と操舵手とが、緊張に満ちた視線を交わす。

                　よろめきながら駆け込んできた掌帆手のジェンキンズが──覚悟はしていたものの──嫌な知らせを運んできた。

                「左舷下甲板後方に二発命中！」

                　下甲板なら喫水線より上だから、浸水はない。

                「よし。レイリーの下に三人つけて修理にあたらせろ。他にも穴が開くかもしれねえから、いまは応急処置でいい」

                　了解！　と、半ば叫ぶように返事をして、ジェンキンズは戻っていった。

                　アーナヴがフーヴァルを見る。本気の度合いを図るような眼差しで。

                　彼は言った。「ガルは？」

                「甲板中央部ウエストだ」

                「放ってきたのか？」アーナヴがフーヴァルの腕を掴んだ。

                「自分の仕事を全うしたいと言う奴に、駄目とは言わねえ」

                　フーヴァルは有無を言わせぬ声で言った。アーナヴはそれ以上反論しなかった。

                「アクシング、右舷に並びます！」

                　報告の声と共に、独特のきな臭さが漂ってくる。結界を張るのに消耗した魔法糸が燃え尽きはじめているのだ。

                　浮球儀ふきゅうぎは焦れったいほどゆっくりと回転し、小さな点で示された現在位置が、じりじりと南へ這ってゆく。その少しだけ先で、球の表面に塗られた海の色が変わっている。青から──船乗りの間では不吉を表す──濃緑のうりょくへと。

                「間もなく射程範囲！」

                「連中が砲撃をやめると思うか？」アーナヴが言う。「俺たちを沈めるまで止まらないぞ」

                「俺たちが沈むのが先か、向こうが先かだ」フーヴァルは浮球儀ふきゅうぎの天板の縁を握り、小さな点を凝視し続けた。「今は待つしかねえ」

                　ジェンキンズの声が響く。「射程範囲……内！」

                　小さな点が、いまようやく、青と緑の混ざり合う境界にさしかかる。フーヴァルがアーナヴに頷くと、彼はすぐさま、甲板中央部ウエストに走りながら叫んだ。

                「極はたての海うみに入った！　武器を置いてかがめ！」

                　その指示が、皆に聞こえたかどうか。

                　爆音と共に、アクシング号の左舷から砲弾が飛び出した。重量のある鉄の球が、大きく弧を描いてこちらに向かってくる。

                　彼らは帆を狙っていた。帆と、檣楼トップで結界を張っているヘインズを。

                　空気を裂く甲高い音が、間延びしながら近づいてくる。

                　放たれた三発のうちの一つが主檣帆メインスルを突き破り、主檣メインマストに命中した。飛び散る木っ端の雨の中、船が震撼し、怖ろしい軋みが響き渡る。

                「ヘインズ！」

                　主檣メインマストの檣楼トップの上で、ヘインズは悲鳴を上げなかった。永遠にも思える時間をかけて、マストが傾ぎ、舷の外側に向かって曲がる。太いマストの芯まで露わになり、松材の香りが不意に空気中に満ちる。そして、木くずを撒き散らしながらマストが折れ、先端から海に落ちた。

                「マストが折れたぞ!!」

                「ヘインズが落ちた!!」

                　二つの報告が同時にあがる。

                　舷に駆け寄り、ヘインズの姿を探す。彼女は折れたマストに辛うじてしがみついていた。

                　巨大なマストと船体を繋ぐ無数の索に引っ張られ、マリシュナ号は左舷側に大きく傾ぐ。悲鳴にも似た不穏な軋みが船体からあがった。今すぐに切り離さなければ船が横転してしまうが、その索こそがヘインズの命綱なのだ。

                「ヘインズ！　おーい！　索を掴め！」掌帆手が左舷に駆け寄り、声をかける。「水に浸かるな！早く！」

                　この海域で船外に出るのは、嵐の海に落ちるのと同じだ。

                　極はたての海うみの波は高く、硬い。だが、問題はそればかりではない。この海には魔物がひしめいている。だからこそ、この海域での戦闘は禁じられているのだ。騒乱に血のにおいは、魔物たちを刺激し、おびき寄せる。

                「クソッ！　右舷三角に海狼かいろうの群れが！」

                「ヘインズ！　頑張れ！」

                　海狼は、巨大な牙と体を持つ魔獣だ。陸の狼とは違い、四つの足の代わりによく動く鰭ひれを持っている。水掻きも鰓えらも持たない者が為す術なく海に浮かんでいるのを嗅ぎつけられたら、水中に引きずり込まれる。そうなれば、まず助からない。

                　ヘインズはまだマストの一部にしがみついているが、いつまで持ちこたえられるかはわからない。

                　このわずかな間で、船の傾きはさらに大きくなっていた。もはや何かに捕まらないでは、甲板の上で立っていることもできない。

                　一人を助けるために、他の船員を危険に晒すような命令を下すことはできない。

                　迷いがある奴は、船長ではいられない。

                　彼女が船に戻るのを……待ってはいられない。

                　そのとき、何かがはじけるような音がして、船と折れたマストとを繋いでいた索が切れた。

                「ヘインズ！」

                　彼女が右手で中空に印を描くと、また一本、索が切れた。

                　波間に飲まれてはまた浮かび上がる彼女の、鋭い眼差しがフーヴァルの視線とかち合う。

                　その目に迷いはなかった。彼女は、状況を理解していた。

                　──姉さんモイラに、わたしの最後を伝えて。

                　フーヴァルは歯を食いしばり、一瞬だけ目を閉じた。

                　迷いがある奴は──。

                「索を切れ」フーヴァルが言う。「索を切れ！」

                　近くにいた掌帆手たちは、聞こえない振りなどしなかった。

                「畜生……！」

                　長く海で生きていれば、仲間を見殺しにすることを、誰もが一度は経験する。彼らは腰に帯びた短剣を抜き、ピンと張った索に飛びついた。

                　一本、二本と、張り詰めた索がはじけ飛ぶようにして切れる。

                「何をしているんだ！」ゲラードが悲鳴のような声を上げて、掌帆手たちを止めようとしている。「まだミズ・ヘインズがあそこにいるじゃないか！　彼女は──」

                　フーヴァルは彼の襟首を掴んで、思いきり後ろに引いた。

                「索を切らなきゃ、船が横転して全員くたばる！」フーヴァルは押し殺した声で言った。「魔物が、すぐそこまで来てる。助けに出ても共倒れになるんだ。わかったか！」

                　ゲラードの瞳が、殴られたように揺れる。

                「だけど……」

                　再び爆音が轟き、あの噎び泣くような砲弾の音が近づいてくる。

                「みんな、伏せろ！」

                　みな甲板に身を伏せ、攻撃をやり過ごそうとしていた。次に顔を上げたとき、ヘインズはまだあそこにいるだろうかと思いながら。その時──

                「おい、待て！」

                　制止の声にも構わず、ゲラードが駆け出した。彼は左舷の舷縁ブルワークに飛び乗ると、海に向かって何かを投げた。動索を留めておくために使われるビレイピンに、索をくくりつけたものだ。

                　次の瞬間、中部甲板ウエストに砲弾が命中した。

                　焼け焦げた匂いと、むせかえるような血のにおいの中、衝撃で息が止まる。

                　ゲラードの身体が宙に浮き、舷を越えて──見えなくなった。

                「ゲラード！」

                　フーヴァルは、手摺りに駆け寄った。

                　海面に人影はない。何十年かぶりに味わう船酔いのような不快感が、腹の底から押し寄せてくる。希望を捨てたくない気持ちと、諦めの気持ちとが激しく混ざり合い、内臓が溶けそうだった。

                　やめてくれ。ヘインズに続いて、あいつまで──。

                「フーヴァル！」

                　声のした方に慌てて目を向けると、そこにゲラードがいた。船側せんそくにぶら下がり、さっき切断した索の一本を両手で握りしめている。彼の胴体にはまた別の索が巻き付けられていて……それが、波間で必死に抗いながらビレイピンにしがみつくヘインズと、彼とを繋いでいた。

                「このクソ馬鹿野郎！」

                　ゲラードが叫び返した。

                「その通りだから、早く引き上げてくれ……！」

                　アクシング号の船員は、首をかしげたはずだ。

                　容赦ない砲撃に一方的に晒されている状況だというのに、マリシュナ号の甲板からは、割れるような喝采があがっているのだから。
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                　急に吹きはじめた風が、アクシング号を少しの間船から遠ざけてくれた。マリシュナ号に追いつくために全ての帆を展開していたせいで、突風に追いやられ、アクシング号だけがさらに南へ流されたのだ。

                「今度はこっちが風上だ」

                　覗き込んでいた望遠鏡を下げて、フーヴァルが言った。

                　だが、再び追いつかれるのは時間の問題だし、そうなったときに打つ手は、もうほとんど残されていない。

                　そのくらいは、ゲラードにもわかった。

                「今のうちに、やれることをすませておけ。レイリーはまだ使い物になるか？」

                「ああ。あれだけのことがあったあとにしては、めずらしくしゃんとしている」アーナヴが言った。「進路は？」

                「コルパス・イサスに逃げ込めばこっちの勝ちだ。そこで立て直す」

                「了解」

                　アーナヴが舵柄かじのところへ向かうと、フーヴァルがゲラードの方を見た。彼はゲラードの腕を掴むと、有無を言わさず引き寄せた。

                　見とがめられないように隠していたつもりだったのだが、あっさり見抜かれてしまったらしい。

                「両手を開け」

                　ゲラードは素直に、血だらけになった両手を開いた。

                　先ほどの砲撃で投げ出された時、船の横腹を滑り落ちながら無我夢中で索にしがみついた。自分の体重にヘインズの重さが加わり、両手で索を掴んだまま、かなりの距離を滑り落ちてしまったのだ。そのせいで爪は剥がれ、手のひらの皮もひどくめくれてしまった。

                　フーヴァルは小さく舌打ちした。

                「せっかくのきれいなお手々が台無しじゃねえか」

                「君にそう言われるのが嫌でやったのかも」

                　ゲラードが言うと、彼は小さな笑みを浮かべた。

                「思った以上の馬鹿だな」

                　そして、フーヴァルがゲラードを見た。

                　初めて彼の瞳を見たとき、その碧あおは、本物の船乗りにしかたどり着くことができない海の色なのではないかと思った。荒々しく、謎に満ちていて、何者にも侵されない強さを湛えている。そして──気高さとは何であるかを、問う必要さえないほどの気高さを。

                　その目に、一瞬で惹かれた。

                　大抵のとき、そこには世間への冷笑や、ままならぬ人生に藻掻もがく者への──傲慢とも言えるほどの──哀れみがある。だがときたま、彼が身に帯びた鎧や剣を忘れるときには、ただただ深い碧あおを、その瞳の中に見ることができる。例えば、今この瞬間のように。

                「君にそんな目で見つめられる時だけ、僕は自分で自分を誇りに思える気がするよ」

                　すると、フーヴァルは驚いた顔で二度ほど瞬きをして、目を逸らした。

                「何言ってやがる、馬鹿が」

                　彼が手を放すと、手のひらの上に痛みが戻ってきた。

                「君にそう呼ばれるのが好きになってきた」

                　ゲラードが言うと、フーヴァルはハッと笑った。

                「ドクのとこに行って見てもらってこい。今夜は死ぬほど痛むぞ」

                「わかった」

                　この間に、乗組員たちが総出で船の応急処置をした。ヘインズや他の掌帆手が何人か船医の部屋に運び込まれ、船体に開いた穴は補修用の木材と魔方陣で塞がれた。

                　怪我は命に関わるものではないので、ドクのところへは行かず、とりあえず真水で血を洗い流すだけにした。当然もの凄く痛んだけれど、診療室は先ほどの砲撃で傷ついた人で溢れているはずだ。こんな軽傷で、彼らの治療を邪魔したくはなかった。

                　とは言え索を手繰る作業もできないので、ゲラードは代わりに見張りに立たせてもらうことにした。

                　アクシング号は、マリシュナ号の前方で船首を転回していた。こちらの船を回り込んで、再び風上から近づこうとしているのだろう。あとどのくらいの時間が残されているのかはわからないが、ただ何かを待つ時間の緊張感は、じりじりと心を苛んだ。

                「船長は何を待っているんだろう」

                　ゲラードが呟くと、同じく見張りをしていた掌帆手のジェンキンズが聞きつけた。

                「極はたての海うみがどういう場所か、知らんのか？」

                　ゲラードは曖昧に頷いた。

                「この世界の果てで……魔物が多い海域だということくらいしか」

                　長きに亘って、極はたての海うみの存在そのものが教会によって秘匿されてきた。語るべき話が少ないのは、この海から帰還する船乗りが少なかったせいもある。船の周囲では、獲物を逃して苛立つ海狼の背びれがいくつも覗いては、また波間に消えていた。

                「そうさ。だが、ここいらに棲むのはおっそろしい化け物だけじゃねえ。このあたりはな……」声をひそめた。「人魚セイレーンの縄張りなんだ」

                　ゲラードは目を丸くした。「本当に？」

                　おうよ、とジェンキンズは言った。

                「オルノアの話は知ってるだろ？」

                　ゲラードは頷いた。オルノアは神話ほど古い時代に栄えた国で、天変地異によって海の底に沈んでしまったという伝説がある。

                「それがこのあたりにあると？」

                　おうよ、と彼は言った。

                「なんでも、金銀財宝で溢れてるって話だ。そんで、人魚はその宝を守ってる」ジェンキンズは言った。「だから、このあたりでさっきみたいなドンパチをしでかしゃ、必ず連中が怒って何かを仕掛けてくる」

                「なるほど」

                　ゲラードにも、それでようやく納得がいった。フーヴァルは人魚の加勢を待っているのか。

                「いままでに、人魚を見たことが？」

                　アクシング号と水平線とを油断なく見張りながらも、ゲラードはつい尋ねていた。こういう話に目を輝かせずにいるのは難しい。

                「声だけはな。そりゃあ厄介なモンだ。運が悪けりゃ気が触れちまうことだってある。だから、連中の声が聞こえたら耳を塞いで、近くにいる仲間の目を覗き込む。そこに赤い色が見えたら、幻惑されかかってるってことだ。だからよ、そうなったら……」

                「そうなったら？」

                　ジェンキンズは肩をすくめた。「ぶん殴って気を失わせる」

                　なるほど。実に効果的だ。

                「覚えておく」

                　ゲラードが言うと、ジェンキンズはハハハと笑った。

                「この海域をずうっといくとよ、そこはあの世だって話だ。だからここは、言ってみりゃこの世とあの世の隙間ヽヽなのよ。この世の常識ってもんが通用しねえ。妖精とか魔物とかってのは、そういう場所が好きなんだ」

                　ゲラードは息を呑んだ。

                　そうだ。僕はいま、あの極はたての海うみにいるんじゃないか。

                　現実の展開が早すぎて、幼い頃に何度も夢見た冒険に追いつき──追い越そうとしていることにさえ気付いていなかった。

                「この海域をさらに南下しようとすると、流れがきついわ蜃気楼が出るわで、到底海の果てにはたどり着けねえ」ジェンキンズは一呼吸置いて、生徒の顔を見る教師のように、ゲラードの顔をじっと見つめた。「わかるか？　これ以上先は、俺たちにゃ許されない領域ってことだ」

                「なんだ爺さん、いい聞き手を見つけたな」

                　通りすがりに若い掌帆手が冷やかしていったが、ゲラードは真剣な面持ちで頷いた。

                「よくわかった。教えてくれてありがとう」

                「なに、いいってことよ。他の連中にもお前さんくらい可愛げがありゃあな！」

                　ゲラードは改めて、周囲に広がる海を見渡した。

                　黒々とした波の色は、巨大な潮流の持つ底知れない力を感じさせる。この海の底になにが潜んでいるのかを考えるのは、昂揚すると共に、怖ろしくもあった。

                　この海は何かを秘め……そして、守っている。そんな風に感じたのは、ジェンキンズの昔話のせいだろう。

                　そうこうしているうちに、アクシング号の船影が、再びこちらに迫ってきた。

                　今度は、誰も狼狽しなかった。この先に待ち受けているのが何であれ、それを受け入れる覚悟ができているのだ。

                　日照りと、それを照り返す波の輝きの中から、アクシング号が近づく。

                「間もなく、射程範囲内！　射程内まであと十……九……」ジェンキンズが声を張り上げる。

                　船首像の表情までくっきりと見通せるほどの近さになったとき、不思議な音を聞いたような気がして、ゲラードは頭を巡らせた。

                　なんだろう。

                「この……声？」

                　それは、今まで聞いたこともないような音色だった。

                「五……四……」

                　同じ音に気付いた、他の船乗りたちが顔を見合わせる。そして、誰かが叫んだ。

                「耳を塞げ!!」

                「三……！」

                　指示が聞こえなかったらしいジェンキンズの耳を、駆けつけた別の船員が引っ張る。事態に気付いたジェンキンズはハッとして、呆然と立っているゲラードの手を掴むと、耳に押し当てるよう指示した。ゲラードがその通りにすると、彼は口の形だけでこう言った。

                「人魚セイレーンだ」

                　船乗りたちは甲板にしゃがみこみ、耳を塞いだまま互いの目を見つめている。そこに赤い色が現れたら、幻惑の虜になりかけている証拠だ。ゲラードのことはジェンキンズが見てくれていた。

                　ありがたい。痛む手を庇っているせいで、ゲラードにはどうしても耳を覆い尽くすことができなかったのだ。もし自分の目が赤くなったら、しっかりとぶヽんヽ殴ヽっヽてヽもらえるはずだ。

                　そんなことを考えている間にも、不思議な音色は聞こえ続けた。

                　まるで、波間を滑る鴎のように軽やかな声。その一筋の音色が、潮騒や船の軋みをすべて押しやって響いてくる。

                　この言語を、人が理解するのは不可能だろう。その声には、常人の耳では捉えきれない震えや抑揚、何かを叩いたり引っ掻いたりするみたいな──コココ、ギギギというような──不思議な音が混ざり合っていた。やがてその旋律に、いくつもの別の声が覆い被さる。無数の声は縒り糸のようにあわさり、うねり、高まって、妙なる楽の音を作り上げていた。

                　何を意味するのかはわからない。だが、これが『歌』であることはわかる。

                　さらに言うならば、『何かを求める歌』であることが。

                　人魚の歌は天に昇るように高まって、それから消えた。

                　どうやら幻惑させられずに済んだらしい、とホッと胸を撫で下ろしたとき、目を丸くしてこちらを見つめているジェンキンズに気付いた。

                「お前さん……その目……」

                「僕の目に何か──？」

                　次の瞬間、地響きかと思うほど怖ろしい音がした。船員たちは耳を塞いでいた手を放し、我先にと舷側に向かう。

                　皆の視線の先にあったのは、アクシング号──その船尾付近の海面に、山のようなものが隆起しつつあった。

                「あれは……!?」

                「うわ、来たぞ！」

                　誰かが、畏怖を込めて呟いた。

                「来たって、何が？」どうやら、わかっていないのはゲラードだけらしい。

                「見てりゃわかる」ジェンキンズが言った。「ほら！」

                　山と見えたものは、盛り上がった海面からゆっくりと姿を現した。それは、幾度となく耳にし、また読んだ物語から思い描いていたのとはかけ離れた──いや、それを遙かに超える姿だった。

                　海竜。この海という領域の真の支配者。

                　ゲラードは思わず、声に出して呟いていた。

                「あんな……ものが……」

                　鴨の羽の青ダックブルー、孔雀石の翠マラカイト・グリーン、曙の黄色サンライト・イエロー、葡萄酒色ワインレッド、それから、名前もわからぬ色が混ざり合う形容しがたい色彩の鱗の中に、魚を思わせる大きな目玉が、まるで燃えているかのようにギラギラと輝いていた。口から突き出た牙はねじ曲がり、ところどころフジツボが付着している。頭部の両脇に拡げられた雄黄色ポイズン・イエローの鰭ひれは、アクシング号の主檣帆メインスルより二回りも大きい。さっきあんなに立派に見えたアクシング号が、いまではいかにも頼りなげな小舟のように見えた。

                　海竜が口を開けると、轟くような音がした。海風がその巨大な口に吹き込み、鰓えらの隙間を拡げて通っていくところまではっきりと見える。腐臭のような、なんとも生臭い匂いがここまで漂ってきて、何人かは吐き気を堪えるように手に口を当てた。

                　皆が息を呑む中、海竜は海面に背を伸ばした。海水は滝のように体表を流れ落ち、アクシング号の甲板に降り注ぐ。海竜はうねりながら、主檣メインマストよりも遙かに高く伸び上がった。

                　一瞬、時が止まった。

                　それから、海竜はゆっくりと横倒しになった。もはや逃げる術もなく海に浮かぶアクシング号を、その巨体の下敷きにして。

                　怖ろしい音がした。

                　船影が見えなくなるほど高々とあがった波飛沫は、いつまでもおさまらなかった。丘ほどもある波がこちらに押し寄せ、マリシュナ号は何度も、大きく揺れた。

                　長い、長い時間がかかったような気がした。そして、荒ぶる波がようやく落ち着いた頃──アクシング号があった場所には、船の残骸しか残っていなかった。

                　悲鳴がここまで聞こえたわけではない。けれど、断末魔の叫びが、ゲラードの耳にこびりついたように思えた。

                　マリシュナ号の船上で、歓声を上げる者は誰ひとりとしていなかった。

                　海竜の姿を生きて他者に伝える者は少ない。その理由が、今わかった。

                　

                　あのあと、ジェンキンズがこっそり耳打ちしてくれた。

                「お前さんの目、ドクに診てもらった方がいい」と。

                　どういうことか尋ねると、とにかく見てもらえの一点張りだ。だが、理由もわからないのにドクの手を患わせるのは避けたい。しつこく食い下がると、彼はようやく教えてくれた。

                「お前さんの目に、銀色の欠片みたいなもんが見えたんだよ。ナドカでもないのに、あれはどうも尋常じゃねえぞ」

                　目が銀色になるという話は、ゲラードも聞いたことがなかった。

                　もしかしたら、ジェンキンズの勘違いだったかもしれない。というより、そうであって欲しいという気持ちが大きかったので、ゲラードはそのことを胸にしまって、そのまま──半分は意図的に──忘れてしまった。

                　

                　フーヴァルはアクシング号の犠牲者を顧みず、船をコルパス・イサスへ向けて出発させた。

                「まだ息が残っているものがいるかもしれない」

                　ゲラードが言うと、彼はこちらを馬鹿にしたいときに浮かべる表情を浮かべた。

                「あの海竜を見てねえのか？　海狼の群れは？」

                「もちろん見た。だけど──」

                「連中は、この海域で大砲をバカスカぶっ放して、勝手に自滅したんだ。俺が助けてやる義理はねえよ」

                「だが、救える命があるかも──」

                　フーヴァルは最後まで言わせなかった。ゲラードのシャツの襟を掴んで、皆から影になっている後部甲板の壁に、背中を押しつけた。

                　太陽を背にした彼の顔に、濃い影が落ちる。その口元から覗く歯列は、まるで鮫のように鋭い。彼がこんな風に──ナドカの性質を露わにするところを見るのは初めてだった。

                「連中が死ぬのは、弱いからだ」フーヴァルは言った。「弱いのは馬鹿だからだ。馬鹿なのは、賢くなるのを諦めたからだ。いいか？　船に乗る前に少しでも調べりゃ、この海域で騒ぎを起こすのがどれだけ愚かなことかわかったはずだ。だが、連中はそれをしなかった。自業自得だ」

                「そうかもしれないが……」

                「馬鹿に手を差し伸べても、また別の何かに助けてもらうために生き存えるだけだ。そのくせ、助けてもらえねえと見るや文句だけはデカい声で並べ立てやがる。自分がいかに惨めな存在かってのを、恥ずかしげもなく晒しながらな」

                　ゲラードは思った。自分はいま、フーヴァルの中にある行動原理──彼を突き動かす怒りの一端に触れているのだと。今までにも何度か、彼の怒りを感じたことはあった。だが、これは限りなく……彼の根源に近いところにある。

                　だが、その怒りをなだめるために、自分を曲げることもできない。

                「君の言うことも……正しいんだろう。ある意味では」ゲラードはゆっくりと言った。「でもそれだけでは、どこにもたどり着けない」

                　フーヴァルは鼻を鳴らした。笑おうとしたのだろうけれど、自分で思っているほど上手く装えてはいない。

                「なら、何があればたどり着けるんだ、ゲラード？」

                　ゲラードが答えずにいると、彼はもう一度──今度はさっきよりも上手に──ゲラードをせせら笑った。

                「お前にもわかってないから、国から逃げ出して、妹からも命を狙われて、死人同然の身分になってるんじゃねえのか、なあ？」

                　怒りに満ちた眼差しを見つめて、ゲラードは思う。

                　ああ、アクシング号の乗組員を救う道はないのだ、と。

                　彼らの命を諦めながら、ゲラードは、フーヴァルの言葉から逃げなかった。

                「その通りだ」

                　フーヴァルはしばらくの間ゲラードの目を見つめていた。それから顔を逸らして、背を向けた。

                「さっさとドクのところに行け」唸るように、彼は言った。「次に同じことを言わせたら、海に放り投げるぞ」
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                「これはまた派手にやったなあ！」

                　船医のフィッツウォーターは大きな声で笑った。

                　診療室は、まだ惨状から回復していなかった。後始末に駆り出された掌帆手が海水で床を洗っているが、血を吸わせるために床に撒かれた砂がそこここに残っていたし、血の臭いも、薬の匂いも濃厚だった。それでも、生死の淵を彷徨っている者はいないようだ。ハンモックに寝かせられた患者たちは鼾を掻いて眠っていたり、ランタンの明かりを頼りに本を読んだりしていた。

                　フィッツウォーターはゲラードの両手を看るや、作り付けの棚を開き、様々な薬草や根や液体が入った瓶を、ラベルも見ずに次々と取り出しては、小さな机の上に並べた。そして満足げに「ん！」と唸ると、助手を手招きした。

                「ドーソン！　ちょっときてくれ」

                　ドーソンが、はいと返事をした。それまで看ていた患者に声をかけてから、こちらにやってくる。

                　痩せて背の高いドーソンは理知的な顔をした若者だ。落ち着いた物腰に自信に満ちた態度で、助手とはいえ、船員たちからの信頼も厚い。

                　珈琲カフワ色の肌の、至る所に施された刺青は剣を思わせる鋭い意匠だ。ジュワルカの文化をほとんど知らないゲラードだったが、どういうわけか、その刺青に刻まれた戦いへの希求を読み取ることができた。自分が有能であると理解したうえで、さらに高みを目指すための戦い。

                「彼の手を治療するとして、この中で必要ないのはどれだ？」

                　フィッツウォーターが机の上の薬瓶を示す。ドーソンはちらりと瓶を一瞥すると、言った。

                「ヘンルーダ、イノンド……ミツマタの根」最後の一つを付け加えてから、ドーソンはフィッツウォーターをじろりと見た。「そういう冗談はやめた方がいいと思いますけど」

                「さすがだ、ドーソン！」医師は膝を打ち、椅子から立ち上がった。「じゃ、あとは任せた。俺はちょっと横になる」

                　フィッツウォーターが、三歩歩いた先にある寝棚ボンクに転がり込むように寝そべると、すぐさま寝息が聞こえてきた。

                「先生に代わって、謝罪します」ドーソンは固い声で言い、先ほどまでフィッツウォーターが座っていた椅子に腰を下ろした。「本当はいい人なんだ。下世話な冗談が好きなだけで」

                　ドーソンはゲラードの方を見ようとせずに、船医が机の上に並べた瓶を改めて吟味していった。

                「気にしないで」ゲラードは礼儀正しく返した。「何を当てこすられたのかも理解できていない」

                　すると、ドーソンは顔を上げて、ようやくゲラードの顔を見た。

                「ミツマタの根は……勃起不全に効果がある」

                　ゲラードは口を開けたまま、一瞬だけ固まった。咳払いをして、なんとか答えた。

                「それは……ええと、そうだな。僕には必要ない」

                　ドーソンは笑うでもなく、呆れるでもなく……ただ何の反応も示さずに、瓶に入った薬草や種や根を次々に乳鉢に移し、コツコツとすり潰しはじめた。

                　思えば、この船で最初に目を覚ましたときから、ドーソンという青年はゲラードに素っ気なかった。

                　気詰まりな沈黙をどうにか和らげたくて、適当な話題を探す。

                　ブランドン・ドーソンというジュワルカ人らしからぬ名前の由来についても気にはなった。けれど、東方大陸の西側に暮らすジュワルカ人にとっては、他国の名前を名乗るに至った経緯を語ることが屈辱をもたらす場合もある。ジュワルカと国境を接するアルマラには、戦の敗者を奴隷として他国に売り渡す文化があるのだ。誰もが選んでここにいるとは限らない。だから、別の話題を見つけた。

                「その……刺青、何か意味があるものなのかな」

                　ドーソンはゲラードを見た。彼の寡黙な顔に浮かんだ微かな感情がゲラードへの興味なのか、怒りなのかを図るのは難しい。彼は乳鉢に視線を戻して、それから教えてくれた。

                「これは、父から受け継いだ。父は戦士で、船乗りでもあった」コツコツという乳鉢の音が大きくなる。「フーヴァルは父のもとで船乗りの修行をした。ずっと昔に」

                「そうなのか」ゲラードは感心した声を上げた。「なら、ずいぶん長い付き合いなんだね」

                「ああ」

                　ようやく、彼の顔に笑みの気配らしきものが過よぎった。

                　ドーソンは、別の容器に出来上がった粉末を入れると、そこにとろりとした脂をひと匙掬い入れた。容器の中でそれをかき混ぜてから、少量を手に取る。

                　促されるままに出した両手に、彼はその軟膏をそっと塗り拡げてくれた。

                「じきに薄皮が張りはじめる。でも、初めのうちはすぐにひび割れてしまうだろう。この軟膏を塗って、なるべく肌を乾燥させないように。早く直したいのなら、海水や力仕事は避けること」

                　淡々とした診断を頭に叩き込む。

                「しかし、力仕事や海水を避けるのは無理そうだ」

                「免除してもらうよう、船長に頼めば良いのでは？」

                　その言葉に棘を感じた。お前は、どうせ特別待遇を受けているんだろう、と。まるでこちらを試しているようだ。

                「客室を使わせてもらっているだけでも、十分特別あつかいしてもらっているから」ゲラードは小さく肩をすくめた。「できれば、ただの荷物になりたくはないんだ」

                「何いってんの、ガル！」

                　病室の奥から、ヘインズの声が聞こえた。顔を向けると、彼女は診察室の一番奥のハンモックから、こちらを見ていた。その声にたたき起こされたらしい何人かが、不満げな声を上げる。

                「あんたは荷物なんかじゃないよ、あたしが保証する！」

                　ゲラードはおずおずと微笑んだ。「ありがとう。ミズ──クラウディ」

                　ヘインズはケラケラと笑った。「ありがとうはこっちの台詞でしょうが」

                「ヘインズ、病室では静かに」

                　ドーソンは冷静に言って、そっとため息をついた。

                「あなたは仲間を助けた。俺も、役に立っていると思う……ただの荷物よりはね」そして、施しを与えすぎたと思い直したかのように、また無表情に戻った。「では、他に用がなければこれで」

                　

                　　　　　　　†

                　

                　コルパス・イサスは、マルディラの南の海上にある岩礁地帯だ。カルタ語で『島々の骸コルパス・イサス』という名が示す通り、天の火に焼かれて砕け散った島の、焼け焦げた残骸のような岩礁が広い海域に散らばっている。波は荒く、気を抜けばあっという間に岩礁に乗り上げ、船底に穴があく。それを証明するように、周囲には数え切れないほど多くの船の残骸が点在していた。この海域を座礁せずに渡れる船乗りは、九海にその名を馳せたフーヴァル・ゴーラムと、その仲間のジャクィス・キャトル──そして、彼らを鍛えたホライゾン号の船長ローレンス・オチエン・ドーソンだけだ。だが、オチエンもジャクィスも、もういない。ホライゾン号の乗組員の中で、生き残っているのはフーヴァルだけだ。

                　一行は浮球儀ふきゅうぎと海とを注意深く観察しながら進んだ。帆をすべて畳んで小舟に曳航えいこうさせる他に、この安全地帯に潜り込む方法はない。半日以上かけて進むことになるから、相当に神経と体力を使う。だが危険な海域を一度抜けてしまえば、コラゾン島と呼ばれる無人島に潜り込める。ここは安全に──かつ誰にも見とがめられずに──真水と食料を手に入れることができる隠れ家だった。

                　島には船を停泊させるのにちょうど良い入り江があり、鬱蒼と茂る森や、風雨をしのげる洞窟もある。洞窟の奥には真水が湧く泉まであって、島に生息する獣たちを十二分に養っている。

                　この島は、溶岩の岩棚しかなかった不毛の無人島を、魔法の力によって作り変えたものだ。オチエンは──彼の言葉を借りれば──「自然をちょいと擽くすぐってやる」のに長けた魔法使いだった。その弟子であったジャクィスもまた有能な魔法使いだった。彼らは二人して植物を育み、土を作り、山を積み重ねることで、この地に水を呼んだ。コラゾン島はかつての仲間たちの遺産であり、フーヴァルにとっての宝だ。

                　コラゾン島に来ると、フーヴァルはいつも、彼らのことばかりを思い出す。ホライゾン号の船乗りたちと過ごした日々が、遺跡のようにこの場所に散在しているせいだ。風雨に晒され、消えてゆくのを待つばかりの記憶が。

                　投錨すると、すぐに積み荷を降ろす作業に取りかからせた。

                　船艙に蓄えていた食料や予備の船材、他の船から巻き上げた金目のもの、さらには乗員の私物や調理室の鍋まで、残さず陸に降ろす。船艙で淦ビルジに浸かって汚れた脚荷バラストを洗う作業もしなくてはならないが、今日のところは、魔の海域を抜けて島にたどり着き、積み荷を運び出すところまでで十分だ。

                　明日から約十日、この島で船の修理を行い、食料と水を補給する。十日間のうちに、折れたマストの代わりとなる松材を、魔法使いたちが苗から育て上げる。同時に、炊船すいせんして船底にこびりついたフジツボを焼き、浸水を防ぐ目詰め材を詰め直し、防腐のためにタールを塗り込む。流された主檣帆メインスルには予備があるから、帆の心配はしなくていい。

                　怪我人は出たものの、一人の死者も出さずに難局を脱し、まんまと隠れ家に逃げ込めた。上出来だ。

                　作業が一段落ついた頃、棚引く雲の群れを金色に染め上げながら、黄昏がやってきた。雲間に瞬きはじめた星々が日中の暑さを忘れさせ、西の地平線から夜を招き入れる。日が暮れる頃には、砂浜にはいくつもの焚き火と、それを取り囲むひとの輪が出来上がっていた。

                　弓を持って森に入れば、肥えた野良猪を難なく捕まえることができるし、釣り糸を垂らせばすぐに魚が食いつくが、狩りは明日からだ。今夜は、一番大きな焚き火につきっきりのエディが作る、塩漬け豚の煮込みと虫食いだらけの乾パンで空腹をしのぐ。不満げな顔はどこにもなかった。ヴァスタリアと美食の関係は、山羊の乳と羅針盤のそれに似ている──つまり、相容れない。だが、ヴァスタリアの台所に失望して祖国を捨てたエディの料理は、なんというか、神がかっていた。彼の生み出すものに文句をつける者はいない。もしいたとしたら、そいつは舌か頭のどちらかがおかしいのだ。長い船旅には腕のいい調理師が欠かせない。エディはマリシュナ号の宝だった。

                　加えて、今夜は配給酒グロックの量をいつもより増やして、（いつも以上に）羽目を外してもいいと伝えた。みな思い思いの場所に陣取って、話したり、歌ったり、踊ったり、賭けをしたり、草陰にしけ込んだり、どうでも良いことで言い争ったりしている。

                　穏やかな波の音と混ざり合うざわめきに耳を傾けながら、フーヴァルは、小さなランタンの灯りを頼りに航海日誌を仕上げた。ずっと慌ただしくて、書くことが溜まっていたのだ。ペン先からインクを拭って道具入れにおさめ、衣服箱シー・チェストにしまう。几帳面に航海日誌をつける習慣も、かつてはオチエンのものだった。

                　宴に合流する頃には、ざわめきは乱痴気騒ぎに変わりはじめていた。浮球儀の手入れをしていたアーナヴもちょうど仕事を終えたところのようで、手についたインクを拭いながら、焚き火の輪に加わっていた。

                　ゲラードの周りはひときわ盛り上がっていた。船から投げ出された男が九死に一生を得て、仲間の命まで救ったのだから、当然だろう。フーヴァルが近づいていくと、船乗りたちが気付いて、今日何度目かの乾杯を捧げた。

                「勇猛にして、いと賢き我らが船長に！」

                　ゲラードも乾杯をして、ほとんど手つかずの配給酒に唇の先をつけていた。焚き火の明かりに照らされて、心からくつろいで見える。上気した頬は酒のせいではなく、こういう……本物の宴に加わるのが初めてだからだろう。王宮で催されているのが、あんな辛気くさい仮装ごっこであることを考えれば、無理もない。

                　話題はいつの間にか、アクシングを極はたての海うみに誘い込んだフーヴァルの機転と、人魚や海竜の恐ろしさへと移っていった。

                　フーヴァルはゲラードの視線を捕まえると目線だけで促した。そして、盛り上がる仲間の輪から、二人してそっと抜け出した。

                　背後では、舟歌シャンティーの大合唱が始まっていた。

                　

                　　　引けよウェイ　ヘイ　お前ら

                　　　　　帆を上げろウェイ・ハー・アップ

                　　　人魚の歌は天の調べ

                　　　そして破滅の道標みちしるべ

                　　　　

                　　　引けよウェイ　ヘイ　お前ら

                　　　　　帆を上げろウェイ・ハー・アップ

                　　　哀れなジョニーが聞いたとさ

                　　　人魚の妙なる歌声を

                　　　　

                　　　引けよウェイ　ヘイ　お前ら

                　　　　　帆を上げろウェイ・ハー・アップ

                　　　ひとたび人魚の虜になれば

                　　　たちまち骸が海の底

                　

                　賑わいと火明かりとが届かないところまで、砂浜を歩く。風も波も穏やかだった。灼熱の太陽に炙られた肌を癒やすように、心地よい浦風うらかぜがそよいでいた。

                　いったい何の話があるのかと、ゲラードが訝っている様子はなかった。たとえ自分の船室を持っていても、船の上では完全に人目につかない場所など存在しない。どちらかの部屋にどちらかが入れば、必ず誰かに、それを知られる。

                　誰にも聞かれない場所で改めて話をする必要性を感じているのは、ゲラードも同じはずだ。

                　入り江の端まできたところで、フーヴァルはゲラードを振り向いた。無遠慮に手首を掴んで持ち上げ、手のひらをじっと見る。痛々しい傷は相変わらずだが、軟膏を塗った手からは薬草の匂いがした。

                「よし。ちゃんとドクのところに行ったな」

                　ゲラードは頷いた。

                「ドクは手が離せなかったようで──」

                「酔ってたか？」

                「ああ……なんというか、そのようだった」

                「いつも通りだな」

                　ゲラードはフフ、と笑った。

                「ドーソン君に手当てしてもらったよ」そして、あの気弱な笑みを浮かべる。「彼には……どうも嫌われているようだ」

                「あいつのことは、まあ……気にしなくていい」

                　ゲラードが従わないのはわかっていたが、言った。

                「君のお師匠のご子息なんだろう」彼は言った。「彼の目に、僕がどんな風に映るか……無理もないと思う。僕には、マリシュナに乗る資格はないんだから」

                　夜の闇に沈んだ海辺では、寄せては返す波の音ばかりがやけに大きく聞こえる。深い寝息のようにゆったりとした潮騒が、沈黙を埋めた。

                「ヘインズのこと、礼を言ってなかった」振り返り、真正面から彼と向き合う。「ありがとう」

                　ゲラードは、闇の中でもわかるほど目を丸くして、二、三度瞬きをした。それから、おずおずと、口を開いた。

                「僕の方こそ」彼は深く辞儀をし、それから言った。「またしても、助けてくれてありがとう、フーヴァル・ゴーラム。一生かかっても返しきれない恩だ」

                　彼の身体に染みついているはずの王族クラレントの血がもっと濃かったなら、自分の命を助けた相手には、礼ではなく報償で報いようとしただろう。

                　相場を考えれば、船一隻、あるいはもっとか？

                　けれどゲラードには、王族にしては珍しく、恩義にモノで報いようとする習慣がないらしかった。

                　海賊としての自分は、当てが外れたと悪態をついている。だが、それよりもさらに深いところにある別の部分は、ゲラードの素朴さに救われていた。

                「それで」フーヴァルは、感傷的な雰囲気を吹き飛ばすように手を打ち、腹帯ベルトに差しておいた酒瓶を取り出した。「お尋ね者になった気分はどうだ、王子様？」

                　コルクを咥えて抜いてからその辺に吐き出して、瓶の口を向ける。

                「僕はいい」

                　ゲラードが酒に弱いのは知っていたが、それでも少しくらいは頼りたい気分のはずだ。

                　それに酔っておけば、後々言い訳が必要になったときに役に立つ。酒はどんな弁護士よりも有能だ。

                「いいから、ちょっとだけ付き合えよ」

                　躊躇いながらも、ゲラードはようやく受け取って、控えめに一口飲んだ。そして、ため息をついて、砂浜に腰を下ろした。

                「自分でも意外だった。あんなに打ちのめされるとは」

                　彼は小さく笑って、もう一度瓶を呷ってから、フーヴァルに返した。

                「堪えたのはどっちだ？　兄貴が死んだことか、妹に疑われてることか」

                　ゲラードは少しだけ考え込んで、言った。「後者かな」

                　意外だった。

                　エレノアは、良くも悪くも、人々の噂にのぼらない王女だ。母親に似て美人で、芝居好きということくらいしか知られていない、影の薄い姫。だが当然ながら、ゲラードにとっては兄妹の中で最も年が近い妹なのだ。

                「僕らは……なんというか、他の兄たちとは少し違っていてね」

                　膝を抱えて夜の海を見つめるゲラードの横顔に、幼さと成熟とを見る。

                　人間の一生は短い。長く生きるナドカの目には、人間は幼いまま死んでゆく種族のように映る。ゲラードも確かに──多くの部分で──幼い。けれど、そればかりではない。恵まれているはずの王子が常に抱えているらしい達観は、時に彼を、歳経たいきもののように見せた。

                「俺は、慰めるために身体を貸すほどお人好しじゃねえぜ」

                　フーヴァルが言うと、ゲラードははじけるように笑った。ひとしきり笑ったあとで、また、あの諦めたような表情を浮かべる。

                「わかっているよ。君の情けに縋るような真似はしない」

                「ま、話くらいは聞いてやってもいい」

                　瓶に口をつけて、グビリと飲む。ゲラードに手渡すと、彼はしばらくの間それを見つめてから、思いきりよく呷った。
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                　幼い頃、ゲラードはよく迷子になった。

                　壮健だった時のハロルド王は、一年の三分の一を巡幸に費やした。国中を巡り、臣民の忠誠を検あらためるための巡幸は、同時に、王家の威光を国の隅々にまで知らしめるための戦略でもあった。そのために、豪華絢爛な装飾が施された馬車に乗り、輝く鎧に身を包んだ騎士や、上等の仕着せを着た召使いたちを大勢従えて、〈王の道〉と呼ばれる街道をゆっくりと歩くのだ。街道沿いの村や町の人々が、王の姿をひと目見ようと道沿いに並び、行列の行く手に花を撒いたり、生まれたばかりの子供に祝福を願ったりしていた。

                　滞在先は、大抵が行く先々の地方にある貴族の館だった。狩りにうってつけの森を所有している家が多かったのは、王が無類の狩猟好きだったからだろう。ゲラードは父や兄たちの狩りについてはいかなかった。幼すぎるから、というのが表向きの理由だが、本当は違った。

                　ゲラードが森に入ると、必ずと言っていいほど迷子になるのだ。

                　家来たちが血眼で探しても見つからず、かと思えば、翌日の朝には何事もなかったかのように、屋敷の井戸の傍や、厨房の竈の傍で眠っていたりする。

                　そうした奇行には、いつも決まった理由付けがなされていた。もちろん、表向きには誰もそんなことを口にしないけれど。

                　曰く──

                「第四王子のゲラードは妖精シーの取り替え子チェンジリングだ、とね」

                　フーヴァルは面白がるように片眉を上げた。無理もない。

                　生まれた子供が病弱で、生きる見込みがないとき、母親はその子供を妖精に預ける。その代わに、妖精もまた彼らの子供を人間に託す──と言われている。取り替え子チェンジリングは、不倫のすえにできた子供が父親に似ていないことを誤魔化すための常套句でもある。

                「本当に、そうなのか？」

                「僕が取り替え子チェンジリングかって？　いいや。だが不義の子だ」ゲラードはさらりと言った。「僕の中に、王の血は流れていない」

                　フーヴァルはほんの一瞬、驚きに固まった。だがすぐに気を取り直し、感心したように口笛を吹いた。

                「エメライン王妃を見直しちまったぜ。たいしたもんだ。いやまったく」

                「どうも」ゲラードは笑った。「僕の本当の父は、ハロルド王が巡幸の途中で立ち寄った、小さな領地の主あるじだったらしい。母とその騎士は惹かれ合い……僕が生まれた」

                「あのハロルドがそれに気付かなかったとはな」

                「気付いていたさ。だが、認めなかった」

                　父は誇り高い人間だった。自らの兄を──良い王になるだろうと皆から期待されていたエリク王を排除して王座を奪ったからこそ、周囲の者を一人残らず納得させる必要があったのだろう。エリクよりハロルドの方が優れた王だ、と。

                「体面を気にしたんだ。不義の廉かどで王妃の首を切るのは、妻を寝取られたと世間に喧伝するようなものだからね。ハロルドには、それが耐えられなかったんだろう」

                　ゲラードは、父と母が同じ空間に居合わせたときの、あのなんともいえない空気の味を思い出して、わずかに顔をしかめた。

                「だが、エレノアが生まれた」フーヴァルが指摘した。

                「そう。エレノアは生まれた。しかも、今度は間違いなくハロルドの子だった」

                　エレノアが誕生したときの王宮は明るかった。四人の男児のあとに生まれた姫の存在は、厳格な城の雰囲気を一気に華やがせた。どの部屋にも生花の香りが溢れ、毎日のように、美しい布地やレース、リボンに宝石が運び込まれた。まるで、昨日まで素っ気ない兵舎だった場所に、一夜にして花畑が出現したような有様だった。

                「母はちっとも幸せそうではなかった」当時の様子を思いおこすと、また、嫌な味が舌の上に広がる。「エレノアは聡い子で、六つになる頃にはそれに気付いた」

                「そヽれヽ？」

                　残酷な言葉を口にする前に感じる喉の強ばりを、飲み下した酒で無理に解す。

                「自分が、母を不幸にしていると」ゲラードはため息をついた。「僕も同じだ。僕の存在こそが、母の罪の証拠で……僕が生かされているということが、つまり……それ自体が、父が母に与えた罰だったんだ。ある意味では、エレノアもそうだった。僕は母の罪の証し。エレノアは、母の償いの証しなんだ」

                　初めて真実を知った日──世界がひっくり返った。まるで、いままでずっと、自分一人だけが天井に足をつけ、逆さまの世界を生きていたことにようやく気付いたみたいだった。それは、エレノアも同じだった。

                「そういうわけで、僕とエレノアは幼い頃から、なにかとふたりだけで過ごすことが多かった。そのせいできっと……」言葉を探して、心の中を手探りする。「きっと、彼女も僕を信頼していると思っていたんだ。特別な絆があるはずだ、とね」

                　愚かな思い違いをしていたせいで湧き上がる羞恥を、ため息と共に身体から追い払おうとする。だが、それは相変わらず、腹の底にわだかまっていた。

                「僕が兄を殺すはずがないのは、エレノアが誰よりもよくわかっていると思っていた。たとえ継承権第一位になっても、僕には王になる資格はないんだ……立派な服を着てはいても……僕は単なる、田舎の小領主の倅せがれだから」

                　酒が回って、頭がクラクラする。見かねたフーヴァルが、ゲラードの手から酒瓶を奪った。

                「その、お前の本当の親父がどうなったか、調べたのか？」

                「もちろん調べたさ。とは言え、王宮には何の手がかりもなかった。当時のことを知っていて、今も生きている者は当然、ハロルドとも繋がっていたから、慎重にならざるを得なかった。わかったのは名前だけ──ハルヴェイ・モーズリー卿」

                　その名前から、彼の小さな領地と、王がそこを宿泊地とした日付を割り出すことができた。そして、母と彼とが恋に落ち、過ちに至るまでの早さも。

                　だが、そこまでだった。

                「ようやく道が開けたのは……三年前。ほら、審問官をデンズウィックから逃げ出す手助けをしただろう？　あの時助けたサムウェル君のおかげなんだ」

                　記憶を辿ったフーヴァルが、ああと呟いた。「あいつか？　あの──」

                　嘔吐を表す手振りから、サムウェルが船艙にもたらした些細な被害のことを根に持っているのだと気付く。

                「そう。ひどい船酔いの」ゲラードはふっと微笑んだ。「彼の一族は代々、デンズウィックの刑吏だ。あのあと……偶然再会することがあって──尋ねてみた」

                　彼と再会したのは、ビアトリス・ホーウッドの処刑の時だった。

                　彼も、そしてゲラードも、最期まで見届けるためにあの場所にいたのだ。

                「サムウェル家には職務の詳細を記した日誌が残されていてね。その中に、ようやく父を見つけた」

                「じゃあ、処刑されたのは間違いないのか」

                　ゲラードは頷いた。「けれど、処刑台を用意して大々的に行われたわけじゃなかった。ハロルドはここでも外聞を気にした」

                　フーヴァルはゲラードの方に身を乗り出した。ゲラードは秘密を打ち明けるように、声を潜めた。

                「彼を島流しにしたんだ」

                　目を丸くするフーヴァルを見て、ゲラードは声を上げて笑った。「徹底していると思わないか？　あのハロルド王が、妻を寝取った男をこっそり島流しにしていたなんて──誰が想像するだろう」

                　ゲラードはため息をついた。

                「島の名前はバリェーナ島というらしい。だが、どうやらでたらめじゃないかと思うんだ。どの地図にも、そんな名前の島はなかった。君は知っている？」

                　フーヴァルは少しの間考え込んだものの、首を振った。「いや、知らねえな」

                　やっぱり、とゲラードは頷いた。「きっと、船の上から突き落とされたんだろう。海に出ることさえなかったかもしれない。わざわざ船に乗らなくても、人気のないところでいくらでも片をつけることができるんだから」

                「島の名前なんてもんは国によって変わるんだぜ。なんなら、船乗りによっても違うくらいだ」

                　ゲラードは、抱えた片膝に頬を乗せ、首をかしげたままフーヴァルを見つめた。

                「慰めはしないんじゃなかった？」

                　フーヴァルはムッとした。「慰めじゃねえ、事実だ」

                　どちらにせよ、ありがたい。

                　けれど、どちらにせよ──

                「探すことは、もう諦めている」

                　フーヴァルが、残りわずかになった酒瓶をゲラードに差し出した。けれど、首を振って断った。

                「僕の人生は……牢獄なんだ」膝に顎を乗せ、黒い海と、その上に広がる無数の星を見つめる。「装わなくてはならない王子という役割と、決して王になることはないという事実が鎖となって、僕をあの空っぽの城に縛り続けてきた」

                　ゲラードはもう一度、傍らのフーヴァルを見つめた。

                　慎み深い星明かりが、彼の面差しの厳しい部分を隠してくれているのだろうか。その表情はいつになく優しく見えた。

                「僕がナドカに憧れたのは……自分ではない何かになりたかったからだ」

                　ゆっくりと、静かに。懺悔をするように、ゲラードは言った。

                「いまなら、あれがどれだけ無責任な憧憬だったか、よくわかる」

                　すると、フーヴァルはハッと声を上げて笑った。

                「昔の間抜けっぽいお前も悪くなかったぜ。可愛げがあって」

                　ゲラードもフフ、と笑った。「今は間抜けじゃない？」

                「間抜けだ」フーヴァルはきっぱりと言い切った。「だが、前ほどじゃない」

                　目と目があう。

                　笑みを湛えた彼の視線が、ゲラードの目から、唇に落ちる。それから首筋、胸元──さらに下にまで。

                　そういうやり方で伝えられた望みを読み取る方法を、ゲラードに教え込んだのは他ならぬ彼だ。

                　呼吸が荒くなり、脈が速くなる。フーヴァルの癖毛の滑らかな手触りと、そこに染みこんだ潮の香りを思い出す。大胆にはだけたシャツから覗く、日に焼けた胸。彼の航跡が、刺青となって刻み込まれた肌。触れたときの熱さや、滴る汗の味まで。

                　膝を抱えた姿勢が、急に窮屈になったように感じる。

                「いまなら、船には誰もいないぜ」フーヴァルが言った。

                　誘いを掛ける、その低い声を聞くだけで、胸の中にありとあらゆる感情が殺到する。悦びと恐れ。誇りと羞恥。喜びと悲しみ。彼を望んだ瞬間から、それらは常に切り離すことができないものだった。

                「慰めるために身体は貸さない、だろ？」

                　すると、フーヴァルは笑いながら立ち上がり、ゲラードを見下ろした。

                「ああ、そうだ」そして、ゲラードの腕を引いて立たせると、臆面もなく言った。「だが、気晴らしなら話は別だ」
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                　万が一にも邪魔が入らぬよう、船長室の戸には閂をかけた。

                　ふたりきりになった瞬間、フーヴァルはゲラードの腰に手を当てて、有無を言わさず引き寄せた。薄いシャツを隔てて触れあう肌は熱く、逸る鼓動に皮膚そのものが脈打っているような気がした。

                　明かりを灯す暇も惜しんだから、こぢんまりとした部屋を照らすのは、海に面した窓から忍び込む星明かりだけだ。

                　この期に及んでも、ゲラードはまだ逃げ道を探すように背後を気にしている。

                「そうビクビクすんなよ。ただの気晴らしだ」

                「しかし……」

                　ゲラードが曖昧な笑みを浮かべるので、揶揄うように頬をつねった。

                「あのな。俺たちの関係なんて、最初から気晴らしみたいなもんだっただろ」

                　すると、ゲラードはふいと顔を背けて、フーヴァルを押しやった。その横顔には傷心の陰があった。

                　真実こそ、何よりも鋭い刃で心を傷つける。

                　だが、彼はすぐに気を取り直した。

                「僕にとっては、気晴らし以上の意味があったんだ」

                　ちょっとした当てこすりにさえいちいち顔を赤くして反応していた、あの頃の彼はもういないらしい。迷いのない表情で言われてしまうと、皮肉めいた口調でいなすしか無くなる。

                「駄々をこねるなよ。永遠に続くわけじゃないことはわかってたはずだ」フーヴァルは言った。「楽しめるときに楽しむ。それでいいだろ」

                　ゲラードは、フーヴァルに触れるか、触れないかというところで立ち尽くしていた。

                　あと一押しってとこか。

                「俺に恩義を感じてるって言ってたよな？　俺の骨折りに、褒美の一つくらい恵んでやろうって気にならねえのか」

                　ゲラードはふっと微笑んだ。

                「君一人の骨折りではないだろう」

                　そうして笑うと、幼さが少しだけ蘇るようだった。

                「まあ、そいつは役得ってことで」

                　フーヴァルは一歩踏み出し、ゲラードの腰に手を当てた。

                　彼は拒否しなかった。

                　シャツの薄い布地の向こうで、彼の肌は微かに汗ばんでいた。

                「ゲラード」

                　名前を呼ぶと、彼の目がわずかに歪んだ。

                　懐かしさと悲しみ、そして抗いようのない欲望に苦悶する彼の表情。

                　してはいけない理由を並べ立てようと開いた口が、そのまま固まる。そして、彼は降伏するようにうなだれた。

                「フーヴ……」

                　ゲラードはこういうときにしか、その呼び名を使わない。

                「酒に酔って見た夢だと思やいい」

                　あやすように身体をゆっくりと揺さぶりながら囁くと、彼は俯いたまま、額をゲラードの肩に乗せた。

                「フーヴ」彼は言った。「やると決めたら、言い訳なんかしない」

                　ゲラードは、油断していたフーヴァルの隙を突いて、部屋の中央を貫く最後檣ミズンマストに背中を押しつけた。彼はそうして逃げ道を奪ってから、頬に頬をすり寄せ、崇めるような熱を込めて口づけをした。頬から頬骨、瞼の上、額、そして鼻筋に。この焦れったい儀式に晒されている間、フーヴァルはいつも、妙な居心地の悪さを感じていたものだった。

                　フーヴァルはゲラードのシャツを掴むと、脚衣にきっちりと詰め込まれた裾を引き抜き、剥き出しの腹を手のひらで撫で上げた。彼は小さく呻いて、観念したように唇に口づけた。

                「フーヴ……」

                　強請ねだるような甘えた声に、身体の奥底が疼くのを止められない。

                　これが三年振りのキスだなどと、感慨にふける余裕もなかった。唇が触れあった瞬間に、いまふたりが存在しているこの瞬間の外、この小さな船室の外のことは、意識から消えた。

                　柔らかな弾力。彼のにおい。完璧な歯列で、フーヴァルの唇を撫でるように甘噛みする癖。記憶の中で眠っていたものが一つずつ蘇り、記憶よりも鮮烈に、欲望を掻き立てる。

                　考えられるのは、自分の身の内のどうしようもない熱のこと。それをどうやって一つに混ぜ合わせ、燃えかすになるまで互いを駆り立てることができるのか──それだけだった。

                　濡れた唇を重ねて愛撫し合うような口づけが、渇望に急かされ、互いを貪るためのものに変わってゆく。ゲラードはフーヴァルの髪をそっと掴んだ。そして、口づけはさらに深まった。

                　ああ──そうだった。痛みを与えずに相手をがんじがらめにするのが、この男のやり口なんだった。

                　キスの合間にシャツを脱ぎ捨て、剥き出しの背中に爪を立て引っ掻いてやる。他愛ない揶揄いにさえ、ゲラードの肉体は素直に反応した。背筋が震え、無意識に腰が揺れる。

                「ああ……」

                　鼻にかかった吐息が耳朶を撫でると、甘い戦慄が身体を駆け抜ける。

                　これが、もっと欲しい。

                　方便を並べ立て、脅迫めいた誘惑をしてまで、これを欲していた。

                『ただの気晴らし以上』なんてお上品な言葉じゃとても言い表せない。これは飲んだくれにとっての酒であり、吸血鬼にとっての血であり、人狼にとっての満月であり、人魚にとっての歌だ。遠ざかっている間にも、そのことを考えずにはいられない。ましてや、こんなに近くにあるのに、それを我慢するなんてことができるはずがない。

                　ゲラードの首筋に手を当てて噛みつくようなキスをしながら、足の間に腿を滑り込ませ、腰を引き寄せた。すでに確かな熱をもったものが脚衣越しに擦れ合うだけで、頭の後ろが痺れるほどの快感が沸き起こる。波のように腰をくねらせ、弾力のある尻を掴んでは擦りつけ、同時に相手の昂ぶりをも感じる。腹の奥底からこみ上げる狂おしい呻きを互いの舌で混ぜ合わせ、同じ体温になったものを飲み下した。喉を鳴らして。

                　どちらともなく相手の脚衣に手を掛け、引きずり下ろし、蹴落として、長靴と一緒に部屋の隅に投げ捨てる。

                　息はとっくに上がっていたし、この状況に酔ってもいた。欲望を遂げたいと思う一方で、この時間をできるだけ長く楽しみたいとも思う。だが、官能に痺れかけた頭の片隅には、冷静な覚悟が居座り続けていた。いい夢はいつでもあっという間に終わってしまう。

                　それなら、せめて今夜だけでも。

                「僕の中に、君を感じたい」

                　ゲラードは、フーヴァルの耳に唇を押しつけたまま囁いた。

                　その湿った熱に揺り動かされて、腹の底で、欲望が脈動する。

                「ああ……」フーヴァルは喉を鳴らすように呻いて、ゲラードの懇願を受け入れた。「なら、さっさと脚を開きな」

                　

                　机の上にゲラードを寝そべらせ、その目をじっと覗き込む。先端をあてがい、それをゆっくりと突き入れてゆくほどに、彼の瞳が欲望に翳るのを眺めるのが好きだった。

                「ん……あ……」

                　それを知っているから、ゲラードも、フーヴァルから目を逸らさないのだろう。

                　香油で解した場所は、いとも容易くフーヴァルを受け入れてゆく。離れていた間に別の誰かと寝ていたのかと考えて、胸の奥がざわついた。

                「ご無沙汰ってわけでもなさそうだな」

                　そう呟くと、ゲラードは、恍惚とした表情にわずかに困惑の色を浮かべた。それから、ようやく言葉の意味を理解したらしく──微笑んだ。

                「いいや、ご無沙汰だよ」彼は言った。「生身の男のものは」

                　ゲラードの瞳が、夜の色へと移ろってゆく。昼間の高潔さを脱ぎ捨てた、貪欲の色。

                　これが、痛みを与えずに相手をがんじがらめにするこいつのやり口だ。ゲラード・オブ・クラレントという男は、王の血を引いていようがいまいが、他のどんな王族よりもたちが悪い。

                　フーヴァルは、咳き込むような短い笑いを溢してから、容赦なく最奥まで突き入れた。

                「あ……！」

                　ゲラードは声を上げ、フーヴァルの腕にしがみついた。

                　互いの下生えが擦れ合うほど深く繋がったまま、腰を揺らす。激しい抽挿にガタつく机の音に負けないほど、濡れた肉が擦れ合う淫靡な音が部屋中に響いた。

                「あ、フーヴ……！」

                　喉の奥から溢れる嬌声と荒い息とが混ざり合い、皆がいる砂浜にまで届いてしまうのではないかと、ぼんやりと思う。別にかまわなかったが、ゲラードはそういうことを気にかける男だ。

                「フーヴ……っ！」

                　乞われるままゲラードの口をキスで塞いで、痛めつけるほどの勢いで、激しく、何度も、何度も穿つ。

                「んん、あ……！　あぁ……！」

                　彼の屹立が互いの腹で擦れ合うほど隙間なく抱きすくめ、追い詰めるように容赦なく揺さぶる。ゲラードはフーヴァルの背中に両腕を回し、わずかな空間さえ埋めてしまおうと引き寄せた。

                　ゲラードの中は熱く、蕩けていた。突き入れる度に締め付け、さらに奥へと促すように震える。繋がった場所から、触れる手や舌、そして声から、彼が感じているものを感じる──途方もない快感。歓喜。充足感。フーヴァルはそれを受け取り、また別の方法で彼に返した。

                　頬を掴んで、人差し指と薬指とを唇に押し当てる。彼は従順にそれを咥えて、口淫するように舌を絡めた。濡らした指で彼の屹立を握り、先走りでぬめる先端を荒っぽく扱くと、ゲラードはびくりと身をすくませ……またいっそうしどけなく身をくねらせた。

                　彼が悦ぶ場所を、フーヴァルは覚えていた。頂を極めようというときに、その場所を何度も突かれるのが好きなことも。

                「あ……フーヴ、それ……！」

                「これが好きだろ？」

                　獣じみた声で囁く。ゲラードは何度も頷いた。

                　腿を抱え上げ、肉と肉とがぶつかり合う音を響かせつつ、動きを早める。ゲラードは、受け止めきれないほどの快感に身を捩り、声にならない声を上げていた。目尻にうっすらと浮かんだ涙が零れ、揺さぶられる度に少しずつ、目尻を伝って落ちてゆく。

                「あ……」

                　固く閉じられていた瞼が、震えながら開く。まるで助けを乞うようにフーヴァルを見上げる彼の瞳──そこに、他人に何かを求めることが滅多にない彼の、剥き出しの欲望が燃えていた。

                「フーヴ……！」

                　このまま、最後まで。

                「ああ……いいぜ」

                　そう言って頬に触れると、彼は泣き出しそうに、眉をきゅっと寄せた。

                　フーヴァルの律動に揺られながら、今まさに絶頂に至ろうとする彼の肉体の、あらゆる部分が張り詰めてゆく。もはや喘ぎと区別がつかないほど掠れた呼吸は、深く、早い。

                「あ……！」

                　そして、彼は達した。

                「ああ……！」

                　絶頂の最中、ゲラードは幾度も痙攣を繰り返した。ぎゅっと締まった身体にとどめを刺すように奥を突くと、彼の屹立は激しく脈打ちながら、汗ばんだ腹の上に精液を迸らせた。一度、二度、三度……荒い息に上下する胸にまで届くほど。

                　彼は小さな喘ぎを漏らしながら、何度も身体を震わせた。

                　そして、潤んだ目でフーヴァルを見上げた。

                「ご満足頂けたようで」ニヤリと笑う。

                　ゲラードは、まだ何かを話せる状態ではなさそうだったが、その冗談にわずかに顔をしかめた。二人してヤることをヤるときに、どちらか一方がもう一方に傅くようなことをするのを、彼は望まない。

                　だからこそ、彼と寝るのは楽しいのだ。

                　フーヴァルは、たっぷりと溢れた精液を指で掬いあげた。それを弄びながら、おもむろに、自分の尻に塗りつける。

                　激しい快感に紅潮していたゲラードの顔は、星明かりの下でもはっきりとわかるほど、赤みを増した。

                「いいのか？」かすれた声で、彼は言った。

                　書き物机の天板に膝を乗せ、ゲラードにかがみ込む。

                「やると決めたら、言い訳なんかしない、だったよな？」底意地の悪い笑みを浮かべたまま、わざと混ぜ返す。

                　胸まで飛び散った精液を指に絡めて、汗水漬くの胸を愛撫する。ゲラードのものはすぐさま反応した。

                「俺ならこう言うね。『やると決めたら、とことんヤる』」

                　

                　狭い寝棚ボンクにふたり分の身体を押し込み、寝そべるゲラードの屹立の上に腰を下ろす。白濁と香油にまみれて濡れそぼったものが、滑らかに滑り込んでくる。その感覚に、フーヴァルは満足のため息をついた。

                「あー……これだ……」

                　懐かしい熱が奥を、さらに奥を穿ってゆくほどに、眠っていた感覚が目を覚ます。爪先から髪の毛の先まで、期待に震える。まるで鍵を差し込まれた鍵穴だ。

                　離れていた三年間について、ゲラードは、「君はどうなんだ」とは問わなかった。それで正解だ。訊いたとしても傷つくだけ。フーヴァルは本当のことを──相手かまわず誰とでも寝たと──話しただろうし、そのうち誰ひとりとして自分を満足させられなかったことは、あえて言わずにおいただろうから。

                　踊るように腰を揺らしながら、自分の中を擦りあげるものの形を存分に味わう。三年も離れて過ごしたあとでも、この身体は、彼を受け入れたときの記憶を少しも失っていなかった。どう動けば快感を得ることができるかを、フーヴァルはすぐに思い出した。

                「は……、あ……っ」

                　満足そうなうめき声を上げているのはフーヴァルの方だが、ゲラードもまた、翻弄されたような声を漏らしている。その顔を見下ろしたまま、彼を締め付けて苛むのが好きだった。

                「やっぱり……気晴らしにはこいつが一番だ」

                　ゲラードは返事とも、非難とも喘ぎともとれるような声をあげた。

                　寝棚を軋ませて揺れる度に腹を叩くフーヴァルのものから、透明な雫が飛び散っている。ゲラードはおもむろにそれを掴もうとしたが、フーヴァルは彼の両手を捕まえて押しつけ、寝台に磔にした。

                　手を怪我したことも忘れるほど夢中になるのはいいことだが、せっかく良い気分の時に、ナニを血まみれにされたくはない。

                「フーヴ──」

                「おあずけだ、殿下」

                　その呼び名が嫌いなことを知っていて、わざと呼んだ。

                「ガル、がいい」ゲラードは言った。「君に、そう呼ばれるのが……好きだ」

                　フーヴァルは眉を上げて、ゲラードを見下ろした。

                　それから、左手を寝棚の淵にかけて、身体を少し後ろに倒した。この状態で腰を上げれば、ゲラードからも繋がり合った場所がよく見えるはずだ。

                　そのまま、ゆっくり腰を動かした。粘り着くような水音が、しっかりと彼の耳に届くように。

                「ガル」低い声で、フーヴァルは彼を呼んだ。「ガル……ほら、よく見ろ」

                　闇の中でぎらつく彼の瞳に視線を据えたまま、喉から胸、腹、そして足の付け根へ、自分の身体を愛撫してゆく。彼のものを締め付け、また緩めながら飲み込む。そうやって煽れば煽るだけ、屹立は更に硬く、熱い血を孕んだ。

                「あー……最高だ……」

                　ざらつく声で呟き、動きを早める。大きく腰を揺らしながら自分のものを掴み、見せつけるように扱く。そして、わざとらしいほど派手に呻きながら、ゲラードの屹立を根元まで飲み込んだ。

                「んん……」

                　すべてを受け入れたまま尻をゆっくりと回し、ゲラードに身体の中をかき混ぜられているような感覚を味わいながら、かがみ込んで、熱っぽい口づけをした。

                『おあずけ』の命令を従順に守っている彼の唇を噛み、耳朶を舐めあげる。

                「ガル」

                　囁くと、ゲラードの身体がカッと熱くなった。

                「おい、いつまでボーッとしてんだよ？」

                　天地は一瞬でひっくり返った。

                　ゲラードのものに貫かれたまま、今度はフーヴァルが彼に組み敷かれていた。我慢を強いられたゲラードの表情に余裕はない。

                　やっと、この顔になった。

                「形勢逆転だ」ゲラードは言い、フーヴァルのふくらはぎに噛みついた。

                「おお、コワ」フーヴァルは両手を組んで、わざとらしく怯えてみせた。「ご慈悲を、王子サマ」

                「まったく……！」

                　ゲラードは首を振り、フーヴァルの足首を掴んだまま、思いきり打ち付けてきた。

                「ああ！　クソ……ッ」フーヴァルは呻いた。「それ、もっとやってくれ！」

                　

                　ふたりとも、酔いしれたような笑みを浮かべていた。汗や精液でまみれた身体に爪痕を残しながら、寝棚の中で、床の上で、壁に、窓に押しつけて、互いを味わった。

                　もっと。

                　もっとだ。でなきゃ、この渇望が埋まらない。

                　幾度となく上り詰め、気絶するほどの絶頂を極めては、また口喧嘩のような応酬で互いを煽る。

                「あ……！　クソ、またイく……！」

                　フーヴァルが震える声で言えば、ゲラードはあやすような抽挿で、それを追い詰めた。

                「ああ……！」

                　千の手に愛撫されているような、途方もない快感が身体を包み込む。身体を掻きむしりたくなるほど、あまりに甘く優しい官能。ゲラードとのセックスで味わうのは、いつもそんな絶頂だった。

                　嗄れた声でぜえぜえと喘ぎながら自身を扱き、精液の最後の一滴を絞り出す。口づけに腫れた唇を、ゲラードがまたしても奪い、とっくに混ざり合ってしまったふたりの味を、熱い舌で、さらにかき混ぜた。

                　頭は空っぽで、ろくにものを考える力もない。すっかり明るくなった空を見て、時間の感覚を失っていたことにようやく気付く。

                　結局、何回ヤったんだったか？

                　ゲラードはといえば、床の上で丸まって、いまにも眠りに落ちそうな間抜けた表情をしていた。

                　フーヴァルを見上げて、彼は言った。

                「ヤるならとことん、か……」

                「ああ……」フーヴァルも、ゲラードに負けないほど掠れた声になっていた。「もう一発も残ってない」

                　するとゲラードは、実に満足げな表情を浮かべたまま、気絶するように眠りに落ちた。

                　俺も一眠りするかと思った時、船長室の扉を叩く音が聞こえた。

                「船長、オーウィンですが！」

                　ぼうっとしつつ、反射的に答える。「何だ？」

                「そのう……そろそろ仕事に取りかかってもいいですかね？」彼は実に気まずそうに付け加えた。「みんな、浜で待ってるんでさ、邪魔しちゃいけねえと思って」
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                　控えめな、だが明らかに隠しきれていない好奇の視線はすぐに消えたものの、二日酔いはそうはいかなかった。頭を動かす度に頭蓋骨の中に反響する鈍痛と、皮膚の下に綿が挟まったような不快感は、その日の仕事──脚荷バラストを砂浜に並べて洗う作業──が終わったあとにも残り続けた。

                　作業中にジェンキンズがいみじくも言った『まるで水死体のような顔』という言葉が本当なら、皆がゲラードをそっとしておいてくれたのにも納得がいく。ただ、ゲラードをこんな状態にしたのが船長の無体な抱き方のせいなのか、それとも酒のせいなのかは人によって意見が分かれているようだ。あえて真実を提供するつもりもないけれど。

                　ゲラードは眼球を突き刺すような日光を避け──フーヴァルと顔を合わすのが気まずかったせいもあって──砂浜のすぐ傍にある洞窟へと避難した。

                　洞窟はひんやりと湿っていた。最奥にある泉のあたりは、さらに涼しく過ごしやすい。手が届かないほど高い洞窟の天上には穴があいていて、そこから滝が降り注いでいた。鬱蒼と生い茂る羊歯しだや木の葉に覆われて空は見えないものの、滝の水と木漏れ日とが混ざり合って水面にこぼれ落ち、洞窟の壁面に光の波紋を投げかけていた。とても素朴でありながら、同時に静謐な雰囲気に包まれたところだ。

                　この場所は、どんな筆でも描ききれない。

                　驚くほど冷たい泉の水を飲み、岩陰に腰を下ろす。日はまだ高く、頭上の穴からは盛んに鳴き交わす野鳥の声が聞こえてきた。

                　湿った岩肌に頭をもたせかける。だが目を閉じても、頭の中はちっとも休まらなかった。

                　気晴らし、と彼は言った。

                　そう、気晴らし。否定してみたところで、意味はない。あれは確かに気晴らしとしか言い表すことができないものだった。

                　だから……終わるときもあっけなかったのだ。

                　婚約が決まったと彼に告げたのは、三年前の初夏のことだ。

                　いつものように、彼は城の厨房に忍び込み、我が物顔でワインを呷っていた。フーヴァルはどういうわけか、王都いち厳重に警備されているはずの王城の厨房に、すっかり受け入れられていた。おそらく料理長との間に何らかの密約があったのだろうが、詳しく尋ねはしなかった。そうでなくても、彼は厨房で働くほぼ全員に気に入られていた。だから彼がワインを手にしているときには、すぐ傍にチーズやパンがあるのは日常茶飯事で、時には果物や、ちょっとした料理まで並んでいることもあった。

                　表から入ったところで拒否される身分ではないのに、彼はいつでも、そうして裏口から城に忍び込んだ。

                　厨房は、城の北棟にある。北棟は、使用人や調理人、厩番などの出入りは頻繁だけれど、服を汚したくない身分のものは滅多に近づかない。物置として使われている埃っぽい部屋がいくつもあり、中には、先々代の王が使っていた寝台がしまい込まれている部屋もある。逢い引きにはうってつけだ。

                　申し訳程度に埃を払った豪華な寝台と、使用人用の蝋燭が照らし出すわずかな空間だけが、ゲラードが、自分というものの存在意義を考えずに息ができる場所だった。

                　あの日、ゲラードは怯えていた。婚約が決まったことを話したら、彼はどう反応するだろう、と。

                　憤るだろうか。それとも……悲しむそぶりを見せるところは想像できないから、やっぱり、彼は怒るだろう。

                　彼の怒りを目の当たりにするのは苦しい。だが彼はそうすることで、ゲラード自身が表現することができない無念まで燃やしてくれる。今回もそうなるはずだと思っていた。だが、フーヴァルの反応は予想とは違っていた。

                「へえ。じゃあ、お楽しみもこれで終わりだな」

                　それだけだった。

                　その瞬間に身を焼いた羞恥の熱と言ったら。

                　この時間を特別な何かだと思っていたのは自分だけ。相手を特別な存在だと思っていたのも自分だけだった。

                　だが、当然のことではないか。よくよく考えるまでもない。これは賭けで手に入れた関係なのだ。フーヴァルにとっては……負債でしかない。それから解放されるのだから、わざわざ惜しむはずもない。

                「ああ、そういうことになる」

                　ゲラードは傷心を隠した。痛みを手放すことにかけては……それだけは、人より多少上手くやれる自信があった。

                「その相手ってのは、美人か？」

                　なんでそんなことを聞く？　と言い返しそうになったが、堪えた。

                「会ったことはないが、噂は耳にするよ」

                　フーヴァルは冷やかすように口笛を吹いた。「うまくやったな」

                　もはや心は何も感じなくなっていた。空虚な愛想笑いをして、「そうだな」と答える。

                「以前のように頻繁にはエイルに行くことができなくなるだろう。結婚、したら」その言葉は、まるで喉を塞ぐ巨大な塊のようだ。「王港の整備と海軍の強化に携わることになりそうだ」

                「そいつは残念」フーヴァルは言った。「クソみてえに退屈な仕事だな」

                「ああ」ゲラードは苦笑した。「港に縛られるのは、辛いだろう」

                　するとフーヴァルはゲラードに身を寄せ、ほんのわずかに首をかしげて、顔を覗き込んできた。

                「とんずらこいちまうって手もあるんだぜ。俺と」

                　彼の手がそっと伸びてきて、顎に触れる。海の苦難を知り尽くした硬い指先が、顎の線を辿った。

                「お前が望むなら、攫ってやるよ。海賊らしくな」

                　その言葉に、どれだけ縋りたかったか。だが、ゲラードは笑い飛ばした。

                「それで、身代金をせしめてから追い出すんだろう？」

                　笑い飛ばすしかなかった。弱々しく情けを乞う者を、彼が愛するはずがない。それを理解できる程度には、彼のことを知っていた。

                　フーヴァルはほんの一瞬だけゲラードの顔に視線を留めていたけれど、すぐに肩を震わせて笑い出した。

                「王子様にしとくにゃもったいないぜ、ほんと」

                　それが、ふたりの終わりだった。

                　

                　あのあと、最後の訪問のつもりでエイルへ行く船で顔を合わせたときには、ふたりはもう友人同士でさえなかった。互いが抱えたわだかまりが盾のように立ちはだかって、本心を隠し、面と向かって言葉を交わすことさえ難しくしていた。

                　その年の冬に仮面舞踏会で再会し、クソ馬鹿野郎と面罵めんばされたのを最後に、三年が経った。

                　彼はゲラードにとって、初めてできた気の置けない友人であり……恋人でもあった。フーヴァルは、自分を取り囲む状況を笑い飛ばして、ゲラードには決して口にできない悪態で貶してくれる。王の周りの世界しか知らなかったゲラードに、新たな視点、新たな可能性を示してくれる存在だった。一度、誰かに心をさらけ出してしまったあとの孤独は堪えた。ゆっくりと溺れてゆくようなあの三年間を生きるのは……辛かった。本当に辛かった。

                　だからといって、気ヽ晴ヽらヽしヽなどという誘い文句に乗ってしまった自分の軽率さが罪にならないわけではない。

                　俺たちの関係なんて、最初から気晴らしみたいなもんだっただろ、と彼は言った。

                　でも、もし彼が間違っていたら？

                　もしこれが、気晴らし以上の関係だったら、僕らの間にはなにがある？

                「何も」ゲラードは呟いた。「何もない」

                　王子と海賊。そうでなくても、二つの国に隔たれたふたりだ。捨て去ることができないほど大きなものを抱えたまま、それぞれの岸で立ち尽くすだけの。

                「僕らの間には……何もない」

                　鳥の声や木々のざわめきに満たされた洞窟の中で、自分の声はいかにもか弱く、ちっぽけだった。

                　

                　　　　　　　†

                　

                　島に停泊して十日で、ようやく船の修理が完了した。

                　真新しいマストに取り付けられた、真新しい帆。フジツボを掻き落とし、赤子の肌のように滑らかになった船底と、塗りたてのつやめくタール。穴のあいた船体も甲板も元通りになった。あとは、明日の満ち潮を待つだけだ。

                　ゲラードは、あの気ヽ晴ヽらヽしヽ以来、なにか考え込んでいるようだった。フーヴァルを避け、酒を避けて、今まで以上に懸命に、船員としての仕事に精を出していた。それをとやかく言うつもりはない。

                　ゲラードは持ち前の屈託のなさで、あっという間にほぼ全ての船員に気に入られた。意外だったのは、アーナヴから『彼を船に残せないか』と打診されたことだ。

                　船長室で次の行き先を決める話し合いをはじめる前に、彼がそう言ったのだ。

                「もちろん、彼がそれを望めば、だが」

                　アーナヴの人を見る目は厳しい。能力だけでなく、人格にも厳格な基準を設けている。冷静沈着であること、衝動的な行動を起こさないことというのは、その基準のかなりの割合を占める。彼の美意識を完全に理解することはできないが、それでも、ゲラードのような者をこれほど気に入るのは意外だった。

                　アーナヴはフーヴァルの顔を見ると、手にしていた紙束を机の上に拡げた。てっきり海図だと思っていたが、違った。それは絵だった。しかも、実に見事な。

                　砂浜から見た入り江の地形、焚き火に向かう調理師、アクシング号、海面から伸び上がる海竜。素描だが、どれも生き生きとした姿で、記憶をそのまま映したかと思うほど精緻だ。

                　アーナヴは言った。「宮廷画家に学んだそうだ。あのキュンネケに、だぞ！」

                　フーヴァルは、盟友がこんなに目を輝かせているのを久々に見た。

                「キュンネケって誰だ？」

                　アーナヴは苛立たしげに呻いた。「わからないならいい。どうせ、説明しても理解できないだろう」

                　聞き捨てならないが、その通りだから反論はせずにおいた。

                「フーヴァル。ゲラードの才能があれば、俺の浮球儀はもっと完璧になるんだ」

                　航海士にとっての浮球儀は、我が子のようなものだ。できうる限りの情熱をかけて、それを九海で一番の浮球儀にしようと心を砕く。だから、宮廷画家顔負けの腕をもった画家を手に入れる機会があれば、それを逃がさぬようにするのは当然だった。ましてやアーナヴはデーモンだ。デーモンは死んでも、己のこだわりをないがしろにしない。

                「話はするが……あいつが同意するかはわからないぞ」

                　念を押したが、アーナヴは聞いちゃいなかった。ゲラードの素描をひったくるようにまとめ上げ、さっさと部屋を出ていってしまった。

                　

                　ゲラードの意向を聞くために部屋を出ると、彼は砂浜にいた。ゲラードの画才を聞きつけた船員たちが彼の周りを取り囲み、ああでもない、こうでもないと注文をつけながら、砂の上に木の棒で、『理想のお相手』像を描かせようとしているらしい。

                「おっぱいは小ぶりがいいな。真桑瓜まくわうりみたいに丸いやつ」

                「腰はきゅっと細くて、ケツはパーンとデカくしてくれ！」

                「髪は波打つ金色で……」

                「食っちまうような目つきでよぉ」

                「それに、臍まで届くくらいでっかいイチモツな！」

                　掌帆長のルーが横やりを入れたので、他のものたちが不満の声を上げた。中には『それもアリだな』と思っていそうな顔もあったが。

                　ゲラードは笑いながら、「時間をもらえれば、それぞれ順番に描くよ」と言ってなだめていた。船員たちは目を見交わすと、順番を決めるための賭けをするべく、賽子サイコロを取り出して砂浜の上に円になって座り込んだ。

                　注文客の波がひいたおかげで、ゲラードがようやくフーヴァルに気付いた。

                「ああ、船長」

                　フーヴァルは、砂上の作品をじっと見つめた。

                　芸術に関してフーヴァルが知っていることと言えば、それが純金でできていればいい金になるということくらいだった。だが、そんな素人の目から見ても、彼の絵は見事だった。

                　実在しない者の姿を、これほど生き生きと描くことができるとは。まるで今にも砂の中から立ち上がり、歩き出しそうだ。

                「見事なもんだ。こんな特技があったなんてな」

                　ゲラードはハッとして、悪戯を見つかった子供のようにあたふたと砂の上の裸婦像を消した。

                「そうかな。それはどうも」

                　そしてゲラードは、他の船員が船長に対してするように従順に立ち上がった。そうすることで、あまりにも親密な夜の記憶をなかったことにしようとしているのだろう。

                「僕に何か？」

                「アーナヴに泣きつかれちまった」

                　フーヴァルが言うと、ゲラードは申し訳なさそうな表情を浮かべた。

                「またなにか迷惑を──」

                「いや、そうじゃない」この男をやきもきさせるのは楽しいが、確信を持てないで居るのはこちらも同じだったから、さっさと本題に移った。

                「なあ。このままずっと、この船で旅をしたいって言ったな」

                　ゲラードは訝るように眉を顰ひそめた。

                「ああ、言った」

                「もしまだその気があるなら、航海士の助手として船に乗れ。アーナヴが、お前の絵の腕を欲しがってる」右手の親指を立て、次に人差し指を立てる。「ヘインズにも頼まれた。あとはジェンキンズ、バウワー、エディ……」

                　列挙していくうちに、右手の指がすべて立ち、また一本ずつ握られていく。

                「入れ替わり立ち替わり、俺の部屋に顔を出して、お前のことを褒めちぎってくんだ。鬱陶しいったらなかったぜ」フーヴァルは笑った。「で、どうする？」

                　ゲラードはぽかんと口を開けて、しばしの間固まっていた。それから瞬きをして、息を吸い込み、言った。

                「ありがとう」その目には、うっすらと涙が滲んでいた。「とても光栄だ」

                「この話を受けたら、お前は正式に俺の部下ってことになる」フーヴァルは念を押した。「それでいいんだな？　よく考えろよ」

                　ゲラードの笑顔が薄れ、また、あの諦めが彼の顔に翳りを生む。

                「ダイラにはもう、僕の居場所はない。これからは、たヽだヽのヽガヽルヽとして生きていかなければ」瞬きを一つすると、寂しげな諦念は、新たな決意の表情に変わった。「生きていく術を学ぶなら、君の下で──みんなと共に学びたいんだ、船長」

                　彼がこの船に抱く愛着が並々ならぬものなのはわかっていたつもりだったが、それでも──自分の船と乗組員とを、心から望まれたことへの誇りで、少しだけ胸が熱くなった。

                　フーヴァルは頷いた。

                「わかった」そして、右手を差し出した。

                　ゲラードは迷わずその手を取り、強く握った。

                「マリシュナ号にようこそ……たヽだヽのヽガヽルヽ」
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                　船を修理し、新しい船乗りを迎え入れたところで、そろそろ本題に移らなくてはならない。

                　次の行き先を決める話し合いをするときには、航海士、掌帆長、船医、その他特別な技能を持つ者を食堂に集めて夕食を取ることになっている。ここにきて、フーヴァルはいつもの面々にゲラードを加えた。本当ならヘインズもそこに含まれるのだが、彼女は他人と食事をとるのを好まないので、無理強いはしない。

                「いまのところ、有力な情報はない」

                　幽霊船団〈嵐の民ドイン・ステョルム〉は、何者かに操作されているというのが、フーヴァルが立てた仮説だった。シルリク王をダシに使って連中をおびき寄せ、人を襲わせている者がいるのだ。

                「幽霊どもは金や船には手をつけない。魂さえ手に入りゃ満足だからな」フーヴァルが言った。

                「いままでの被害者の数を見れば、いまごろは死体を満載した船が大蒼洋中を漂流していてもおかしくない」掌帆長のルーが、猪肉を棍棒のように振りつつ言う。

                　マクレガンが頷いた。「でも、そうはなっていない」

                　フーヴァルは、拳でテーブルを叩いた。「つまり、どこかの誰かが宝と船を横取りしてやがるってことだ」

                「この五年かそこらで、百艘ちかい船がやられてる」アーナヴは言った。「艤装をいじって売り払うにしても、かなりの数を捌いていることになる」

                　奪った船の船名や装飾を変え、別の船に仕立ててから横流しするのは海賊にとっては旨味うまみのある商売だ。船一隻つくるのには膨大な金と時間がかかる。何しろ、船材に適した形の木を育てるところからはじめなくてはならない。たとえオンボロ船でも、少しでも安く手に入るなら、元が何であれ気にしない買い手は大勢いる。

                「最初のうちは一年に二艘かそこらだった。それがこの二、三年で何十倍にもなってるもんな」

                「手広く商売してやがる」フーヴァルは言った。

                「自由に使える港か島を持っているでしょうね」バウワーが言った。「交易による船の出入りがそれほど激しくなく、周りに大きな都市がないような場所に」

                　一同が、それもそうだと頷いた。

                　そんな中、ゲラードがおもむろに口を開いた。

                「僕は、黒幕はナドカの歴史に詳しい者だと思う」どこか上の空で、思い付いたままを話しているようだ。「と言うよりも、ほとんど内通者と言ってもいいほど事情に通じた誰か」

                　それから、全員の目が自分に注がれていることに気付いて、気後れしたかのように付け足した。「もちろん、僕の推測に過ぎないけれど……」

                「続けてくれ」

                　フーヴァルが促すと、ゲラードはおもむろに話しはじめた。

                「シルリク王の姿を呼び出せば、〈嵐の民ドイン・ステョルム〉がやってくる──これは、シルリク王と売国奴ペットゥリビョルンの物語を知らなければ思い付かない戦術だ」

                　彼はテーブルに置いた指を、まるで自分にしか見えない走り書きをするように動かしつつ、話を続けた。

                「さっき、そこにある海図を見て不思議に思った。緑海の瘴気が晴れたのは五年前の春だ」

                　ゲラードは、食堂の壁に掲げていた海図を見た。大蒼洋中に記された×印と、日付。「あの目撃情報の中で、最も古いものは？」

                　バウワーが読み上げた。「一三六六年の樫かしの月の十八日だ」

                　ゲラードはわずかに唇を噛み、視線を手元に落として考え込んだ。

                「城にいた頃、海上防衛に関する報告書をいくつか読んだ」考えを整理するように、指先でテーブルをコツコツと叩く。「その中では、シルリクと〈嵐の民ドイン・ステョルム〉の一番古い目撃情報は、一三六五年の冬、庭常にわとこ月づきの七日だった。被害に遭ったのはマルディラの商船、カタリナ号」

                　アーナヴはハッと目を見開いた。

                「一三六五年の冬は……エイル復活の半年前か」

                　クヴァルドとヴェルギルが、エダルトの行方を追ってダイラ中を渡り歩いていた頃だ。

                　皆が、愕然とした表情をしていた。

                　ゲラードは頷いた。

                「その時期に、ヴェルギルがシルリクであることを知っていた者は、ほんの一握りだったんじゃないだろうか」

                　ならばどうやって、その黒ヽ幕ヽは、シルリクそっくりの幻影を呼び出すことができたのか？

                「こいつは」フーヴァルは、皿の上の猪肉にナイフを突き立てた。「面白いことになってきやがったな」

                　

                　海を漂流するゴミが行き着く場所として、最も有名なのがイサス・ボテラ──通称『瓶の島』だ。その昔、この島を見つけた船乗りが、浜辺に打ち寄せられた無数の酒瓶を見て名付けたと言われているが、たぶん嘘っぱちだろう。

                　それでも、イサス・ボテラが『瓶の島』の面目を損なうことはなかった。この小さな島では毎日、ダイラ中をあわせたよりも沢山の酒瓶が空になる。

                　イサス・ボテラは、一言で言えば無法地帯だ。極はたての海うみの近海を縄張りとする海賊や、亡命者、金のためなら何でもこなす無法者どもの掃きだめであり、同時に、金さえあれば何でも手に入る夢の島でもある。情報についてもまた然り。

                　〈嵐の民ドイン・ステョルム〉を操っている者がいて、そいつが船や船荷を余所へ流しているのだとしたら、そういう噂はまず間違いなくここにも届いているはずだ。

                　イサス・ボテラはどこの国にも属していないが、元締めは存在する。島の者から親父パドレと呼ばれるイグナシオ・パドロンがそれだ。彼の住まいは、島に上陸する前から見分けることができる。港を見下ろす高台の一番目立つ場所に建つ、島で唯一の純白の建物だからだ。彼はそこに、三人の妻と十五人の子供と一緒に住んでいて、深く見知った者以外には屋敷の門を潜らせない。その邸宅の中は、オルノアの伝説に関わるものの博物館の様相だという。親父パドレもまた、あの海底王国の伝説に取り憑かれた夢追い人の一人なのだ。

                　オチエンは彼と旧知の仲だったが、フーヴァルはあえて親交を深めようとは思っていない。ただ、あちらにしてみればなき朋友の秘蔵っ子という認識のようだ。フーヴァルの船が、ここの港から停泊料を請求されたことはなかった。

                　錨を降ろし、港に降り立つと、懐かしい喧噪に包まれた。何千人という酒飲みががなり立てる声、発情期の猫みたいな歌声、怒声、金切り声、酒瓶や皿が割れる音。サウゼイもそれなりに下品な街ではあるが、イサス・ボテラの奔放さに比べたら貴婦人に等しい。

                　荷の積み下ろし場から通りを一本隔てたところには春を売る者たちがずらりと並んでいた。彼らは船から降りた乗組員を見るやいなや、ドレスの裾を持ち上げたり、股間のものを撫で回したりして秋波を送ってきた。

                「これぞ、イサス・ボテラ！」と、誰かが感慨深げに呟いた。

                　動き出すのは明日からと通達しておいた。乱痴気騒ぎに興味のない数人を守錨当直員アンカーウォッチとして船に残し、あとは全員が街に繰り出す。港につく度、それまでの働き分の給金を渡す決まりだ。すでに何人かがお目当ての相手を捕まえて、いざ有あり金がね使い果たさんと暗がりに消えていた。

                　傍らのゲラードは、思った通り目を白黒させている。

                　フーヴァルは言った。「ま、社会勉強だと思って楽しむんだな」

                　楽しめるかどうかはさておき、ゲラードは魅せられたようにあちこちを見回していた。

                　決めてあるのはいざというときの集合の合図だけだから、皆思い思いの場所で夜を過ごす。だが、頭に『カモです』という看板をおっ立てたようなゲラードを一人で置いておくわけにはいかない。

                「おい、俺から離れるなよ」

                「その方が良さそうだ」ゲラードは弱々しく微笑んだ。「こういうところに来ると、羽を伸ばせる？」

                「いいや」フーヴァルは頬を掻いた。「ろくでなしだらけだから、気が休まらねえ。それに……」

                　言うつもりがなかったことを言いそうになる。誤魔化す前に、ゲラードが耳ざとく聞きつけた。

                「それに？」

                　フーヴァルは肩をすくめた。

                「ガキの頃を思い出す。それだけだ」

                「君にも子供の頃があったのかと思うと、不思議な気分になるね」ゲラードはクスリと笑った。

                「酒を奢ってくれるなら、話してやってもいいけどな」

                　ゲラードの目が、きらりと光る。

                　その時、マリシュナ号から最後の一人──オーウィンが降りた。積み荷の状態と、あとに残るものの報告を受けてから、早く出かけたくてそわそわしているのを隠しきれていないオーウィンの尻を蹴飛ばして、夜の街に送り出してやる。

                「俺たちも飯にありつくか」

                　するとゲラードは、ああ、とかもちろんとか言うようなことをぼんやりと呟いた。その目は、たったいますぐ隣の船から降ろされたばかりの巨大な像に釘付けになっている。

                　その像の象徴するものは男根、あるいは勃起、またはそれに付随する諸々の何かなのだろう。いちおう帆布で包んではあったが、短い足の付け根からそそり立つモノは身長の半分以上のデカさを誇っている。布で包んであるにはあるが、あまりに巨大なせいで、輪郭をまったく隠しきれていない。通りすがりの何人かが、像を指さして馬鹿みたいに笑っていた。

                「あれは……何に使うものだろう？」

                　ゲラードの青い目が好奇心に冴えている。

                「さあな。おおかたどっかの遺跡から盗掘してきたんだろ。ああいう珍しいもんを欲しがる連中はいくらでも金を出すからな」

                「盗掘？」途端に、彼の表情は曇った。「ああ、通りで……」

                　今度はフーヴァルが好奇心に駆られる番だった。「どおりでって、何がだ？」

                　ゲラードは言葉を探しながら息を吸い込んだが、結局、曖昧なため息をついて言った。

                「なんだか、生気がないように見えたから」

                「生気がない、ねえ……」

                　フーヴァルは、荷車に乗せられ、男四人がかりで運ばれてゆく像を見た。彼の男根は、文字通り石のように硬く崛起くっきしている。

                「気落ちしているというか……」ゲラードは自分の説明が伝わっていないどころか、まったく逆のことを強調していることに気付いて、わずかに頬を赤らめた。「いや、気にしないでくれ」

                　だが、フーヴァルには何かが引っかかった。

                「ものの状態をただ見る以上に深く見るってのは──どうも魔女じみてるな」

                　フーヴァルはゲラードの顎を掴んで、顔を自分に向けさせた。

                「な、なんともないよ。平気だ」

                　ゲラードはドギマギしながら、顔を背けようとする。そのせいでよく見えなかったが、銀色の欠片のようなものが、瞳の奥に消えていくのを見たような気がした。

                　何だ、今のは？

                「僕はもう二十七だ。魔力ヘクスが目覚めるには遅すぎるだろう」

                　確かにそうだ。だが、彼につきまとった妖精の取り替え子チェンジリングという噂が、どうにも気に掛かる。しかし、それ以上考える前に、ゲラードは顔を背けて街の方へと歩き出してしまった。

                「おい！　一人じゃ危ないぞ！」

                「大丈夫だ！」

                　振り返りもせずに、足早に行ってしまう。その背中に、フーヴァルは叫んだ。

                「俺の名前で、〈燃える雄鶏〉亭に部屋を取っとけ！」

                「了解、船長！」

                　投げやりな返事ではあったが、とりあえず、最後に落ち合う場所は押さえることができた。

                　さすがに、この島に上陸してほんの数刻で面倒に巻き込まれるようなことはないだろうと自分に言い聞かせながら、慌ててあとを追わないように自制心をかき集める。

                「いくら何でも、過保護すぎるんじゃない」

                　振り向くと、オグウェノ・ドーソンがいた。フーヴァルに呆れたような目を向けている。

                「お前は船に残るはずだろ」

                「買い物だけ済ませておきたくてさ」そう言って、手にした篭を示す。「夜のうちに薬種屋が死んでたなんてことになったら困る。ここは入れ替わりが激しいから」

                「ああ……確かにな」

                　フーヴァルはあたりを見回した。

                　港に積み上げられた船荷に寄りかかってたむろしている男たちに目をとめる。無遠慮に注がれる胡乱な視線。フーヴァルが気付くのを待っていたようなそぶりだ。彼らの手には、ここのところ各地の港でよく見かけるようになった、手とランタンの刺青があった。〈燈火の手ラテルナ・マヌス〉──〈燈火警団ランタン〉の残党や、連中に共感した有象無象が名乗っている、反人外ナドカ組織の印章だ。そのうちの一人──髪をきれいにそり上げた男が、フーヴァルに視線を据えたまま、地面に唾を吐いた。

                　歩きはじめたオグウェノの後ろについていくと、オグウェノは振り返り、フーヴァルをじろりと見た。

                「俺は一人で平気だよ」

                「ついでだから付き合ってやる」フーヴァルは言った。「荷物持ちがいるだろ？」

                　すると、彼は肩をすくめて「それもそうか」と言った。

                　石畳が敷かれた通りに入ると、潮の香りは、食欲をそそる食べ物の匂いにとって代わられた。開け放たれた酒場の窓や、軒先から漂う美味そうなにおいが、漁り火よろしく船乗りたちを引き寄せる。港から陸おかへと無秩序に建設されていった酒場や宿屋、その他数多くの商店は、突貫工事のすえに出来上がった歪な壁同士、危うい均衡を保ちつつ寄り添っている。どの窓からも明かりと賑やかな声が溢れ──半分はわめき声だが──船乗りたちが寄る辺ない海原で味わった心細さを、ほんのひと時忘れさせてくれる。

                　イサス・ボテラよりさらに南には極はたての海うみが広がっている。極はたての海うみは人間の侵入を滅多に許さないが、それゆえに密輸船の航路としては最適だ。極はたての海うみのすれすれを航行する危険を冒せば、誰に見咎められることもなく一財産築けることだってある。

                　そうして大陸の東からもたらされた珍味や宝は、このあたりの島々に多く集まる。貴族たちが喉から手が出るほど欲しがっている香辛料や果物は一度ここで取り引きされ、すでに高価な値がついているところに、さらに法外な値段を上乗せされて北に運ばれる。

                　フーヴァルは、露天商が籠に山積みにしている、茶色の皮の果物を三つ買った。星林檎は北では宝石よりも高い値段で売買されるが、ここではせいぜい普通の林檎の十倍出せば手に入る。オグウェノは果実ではなく、乾燥させた葉や樹皮の方に用があるらしいが。

                　そんな調子でいくつか買い物を済ませた頃、オグウェノが言った。

                「いつになったらエイルに戻る？」

                「帰りたいか？」

                　オグウェノは肩をすくめた。「そりゃあ、そうさ。今じゃあそこが家だし」

                　そういう言葉を、彼の口から聞けるのは嬉しかった。

                「その家を守るために、もうしばらく辛抱してくれ」

                「わかってる」オグウェノは言った。

                「あの国こそ、オチエンの夢だ」

                　ナドカと人間が同じように生きていける場所──それは、オチエンが彼の船の上で実現していたことだった。どちらかが一方に服従を強いることも、命令することもない。人間は人間にできることを、ナドカはナドカにできることをする。

                　エイルは、まだ頼りない船だ。そこら中から浸水するし、帆も弱々しい。いつ沈んでもおかしくない。

                「邪魔をする奴は、何としても俺が片付ける」

                「わかってるって」オグウェノは微笑んだ。「だから、あんたについてきたんだ」

                　フーヴァルはニヤリと笑って、師の息子の肩を抱いた。

                「お前がいなかったら、エイルもマリシュナもお先真っ暗だ」

                　オグウェノはハハハと笑った。

                　港に向かう道を戻り、桟橋まで来たところで、彼が言った。

                「あの新入りのこと、本当に好きなんだね」

                　不意打ちを食らわされて、フーヴァルは危うく前につんのめりそうになった。

                「何を──」

                　オグウェノはフーヴァルの顔を一瞥し、見ちゃいられないと言うように首を振った。

                「わかるよ、だって今まであんたが連れ込んだ相手とは全然違う手合いだ」それから、思い出したように付け加える。「いや、失恋してから連れ込んでた相手、か。忘れようとしてるのが見え見えでさ……」

                「うるせえな！」

                　フーヴァルは唸って、オグウェノの首根っこを掴んだ。それから、身を捩って逃げようとする彼を、船に向かって押し出した。

                「ガキはさっさと寝ちまえ！」

                　彼は振り向いて笑った。「俺のことをガキだと思ってるのは、あんただけだよ」
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                「あんた、〈鮫喰さめぐらい〉のスケなのか？」

                　まただ。

                　ゲラードは、あのあと大通りを一通り見て回った。ここで話されている言語は実に様々で、共通語からフェリジア語、カルタ語に、浪語、さらには焔語アラハブや、東方の言葉まで入り乱れている。その中でゲラードは、共通語の会話に、特に耳を澄ませた。ダイラの状況がわかりはしないかと思ったのだ。

                　だが、かろうじて耳にすることができたのは、エレノアがまだ生きていること。オールモンドが力を振るっていること。逃げた王子──つまり、ゲラードの行方がわからないことくらいだった。

                　ゲラードは、成人したあとは滅多に人前に姿を見せなかった。宴の席でも、わざわざ客人に紹介されることの方が希だったほどだ。だから、この島の人びとに顔を見られただけで素性を言い当てられるようなことはないだろうが……自分の話題が聞こえると、どうにも落ち着かなくて、そそくさとその場を離れるしかなかった。

                　そんな中、先ほどフーヴァルに部屋を取るよう頼まれた〈燃える雄鶏〉亭を見つけたのだった。それまでに見かけた他の宿屋に比べてしっかりとした店構えで、窓から中を覗き込んでも、乳房をさらけ出したまま踊るご婦人も、食卓についたまま誰かとまぐわっている客もいなかったので、胸を撫で下ろした。おそらく彼は、ゲラードを気遣ってこの店を選んでくれたのだろう。情けない気もしないではないが、ありがたさの方が勝った。

                　フーヴァルの姿はまだなかったので、言われた通り彼の名前で部屋を取り、合流するまで酒場で腹を満たして待っていようと思った。

                　すると、なぜか別のテーブルの客が次から次へと顔を見せ、同じ質問をしはじめたのだ。

                「あんた、〈鮫喰さめぐらい〉のスケか」と。

                　〈鮫喰さめぐらい〉がフーヴァルの異名であるのは知っていた。あの海賊旗を見れば明らかだし、報告書でも幾度となく見かけた異名だったから。

                　だが、わからないのはスケという言葉の意味だ。結局、曖昧に言葉を濁したり、何のことかわからないと言って誤魔化したりしてきたが、この一刻かそこらの間に、もう五回も代わる代わる尋ねられて、さすがのゲラードも気分が悪くなってきた。

                　おりしもその時、店の入り口からフーヴァルその人が入ってきた。彼の両側には娼婦とおぼしきふたりの女性にょしょうがいて、それぞれ彼の両肩に頭を休め、腰に手を回し、腕に乳房を押しつけている。フーヴァルは、どうやら彼女たちを追いやろうとしているようだ。だが、あの皮肉っぽい笑みを浮かべたままでうまくいくかどうか──彼自身も気付いているはずだが、ああして笑っていると、彼はとても魅力的に見える。

                「なあ、どうなんだい？」

                　フーヴァルの姿に釘付けになっていたので、すっかり忘れていた。さっきの質問者はまだそこにいて、詮索好きの目を遠慮なくゲラードに注いでいた。

                「あんた、〈鮫喰さめぐらい〉の──」

                「僕が〈鮫喰さめぐらい〉のスケだったら何だというんだ？」

                　途端に、酒場は静まりかえった。

                　どうやら、思った以上に大きな声を出してしまったらしい。

                　頬がカッと熱くなり、誤魔化しようもないほど赤面しているのが、自分でもわかる。ゲラードは虚しく咳払いをして、抑えた声で言った。

                「その……一人にしてくれないか」

                　そのあと、彼がなんと言ったかはよく覚えていないが、少なくとも一人にはしてくれた。入れ替わるようにフーヴァルが席についたので、どうか今の騒ぎを聞かれていませんようにと、全ての神に祈った。

                「お前が俺のスケだったら、今ごろ嘆願者の列ができてる」フーヴァルは、面白くて仕方がなさそうな声で言った。「お前のお情けに縋って、マリシュナに乗せてもらおうって魂胆だ。それか、ふん縛られて身代金のダシに使われるか。良かったな、俺のスケじゃなくて」

                　ゲラードは目を閉じ、がっくりと肩を落とした。

                「五人に尋ねられた。五人だぞ、この短い間に」ゲラードは言った。「スケという言葉の意味さえわからないのに」

                　すると彼は、あの『いい悪戯を思い付いた』と言う表情を浮かべた。

                「まあ、知らない方が良いかもな」

                「そんなに……よくない言葉なのか？」

                　彼はゲラードを無視して給仕に酒を持ってこさせると、水のように飲み干した。

                「で、部屋はとれたか」

                「もちろん。君の名前で。三階の南の角部屋だそうだ」

                「よし。あの部屋はでかいから、男ふたりで使ったって何の不便もない」彼はニヤリと笑った。「今から、誰か引っかけてきてもいいんだぜ」

                「誰が！」また、頬が熱くなる。「僕は……そういう無責任なことはしない」

                『君と違って』という言葉が言外に滲んでしまったような気がして、フーヴァルの顔をちらりと窺う。だが、彼は気にしていないようだった。それどころか、さっきよりいっそう上機嫌に見える。

                「それなら続きは部屋で呑むか」そして、ゲラードの怪訝そうな表情を見て笑みを大きくした。「おい、そう怒るなって」

                　彼は立ち上がり、ゲラードを先に行かせた。客たちの視線が追いかけてくるのを感じながらも、何でもない振りをして歩く。すると階段の手前で、フーヴァルの腕が肩に回された。彼は有無を言わさずゲラードを引き寄せ、酒場の客全員に──ひょっとしたら外にいるものにまで──聞こえそうなほどの大声で言った。

                「残念だったな！　俺がこいつのスケだ！」

                　その瞬間、酒場がドッと笑いに包まれた。フーヴァルは大仰な辞儀をして、舞台袖に退場する役者のように堂々と、部屋へと向かった。

                　

                　部屋は確かに広々としていたが、それに感心する余裕はすぐには戻ってこなかった。

                「つまり、君が僕の……その……いわゆる、『オンナ』だと？」

                　スケという言葉の意味を知ったゲラードは、部屋の中央にある長椅子に腰掛けて、頭を抱えた。

                「まあ、あんまり気にするなよ」

                「名誉の問題だ。君の名誉の問題なんだ」ゲラードは弱々しく言いながら、顔を上げた。「君はそれでいいのか？　こういうところでは、噂はあっという間に広がるのでは？」

                「俺がお前のスケで何が悪い」フーヴァルはけろりとしたものだ。「まさかお前、この期に及んで『突っ込む方が偉い』とか考えてるクチじゃねえだろうな」

                　こんな明るい部屋で、そういうあけすけな物言いをされると、どうしても彼の目を見ることができない。

                「もちろん違う！　しかし中には──そういうことを、男らしさの証明だと考えるものもいるのではないだろうかと……」

                「ま、そうかもな」

                　フーヴァルはフンと鼻を鳴らして笑った。それから、ゲラードの隣にどさりと腰を下ろした。

                「でも、そいつらは全員、俺より弱い」

                　そして、手にしていた杯を宙に掲げて乾杯すると、中身を飲み干した。

                　ああ。

                　閉じ込めておこうと決心したはずのものが、また、胸から溢れそうになる。

                　ゲラードは目を閉じて、一つ小さな深呼吸をした。

                「君が良いなら、これ以上は何も言わない」そして目を開けて、別の話題を持ち出した。「そういえば……お土産があるんだ」

                　意表を突かれた顔のフーヴァルを見て、心の中で快哉を叫ぶ。ゲラードは外套の衣嚢ポケットから、小さな布袋を取り出した。

                　フーヴァルが目を細める。

                「あててやる──イカサマ賽子サイコロだな」

                　ゲラードはわざと目を眇めた。

                「本気でそう思ってるなら……」言いながら、小袋を衣嚢ポケットに戻そうとする。

                「待て待て、冗談だ」

                　フーヴァルは流れるような身のこなしで、ゲラードの手から小袋を奪った。そして惜しげもなく袋をひっくり返して、手のひらに中身を開けた。

                　転がり出たのは、一揃いの耳飾りだった。彼の瞳を思わせる小さな青玉サファイアが、白銀の輪にあしらわれている──それだけの、簡素な意匠のものだ。

                　予想外だったのか、フーヴァルは手のひらを見下ろしたまま、固まっている。

                「耳飾りをつけた君の姿を見慣れてしまっていたから。そこがあいていると、なんだか寂しいような気がしてね。もちろん、気に入らなければつけなくていい。売れば酒代くらいにはなるだろうし──」

                「ゲラード」

                　名前を呼ばれると、心臓が止まりそうになる。「うん？」

                　フーヴァルは複雑な表情を浮かべていた。まるで、人からなにかを贈られたのが初めてで、どう反応したらいいかわからないとでも言うようだ。

                「つけてくれよ」

                「も、もちろん」

                　耳飾りを受け取り、留め金を外す。小首をかしげたフーヴァルの耳にそっと触れて、ピンの先を、穴に差し込んだ。彼が捨てたと言う、金の耳飾りの跡がしっかり残っていたから、新しいものも抵抗なく入った。

                「できた」

                「つけ心地は、悪かねえな」フーヴァルは首を振ってみせてから、フフンと鼻を鳴らした。「次に酒代を切らしたときまではこのままにしとくぜ」

                「光栄だ」ゲラードも笑った。

                　フーヴァルがゲラードを見る。その目がきらりと輝き、ふたりの間に炎が生まれる。楽しいことを躊躇なく楽しみ尽くす、彼の性質そのもののような炎。それに身を委ねて、まかれてしまえば、息が止まるほどのひとときを味わうことができる。

                　不意に空気が濃度を増し、呼吸が重くなった。まるで罠にかかったように、この瞬間に囚われてしまう。

                　フーヴァルの視線が、ゲラードの身体を探ってゆく。彼が食らいつきたいと思っている場所を、赤裸々に明かしながら。

                　喉が凍り付いたように、言うべき言葉が出てこない。

                　フーヴァルがわずかに距離を詰めると、『お楽しみ』に取りかかろうとするときに一層濃くなる、彼の香りが鼻腔を擽る。

                　ああ、この香りに溺れてしまえたら。

                　ゲラードは、ぎゅっと目を瞑つぶった。

                「駄目だ」そして、フーヴァルの肩に手を置き、彼を遠ざけた。「気晴らしは、もうしない」

                　フーヴァルは、それを冗談と受け取ったようだ。「焦らすなら、もっと色気のある言い回しを選べよ──」

                「そうじゃない。本気だ」

                　ゲラードの声に宿るものがようやくちゃんと伝わったらしい。フーヴァルは疑うような目でゲラードを見た。

                「俺の名前で取った部屋に転がり込んでおいて、拒もうってのか？」

                「酒代は僕が出す。それでいいだろう。足りなくなったら、その耳飾りを使えば良い」

                　するとフーヴァルは、ほんの一瞬頭の中で吟味してから、あっさりと引き下がった。

                「そういうことなら、好きにしろ」

                　

                　ゲラードは巨大な主寝室に鎮座する巨大な寝台をフーヴァルに譲り、自分は使用人用の小部屋にある硬い寝台に寝そべった。新米船員としての最初の給料であがなえる寝場所と考えれば、至極妥当だ。それに、始終揺れて、そこら中から軋みが聞こえる船の寝棚ボンクよりも、寝心地はずっといい。

                　船の上では、灯りと体力を節約するために、夜になったら眠る。その習慣がすっかり板についてしまったから、ゲラードは寝床を確保するなり横になった。身体は休息を欲していて、すぐさま瞼が降りた。

                　そのまま眠りを受け入れ、頭の中に渦巻く考え事を無意識の底に沈めてしまおうとする。だが、そううまくはいかなかった。

                　どうしても振り切ることができない故郷くにのこと。エレノアは無事だろうか。孤立して苦しんでいるのではないだろうか。宰相のオールモンドはどういった政治を行っているのだろうか。食糧不足は改善されただろうか。フェリジアとの貿易は、関税は、港の整備は……と、ここで思い煩っても仕方のないことばかりが頭に浮かぶ。そして寝返りを打てば、今度はフーヴァルのことが気に掛かる。今彼はまだ部屋にいるだろうか。下の階の酒場に繰り出して、しこたま酒を飲んでいるのだろうか。それとも、さっさとお相手を見つけて、あの馬鹿みたいに大きな寝台に連れ込んだだろうか。

                　結局、寝心地がいいはずの寝台の上で、ゲラードは波にもまれる小舟のように何度も寝返りを打ちつづけ、しまいには船酔いになったみたいに気分が悪くなってきた。全身が怠く、眠りを欲している身体が不満をあげているようだ。だが、こうなっては、眠るのは無理そうだ。

                　ゲラードは一杯の水を飲むために、使用人部屋をそっと抜け出した。確か、部屋の中央にあるテーブルの上に、水差しが用意されていたはずだ。

                　フーヴァルが使っている方の部屋はがらんとしていて、人の気配がない。思い悩んでいたことが的中したのだろうと、ゲラードはため息をつき、素焼きの敷瓦タイルの床を裸足で歩いた。開け放たれた窓にかかる薄い綿の窓帷カーテンが、階下から聞こえるくぐもった楽の音に踊るように、夜風に揺れていた。

                　水は覚えていた通りの場所にあった。魔方陣が刻まれた水差しの中の水は冷たく、未練がましく残っていた眠気の、最後の欠片まで消し去ってしまった。

                　もう一度ため息をついて、窓の外に目を向ける。

                　そこにフーヴァルがいた。

                　彼がこの部屋にいて、夜を共にする相手を探しに行かなかったことを喜ぶ資格は自分にはない。けれど、嬉しかった。

                　彼は窓の外の広縁バルコニーに独りたたずみ、眼下に広がる港と、その向こうの海を見つめていた。誰にも見られていないと思っているときの彼には、どこか無防備なところがあった。それは裏を返せば、彼が普段、片時も気を抜かずにいるということかもしれない。彼はいつでも、彼を取り巻く観衆に、強い自分を見せようとしている。初めて彼に会ったときには、その鮮烈な眩しさに惹かれた。

                　でも、今は──。

                　この先ずっと、彼を越えることはできないだろうと思う一方で、フーヴァルにも脆い部分があることが、ゆっくりとわかりかけてきたような気がする。それを分かち合うことを、彼は許してくれるだろうか？　今ではなくても、いつかは？

                　ゲラードは、まだ栓の開いていない酒瓶を手にすると、裸足のまま広縁バルコニーに向かった。
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                「長く海にいすぎると、そうなる」

                　眠れなくて、と白状するゲラードを、フーヴァルは笑った。

                「どうやら、あの寝棚ボンクじゃないと安眠できなくなってしまったみたいだ」ゲラードは困ったように──それでいて、少しだけ嬉しそうに微笑んだ。「君も、同じ理由で？」

                「そんなとこだ」フーヴァルは言い、広縁バルコニーに設えられた籐の寝椅子の上で身体を伸ばした。「陸おかじゃ落ち着いて眠れない。ガキの頃からそうだった」

                　すると、ゲラードは何かを思い出したように背筋を伸ばした。

                「そういえば、君の子供の頃の話を聞かせてもらう約束だった」

                「そんな約束してねえだろ」

                　ゲラードは──おそらく彼の中では精一杯の悪党らしさを総動員した笑みを浮かべた。

                「酒を奢れば話すと言ったじゃないか」そして、手にした瓶の中身を、フーヴァルの杯になみなみと注いだ「ほら、これで逃げられない」

                　フーヴァルはやれやれと首を振った。「面白い話を期待してるなら、後悔するぜ」

                「面白さなど期待していないよ。ただ──」ゲラードは、言わなかった言葉を誤魔化すために、少しだけ酒に口をつけた。

                「ただ？」

                　彼は観念したように笑った。「君のことを、何も知らないから」

                「知ってどうすんだ」

                　すると彼は、膝に載せた酒瓶の口に両手を重ねて、その上に顎を乗せた。少し考え込んでから、口を開いた。

                「僕たちの関係は気晴らしだったと、君は言った」ゆっくりと、慎重に選んだ言葉を、彼は一つずつ並べていった。「僕自身がその関係に甘えておきながら、『気晴らし』という言葉に傷つくのは……あまりに都合が良すぎた」

                　ゲラードに『気晴らしは嫌だ』と言われたときには、それを拒絶だと思った。だが、そうではなかったのだ。いかにも生真面目な王子様らしい。

                「気晴らし以上の何かを分かち合うために、君のことが知りたい」ゲラードは言い、フーヴァルを見た。「もちろん、君が良ければの話だけれど」

                　フーヴァルは深いため息をついて、ゲラードの手から酒瓶を奪った。そして、中身を勢いよく呷って、自分には必要のない感情──迷い──を飲み下した。

                「まったく」やれやれと首を振る。「一発ヤるだけのことを難しく考えすぎるなよ」

                「言わせてもらうが、フーヴァル。一発で終わることの方が少ないと思う」

                　フーヴァルは思わず吹き出した。そうして、二人してしこたま笑い合ってから、ようやく決心をつけて小さなため息をついた。

                「せがんでおいて、途中で寝たら承知しねえからな」

                　

                　最初の記憶は、港にまつわるものだ。

                　波音、鴎の声、立ちこめる霧の向こうから聞こえてくる船の警鐘。タールと、潮と、腐った魚のにおい。それから、海。

                　幼い頃から国中を転々としたが、腰を落ち着けるのは決まって港だった。

                「いつ沈んでもおかしくないような、オンボロのキャラベル船が俺の家だった」

                　父親はろくでなしで、家代わりのキャラベルを使って金になることならなんでもやった。密輸団の片棒を担ぐのは日常茶飯事で、頼まれれば何でも運んだし、ダイラ近海のどこへだって船を出した。一つの場所に長くいすぎて、その土地の役人に目をつけられると、またすぐに違う港へ移った。

                「俺はいつか縛り首で死ぬってのが口癖だったっけ」フーヴァルは喉の奥で笑った。「でも、結局は肺の病で死んだ」

                　父親はいつでも何かを呪っていた。国のこと、役人のこと、港の管理官のこと、天気、潮流、周りの人間すべてのことを。何か楽しい話題をしろと強制されても、無理だったのではないだろうか。フーヴァルは幼い頃から、彼の呪詛を聞いて育った。この世はろくでもなくて、人間もろくでもない。そういう奴らから盗むのは罪じゃない。俺たちは虐げられた人間だ。俺たちにはその権利がある……。

                　フーヴァルには、父のそうした言葉以外に信じるべきものがなかった。

                「親父とふたり、片っ端から悪事を働いた。十二になる頃には、大抵の犯罪は経験してたな」フーヴァルは言った。「いつでも片眼を開けたまま眠ってた。半分は目覚めて、もう半分だけで眠るんだ。俺の特技だった」

                「そんなことが……？」

                　フーヴァルは頷いた。

                「ガキの頃……眠っているとどこまでも沈んじまうような気がした。寝てる間に呼吸が止まったらどうすりゃいいんだ？　とかな。色々考えているうちに、できるようになってたんだ」

                　とにかく、とフーヴァルは言った。「親父は大抵のものを憎んでたが、俺たちの船と、お袋だけが例外だった」

                　傍らで、ゲラードがわずかに緊張したのを感じる。

                　無理もない。母親の話をするということは──自分に半分だけ流れている、ナドカの血の話をするということだ。口さがない噂以上の真実を知っている人間は、片手で数えるほどしかいない。

                　だが、いま隣にいるのは、自分が王妃の不義の子であることをフーヴァルに打ち明けた男だ。フーヴァルは他人に借りを作ることにも、それを返さずにいることにも良心の呵責は感じない。それなのに、ゲラードが打ち明けた秘密を受け取っておいてそのままというのは、なぜだか居心地が悪かった。

                「母上のことを、何か覚えているのか？」ゲラードが控えめに尋ねた。

                　母ヽ上ヽときたか。参ったね。

                「いや。でも、親父から山ほど話を聞いてた。いつか戻ってきてくれると、死ぬ間際まで信じてたっけな……だから、俺たちはずっと港を転々としてたんだ」

                　だが、彼女は戻っては来なかった。

                「いまなら、お袋に何が起こったのか察しはつく。おおかた、どこぞの人間にとっ捕まって、薬漬けにされて、死ぬまで見世物にされたんだろ。よくあるんだ」そして、喉に支つかえそうになる言葉を、吐き出すように口にした。「いい金になるんだよ」

                「そんな……」

                　わからないじゃないかと言うゲラードの言葉を遮る。

                「そう思うことにしたんだ。それ以上最悪なオチってのも、なかなかないだろ」

                　ゲラードは口をつぐみ、それ以上の慰めは口にしなかった。

                「結局、親父の話もどれだけ本当だったのかわからねえ」フーヴァルは、首から提げた金貨を握った。「確かなのは、お袋がこの金貨を俺の手に握らせたまま出ていったってことだけだ」

                「その金貨を？」

                　首から外して、ゲラードの手に乗せてやる。彼は手のひらの上の金貨をしげしげと見つめ、そこに並んだ古代文字に眉をひそめた。

                「これは……」

                「古代のオティク文字で、『オルノアに汝なれを迎えん』と書いてある。古い貨幣に刻まれる決まり文句だ」

                　オルノア──海に沈んだ古代都市にたどり着くことができる種族は、一つだけだ。ゲラードは目を見開いて、フーヴァルを見た。

                「お袋の形見といえばこれだけだ。これがあと五枚もありゃ、大砲つきの戦艦が買える」

                「ただの伝説かと思っていた」ゲラードは言った。

                　フーヴァルは肩をすくめた。「ま、場所がわからないんじゃ行きようがねえけどな」

                　少し躊躇ためらってから、ゲラードが言った。

                「それから、父上は……？」

                「ああ……」

                　親父の肺病のことをを聞きつけた管理官に船を奪われ、父親ごと、目の前で燃やされた。病が、港から街に広まることを恐れたのだ。あのとき、彼にまだ息があったのかどうかもわからない。だが、ひどく惨めな最期だった。それは、父親の呪詛を受け継いだ子供を、さらに頑なにするのに十分すぎる仕打ちだった。

                　それから長いこと、泥水を啜るような生活をしていたのは覚えている。

                　溝鼠のように街を追われたフーヴァルにできたのは、また別の港へとさまよい歩くことだけだった。

                　そんなとき、潜り込んだ街で、聞き覚えのある名前を耳にしたのだ。

                「ローレンス・オチエン・ドーソン」名前を一つずつ、はっきりと並べる。「その昔、親父と同じ船に乗っていた。名前だけは何度も聞かされててな。九海いち早い船を駆る伝説の海賊──そして、義賊だった」

                　縋るような思いで港に向かった。そこには黒山の人だかりができていた。皆の視線の先にあったのは、オチエンの船──ホライゾン号。

                「俺の師匠が誰か、聞いただろ」

                　ゲラードが頷く。

                「彼の船に乗りたがる奴はごまんといたから、正面から頼み込んでも無駄だと思った。それで、船が港を出るまで待って……泳いで船に追いついた。そうやって、もう引き返せないほど沖まで出ちまってから甲板によじ登って、無理矢理船員にしてもらったんだ」

                　ゲラードは笑った。

                「船のひとたちは、さぞ驚いただろうね」

                「ああ」

                　その時のことを思い出すと、何度でも笑みが浮かぶ。あまりに薄汚れていたので、船員たちはフーヴァルのことを、何かの魔獣だと思って銛を向けてきたんだった。あの怯えようときたら。

                「あの船に乗ろうと決めたのが、いままでで一番の決断だ」フーヴァルは言った。

                　オチエンはジュワルカの貴族で、魔法使いだった。だが祖国での戦争に負けて、商船で奴隷としてこき使われた。やがて、十分な知識と技術を習得したあとで商船を乗っ取り、ホライゾン号の船長になったのだ。

                「俺たちは商船の護衛として雇われたり、仕事がなけりゃ余所の国の商船を襲ったりしてた。奴隷貿易船を見つけちゃ襲って、捕まった連中を解放したり」

                「アーナヴとも、そうやって出会ったんだったね」

                　フーヴァルは頷いた。「ああ。奴を拾ったのは、おれが独り立ちしたあとだったけどな」

                　ゲラードは頷いた。

                「俺は……溶け込むのに時間がかかった。最初のうちは、仲間ともうまくやれなかった。オチエンが俺の親父のことを覚えていたからなにかと融通を利かせてくれたが、そうじゃなかったら追い出されてたはずだ。まあ、俺には素質があったし、船のことも、海のこともよく知ってたからな。とは言え……ジャクィスには敵わなかったが」

                「ジャクィス？」

                「ホライゾンには、俺と年の近いナドカがいたんだ。ジャクィス・キャトルって男で、オチエンと同じ魔法使いだった。俺らは見習い同士、よくつるんでたんだ」

                　ジャクィスは、どこぞの領主が妾に生ませた私生児だった。その領主は妾を追い払い、息子だけを手元に置いて、自分が所有する奴隷の管理役に仕立て上げた。やがて家が度重なる借金で没落すると、行き場のないジャクィスは、キャトルという偽名を名乗って船に乗り込んだ。それくらいしか働き口がなかったのだ。ナドカでありながら魔法との付き合い方を学んでこなかった彼は、人間の社会からも、人外社会カトルからも爪弾きにされていた。

                　そういうところが、自分と似ているような気がした。他の多くの点では相容れなかったのだが、彼とは仲が良かった。親友だったときも、競争相手だったときもあった。大抵は、その二つの間を行き来していた。オチエンに認められるように互いをけしかけ合っていたのだ。

                　ゲラードはなぜだか嬉しそうに目を細めて、話を聞いていた。

                「オチエンの存在がとても大きいことは感じていた」彼は言った。「きっと、偉大なひとだったんだろうね」

                「偉大……まあ、そうだな」

                　彼を思い出すときに一緒に心に浮かぶのは、ホライゾン号の純白の帆だ。一杯に風を受けて、美しく膨らんでいる。船は滑るように波間を進み、船首に立つオチエンの顔は誇りと喜びに輝いている。彼はフーヴァルの肩を抱き寄せ、遠くに見える島影や、鯨の群れや、雲が生まれ出ずる海のことを教えてくれた。

                「お前はいい船乗りだ」と彼は言い、それを心から信じさせてくれた。

                　惨めな呪詛と叶わぬ思慕ばかりを聞いて育ったフーヴァルにとっては、彼の言葉の全てが呪文だった。昨日よりもマシな自分になるための。

                　だが──。

                　その先のことを話すのだと思った途端、まるで撥条ぜんまいが切れたように、舌が重くなった。

                「俺は……」

                　言いよどむと、気遣わしげにこちらを見ているゲラードと目が合った。

                　同情されるのはまっぴらだ。さっさと話せ。もう終わったことだろうが。

                「俺は、あの女狐と会ったことがあるんだ」

                「女狐──もしかして、マルヴィナ・ムーンヴェイル？」

                　ああ、とフーヴァルは言った。

                「俺は……アラニだったことがある。ほんの短い間だけな」

                「だが、君はホライゾン号に……」

                　フーヴァルは深々と息を吐いた。

                「俺とジャクィスが操舵を任されるようになった頃だった。俺たちはアルバの西に停泊してて──そこに、コナルって男が訪ねてきた」

                「その男が……？」

                「そいつはアラニの使いだった。ナドカばかりの海賊の噂を聞きつけて勧誘しにきたらしい」

                　オチエンは、常にナドカの行く末を危惧していた。矜持を奪われ、誇りを、居場所を奪われ、やがて全てのナドカが人間の奴隷のように生きていくしかない時代がやってくるのではないかということを恐れていた。

                　おそらくフーヴァルは、ジャクィスに後れをとるのが嫌だったのだ。

                　俺だって、あんたが望む未来を実現できるのだと言ってやりたかった。見せつけてやりたかった。操舵技術も、潮の読みも、ジャクィスの方が上だ。だが、ジャクィスはナドカの復権になど興味はなかった。だから、『ナドカが自由に生きられる未来のために』というオチエンの理想を、俺がどれだけ大事に思っているのか示すことができたなら──俺がオチエンの一番弟子になれる。

                　そう思った。

                　だから、フーヴァルはホライゾン号を飛び出し、アラニに加わることにした。一回分の航海が終わるまでの間だけ。様子を探るだけのつもりだった。乗組員が少しの間船を離れるのは珍しいことじゃない。それらしい演説をぶてるようになって戻れば、きっと、オチエンは前以上に俺を誇りに思ってくれるだろう。

                「確かに面白かったよ。連中は緑海の瘴気をどうするか、どうやってナドカが自由に暮らせる国を作るか、そりゃあ真剣になって考えてた。俺も最初は夢中になったし、似たような奴らが大勢いた。まあ、中にはあのムーンヴェイルの色香に誘われてってやつもいただろうが」ため息をつく。「でもな、次第に連中の胸の奥にあるもんが見えてきちまった」

                「胸の奥にあるもの？」

                　フーヴァルは小さく笑い、酒で舌を潤した。「自己憐憫ってやつさ。それと、『持ってる』連中への恨み、辛み、妬み……」

                　それに気付いた時の失望は大きかった。まるで、何十人もの親父に囲まれているような気がした。呪詛に囚われた者たちの、矮小な世界。オチエンのおかげでようやくそこから逃げてきたのに、また同じところに戻るのかと思うと、心底ゾッとした。

                　フーヴァルは、記憶を振り払うように身震いした。

                「俺は、そういう手合いが大嫌いなんだ。だから一ヶ月と持たずに、さっさと抜けた」

                　ゲラードはそっと微笑んだ。「君らしい」

                　そうだろ、とフーヴァルは言った。だが、微笑を返す余裕はなかった。

                「港に戻って……皆の帰りを待ってた」

                　心臓の鼓動が早くなる。その記憶が仕舞しまわれた箱に手を伸ばすのは、いつだってひどい苦痛を伴う。苦痛で以もって自分を罰する夜をいくつ重ねても、痛みが和らぐことはなかった。

                「そしたら、報せがきた。オチエンが……ホライゾン号の皆が、フェリジアの軍船に沈められて、全員死んじまったってな」

                　深く息を吸い込む。喉が、胸が、爛れたように痛むが、当然の苦痛だ。

                　もしあの時、子供じみた嫉妬に唆されてアラニに加わったりしなければ、オチエンやジャクィス、他の皆が死ぬことはなかったかもしれない。少なくとも、何人かは生き延びることができたはずだ。そのための力が、俺にはあったのだから。

                　目を閉じて、痛みに身を委ねた。

                「フーヴァル……」

                　ゲラードの手が腕に触れる前に、フーヴァルは立ち上がった。そして、残った酒を飲み干して、焼けるような感覚が喉を下ってゆくに任せた。

                「それから俺は死に物狂いで金をかき集めて、自分の船を手に入れた。次から次へ、もっと良い船に乗り換えて、船員を集めて、また金を奪って……」

                　繰り返しを表すように、右手の指をくるくると回す。おどけた仕草で、この空間に立ちこめる同情の空気を追いやってしまいたかった。

                「オチエンには息子がいて、まだほんのガキの頃に奴隷として売られてた。オチエンは息子を取り返すために、海賊まがいのことをやってたんだ。だから、代わりに俺がオグウェノを買い取って、自由にした」

                　ゲラードの目には、うっすら涙が浮かんでいた。

                「君は……とても立派な人だ」彼は言った。「オチエンと同じくらい、偉大な船乗りだと思う」

                「よせ」

                　その否定は、照れ隠しの振りをするには早すぎた。そこにははっきりと、罪の意識がにじみ出てしまっていた。フーヴァルは表情を和らげ、もう一度言った。

                「よせよ。そういう世辞は。身体がかゆくなっちまう」

                「心からそう思っている」ゲラードは、フーヴァルを見つめたまま言った。

                「ハッ」

                　フーヴァルは大きい声で笑って、彼に背を向けた。ゲラードにつられて目頭に滲みそうになるものを、万が一にも見られたくはなかった。

                「話してくれてありがとう、フーヴァル」

                　ゲラードが隣に来て、フーヴァルの肩に手を置こうとした。

                「だから、そういうのはよせって！」フーヴァルはその手を振り払い、噛みつくように言った。「気晴らしは嫌だと言ったり、昔話をせがんだり、挙げ句の果てに慰めようとしたり、いったい何のつもりだ？」

                　ゲラードは困惑していた。

                　そうだろう、俺だってそうだ。

                「傷つけてしまったのなら、心から謝る」ゲラードはいつものように、殴りたくなるほど真摯だった。「君のことが知りたいと思ったんだ。僕は君を──尊敬しているから」

                「尊敬だと？　ハ！　捨てた相手とヤりたいときには、『気晴らし』じゃなくてそういう言葉を使うってわけか？」

                　すると、ゲラードの目の中でなにかが閃いた。滅多に目にすることがない、彼の怒りが。

                「そんなことは考えていない」聞いたことがないほど低い声だった。「それに、僕を捨てたのは君だろ」

                「そうか？　俺はあのとき尋ねたよな。俺と一緒に逃げるかって」あの時の屈辱が、今まで感じた以上の勢いで燃え上がり、胸を焼く。「それを、お前は笑い飛ばしたんだ！　忘れたとは言わせねえ！」

                　わかっている。どちらがどちらを捨てたとか、あれはそういうものではなかった。燃え尽きることが決まっていたものが、ただ燃え尽きただけだ。

                「他にどう言えば良かった!?」ゲラードはほとんど叫んでいた。「自分の使命から逃げて、君に縋って、君の愛人として船に乗れば、君は僕を──」

                　見つめ合ったまま、時間だけが音もなく、ふたりの間を流れ去ってゆく。

                　荒い息をつきながら、ゲラードが言った。

                「君は、そんな……惨めな存在を、受け入れることができたのか？」どさりと音を立てて椅子に座り込み、乱れた髪を掻き上げる。「君の情けに縋るのは……君の誇りを冒涜することだ。僕には……」ゲラードの声が、わずかに揺らいだ。「僕にはできなかった。どうしても」

                　その姿を見下ろしながら、フーヴァルもまた同じことを考えていた。

                　関係を続けることが本当に不可能だったわけではない。方法はいくらでもあった。あの裏道や、隠し通路や、寂れた物置部屋を捨てたのは、ゲラードの誠実さを穢すことが、彼への冒涜になると思ったからだ。

                　だが、いま、ようやくわかった。

                　あの日の彼に、彼の決断に、本当はずっと腹を立てていたのだ。どうしようもないことだとわかってはいても。

                「誰もが戦えるわけじゃない」フーヴァルが言った。「それが、お前の持論だよな」

                　ゲラードは弾かれたように顔を上げ、何かを言い返そうとした。

                　だが、認めるほかない。

                　そうだろ。

                　ゲラードの目が苦痛に歪む。やがてあの諦念が、彼の顔を翳らせた。

                「酒が切れちまった」フーヴァルは舌打ちをした。「デカい方の寝台を使え。今夜はもう戻らねえ」

                　

                　部屋を出て、階段を降り、酒場の客が投げて寄越す下卑た当てこすりを受け流しながら、店を出る。勝ち負けのない言い争いほど不愉快なものはないのに、ゲラードとはいつも、そんな言い争いをしている気がした。

                　思わず本音をさらけ出してしまったという意味では……今夜は、フーヴァルの負けかもしれない。あの怒りは、自分の過去を打ち明けたことの揺り戻しだったのかと思うと、敗北感はいっそう強くなる。

                　オチエンやジャクィス……皆に対して抱いている罪悪感を直視する度に落ち着きを失うようでは、偉大な船乗りへの道のりは遠い。

                「誰もが戦えるわけじゃない、だと……？」

                　だが、俺は違う。俺はいつだって戦える。

                　腹帯ベルトから下げた物入れに、身に覚えのない重みを感じて、手を突っ込んで見る。そこには、さっき土産にするつもりで買った果物が入っていた。それを掴んで、路地に投げ捨てる。

                　こんなもので気を惹こうだなんて、どれだけ浮かれていたんだか。

                　ふと、耳飾りの事を思い出して、それも捨ててしまおうかと考える。だが、やめた。捨てるには惜しい。どうせなら酒代に変えてやる。

                　とびきり薄汚れていて、とびきり荒んだ店を見つけようと、フーヴァルは通りを歩いた。目をぎらつかせた〈鮫喰らい〉を見るものはみな、道を譲った。中には挑むような視線を投げて来るものもいる。喧嘩は大歓迎だ。だが、こっちがいちゃもんをつけるのを待っているような奴では話にならない。徹底的にたたきのめすなら、もっと狂った奴が良い。

                　その時、肩を掴まれた。とっさに拳を引いて振り向き──

                「おいおいおい！　ちょっと待ってくださいって！」

                　フーヴァルは拳を下げた。「バウワー？」

                　経験豊富なマリシュナ号の操舵手は、船長が荒れてる原因をどうやってか察したようで、今の反応については何も言わなかった。

                「ちょっと一緒に来てくれませんか。ずっと探してたんです」

                「どうした。何かあったのか？」

                　すると、バウワーは声をひそめて言った。

                「見つけたんですよ！　〈嵐の民ドイン・ステョルム〉の生き残り！」 
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                　その男はどちらかと言えば、人間よりはできの悪い飾りカボチャゴードに似ていた。膨らんだ腹に猫背が覆い被さっていて、おまけに顔色は黄色と緑のまばらだ。頭はかろうじて首の上におさまっているが、ぐらついて今にも顔面からテーブルに突っ伏してしまいそうだ。

                「こいつにどれくらい飲ませたんだ？」

                「飲ませてねえすよ！　最初からこれだったんだ」オーウィンが言った。

                　バウワーはフーヴァルを、さっきまでの自分がまさに探していた通りの、とびきり薄汚れていて、とびきり荒んだ店に案内した。何組前の客が残していったのかもわからない空の杯と、何か赤っぽいものを食べ散らかしたあとの皿がテーブルの端に無造作に積み重なっている。

                　フーヴァルはため息をついて、捕囚となった目撃者の向かいに腰を下ろした。

                「で？」

                　男がまだ朦朧としているので、オーウィンがそいつの肩を小突いた。「おい！」

                　すると男は何度か瞬きをして、ようやくフーヴァルを認識した。

                「やあ」

                　フーヴァルは口だけで笑ってみせた。「お前、〈嵐の民ドイン・ステョルム〉を見たのか？」

                　男はたっぷり半刻ほどかけて、今の言葉を耳から脳へ運搬した。それから間の抜けた声で「おお～」と言い、がっくりと頷いた。

                　フーヴァルはバウワーをにらみつけた。

                「だから、最初からこうだったんですって！」

                　

                　結局、フーヴァルたちはその男を路地裏に連れ出した。

                　何発か腹を殴って胃の中身をそっくり吐かせたあと、頭から水をかぶせて、ようやくまともな会話ができるようになった。

                「ああ……確かに見たよ。立派な身なりをした男の幽霊が……波間に浮かんでた」

                　少し話すごとに嘔吐えずくので気が気ではないが、意識ははっきりしたらしい。

                「その幽霊を見たあとで、角笛の音が聞こえた……それで、気付いたら……あのひどい臭いが……」顔の色が、腐った牛乳のような色になる。彼が薄汚れた路地の地面に身をかがめる前に、フーヴァルたちは男から飛び退いた。

                　吐き終わったあとの男にバウワーが水の入った柄杓を手渡し、先を促す。

                「そして……昔の船──竜頭船ロング・シップと言うんだったかな？　それがもう、海原を埋め尽くしていた。二百艘はあったんじゃないだろうか……みな異なる服を着ていた。別の国、別の時代の人間を、無理矢理一カ所に集めたみたいだったよ……」

                「他には、何か見たか？」

                「さあ……」男は考え込むように目を閉じた。

                　少し待っていると寝息を立てはじめたので、頬を叩いて起こした。

                「他には、何か見なかったのか？」

                　食いしばった歯の間から脅すような声を絞り出すと、男は慌てて答えた。

                「わからないよ！　俺が見たのは、幽霊と、幽霊の船と、化け物だけで……」

                「化け物？」

                　〈嵐の民ドイン・ステョルム〉と同時に化け物が出るという話は初めて聞いた。

                「どんな化け物だ？」

                　男は目を見開き、頬を震わせながら言った。

                「烏賊いかだよ。馬鹿でかい烏賊！　そいつを引き連れてる船みたいのが一番奥にいて……そういえば、あれは普通のガリオン船だったな」

                　ようやく欲しい情報にたどり着いた。「その船の特徴は？」

                　すると、男は怯えたような目を左右に動かしはじめた。酔いが醒めると共に理性が戻ってきて、逃げ道を探しているのだろう。

                「その船の特徴を教えたら、行かせてやる」フーヴァルは言った。「だから、さっさと教えろ。さもなきゃ舌を切り落とすぞ」

                「わかった。わかったよ！」男は激しく瞬きをした。「船の特徴は、よくわからない。俺は目が良くないんだ。黒っぽい船だった気がする」

                「それで？」

                「それで……ええっと……」男は文字通り、頭を抱えた。湿った頭皮に張り付いた薄い頭髪を掻きむしりながら唸っている。「そうだ！　歌が聞こえた。男の声だった」

                「どんな歌だ？」オーウィンが男の後ろから尋ねた。

                「よく聞くやつだよ、あの……引けよウェイ、ヘイ、お前らボーイズ何とかかんとか～ってやつだ」

                「ひでえ音痴だな」オーウィンが言った。「でも、わかりやす。『哀れなジョニー』だ」

                「でも、俺が聞いたことがある歌とはちょっと違ってた。歌詞の部分が」

                「どう違う？」バウワーが水の柄杓を握りしめた。

                　すると、男は酒焼けした声で歌い出した。

                　

                　　　引けよウェイ　ヘイ　お前ら

                　　　　　帆を上げろウェイ・ハー・アップ

                　　　哀れなジョニーが聞いたとさ

                　　　人魚の妙なる歌声を

                　　　　

                　　　引けよウェイ　ヘイ　お前ら

                　　　　　帆を上げろウェイ・ハー・アップ

                　　　ひとたび人魚の虜になれば

                　　　たちまち骸が海の底

                　

                「聞いちゃいられねえ」とオーウィンがぼやく。

                　だが続く歌詞を聴いて、フーヴァルの腹の底がすっと冷えた。

                　

                　　　可愛い可愛いわたしの坊やマイ・ボニー・ボニー・ラッド

                　　　アール・ライリー　オー

                　　　答えて　わたしのこの声に

                　　　至上の宝はお前のものよ

                　　　　

                　　　引けよウェイ　ヘイ　お前ら

                　　　　　帆を上げろウェイ・ハー・アップ

                　　　どこにいるんだ　可愛い坊やボニー・ボニー・ラッド

                　　　見つけて殴ってふん縛りゃ

                　　　至上の宝は俺らのもの

                　

                「〈嵐の民ドイン・ステョルム〉がこんな歌を？」

                「奴らじゃない。大烏賊の船の奴だよ、歌ってたのは」男は言った。それから、また裏路地の出口に視線を走らせた。

                「なあ、もういいかい？　知ってることは全部話したよ」

                「どうしやす？」と、オーウィンが言う。

                「放してやれ」

                　オーウィンが手を放すと、男は何度も後ろをふり返りながら、表通りに消えていった。

                「アール・ライリー？」バウワーが言った。「そんな船乗りの話、聞いたこともない」

                「俺もだ。船長はどうです？」オーウィンがフーヴァルを見た。

                「さあな」フーヴァルは唸るように言った。

                「あいつ、あの話をダシにして酒代を稼いでるんですよ」バウワーが言った。「今ごろ、島中に知れ渡ってますね」

                　ああ、とフーヴァルは言った。

                「そのアールとか言う馬鹿野郎がどこの誰であれ、さっさと行方をくらませた方が身のためだな」

                　アール・ライリーだと？　クソッタレ。

                　この噂がイグナシオ・パドロン──島の元締めにまで伝わっていたら、面倒なことになる。

                「バウワー、オーウィン。出航を早める。船に走っていって、合図をぶちあげろ。俺を待たずに、準備ができたらさっさと出航するんだ」

                　ふたりは目を見交わした。

                「理由はあとで説明する」

                「必ず追いついてくれますよね？」バウワーが言った。

                「急げ！」

                　オーウィンとバウワーは、二度は躊躇わなかった。ふたりは人混みの中を駆け出し、あっという間に見えなくなった。

                　ゲラード。

                　ゲラードを見つけて、今すぐにここから脱出しなければ。

                　裏路地を出た瞬間、後ろから首根っこを掴まれた。太い腕が首に回される。そこには手とランタンの刺青があった。振りほどこうと藻掻く間もなく、別の男が、フーヴァルの顔面に何かを吹き付けた。

                「ぐっ！」

                　吹き付けられた赤い霧の向こうに、四人組の男。いずれも人間。だが、その手には銀の短剣が握られていた。

                　親玉が誰なのかはすぐにわかった。さっき港で見かけた、禿げ頭の男だ。その顔が、目眩と共に……歪んでゆく。

                　禿げ頭は、フーヴァルを見て満足そうに微笑んだ。

                「よぉ、可愛い坊やボニー・ラッド」
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                『デカい方の寝台』の寝心地は最悪だった。

                　やたらと柔らかくて、腰が落ち着かない。仰向けになっても、横になっても妙な具合に身体が沈む。苛立ち紛れに再び寝台を抜け出したところで、ふと思い出した。これは、王城で自分が使っていた寝台とそう変わらないのだと。

                　つまり、自分の身体は、もうすっかり硬い寝台や寝棚になれてしまったということだ。喜ぶべきなのかどうか。

                　今夜はどうしたって眠ることはできないのだと諦めて、窓辺に置かれた長椅子に腰掛ける。酒を飲んで眠くなるという話も聞くが、ゲラードはそういう性質ではなかった。どんなに少しの酒でも、目が冴えてしまうのだ。

                　フーヴァルとの口論に勝てたことはない。にもかかわらず彼に勝負を挑んでしまうのは、なぜなのだろう。

                　彼を変えたいと思っているからではない。そうではなく……きっと、あれ以上に素直に、自分の胸のうちを明かす方法が他にないからだ。

                　それでも──。

                　尊敬だと？　捨てた相手とヤりたいときには、『気晴らし』じゃなくてそういう言葉を使うってわけか？

                　それでも、あの言葉は、堪えた。

                　彼を想い続けるのは容易なことではない。いっそ、遠く離れている時の方が容易かった。だが、それは彼の偶像を愛でていただけに過ぎないのだろう。

                　海のように底知れず、潮のように変化しやすい。そこに浮かぶ船になれたらと思っていた。だが、それでは足りないのだ。彼と向き合うには、そんな小さな自分では駄目だ。

                　その時、何かに見られているような気がして、ゲラードは顔を上げた。

                　そして、窓枠にとまっている黒い梟を見て、危うく悲鳴をあげかけた。

                「お久しゅうございます、殿下」梟は言った。

                「き、君は……」

                「ご無事で脱出なされたこと、心よりお慶び申し上げます」梟は、人間のように優雅なお辞儀をした。

                　ゲラードは呆然としたまま言った。「あの夜のことは、夢かとおもっていた……」

                「現実でございます。恐れながら」梟は目をしばたいた。「そして恐れながら本日も、あの夜と同じように警告に参りました」

                　心臓が、胸の中で捻れる。

                「まさか、また刺客が──!?」

                「いいえ、そうではございません。ですが、同じくらい重要なのでございます。どうかエレノア様の元にお戻りください」

                「エレノア──」その名前に、今度は胃が鉛のように重くなった。「なぜだ？　僕を処刑させるためか？」

                　途端に、この梟への不信感が湧き上がってくる。

                「そもそも、君は何者なんだ？　王宮には、君のような魔女はいなかった。誰に協力している？」質問を浴びせかけながら、ゲラードはすでに見当をつけていた。「オールモンドのために働いているんだな？」

                「わたしが、宰相に？　いいえ！」梟はホホホと笑った。「わたしが何者にも仕えていないことをご説明申し上げても、おそらくご納得頂けないでしょう。しかし、そうなのです」

                「ならば、何のために？」

                「我々の国のため、でございます。殿下」梟は言った。「エイルで己の人生を掴もうとするものもいますが、わたしにとっての故郷とは、ダイラ以外にはありません。そのダイラがいま、乱れているのです」

                　梟の声には、真摯な真実の響きがあった。

                「王宮の発言権はかつてないほど弱まっています。陽神教会の口出しも大きく、より強硬になり、とても無視できません。〈燈火の手〉の一派が国中で無体を働いているのに、ろくに罰することもできない。北方の者たちも不穏な動きを見せ、それに対抗するように、〈手ハンズ〉の規模も育ちつつある。議会を制するのは根回しに長けた者。世事に疎い王女では太刀打ちできません。このままではエレノア様は追いやられ、機会を窺う者に食われてしまうでしょう。国は煮えたぎる鍋のように、いまにも吹きこぼれそうな怒りで満ちている。それに蓋ができるのは、あなた方王族の他にはいらっしゃらない」

                　ゲラードは目を細めた。

                「蓋をするか……あるいは、火そのものを消すか？」

                　目をしばたいた梟が、わずかに嘴を開けたまま固まった。

                「僕が処刑され、エレノアが誰かに嫁ぎ、ハロルドの血統を一人残らず片づけてしまえば、また別の者が王座につく。そうすれば、目新しいものへの期待から、国民の怒りはおさまるだろう──当面の間は」

                　梟の目が、面白がるように細まった。

                「あの暗殺を、そのような理由からだったとお考えなのですね。そして、わたしもそれに関わっていると」

                　ゲラードは頷いた。

                「あなたは誠に得がたき王子！」梟は言った。「ですが、わたしは真実、あなた様の味方です。あなたの処刑は、必ずや阻止いたしましょうとも」

                　ゲラードは立ち上がり、余裕のない笑みを溢した。

                「正体を明かさぬ者をどう信用しろと？　それに──」短くなった髪を掴んだまま、部屋の中を歩き回る。「僕が今さら、国に戻って何の役に立てると言うんだ。僕が王殺しだという噂はここにまで届いている。処刑など！　そんな手続きを踏んでもらえたらまだ幸運だ！　船が港に入った瞬間、大砲で狙い撃ちされておしまいだろう」

                「疑惑は晴らせば良い──それだけのこと」梟は、揺るがぬ声で言った。「あなたは、次の王なのですから」

                　その言葉は、冗談に聞こえて当然なのに、そうは聞こえなかった。

                「だが……僕は庶子だ」

                「エメライン様はバーナード三世の血を引くお方。そしてあなたのお父上は──」

                「何の力もない小領主だ」

                「あなたの中には高貴なる血が確かに流れているのです」梟は羽を広げた。「あなたが王冠を戴けば、世は静まる。王とはそういうものです」

                　ゲラードは力なく笑った。

                「混乱を鎮めるためだけに、お飾りの王になれと言っているのか？」

                「飾りで終わるか、偉大な王になるかは殿下次第」

                　その時、港の方から何かが聞こえた。

                　大砲のような音──だが、もっと軽い。

                「何事でしょう？」

                　梟はゲラードを見たまま身体だけを反転させ、それから港へと顔を向けた。

                　広縁に出て身を乗り出すと、今まさに、輝く火の玉が港の上空で炸裂したところだった。

                「あれは……」

                　船を下りるときに教えてもらっていた。あれが集合の合図だ。

                「何かあったんだ」

                　だが、何が？

                　いつの間にか、梟はゲラードの隣にいた。手摺りにとまって、眼下で広がりはじめた騒ぎを──いくぶん興味深そうに──眺めている。彼女はゲラードを見て言った。

                「あなた様の本当の居場所はここではない。それを、努々ゆめゆめお忘れなきよう」

                　梟が羽ばたくと、黒煙が立ち上った。吹き寄せる風がその煙を払う頃には、魔女の気配は跡形もなく消えていた。
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                　たちの悪い悪夢のように、あの忌々しい歌がいつまでもフーヴァルを追いかけてきた。

                　たとえ銀の短剣を持っていようが、四人がかりだろうが、妙な薬を嗅がされようが、ただの人間がゲラードに勝てる見込みはない。

                　人間と殴り合うときには人間の力に合わせてやるのがフーヴァルの信条だったが、四人がかりで一人を仕留めようとするなら、相手は人間ではなくケダモノだ。本気を出したフーヴァルの手にかかった四人の襲撃者は、あっという間に石畳の上のゴミに変わった。

                「口ほどにもねえ……」

                　腕を食いちぎったときに口に入った血を唾と一緒に吐き出しながら、ゲラードは混乱にごった返す通りを走った。

                　

                　　　可愛い可愛いわたしの坊やマイ・ボニー・ボニー・ラッド

                　　　アール・ライリー　オー

                　

                　調子っぱずれの歌が、街の至る所から聞こえてくる。自分を追ってる者の声なのか、幻聴なのかもわからない。

                　俺はいま、ちゃんと走れているのだろうか？　それとも、ここはすでに悪夢の中で、本当の俺は地面に倒れたまま無様に足をびくつかせてるだけなんじゃないか？

                　アール・ライリー。ホライゾン号で、フーヴァルはそう呼ばれていた。

                　蒼き刃フーヴァル・ゴーラムの本当の名前を知る者は多くない。例外が、この異名を手に入れる前──子供の頃からの知り合いだ。ほとんどは死んだが、オチエンの盟友、イグナシオ・パドロンは……まだ生きている。

                　なにが、亡き盟友の秘蔵っ子だ。

                　おそらく、親父パドレがあの噂を聞きつけた時点で、フーヴァルの首には懸賞金がかかっただろう。オルノアの財宝を手に入れるためなら、あいつは実の子供にだって懸賞金をかける。

                　奴らが行動に起こすまでに時間がかかったのは、連中が〈鮫喰らい〉への恐怖と、親父パドレへの恐怖を天秤にかけていたからだ。結局、勝ったのは親父パドレらしい。

                「クソッタレ……！」

                　世界が回転しはじめ、足をまともに動かすこともできない。踏み込んだ先から地面が崩れ、奈落の底に落ちてゆく。

                　あの赤い霧の薬が何であれ、即効性のある毒は消えるのも早い──はずだ。あとどのくらい持ちこたえたらいい？　そもそも、持ちこたえられるのか？

                　

                　　　どこにいるんだ　可愛い坊やボニー・ボニー・ラッド

                　　　見つけて殴ってふん縛りゃ

                　　　至上の宝は俺らのもの

                　

                　三回目の花火があがる。

                　四回目があがる頃には、出港準備が整う。いざというときには、フーヴァル抜きでも出港するようにと言ってある。有象無象に群がられて身動きがとれなくなる前に、さっさとここから逃げて欲しい。

                　俺は何としてでも、あいつを連れて逃げなければ。

                　さっきあの店で、ゲラードを自分の見世物に巻き込んだ。どっちがどっちのスケだろうと、フーヴァルとの繋がりがあることがわかれば、親父パドレはそれを利用する。

                　馬鹿だった。自分のしたことを後悔するなんて滅多になかったのに。あいつのことになると、後悔ばかり重ねている気がする。

                「ゲラード……」

                　もう一度会えたら、謝って、逃げて……違う。まず逃げて、それから謝って──

                「フーヴァル！」

                　顔を上げると、目の前にゲラードがいた。血相を変えて、フーヴァルの顔を覗き込んでいる。

                「この血──それにその顔……！」

                　謝りたいと思った矢先に、目の前に連れてきてくれるとは、なんて都合の良い悪夢だろう。いや、現実か。悪夢みたいな現実。現実みたいな悪夢。

                「悪……かった」フーヴァルは、海鼠ナマコ並に腫れ上がった舌で言った。「お前に……あやまらねえと」

                　ゲラードはまったく聞いていなかった。

                「船長は確保した！　急ごう！」

                「ああ！　港はあっちだ！」

                　どうやらもう一人、ワトソンが一緒にいるらしい。彼はマリシュナ号の乗組員の中でも最高に腕の立つデーモンだ。手には血のついたカットラスを持っている。すでに何人か殺したあとなのだろう。

                　護衛までつけてくれるとは、なんて親切な悪夢なんだ。いや、現実か。

                　ゲラードはフーヴァルの肩を担ぐと、もの凄い勢いで走りはじめた。人混みが溶けて、色彩の群れのように背後に流れていく。

                「花火はもう三回あがった！」息を弾ませながら、ゲラードが喋っている。「頑張れ！　港はもうすぐそこだ！」

                　その時、あの大砲のような音が、確かに聞こえた。

                「無駄だ……四発目が鳴ってる」

                　フーヴァルは、自分がボロ人形になったように感じた。空中で上下に揺さぶられる度に、手足をばたつかせる子供の玩具。

                「そうじゃない！　あれは大砲の音だ！」ゲラードが耳元で叫んだ。

                　ワトソンも叫んだ。「畜生！　マリシュナが攻撃を受けてる！」

                「なんだと……？　クソ……」

                　不意に、開けた場所に出た。視界は相変わらずゲロみたいにぐちゃぐちゃだが、港に着いたのだと言うことはわかった。

                「野郎どもは……全員船に乗ってるか？」

                　ゲラードは「ええ!?」と言ったあとで、周りを見回した。「ああ、乗ってる。あとは僕たちだけだ！」

                「よし……」

                　ワトソンが叫んでいる。「桟橋まで行けば、ヘインズの結界の中に入れる！　そしたらロープを下ろしてもらって、船長を上から──」

                「そんな時間はねえ」舌がようやく、海鼠ナマコから海牛ウミウシくらいの厚さに戻った。

                「ワトソン！　ガル！　お前らは先に行って船を出させろ。全速力で、なるべく遠くまで行け」

                「フーヴァル!?」ゲラードがうわずった声を出す。

                「船長はどうすんです!?」

                「いいから、さっさとしろ！」

                　ゲラードがそれでもまだ離れようとしないので、フーヴァルは思いきり押しやった。

                「しっかりしろ！　お前らはマリシュナの船乗りだろうが!!」

                　ゲラードが歯を食いしばる。「しかし──」

                「了解アイアイ！　船長キャプテン！」

                　ワトソンは半分怒鳴るように言い、ゲラードの手を引っ張って走って行った。

                　よし。

                　フーヴァルは、自分の手足の位置を改めて確認した。両腕は肩の下、両脚も、ちゃんとケツの下についている。走りはまだおぼつかないが、それでも前進してはいる。

                　歪んでいた視界が、徐々に元に戻ってきた。

                　マリシュナ号の船尾には飛び道具の腕に自信がある連中が集まり、港に向かって、まるで雨のように矢や魔法を射かけている。放たれた氷の礫が、フーヴァルのすぐ後ろで弾けた。

                「その調子だ、野郎ども……」

                　海まではあと三〇ナート。そこら中にゴロツキどもの死体が転がっているが、道はできている。船上からの援護射撃が、フーヴァルを守っている。だが、背後からはほとんど暴徒と化した海賊どもが追ってきていた。マリシュナ号の他の船も、出港準備を進めている。港を出るだけでは駄目だ。連中が追いかけてくることができないように、叩き潰さなければ。

                　全帆展開したマリシュナ号は速やかに速度を増し、援護射撃の矢が届かない範囲まで離れてゆく。おそらくヘインズが、帆に鷲の紋章を浮かび上がらせているのだろう。全ての風を集めて全速力を出すための、とっておきの魔法だ。

                「よし……そのまま進み続けろよ」

                　だが、ここでフーヴァルが追っ手に追いつかれたら、一巻の終わりだ。

                　足の感覚は、ほとんど戻っていた。

                　大丈夫だ。いける。

                　いける。

                　港の終わりが近づく。海面には空き瓶や紙くず、腐った野菜に死んだ鼠が浮かんでいる。水は濁り、いやなにおいを発していた。

                　フーヴァルは躊躇わず、その海面に飛び込んだ。

                「海に落ちたぞ！」と、追っ手の誰かが叫ぶ。

                　飛び込んだんだよ、阿呆め。

                　冷たい海水が身体を包む。水の温度が染みこんでゆくほどに、怒号が、喧噪が、街の灯りが遠ざかる。

                　ここは安全だ。ここでは誰も、俺に追いつけない。

                　皮膚の下を、言葉では言い表しようのない力が駆け抜けてゆく。頭のてっぺんから、首筋から、背中から、腰、そして爪先まで。力は身体の中で渦をまき、その渦に巻かれて、肉体がバラバラになり……また組み合わさる。そしてフーヴァルは、いままでとはまったく別の姿になった。

                　妖精シーの姿に。

                　海を総べる一族──人魚セイレーンの姿に。
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                　できることなら船尾ともに齧り付いて、フーヴァルが無事なのか、船に追いつけるかどうか見ていたかった。だが、船はヘインズの魔法によって全速力で港を離れている。帆船を動かすのは舵と帆だ。舵は一人でも扱えるが、帆はそうもいかない。操帆の角度を一つ間違うだけで、港の周辺に停泊する船や岩礁に突っ込んでしまう恐れがあった。ゲラードは、限界まで膨らんだ帆を制御する他の掌帆手と同じように索具リギンを握った。

                　大丈夫だ。彼なら生き延びられる。

                　でも、もし大丈夫じゃなかったら？

                『もし』を考えるだけで、心臓が破裂しそうになる。

                　どうして立ち向かわずにはいられない？　どうして逃げるという選択肢を素直に選ばないんだ？ 

                　船は、あっという間に沖に出た。帆脚索シートを固定し、あとは風が導くまま、可能な限り遠くへ逃げる。しかし、追跡する船についての報告は止まなかった。まず二隻、それから五隻に増え、イサス・ボテラの島影から二隻が姿を現し、合計七隻の船がマリシュナ号を追ってきた。

                　アーナヴはゲラードを近くに呼び、浮球儀の観測を命じた。

                「彼らは、この船にフーヴァルが乗っていると思っている……？」

                「いいや。拿捕すればフーヴァルをおびき寄せることができると踏んでるんだろう」アーナヴが言った。「良くも悪くも、あいつは有名になりすぎた。あいつがマリシュナを見捨てないのは誰だって知ってる」

                　ゲラードは俯いて、下唇を噛んだ。

                「なら、この船が逃げ切ることができたら……僕らの勝ちということ」

                　アーナヴは眉を上げた。

                「フーヴァルが、話したか」

                　何のことを言われているのか、すぐにわかった。

                　彼が人魚の血を引いているということだ。ゲラードは頷いた。

                「ならわかるはずだ。あいつなら心配いらない。問題は、俺たちがどれだけ早く逃げられるか」

                　しかし、彼が人魚なのは半分だけだ。七隻の船に追われているときに、それで事足りるのか、ゲラードには知るよしもない。

                「そう……だと良いんだが」

                　その時、何か──耳には聞こえない音を聞いたような気がして、ゲラードは顔を上げた。

                「どうかしたのか？」アーナヴが心配そうにゲラードを見る。

                「今……」

                　まただ。また、聞こえた。

                　今度ははっきりとわかった。あれは──

                「フーヴァルの声がする」不思議だ。とても理解できない言語なのに、それでも彼の声だとわかる。「歌を……歌っているみたいだ」

                「何だと!?　あの野郎」アーナヴが反射的にあたりを見回す。舵柄かじのある甲板は壁に囲まれていて、窓からしか外を見ることができない。彼は苛立たしげに唸って、言った。

                「船尾楼甲板プープデッキに登って、確認してこい」

                　動揺したアーナヴの顔に、青白い鱗が微かに現れていた。デーモンとしての彼の素顔だ。

                「了解！」

                　駆け出そうとしたゲラードの腕を掴んで、彼はこう付け加えた。

                「もし黒雲が見えたら、全ての帆を畳むよう、すぐに号令をかけるんだ。いいな？」

                　ゲラードは頷き、全速力で船尾ともを目指した。

                　

                「ガル!?　こんなとこで何してんだ？」

                　船尾楼甲板プープデッキの見張りについていたのはワトソンだった。

                「アーナヴに言われてきた。雲は──」

                　まだない。だが、それよりもっと不吉な影が、こちらに近づいてきていた。

                　七隻の追跡者。いずれも、それぞれの海賊旗を掲げている。

                　ダイラで目を通していた報告書で読んだ覚えがあるものばかりだ。ジェフリー・オドネル船長のブラック・ブル号、アントン・セシル船長のハングドマン号……薔薇を咥えた髑髏の旗は、フェリジアのルナール・バイエ船長のトルテュ・ド・メール号だろう。他にも、マルディラのエンパラール号に、ソネット・ブラウ号……最後に島影から姿を現した、一番後ろにいる船の正体だけがわからなかった。あの海賊旗はなんだろう。蔓か何かのように見えるが、よく見えない。

                「あいつら、きっと地の果てまで追ってくる」ワトソンが言った。「追いつかれたら、今度こそ終わりだ」

                　フーヴァルの声は、相変わらず聞こえていた。

                　吹きすさぶ風や、軋む索具の音、潮騒を圧して、さっきよりもはっきりと。

                「あの歌が聞こえるか？」ゲラードはワトソンに訊いた。

                「歌!?　いいや」ワトソンは慌ててあたりを見回した。「お前には聞こえてるのか？　俺には何も……」

                　なら、これは僕の耳だけに聞こえているのだ。

                　前に聞いた人魚の歌のような、滑空する鳥を思わせる滑らかな声ではない。低く掠れて、時にひび割れたような荒さがある。だが、その響きには……力があった。荒ぶるものを手懐け、虜にし、彼らの中に潜む怒りを掻き立てて、歓喜と共に解放させる──そんな、扇情的とさえ言えるほどの力が。

                　そして、来るべきものがきた。

                　最初にやって来たのは風だった。生温かく湿気をはらんだ風が、七隻の船が浮かんでいる方角に向かって吹きはじめる。波が高まり、うねりはじめ……そして、夜の空から星が消えた。海上の空に、まるでインクを溢したかのように唐突に、漆黒の雲が現れる。

                　そう、あれは嵐を呼ぶ歌だ。

                「帆を畳め！」ゲラードは叫んだ。「縮帆しろ！　全ての帆を畳むんだ！」

                　号令は繰り返されながら船首おもてまで伝わった。その間にも雲は成長を続けた。渦を捲く乱雲のただ中で、今まさに、嵐が生まれ出ようとしていた。

                　瞬く間に膨れ上がる黒雲の中で、脈動のような稲光が、脅かすように夜の海を照らし出す。轟く雷鳴は、今にも襲いかかろうとする獣の唸りのようだった。

                　やがて礫つぶてほどもある大粒の雨が降りはじめ、七隻の船は、雨の窓帷カーテンと夜闇の向こうに消えてしまった。空を裂くような霹靂へきれきがあたりに響き渡り、光の柱が海と空とを繋ぐ。そして、嵐が幕を開けた。

                　荒波のようにうねり、昂ぶるフーヴァルの歌に追従するように、陣太鼓ボズランのような雷鼓らいこが響く。狂おしいまでの旋律に、ゲラードは胸を掴まれた。魅了された。ゲラードだけではない。風が、波が、雨粒が、嵐そのものが、彼の紡ぎ出す歌に身もだえしているようだった。

                　大粒の雨に打たれ、びしょ濡れで、船は木の葉のように荒波にもまれていたけれど、マリシュナ号の船乗りたちは少しも堪えていなかった。それぞれの喉から、雄叫びや、遠吠えや、でたらめな笑いが迸っていた。

                「これが……君の血」ゲラードは我知らず呟いていた。「君の力か……！」

                「ガル！」掌帆長のルーが叫んだ。「お前も来い！　そんなところに突っ立ってると、海に落ちるぞ！」

                「了解！」

                　濡れて、不安定に揺れる甲板をよろめき歩きながら、メインマストの根元にある止索柵ファイフ・レイルに向かっていく。嵐の時に甲板で身を守るには、丈夫なマストと繋がった索を掴んでいるのが一番安全だ。

                　だがその時、ゲラードは、それまでとはまったく違う音を聞いた。フーヴァルが奏でる人魚の歌でも、がなり立てるような舟歌でもない。嵐や、船がたてるいかなる音でもない。

                　空耳だろうか？　いや、違う。

                　笛。

                　あれは……。

                「嘘だろ」オーウィンが、ガタガタと震え出した。「ああ……ちくしょう……奴らが来やがった……！」

                　角笛だ。

                　そして、息を詰まらせるような悪臭がやってきた。

                　船員たちは、索を掴んだまま互いの顔を見交わした。そこに浮かんだ恐怖を、絶望を、なすすべもなく分かち合った。

                　その時ゲラードは、強烈な腐臭に滲む涙の向こう──暗い波間に、ぼんやりと光るものを見た。

                　こんなところに、あんな昔の船があるはずがない。だが、あるのだ。それは嵐の海をものともせず、平然と浮かんでいた。

                　青白い光を放つ、竜頭船ロング・シップ。それが、瞬く間に数を増やし、まるで無数の漁り火のように海面を埋め尽くした。あらゆる種の、あらゆる時代の男たちを方々からかき集めて船に詰め込んだかのように、亡霊たちの着ているものはバラバラだ。彼らは統制された動きで橈かいを操り、この暴風雨の中、音もなく、ある一点を目指して進んでいる。

                「臭いを嗅ぐな！」アーナヴが、抑えた声で言った。「目を開けるな。物音も立てるな。身を伏せて、じっとしていろ……奴らの注意を引くな」

                　だがゲラードは索つなを手放し、再び船尾ともに向かっていた。

                「ガル！」

                　鋭く囁くアーナヴの声がしたが、止まれなかった。

                「フーヴァルが……！」

                　フーヴァルが、危ない。

                　

                　　　　　　　†

                　

                　角笛の音が聞こえた……それで、気付いたら……昔の船さ──竜頭船ロング・シップと言うんだったかな？　それがもう、海原を埋め尽くしていた。二百艘はあったんじゃないだろうか……みな異なる服を着ていた。別の国、別の時代の人間を、無理矢理一カ所に集めたみたいだったよ……。

                　

                　あの男の話が真実だったことを、こんな風に確かめるつもりはなかった。

                　まさか、人が住む島のこんなに近くにまで出没するとは。

                　幽霊は生気を嫌うものだ。たとえ誘導されたとしても、生きた人間が大勢集まっている場所には近づくまいと思っていた。だが、奴らは現にここにいる。

                　数千人の酔っ払いどもの生気など屁でもないくらい、力を増しているのだ。

                　あの飲んだくれの話は概ね正しかったが、一つだけ間違っていた。船の数は、二百艘なんてものじゃない。三百はある。

                　幽霊の目当ては、嵐の中で藻掻いている六隻の船だ。その証拠に、ヴェルギル──シルリク王の幽霊が、フーヴァルが喚んだ嵐のまっただ中にいる。

                　こんなに強風が吹き荒れているにもかかわらず、おぞましい腐臭があたりに漂っていた。

                　フーヴァルは、幽霊たちに見つからないよう海中に潜った。だが、この状態で船まで戻るのは至難の業だ。荒れ狂う波のせいで思うように進めず、大きなうねりの中を、身を捻よじるようにして進んでゆくしかない。月明かりもない夜の海にいると、前と後ろ、上と下の感覚さえわからなくなる。

                　唯一の手がかりが、波の上に浮かんでいる幽霊船の群れだ。どの船もみなシルリクの幽霊に船首を向けていたから、船尾がどっちを向いているかさえわかれば、この場から遠ざかることはできる。

                　マリシュナ号が、十分遠くへ逃げていてくれれば良いが。

                　不意の嵐に戸惑う魚たちと並んで泳いでいるうちに、ようやく、虚ろに光る船影がまばらになってきた。

                　この姿になることを拒否し続けたせいで、泳ぎには慣れていない。覚悟はしていたが、ひどく消耗している。波にもまれて海底の岩にぶつかり、いくつも傷を負っていた。鮫は血のにおいにひかれてやってくる。この嵐の中で食事をするほど馬鹿ではないだろうが、もし囲まれても、今の自分では戦えない。

                　とにかく、すぐにでもマリシュナ号にたどり着かなければ。

                　皆の無事を確認しなくては。仲間を失えない──もう二度と。

                　焦るほどに、尾びれの動きがぎこちなくなる。そして焦るほどに、正常な判断力は失われた。

                　嵐の領域から離れて、波が落ち着いてきた。暗い海に浮かぶ巨大な船底を見て、フーヴァルはそれを……マリシュナ号のものだと思いこんだ。追っ手は全員嵐に沈めたし、自分は間違いなく、仲間の逃げた方向に進んでいると思っていたのだ。

                　波間に顔を出し、あたりを見回す。幽霊船はいない。

                　ほっと息をついて、上を見る。

                　そしてようやく、それが自分の船ではないことに気がついた。

                　雲間から覗く星明かりを背景に、棚引いているのは──大烏賊の海賊旗。

                「こいつは……」

                「よお！」

                　船尾に設えられた船尾回廊に、人影があった。姿は見えなくても、あの声を聞けばわかる。

                　頭を殴られたかのような衝撃と、目眩。

                　俺はまだ、夢を見ているのだろうか。

                　呆然としていたせいで、あたりに注意を払うことさえしていなかった。だが、もし警戒していたとしても、逃れることはできなかっただろう。水面下を横切る白い影に気付いた時には、もう手遅れだった。その白い影──いくつもの白い影が、渦巻きながらフーヴァルを取り囲んだ。

                「ぐ……！」

                　ぬめるものがゲラードの尾びれ、腰、胴体に巻き付き、きつく締め上げる。まるで何百もの口に噛みつかれたような痛みが、全身に走った。

                「ああ……っ！」

                　それは一本の太さが木の幹ほどもある触手だった。藻掻き、引っ掻いても、びくともしない。噛みつくと、それは怒りを露わにするように色を変え、また元の色に戻った。まるで──いや、これはまさしく烏賊いかの脚。あの男が言っていた、化け物烏賊いかの脚だった。

                　無数の脚にがんじがらめにされたまま、フーヴァルは船尾回廊にいる男のところまで持ち上げられた。彼が掲げていたランタンのおかげで、その顔も、奴が浮かべていた笑顔も、はっきりと見えた。

                「可愛い可愛いわたしの坊やマイ・ボニー・ボニー・ラッド」

                　古い、古い友が、フーヴァルを見下ろしていた。

                「ジャクィス・キャトル……？」

                　彼は言った。

                「久しぶりだな！　アール・ライリー！」
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                「お前は腑抜けになっちまったなぁ、アール」ジャクィスは言った。「いや、今はフーヴァルか」

                　海から引き上げられたせいで、フーヴァルの身体は人間の姿に戻っていた。ジャクィスは一糸纏わぬ姿のフーヴァルをしげしげと眺めて、貴族的な顔に愉悦らしき笑みを浮かべた。

                　色の薄いまっすぐな金髪に、榛色の瞳。世を拗ねたような笑みが似合う、薄い唇。船乗りにしてはあまりに整った容貌だ。だが、海を愛する男で通すには冷淡すぎる外見とは裏腹に……彼は海を愛する男だった。だからこそ、こいつには負けられないと思っていた──ホライゾン号の皆が死んだあの時までは。

                「十六年経ったってのに、お前はちっとも老けてない」

                　ジャクィスの、生粋のベイルズ人らしい気取った訛りもそのままだ。

                「そういうお前は、ずいぶん弛たるんだな」

                　フーヴァルが唸るように言うと、彼はハハと笑った。ふたり連れだって海を眺めながら、ホライゾン号の甲板でいつもそうしていたように。

                　実際、時は彼に容赦をしなかった。どれだけ波風にいたぶられてもつやつやとしていたジャクィスの肌には、流れた年月の痕跡が刻まれていた。

                　流れた年月──雲隠れしていた十六年もの年月が。

                「お前はくたばったと思ってた」フーヴァルは言った。

                「それはお互い様だよ、アール」

                　その名前で呼ばれる度に、昔に引き戻される気がする。

                「いままで、どこで何をしてやがった？」フーヴァルは言った。「ホライゾンは沈んだんだろ！　いったい何が──」

                「毎日、どこかの海で起こっていることが起きただけさ」ジャクィスは肩をすくめた。「オチエンは下手を打った。フェリジアの船に体当たりされて、ホライゾンは船ごと沈んだ。俺は一人逃げ延びて……」そして、射るような目でフーヴァルを見た。「お前のことを探したんだよ。長いことな」

                　胃が硬く、重くなる。

                　ジャクィスは続けた。

                「まず、アラニのところにお前を探しに行った。だがお前は彼らと仲違いをして、さっさとどこかへ行ったと言われた」

                　お前らしいよなぁ、とジャクィスは笑った。

                「お前を探すのを手伝ってくれるというから、俺もアラニに協力してやったんだ。連中が緑海を渡りたがってたのは知ってるだろ？　大いに役に立ってやったさ」

                　大烏賊の足が、フーヴァルをジャクィスに引き寄せた。彼は身動きの取れないフーヴァルの顎を無造作に掴むと、またしても検分するように、顔を眺めた。

                「フーヴァル・ゴーラム」ただ貶すためだけに飲んだワインを評するような口ぶりだった。「まさか、あのアール・ライリーが〈浪吼団カルホウニ〉を率いていたなんてな。アラニが何年も、何年も掛けて探し回って、ようやく探り当てた。あいつらが馬鹿なのか、それとも、お前に隠れん坊の才能があるのか、どっちなんだ？」

                「連中を信用したおヽ前ヽがヽ馬鹿なんだろ」

                　ジャクィスは忍び笑いをした。「お前なら、そう言うと思った」

                　素っ裸のまま烏賊の下足ゲソにナニを握られているこんな状況だというのに、懐かしさを覚えずにはいられなかった。遠慮のない物言いで、斬り合うように続いていく、お馴染みの会話。

                「だが、まさかお前がエイルのために粉骨砕身してるなんて、誰が思う？　陸おかでも、ホライゾンでも、アラニですら居場所を見つけられずに、逃げちまったお前が？」

                「逃げたわけじゃねえ」フーヴァルは言ったものの、説得力がないことはわかっていた。「あそこは……俺には合わなかったんだ。それに、ホライゾンには戻るつもりで──」

                「ああ、アラニの連中は確かに、なんというか……自己憐憫に陶酔してる嫌いがあるな。お前が嫌がりそうな性質タチだ」ジャクィスは回廊の手摺りに肘をつき、フーヴァルの顔を覗き込んだ。「だったら、エイルは何が違うんだ？　あれだって、負け犬の寄せ集めだろう。死に損ないの王に、のけ者の人狼……ダイラから追い出されたナドカの巣窟だ。だから居心地が良いのか？」

                　苛立ちが、腹の底で鎌首をもたげる。

                「あいつらは……そこまで悪くない」

                　すると、ジャクィスは仰け反り、冷やかすように口笛を吹いた。

                「おいおい本気か！　アール！」

                　フーヴァルは声を荒げた。

                「あの国こそ、オチエンの理想だ！　今はようやく海に浮かんでるだけの島だが、そのうち──」

                　ジャクィスがなだめるように肩に手を置いた。「わかった。わかったよ。そうムキになるな。お前の考えだもんな。俺は尊重するよ」

                　そうやってなだめられる度、ジャクィスのことが嫌いになったものだった。結局は、数刻もしたら許してしまわざるを得ないのだが。

                「お前こそ、その『死に損ないの王』をダシにして汚ねえ稼ぎ方をしてるじゃねえか？」

                「そりゃあお前、使えるものは何でも使わないとな」ジャクィスは笑って、周囲を取り巻く幽霊船の群れを指し示した。「見ろよ、この大船団を！　奴らは死なない。傷つかない。恐怖もない！　そういう傭兵に金を惜しむ国がどこにある？」

                　フーヴァルは目を見開いた。

                「お前──戦争で儲けるつもりなのか？」

                　興を削がれたとでも言いたげに、ジャクィスの笑顔が翳った。

                「賢い男なら、誰だってそうする」

                「だが、オチエンは──」

                「アール！」ジャクィスは、必要以上におどけた調子で言った。「オチエンは死んだ！」

                　オチエンは、死んだ。

                「死んだんだよ！　わかるか？　いつまでもあの人の考えに縛られてはいられないんだ。時代は変わっていくものだぜ。そのくらい、賢いお前にはわかっていると思っていたんだがな」

                　それは、わかっている。わかっているが、それをこの男から、こんな風に──侮辱めいた言い方をされるとは思っていなかった。

                　フーヴァルは今の今まで、ジャクィスも自分と同じくらい、オチエンという師を尊敬し、敬い、彼の弟子として恥じぬように生きていこうと思っていたのだと……思っていた。だが、時は全ての記憶を美化してしまう。なお悪いことに、罪悪感もまた、記憶を美しく飾り立てる。

                「俺は……お前のことを見誤っていたらしいな」

                「それは、俺のせいじゃないよな？　アール」

                　ああ、その通りだ。

                　フーヴァルは奥歯を噛みしめた。

                「だが、もう一度言わせてもらうが、それはこっちの台詞なんだぜ」ジャクィスは言った。「お前の哲学はどこへいっちまったんだ。強いものだけが生き残る──それが信条だっただろ？　何がオチエンの夢だ。何がナドカの楽園だよ！」

                　ジャクィスは、踊るように優雅に激昂していた。

                「実はな、アール。お前が俺を追いかけはじめた頃から、俺もこっそりお前を見てたんだ」

                　フーヴァルがジャクィスを見ると、彼はにんまりと笑みを拡げた。だがその笑顔の裏には、まだ怒りが燃えていた。

                「最初のうちは良かった。『この船に全員は乗れない』だっけ？　気が利いてて、合理的で、実にお前らしい。それがなんだ！　何の取り柄もない人間ウィアなんかを乗せやがって！」

                　フーヴァルは眉を顰ひそめた。

                「なんでそれを──」

                「お前がマルーンにした、あの船乗りだ。可哀想なことをするじゃないか。たかが男の尻を狙っただけのことで置き去りの刑とは。俺の船に乗せてやったら、泣きながら洗いざらい話してくれたぜ──あの男の正体もな」

                　心臓が逸り、息が苦しくなる。まさか、こいつの狙いはゲラードなのか？

                　だが、ジャクィスの怒りは別の場所にあるようだった。

                「なあ……俺はお前のことが好きだ」彼は、蜜のように甘い声で言った。「本当だ。でなきゃ、十六年間も探したりしない。お前はずっと孤高の存在だった。ホライゾンに乗り込んできたときから、俺にはわかってた。お前には特別なものがある」

                　ジャクィスの指が、フーヴァルの胸を、腹をなぞる。やがてそれが、臍の下──人間と魚の身体のつなぎ目となるあたりまで降りてくる。

                「よくいままで隠し通せたものだ」彼は、掠れた声で言った。「人魚だったとは」

                「言ったろ。見破れなかったのは、お前が馬鹿だからだよ」

                　ジャクィスは、今度は笑わなかった。フーヴァルの声を聞いてもいないようだった。

                「それも、オルノアへの鍵となる人魚だ……」

                　ジャクィスの手が、胸元の金貨に触れた。彼の榛色の目が、金貨に吸い寄せられるように濃く翳ってゆく。

                「そんな与太話を、誰に吹き込まれた？」フーヴァルは身を捩って、ジャクィスの手から逃れようとした。「お前もパドレと同類の間抜けだな！」

                　だが、烏賊の吸盤がより深くゲラードに噛みついて、身動きすることを許さなかった。

                　ジャクィスは金貨から手を放し、冷ややかな目でフーヴァルを見た。

                「だがパドレとは違って、俺はお前を捕まえた」

                　ジャクィスが、まるで口づけをしようとするかのように、身を乗り出す。だが、彼は目を伏せなかった。フーヴァルの目を覗き込んだまま、ゆっくりと、顔が近づく。

                　顔を逸らしたいのに、できない。何かにがんじがらめにされているみたいに、彼の顔から──徐々に大きくなってゆくその瞳から、目が離せない。

                「お前は弱いなあ。アール。昔から、一度だって俺に勝てたことがない」ジャクィスは、短刀のような笑みを浮かべた。「フェリジアに追われている最中、オチエンはずっとお前のことを話してたよ。アールがここにいれば、アールがいてくれたら──ってな。それでお前はどこにいた？　どこにいたんだよ、アール！」

                　ジャクィスの両目はいまや、顔の半分を占めるほど巨大になっていた。

                　今にも飲み込まれそうだ。その目に。

                　絶望に。

                「ほらな？　やっぱり」

                　ジャクィスが瞬きをすると、瞳の形が変化した。

                　横に細長く波打つ、黒い瞳孔。

                　それは、獲物を幻惑する烏賊いかの目だった。

                「やっぱり、俺の方が強い」

                「フーヴァル！」

                　その声に横っ面を叩かれたみたいに、目が覚めた。

                　何かが弾けたような衝撃に、目眩。フーヴァルは頭を振り、何度も瞬きをした。

                　すると、今までみていたと思っていた光景は、欠片も残さず消え失せていた。

                　ジャクィスはいない。船もない。大烏賊の触手もない。フーヴァルは一人、嵐のただ中で、海面に突き出た岩礁の上に立っていた。あと一歩でも踏み出していたら──気付くのがあと一瞬遅かったら、荒れ狂う海に落ちて、夢を見たまま死んでいただろう。

                　気絶していた心臓が、息を吹き返したように脈動している。鼓動が早すぎて、胸が、肺が痛い。

                　だが、自分のことはいい。いま聞こえた声が幻ではないのなら、この嵐の海のどこかに──。

                「フーヴァル！　どこにいるんだ!?」

                　幻じゃない。あいつが、ここにいる。

                「ゲラード！」

                　小山のように盛り上がっては砕ける波のせいで、数ナート先すら見通せない。

                「ゲラード！　どこだ！」

                「フーヴァル！」

                　確かに、声が聞こえる。

                　海に飛び込もうとしたフーヴァルの脳裏に、これも幻かもしれないという思いが過よぎる。

                　もしジャクィスが俺のことを本当に調べ上げていたら、きっとゲラードをダシにするはずだ。

                「フーヴァル、いま行くから……！」

                　だが、これが奴の作った幻覚だとは思えない。このクソみたいな嵐の中、たった一人で、クソみたいにちっぽけな小舟でフーヴァルを助けに来るようなクソ馬鹿野郎の存在は、彼の想像力の範疇にないはずだ。

                「ゲラード！」

                「フーヴァル!!　やっと見つけた！」

                　ゲラードは、舳先に〈魔女の灯明〉を提げた小舟に乗っていた。漕ぎ手もいないのに流されることもなく安定して浮いている。ということは、索で母船と繋がっているのだろう。荒波の中でもひっくり返らずにいられるのは、きっとヘインズの呪文の効果に違いない。

                「クソッ！　索の長さが足りない！」ゲラードが珍しく悪態をついた。「フーヴァル！　ここまで泳いで来られるか!?」

                「ああ！　待ってろ！」

                　早くしないと、奴の方から海に飛び込んでこっちに来かねない。フーヴァルは意を決して海に飛び込んだ。

                　嵐は先ほどよりも激しさを増していた。もみしだくような波の中、尾びれを懸命に動かして進む。明かりはなく、砕ける波が水中に気泡をばらまくせいで、伸ばした手の先さえまともに見ることができない。

                　だが、なぜか、彼の手が見えた。

                　それはフーヴァルを導くように優しく光り、待っていた。

                　風に吹き飛ばされる木の葉のように押し流されそうになりながら、ようやく、その手を掴む。ゲラードは大声で叫びながら、フーヴァルの身体を思いきり引き上げた。

                　舟底に横たわり、激しく咳をする。ゲラードは〈灯明〉を持ち上げ、それを空中で振った。すると、嵐の轟音の向こう側から、仲間たちがロープを巻き上げるかけ声が聞こえてきた。

                「大丈夫だ」ゲラードは、肩で息をしながら言った。「もう大丈夫」

                「クソ馬鹿野郎」フーヴァルも、身体全体で喘いでいた。「なんでこんな無茶を──」

                　すると、彼は笑った。その笑顔も、笑い声も、こんな状況ではまったくもって不似合いで、場違いだった。けれどフーヴァルはその声を聞いて、なぜだかわからないまま、つられて一緒に笑って……それでようやく、自分が悪夢を抜け出したことを知ったのだった。

                　深い、深いため息をつく。

                「ありがとよ、ゲラード」フーヴァルは、心の底から言った。

                「どういたしまして」ゲラードはにっこりと笑った。

                　小舟は着実に、母船に引き寄せられていた。

                　フーヴァルの目に、船尾のランタンがはっきりと見えた。向こうからもふたりの姿が見えたらしい。

                「船長だ！　ガルも無事だぞ！」という声に、歓声が起こるのが聞こえた。

                　その時だった。

                　まったく唐突に、小舟がひっくり返った。海水にたたきつけられ、波に身体をもぎ取られ、瞬く間に船から遠ざかる。

                　いったい、何が──？

                　恐慌に陥りそうになる頭をなんとかなだめる。人魚への変異を遂げる身体の違和感を押さえつけながら、フーヴァルはゲラードの姿を探した。

                　服を着たまま海に落ちると、服が水を吸い込み、思うように泳げなくなる。この嵐の海では、あっという間に溺れてしまうだろう。

                　暗い海に目をこらし、潮の流れから行き先を予測する。波を蹴って、本能のままに、フーヴァルは泳いだ。

                　すると、いた。

                　だが、ゲラードは一人ではなかった。気を失ったのであろう彼を抱きかかえ、大きな尾びれをはためかせて、遠くへ泳ぎ去ろうとしている者がいる。

                　人魚だと!?　なんで、人魚が奴を──。

                　その時、フーヴァルの脳裏にドクの言葉が蘇った。

                　キャトフォードの沖に浮かんでいたゲラードは、何者かに生ヽかヽさヽれヽたヽのではないかと、彼は言っていた。あの時確かに、人魚が彼を助けた可能性を考えた。それを、今まで忘れていた。

                　奴らは一人の人間を気に入ると、飽くなき執着をもってどこまでもついてまわる。

                　だが──。

                「そいつに、先に目をつけたのは、俺だ！」

                　潮を裂いて、フーヴァルは加速した。全ての鰭ひれで水を掻き、水流の間隙を縫うように泳ぐ。賊ヽは、思わぬ追い上げに裏帆を打ったおどろいたようだった。そいつが振り向き、目を丸くしたのを、フーヴァルは確かに見た。

                　そしてその顔が、びっくりするほど自分に似ているのを。

                　だが、驚いている余裕はなかった。フーヴァルはゲラードの身体を抱きかかえると、略奪者に向かって言った。

                「海賊から宝を奪おうなんざ、百万年早いんだよ、雑魚が！」

                　フーヴァルは文字通り牙を剥き、人魚の肩に思いきり噛みついた。

                　人魚は悲鳴と気泡とを吐き出し、水中で身もだえする。その隙を突いて、フーヴァルはゲラードを奪い返した。

                　海面に顔を出して周囲を見回す。が、あたりには何もなかった。

                　マリシュナがどこにいるのかも、もうわからない。この嵐がいつまで続くのか、陸に着くまで泳ぎ切れるのか……フーヴァルには、何もわからなかった。

                　遠のく意識の中、海面を波が奔るたびに容赦なく押し流されそうになりながらも、フーヴァルは泳ぎ続けた。どのくらいの時間が経っただろう。もはや意思の力の及ばぬ本能で尾鰭おひれを動かし続けていたフーヴァルは、水底から響いてくるような、長く尾を引く啼声ていせいを聞いた。海面に顔を出していても聞こえるほど、力強く、深い声だ。

                　気を失っているはずのゲラードが、身じろぎして呟いた。

                「歌……だ……」

                　それが本当に何かの力を持つ歌だったのか、それとも気まぐれな鯨の声だったのかはわからない。だが、海を震わせるような不思議な音になだめられたみたいに、荒れ狂う潮流はゆっくりと凪いでいった。

                　やがてフーヴァルは、闇の中に自分を迎え入れる白い腕かいなを見た気がした。フーヴァルはその腕に向かって泳ぎ、泳ぎ、とうとう泳ぎ着いて、柔らかな砂の抱擁に身を任せた。そうして、自分の隣にゲラードがいることを確かめてから、ようやく気を失った。
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                　その島が普通の島でないのは、すぐにわかった。

                　目を覚ました直後、あまりにも白い砂浜に照り返す日の光で目がくらんだ。ゲラードはあたたかく濡れた砂浜から身を起こし、何度も瞬きをして明るさに慣れようとした。まばゆい光としばらく格闘してようやく、周りを見ることができた。

                「わぁ……」

                　ゲラードは、なにもかもを忘れて、その光景に見入った。こんな景色がこの世界にあることを、今の今まで想像もしていなかった。

                　目の前に、視界の限りに、あらゆる種類の青が広がっている。

                　水平線まで続くかと見える白い浅瀬の先には、砂の色と混ざり合ってほとんど乳白色に見える遠浅の海がある。その向こうには、カッライス石のように緑がかった空色の、凪いだ海がどこまでも続いていた。砂浜の白から、輝く瑠璃色、空と海との境目を縁取る深い紺碧にいたるまで、海は何層もの波を経て色を変えていた。

                　ゲラードのいる場所から波打ち際まではかなりの距離がある。ゲラードの周囲には無数の潮だまりが残されていた。巨大な水鏡は穹窿きゅうりゅうの蒼あおをくっきりと映し、まるで天と地の両方から空に包まれているかのようだ。

                　吹き抜ける風が水面に漣をたてると、光は踊りながら、水中に虹の欠片をばらまいた。

                　ゲラードは、すぐ隣で気を失っているフーヴァルを揺さぶった。

                「フーヴァル……フーヴァル！」

                　彼は低く呻き、濡れた砂と白い泥にまみれた顔をしかめた。

                　彼は目を開け、すぐに後悔して、きつく瞼を閉じた。それからまた恐る恐る瞼を開け、何度も目をしばたいた。

                　さっきのゲラードとまったく同じことをしている。だが、彼の反応はゲラードとは真逆だった。

                「クソ」第一声がそれだった。「なんなんだよ、この場所は……」

                「わからない」

                　ゲラードが言うと、フーヴァルはまた呻いて、持ち上げかけた頭を再び砂浜に横たえた。そしてごろりと寝返りを打ち、一糸纏わぬ身体を日の光の下に晒した。まるで身ぐるみはがされた酔っ払いだ。

                　だが、その身体を見て、ゲラードは考えを改めた。フーヴァルの身体は傷だらけだった。足と、それから腕に、無数の痛々しい傷が増えていた。ゲラードを抱きかかえて泳いでいるときに負ったのだろう。

                「水を探さないと」ゲラードは言った。「歩けそうか？　それとも抱えていこうか？」

                「おい、俺を誰だと思ってやがる」

                　ゲラードはフフンと笑って、砂浜の上に四つん這いになり……そのまま突っ伏した。

                「ほら、無理をしないで」

                　ゲラードが慌てて手を貸す。フーヴァルの顔は、額から髭の先まで、砂と泥とで真っ白になっていた。こんな状況でなければ笑っただろうが、彼がこうなったのにはゲラードにも責任がある。

                　身体に力が入らないフーヴァルを抱え上げ──彼は尚も「俺は歩ける」と言い張った──砂浜に接する森の縁へと連れて行く。どうやらこの島は、広大な浅瀬と、岩がちな陸地とでできているらしい。そう広くもないこの島で湧き水や食料を手に入れるのは絶望的だろうと、ゲラードは冷静に考えた。だが、まずはフーヴァルを安全なところで休ませなくては。

                　森には椰子の木や、名前も知らない南方の木やらが生い茂っていた。膨れ上がったパン生地のような幹をした木が、崩れかけた巨石の隙間に根を張っている。葉は大きく分厚くて、頼もしい日よけになってくれそうだ。

                「水を探してくる」ゲラードは言った。「君はここで休んでいてくれ」

                「待て、俺も行く」フーヴァルが唸り、身体を起こそうとして──その場に頽れた。

                「いいから休んで。今度は僕が、君を助ける番なんだ」

                　立ち去ろうとすると、フーヴァルはゲラードの足首を掴んだ。だが、容易く振りほどけるほど弱々しい。

                　ゲラードはため息をついた。

                「すぐ戻るから──」

                「駄目だ、行くな！」

                　フーヴァルは、ただの見栄でついて行くと言い張っているわけではないのだと、ようやく気付いた。ゲラードは彼の傍に片膝をついた。

                「なぜ、怯えてるんだ？」

                「怯えてなんかねえ」

                　言葉選びを間違えた。ゲラードは言い直した。「何を心配してる？」

                　するとフーヴァルは、巨石に背中を預けたままあたりを見回した。

                「この島は、なにかおかしい」

                「何かって……何が？」

                　わからん、と彼は言った。「お前を攫おうとした人魚が、何か言ってなかったか」

                　人魚。

                　そうだ。あの時舟をひっくり返されて──ゲラードは、水中で待ち構えていた人魚に攫われたのだった。

                　ゲラードは、気を失う前の記憶をなんとか思いだそうとした。いきなり海に放り投げられた衝撃と、いきなり抱え上げられた驚きとで、恐慌に陥りかけたのを覚えている。自分に回された腕がフーヴァルのものでないことはすぐに気付いた。暴れるゲラードの耳に聞こえたのは、不思議な、軋むような音と笛のような音。それから──。

                「僕を硲はざまの世界に連れて行く、と」ゲラードは言った。「そこで──」

                「硲はざまの世界だと？」

                　ああ。ああ、そうだ。ようやく思い出した。

                「そこで……見つけろと言われた」

                　フーヴァルの顔が険しくなる。

                「何を見つけろって？」

                　ゲラードは、フーヴァルを見た。

                　そうだった。ここには偶然流れ着いたのではない。導かれたのだ。

                「自分自身を」

                　フーヴァルは思いきり顔をしかめた。「なんだそりゃ」

                「僕にもわからない」ゲラードは途方に暮れて、肩を落とした。「でも、今はとにかく、飲める水を見つけないと。ふたりともここで乾ききってしまう──」

                　そのとき、唐突に雷鳴が鳴り響いたと思ったら、空が瞬く間に雲に覆われた。そして、まるで天が采配を誤ったのかと思うほどの勢いで、雨が降りはじめた。

                　ゲラードとフーヴァルは、しばらくの間それをぽかんと眺めていたが、ハッとして顔を見合わせた。

                「水だ」

                　

                　普通の島でないどころではなかった。

                　あの人魚──そういえば、どことなくフーヴァルに似ていた──は、ここを硲はざまの世界と呼んでいた。それがどういう意味であれ、この島は、ゲラードが生きてきた世界の法則や常識とはかけ離れた場所にあるらしかった。それは、時間が経てば経つほどはっきりしていった。

                　真水の必要性を論じている最中に雨が降るなどというのは序の口だった。巨大な葉を丸めて作った即席の桶から溢れるほど水が溜まると、雨は嘘のように止み、また青空が広がった。森を歩けば乾いた薪が山ほど見つかり、ご丁寧に火打ち石まで転がっている。砂浜に戻れば、うたた寝していたフーヴァルの前に、まるで供物のように魚が打ち上げられている、という具合だ。

                　島を取り囲む浅瀬は、かなりの広範囲に亘って広がっていた。そして、海が深くなるところで、海水の色は唐突に深い碧に変わる。海水が澄んでいるおかげで、珊瑚礁や、そこに生息する色とりどりの魚たちの姿まで見ることができた。だが、そこから先へ泳いで行く勇気はなかった。少なくとも、ゲラード一人では無理だ。

                　時間が経っても潮が満ちる様子はなく、あたたかく穏やかな海水は、まるで産着のように島を包み込んでいた

                　フーヴァルは夜に期待をかけていた。星座の配置から大体の位置を知ることができるはずだと思っていたのだ。だが、当ては外れた。見知った星座は確かに見つけられたが、位置がてんでバラバラなのだ。同時に見えるはずのない冬と夏の星座が、まるで当たり前のように空に並んでいる。月までもが常識外れの方角から昇り、勝手気ままに夜空をうろついたかと思えば、いつの間にか姿を消していた。

                　フーヴァルの横顔は、ゲラードを不安にさせた。何しろ、出会ってからの四年の間で、これが初めてだったのだ──彼の心が挫けるのを見たのは。

                　彼は何も言わず、ただいつものように「クソッタレ」と吐き捨てただけだった。だが、その表情は暗く沈んだままだった。彼の力の原動力でもある、怒りの気配すら感じられない。

                　フーヴァルが着るための服がなかったので、ゲラードは自分の上着と下穿きとを彼に貸して、自分はシャツと脚衣を着ることにした。何度か手を怪我しながら焚き火をおこして、ようやく暖かい炎の恩恵にあずかった。

                「どうやら、ここは文字通りの『硲はざまの世界』らしい」ゲラードは、焚き火を見つめながら言った。「僕らの世界の常識がまるで通じない。食べ物も、水も、見返り無しに与えられる──まるで楽園だ」

                「楽園なんてもんは存在しねえ」フーヴァルはむっつりと言った。

                「だが、聖典には記されている。だろう？　神々と人とが交わって暮らしていた時代には、地上は楽園だった」

                　聖典──神話のはじめには、神々が名前を持たなかった時代が語られる。そのとき、この世界に争いはなく、飢えも、怒りも、悲しみも存在しなかった。

                　やがて神々の中から、特に力を持った何柱かが興る。陽神デイナや月神ヘカ、父なる嵐神ユルン──彼らは己を信奉するものたちを守り、雨や食料を与え、つつがなく暮らせるよう導いた。甘美な果物がそこら中で実をつけ、海は豊富な恵みを与えてくれた。神から与えられた食物には不思議な力があった。それをきれいに清め、もとあった場所に丁重に戻しておくことで、再び蘇り、また自分の元に戻ってくるのだ。

                　尽きることのない恵みの中で、人々は平和と繁栄を享受していた。

                　だが一柱の神の『贈り物』がすべてを変える。

                　黄昏の神・リコヴが人間に与えた『嘘』だ。

                　それをきっかけに、いままで平和だった世界には瞬く間に疑いが芽生えた。その疑いはやがて神にまで向けられ……争いが起こる。

                　長い、長い歳月をかけて、ようやく戦を制圧したのは陽神デイナだった。彼は弟リコヴを追放し、彼を庇った月神ヘカをはじめとした、他の神々をも聖地から追放し、失墜させた。

                　陽神デイナのもとで人間は栄え、月神ヘカは彼女に忠誠を誓う種族──人外ナドカを生み出した。二つの種族は時に共生し、時に争いながら、同じ時代を分かち合っている。そして、今の世界がある。

                「ここは、太古の世界の……生き残りのようなものなのかも」

                「やめろよ」フーヴァルは不機嫌に言った。「そういう寝言を聞きたい気分じゃねえ」

                　ゲラードはムッとして言った。

                「ここが普通の島じゃないと言ったのは、君だろ」

                「普通の島じゃないのは確かだ。俺が言ってんのは、楽園の生き残りだなんだってヤツの方だ」

                　それは失敬、とゲラードは言った。

                　機嫌の悪いときの彼と会話をするのは難しい。これ以上彼の神経を逆なでする前に、議論を打ちやめにした方が良さそうだ。

                　ゲラードは手の中にある魚の骨に意識を向けた。

                　もしこれが、神からの贈り物だとしたなら──それを火にくべて、焼いてしまうのは間違ったことのような気がする。

                　食べたものの骨はきれいに清め、もとあった場所に丁重に戻すこと。それは陽神教の信者が幼い頃に教わることだ。とは言え教わった傍から、こうした教えがすっかり形骸化してしていることを思い知ることになるのだが。家々から出るゴミを回収するものたちのことを骨洗いボーン・ウォッシャーと呼ぶのは、この戒律のちょっとした名残だ。

                　ゲラードは波打ち際まで歩いて行き、魚の骨を海水で洗い清めた。半分は好奇心、もう半分は、奇妙な確信をもって。

                　やがて、魚の骨が浜の砂と同じくらいきれいになると、それは思い出したかのように震え、ひとりでに泳ぎ出して、ゲラードの手を離れた。

                　あっと声を上げる暇もなかった。白い骨が夜の海の深みへと消えて行く前に、魚は再び、銀の鱗を煌めかせていた。
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                　島の神秘を語るゲラードの興奮ぶりとは対照的に、フーヴァルはどんどん不機嫌になっていった。

                　自分の身体を思うように動かせない苛立ちと、慣れない環境とが彼を苛んでいるのだろう。ゲラードは彼の気分を上向かせようと、探索する度に見つかる様々な果物を土産にした。だが、彼は滅多に口をつけなかった。島に流れ着いて三日目の昼、とうとうフーヴァルは、のべつ幕なしに喋りまくる──と彼は言った──ゲラードに向かって「一人にしてくれ」と怒鳴った。

                「苛立っても仕方ないだろう」ゲラードは冷静に諭そうとした。「君の体力が回復したら、ここから出ていく方法を考えよう。それまでは体力をつけて待つしかない」

                　そんなことは、フーヴァルだって百も承知のはずだ。だが、彼は意固地になっていた。

                　あの嵐の海のただ中で見ていたという幻影についても、彼はほとんど何も語らなかった。見たくないものを見たらしいことだけはゲラードにもわかった。けれど、それだけでは何の助けにもならない。

                　そう、問題は、彼が助けを求めないことなのだ。

                　結局ゲラードは、フーヴァルの望み通りにするしかなかった。彼を一人にして、島の探索に出ることにした。

                　

                　どうやらここは厳密には一つの島ではなく、いくつかの小さな島が、白い砂浜によって三日月のような形につなぎ合わされたもののようだった。ゲラードとフーヴァルが流れ着いた岸は弧の先端にあった。いまふたりがいるのも、そこだ。これまでの探索では、ふたりがいる場所から三つ目の島までしか足を伸ばしていない。今日は島の隅々まで見てやろうと、ゲラードは意気込んでいた。

                　人魚は、ここで自分自身を探せと言った。だが、自分を探すよりもまず、ゲラードは、『硲の世界』がどういうものなのかを理解しようとしていた。

                　足下の白い砂は柔らかく、あたたかい。貝を背負った色とりどりのヤドカリや、小さな蟹を踏まないように注意しながら、ゲラードは歩いた。森からは何十種類もの鳥のさえずりが、海の方からは笑いさざめくようなイルカたちの声が聞こえている。木立の間に分け入れば、瞬きをする度に違う虫の姿を目にした。宝石のような甲虫や輝く羽を持つ蝶たちが、目の覚めるような色の花に憩っている。酔うほどに濃く甘い香りにひかれてやってくるのは虫ばかりではない。親指ほどの大きさの鳥が、目にも留まらぬ早さで羽根を動かしながら空中に静止し、長い嘴の先から蜜を飲んでいた。

                　楽園──あるいは硲の世界。どういう名前で呼ぶにしろ、ここが生命の宝庫であることは間違いなかった。

                「ここには、あらゆる生命が存在しているようだ」ゲラードは呟いた。

                　ふと、頭の中に閃きが過る。

                　あらゆる生が存在している。見返りを求められることもなく、惜しみなく与えられる。

                　だが、どこを探しても見つからないものが一つだけあった。

                『死』だ。

                　この発見をどう考えたらいいのだろうかと考えながら、ゲラードはあてどもなく歩いた。そうこうしているうちに恵みの雨が降りはじめ、日に焼けて火照った肌を癒やしてくれた。ゲラードは、一ナート先も見えないほどの雨の中を、半分手探りで進んだ。どこかで雨をしのげる場所を見つけなければ。すぐ止むとは言え、雨宿りもせずに待つには勢いが強すぎる。

                　その時、視界の端を何かが過った。

                　鳥ではない。獣にしても、大きすぎる。この島に熊が生息しているというならば話は別だが。

                「僕らの他に、誰かいるのか……？」

                　勢いを増してゆく雨に視界を遮ぎられながら、ゲラードは、人影が消えた辺りに向かった。すると、降りしきる雨の幕の向こう側に、再びその人の背中を見た。遠くて、顔はおろか体型さえわからない。ゲラードは、それが敵である可能性をほんの一瞬考えた後で、自分の直感を信じることにした。

                「おーい！」

                　声をかけると、その人影は立ち止まり、辺りを見回した。するとようやく、ゲラードにも彼ヽの顔が見えた。

                　彼は──どういうわけか、懐かしさを抱かせる風貌をしていた。

                　壮年の男だ。この島での生活が長いのか、服はすり切れ、一つ一つの動作にも疲れが見える。だが、彼が顔を巡らして、はっきりとこちらを見返したとき、ゲラードはハッとした。その目の色が、自分ととてもよく似ていたから。だが、驚きに打たれるゲラードをよそに、彼はふいと顔を逸らした。幻影を見ているとでも思ったのだろうか──彼は再び歩き出した。何かを断ち切るように足早に。

                「待って！」

                　ゲラードは駆けだしたが、濡れた砂浜に足を取られて思うように進めなかった。結局、追いつくことはできず、男は跡形もなく姿を消した。

                　消えた人影を──その気配を追って歩くうちに、ゲラードは大きな岩山にたどり着いた。そびえ立つ岸壁にはちょうど良く亀裂が入っていて、木の根がそれを押し広げている。隙間に身体を押し込んでみると、奥にはもっと開けた場所があることがわかった。好奇心に駆られてさらに奥へと進むと、広い洞窟に出た。

                　そして、空気が変わった。

                　雨のせいではない。日が当たらぬせいでもない。ただ、この洞窟の中には、外とは違う──研ぎ澄まされた空気が満ちている。

                　岩壁のほとんどを、洞窟の上からおりてきているらしい木の根が覆っていた。光源もないのに、洞窟内は奇妙に明るい。訝しみつつ足を踏み出すと、踝のあたりまで溜まった水に足が浸かった。木々はこの冷たく澄んだ水に向かって、根を伸ばしているのに違いない。ということは、これは真水なのだ。

                　岸壁を覆う木の根にしがみつきつつ、先へと進む。よく見ると、編み目のように張り巡らされた根の下に、なにかがあることに気付いた。細い根をそっと岩から剥がして、目をこらす。

                　ゲラードは目を瞠みはった。

                「これは……」

                　壁画だった。

                　何を描いたものなのかは、よくわからない。どれも不可思議な形をしている。

                　星、あるいは太陽と月のような模様だったり、本能的な衝動を思わせる曲線だったり。気を失う直前に瞼の裏に浮かぶような色彩の爆発の中に、何か意志を持つ存在が描き込まれていた。

                　様々な色合いの渦や点線に彩られた、獣じみたなにか。いくつもの輪を身に帯びた球体。虹色の蛇。赤や緑の羽根を持つ鳥。宙を泳ぐ魚。そして、小さな蝶。

                　夢の中にしか存在しない存在。

                　ゲラードはこの存在を知っていた。思わず壁画に手を触れて、呟く。

                「君は……こんなところにいたのか」

                　ゲラードは、壁画に描かれた友カレフに導かれるように、さらに奥へと進んだ。

                　

                　　　　　　　†

                　

                　この島についてから、ずっと感じていた居心地の悪さから、どうしても抜け出せない。

                　怪我は治っていたし、飢えているわけでもない。それなのに、自分の中から何かが吸い出されてゆくような不快感──ほとんど恐怖に近い焦燥のようなものを、フーヴァルは感じていた。

                　この島は普通じゃない。

                　あの人魚が言ったという『硲の世界』という言葉が何を意味するにせよ、この世の理から外れた場所であることは間違いない。

                　そういう場所は大抵が妖精シーの縄張りで、吸い込まれたら最後、二度と出られるかもわからない。運良く出られたとしても、二百年後──あるいは二百年前──の世界に放り出されて、右も左もわからないまま死ぬことになりかねない。そういう妖精の悪戯を面白おかしく語った物語は腐るほどある。

                　おとぎ話に興味はないが、その教訓には耳を傾ける価値がある。

                　怪しげな木の虚うろだとか、穴とか、隙間とか、硲ヽには絶対に近づくな、ということだ。

                　それなのにあの王子様ときたら、脳天気に島を探険して回っている。

                　フーヴァルはため息をついて、巨石にもたれた。

                　力をつけて、ここを抜け出して、早く仲間の元へ帰らなければ。

                　いまやマリシュナ号は船長抜きで、オルノアの宝に目がくらんだ有象無象や、ジャクィスから逃げなければならなくなった。

                　ジャクィス。

                　彼との再会の、いったいどこからどこまでが幻だったのかはわからない。けれど、彼が死んでいなかったことは間違いないのだろう。フーヴァルの動揺を引き出そうとして他人がなりすましたにしては、彼はあまりに……ジャクィスだった。

                　早く、戻らなければ。

                　しかし、そう思う心の裏側で、戻ってどうなるという疑問が湧いてしまう。

                　ジャクィスの言葉は、毒のように身体を巡っていた。

                　──まさか、お前がエイルのために粉骨砕身してるなんて、誰が思う？　陸でも、ホライゾンでも、アラニですら居場所を見つけられずに、逃げちまったお前が？

                　逃げたんじゃない。俺が連中を見限ったんだ。

                　──フェリジアに追われている最中、オチエンはずっとお前のことを話してたよ。アールがここにいれば、アールがいてくれたら──ってな。それでお前はどこにいた？　どこにいたんだよ、アール！

                　俺は皆のところに戻ろうとしてたんだ。

                　けれど、オチエンにはそんなこと、知るよしもない。

                　彼はフーヴァルの裏切りに失望しただろうか。いざというときに姿をくらますフーヴァルより、最後まで傍で戦ったジャクィスを頼もしく思っただろう。

                　その通りだ。俺は逃げたんだ。俺はいつも……そうやって逃げる。

                　そもそも、俺はそんなにご立派な存在じゃないんだと、心の中ではわかっている。なのに、彼らが見たがる幻を装うのをやめることができない。

                　〈浪吼団カルホウニ〉の団長。マリシュナ号の船長。〈鮫喰らい〉のフーヴァル。

                　その幻を、本物にすることができたら。

                　けれど、そうやってあがく度に間違える。そして裏切る。失望させる。そして逃げる。

                　いつだってそうだ。

                　フーヴァルは、顔の周りを飛び交う蠅をはらう気力もないまま、そうしてぼんやりと海を眺めていた。

                　ほとんど茫然自失していたせいで、視界の中で、不意に浅瀬が盛り上がり、その中から人影が立ち上がるのを見ても、すぐには反応できなかった。瞬きをしてようやく気付いた時には、来訪者は、大きな目でフーヴァルの顔を覗き込んでいた。

                　彼は言った。

                「ねえ……生きてるよね？」
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                　さっきまではゲラードの踝までしかなかった水位は徐々に上がり、今では腰まで水に浸かっていた。洞窟は次第に広く、天井も高くなっていった。やがて、外に向かって大きく開けた口が目の前に姿を現し、ゲラードの目に眩しい光が飛び込んできた。

                　どうやら、雨は少し前に止んだらしい。外はすっかり晴れていて、降り注ぐ光の中、洞窟の入り口から垂れ下がった蔦から、雨粒の名残がぽたぽたと落ちているばかりだった。

                「ここは……」

                　端的に言えば、天然の船小屋だった。実際に使われていた形跡がある。状態の良い小舟が一艘、索に繋がれて浮いていた。索はすぐ傍にある平らな岩棚に続いていて、そこには歪な形の家具が点在していた。

                「僕たちの他にも、ここに住んでいるひとがいるんだ」

                　ゲラードは岩棚に手を掛け、水からあがった。

                　家具は、この島の木々で作られたもののようだ。小さなテーブルに、一脚しかない椅子。そして、椰子の葉が敷き詰められた寝台。石を組んだ竈のようなものもあった。どの家具も釘ではなく、木の繊維を撚り合わせたロープによって組み立てられている。こうした仕事に不慣れなひとが、苦心して形にしたのだろうということがわかる。だがいずれも、最後に使われてからだいぶ経っているようだ。

                　船を陸地に繋ぎ止めている索には海藻がぶら下がっていたものの、船そのものの状態は良かった。驚いたのは、その船に乗員がいたことだ。

                　すっかり白骨化した遺体が、船底に横たわっていた。

                　驚きの一瞬が過ぎると、ゲラードは膝をついて、死者に捧げるカルタ語の祈りを口にした。

                「太陽の光が、平穏なるうちに汝の魂を天へ導かんことをポッサ・ラ・ルチェ・デル・デイン・グイダーレ・イン・シクレッツァ・ラ・トゥア・アニマ・アル・シエロ」

                　貴金が力を失ったことは、陽神デイナが滅びた証しだという話も聞く。だが、もしそうだとしても、この祈りまでが力を失ったわけではないといい。ゲラードは陽神デイナの加護を願う印を切って、再び遺体を見つめた。

                　この島で『死』を見たのは、これがはじめてだ。

                　あの男は、この遺体を守っているのだろうか。

                　ため息をついて、船を引き寄せた。

                「どうか許してください」

                　何か──何でもいい。この島や、遺体の主にまつわる情報がないかと、藁をも掴むような気持ちで、船の中を探った。

                　すると、あった。遺体の頭のすぐ横に置かれていた革鞄の中に、古びた本がしまい込まれていた。さぞ大事にしていたのだろう。何度も広げては畳んだとおぼしき折り目のついた羊皮で、丁重に包まれていた。

                　ゲラードは深く深呼吸をして、丁寧な装飾が施された本の表紙を開いた。

                「これは……日記か……？」

                　慎重に、いくつかのページをめくる。どのページも手書きの、几帳面ながらも美しい字で書かれている。共通語であるところを見れば、小舟の主はダイラ人と見て間違いなさそうだ。いくつか拾い読みをしてみたところ、領地で子羊が生まれたこと、新しい馬を購入したこと、麦の実りが良いなど、素朴な喜びが綴られていた。

                　この遺体が日記の持ち主なのかどうかはまだわからないけれど、もしそうなら、ここで亡くなっている彼はどこかの領主だったことになる。

                「それが、なぜこんなところに……」

                　ゲラードは真相を探るため、のどかな日常が綴られている箇所より少し先の、ちょうど中程のページを開いてみた。

                　そこに書かれた日付を見て、息が止まった。

                　

                　一三四三年　秦皮とねりこ月、一日。

                　

                　ゲラードは岩棚の上で座り直して、続きを読んだ。

                　

                　一三四三年　秦皮月、一日。

                　国王陛下の巡幸をお迎えして二日目。宴会では、早咲きの薔薇の花弁のパン、鴨のソテー、子羊の丸焼き、領内で採れた苺のパイなどで饗応。王陛下は概ねご満足なさった様子。王妃が菫の砂糖菓子をお気に召したとおおせになった。明日の狩りにも持参して差し上げること。

                　

                　ゲラードは慌てて──しかし破らないように、日誌のページをいくつかめくった。期待と恐怖とが、喉元でぐるぐると回るのを感じながら、飛ぶような速さで文字を追った。

                　

                　一三四四年　七竈ななかまど月、二十七日。

                　エムから手紙。七竈月の三日に、男児出産のこと。己の罪の重さに打ちひしがれる一方で、それを圧倒する喜びに震えてもいる。陽神デイナよ赦し給え。そして罪なきわたしの息子に、ご慈悲と祝福をたれ給わんことを。

                　

                　この項を読み終わる頃には、鼓動も呼吸も、危険なほど速まっていた。

                　エム。エメラインの愛称。

                　一三四四年の七竈月の三日は、ゲラードが生まれた日だ。

                　日誌のどこにも、これを記したひとの名は書かれていない。だが、もう疑いようがなかった。

                　

                　一三四四年　樫かし月づき、十八日。

                　朝。祖国を出て、ナルバニア沖にあるというラマス島へ向かう。島とは名ばかりの岩礁だと、サムウェル殿は言う。眠るように死ぬことができる水薬を手渡される。彼は慈悲深く、誠実な刑吏だ。

                　

                　この日の項を記した文字は、乱れていた。

                　

                　一三四四年　樫かし月、二十二日。

                　朝。人魚が船を取り囲む。我が身柄を渡さねば、嵐で船ごと沈める由よし。何が望みか尋ねてみたところ、彼らはわたしを「バリェーナ」なるところに連れて行くと言う。これよりサムウェル殿に申し出て、彼らの言葉に従うよう説得することにする。

                　

                　一三四四年　おそらく柊ひいらぎ月

                　不思議なことに、ここでは飢えることがないようだ。すべての必要が、まるで祈りを聞き届けられたかのように満たされる。されど、ここへ来るときに浸かった小舟で何度脱出を試みても、見えない潮流に阻まれ外洋に出ることができない。

                　この島は人智を超えた島だ。

                　

                　ゲラードは本を閉じ、遺体を見つめた。

                「父上……？」

                　そう、彼は……ゲラードの父だ。

                　彼がここで、ひとりきりで過ごした日々がどのくらい長かったのかはわからない。その後の日記は途切れ途切れで、彼が日付の感覚を失ってからは、おおよその年も記されなくなった。

                　その孤独は、いかばかりだったことか。

                　船の底には空になった瓶が転がっていた。彼に平穏を与えたのは、サムウェルから手渡された水薬による慈悲だったのだろう。もし、この薬がなければ、生きている父と再会できたのだろうか。だが、それは彼に、耐えきれる以上の孤独を味わわせるということだ。

                　ゲラードは骨となった父の手に、自分の手を重ねた。その手にはまだ、白銀に輝く指輪がはまっていた。

                「やっと会えましたね、父上」

                　こんなところで再会するとは、夢にも思わなかった。

                　だが、僕は導かれてここに来たのだ。彼をこの島に連れてきたのと同じ──人魚によって。

                『自分自身を見つける』というのは、つまり、父と再会して出自を自覚するということなのだろうか？

                　そのとき、閉じた日誌の隙間から、丁寧に折りたたまれた羊皮紙が滑り落ちた。慎重に拾い上げて中を開くと、ゲラードはようやく、自分がこの島に誘いざなわれた理由を知った。

                　

                　　　　　　　†

                　

                「情けない！　あれしきの嵐で動けなくなるなんて」

                　そいつはかんに障る声で言った。

                「僕の兄とはとても思えない無様さだね！」

                「兄……だと？」

                　フーヴァルは、闖入者の後ろから差し込む日光に目を細めながらも、なんとかしてその『自称弟』の顔を見ようとした。

                「ま、種タネ違いだけど」

                　彼の肩には、何日か前にフーヴァルが噛みついた跡がまだ残っていた。間違いない。こいつがあの嵐の海にふたりを突き落とし、ゲラードを攫っていこうとした人魚だ。とは言え、彼はいま人間と同じ姿で陸地にいる。陸地で足を生やすことができるのは、半分人間の血が流れている自分のようなものの特例だと思っていたのだが。

                「これ？」

                　自称弟は言い、子供のようにほっそりと滑らかな足を見せびらかすように持ち上げた。何も着ていないせいで全てが露わになっているが、フーヴァルも彼も気にしてはいない。

                「ここは硲の世界だから、どんな形にも自由になれる」

                　彼は尻を砂浜につけたまま、その場でくるりと回転した。すると、ほんの一瞬の間に、彼はイルカの姿になって砂の上に横たわっていた。そして勢いよく潮を吹いてみせてから、驚くフーヴァルの前でケタケタと笑い、また横にごろりと寝返りを打って、人間の姿に戻った。彼は砂浜に肘をついて、フーヴァルを見上げた。

                　彼が自分の弟だという話は、間違いないようだ。だとしたら、父親が違うという話を疑う理由もなかった。

                　フーヴァルが父から譲り受けた癖毛や鋭い目つきの代わりに、彼には艶めく滑らかな長髪と、濃い睫毛に縁取られたアーモンド型の目を持っていた。

                　愛する女を待ち続けたまま死んだ父親のことを思って、フーヴァルは口を歪めた。

                　お袋は俺とあんたを置き去りにして、他の男との間に弟をつくってたってよ。めでたし、めでたし。

                　おとぎ話の結末なんざ、こんなもんだ。

                「お袋は？」

                「生きてるよ。でも……もう話せない」

                　フーヴァルは眉を顰ひそめた。「どういうことだ？」

                「兄さんに理解できるかわからないけど……母さんは鯨になった」

                　ぽかんと口を開けるフーヴァルを見て、彼は『ほらね』という表情を浮かべた。

                「妖精シーが役目を終えると何になるか、知らない？」

                「考えたこともねえな」

                　彼はそれを侮辱と受け取ったようだが、顔をしかめながらも話を続けた。

                「役目を終えた妖精シーは、自分を取り巻く自然の一部になるんだよ。それが何年後か、何百年後かはわからないけど。母さんは鯨になって、鯨はやがて島になる。ここみたいな」

                　彼の瞳は、緑がかった明るい青だ。彼が生まれた海の色なのだろうと、フーヴァルは思った。

                「お前、名前は？」

                　彼は口を開け、濡れた硝子を指で擦ったような音を立てた。

                「人間には発音できないんだよね」少し得意げに言ってから、付け加える。「ナールって呼んでくれればいいよ。それでわかるから」

                「ナール？」

                　どちらにせよ、ダイラの言葉ではない。弟と自分との隔たりを、またしても思い知らされたような気分だった。

                　ナールは、ほっそりとした指をフーヴァルの胸元に向けた。

                「そのオルノアの金貨で、兄さんだとわかったんだよ。まあ、顔も似てるもんね。僕の方が可愛いし、歌も上手いけど」彼はがばっと身を起こして笑った。「ていうか、あの歌って何!?　嵐を呼んだときの！　すっごい変だった！　誰に習ったの？」

                　すっかり鈍なまくらになった頭では、弟の言葉から無駄な要素を省く作業にかなりの労力が必要だった。

                「この金貨は──」

                「母さんからもらったんだろ。知ってる。だって彼女から聞いてたし」

                　フーヴァルは拳を握った。

                「歌は……」ここまで言っても遮られなかったので、慎重にあとを続けた。「偶然気付いたんだ。俺が歌うと、天気が悪くなる。それで、何度か練習して……ああなった」

                「ふうん？　じゃ独学？　すごいね！　みんなにも聞かせてやりたい。きっと驚くよ！」

                「皆って誰だ」

                　すると、ナールは目をしばたいた。「君の一族だけど？」

                「俺の……だが、俺は混血だ」

                「だから？」彼は本気で理解できないという顔をしている。「人魚はみんな、君の一族だ。中でも僕らは、イルカの一族」

                　まずい。頭がクラクラしてきた。

                「今まで誰も、俺のことなんか探しに来なかったくせに、なんでいまさらちょっかいをかけてくるんだ」

                「探したよ！　いろんな人に聞いて回ったんだから。アール・ライリーはどこですか？　って──」

                　その瞬間、頬を張られたように頭が冴え渡った。

                「あの歌、お前のせいか！」

                　フーヴァルは砂の上で身を起こした。尻を浮かせかけたものの……また力なく座り込んでしまう。仕方なく、フーヴァルはナールを思いきりにらみつけた。

                「アール・ライリー　オー。あの歌の元ネタはお前だろ」

                「あー……うん。たぶんそうかも」

                「貴様のせいで、俺たちは死にかけたんだ！」

                「だって、他にどうやって探すのさ！　ほんと、ずーっと探してたんだから！」彼は、悪戯が見つかったような顔で笑った。「でもさ、面白いよね？　宝のことなんか一言も言ってないのに、至上の宝だってさ！　みんな人魚と見ればオルノアの宝に結びつけちゃうんだよ。それにさ、みんな僕のこと母さんだっておもったみたい。まあ、間違えるのも無理ないかな。僕って可愛いから」

                　フーヴァルは、拳が白くなるほど強く、砂を握った。

                「危うく、死ぬとこ、だったんだ」

                「でも、死んでないでしょ？」彼は晴れやかに笑った。「兄さんも、あの船のひとたちも死んでないし」

                　その言葉に、怒りはどこかへ消えてしまった。

                「死んでない？　本当か？」

                「うん。大蒼洋じゅうの船に追われてるみたいだけど、無事だよ──今のところは」

                　安心したら、また怒りがぶり返してきた。

                　だが、弱り切ってしまった今は、手も足も出ない。目を閉じて、巨石にもたれ、ため息をつく。

                「なんで俺たちを、ここに連れ込んだ？」

                　ナールは気まずそうに下唇を噛んだ。「俺たち……っていうか、ここに連れ込みたかったのは、あの王子様だけなんだけど。兄さんにはまた別の用事があって──」

                　フーヴァルは片眼を開けてナールを睨んだ。

                　その目に牽制をみてとったのか、彼は慌てて言った。

                「待って、違うよ！　彼を寝取ろうなんて考えてないからね！」彼は小さな声で言い添えた。「全然好みじゃないし」

                　フーヴァルは唸った。「なら、なんでだ」

                「長おさに言われて来たんだ。あの王子様の血を目覚めさせるときが来たって」

                　人魚にも長おさがいるのか。

                　鱗だらけのしわくちゃな老人の顔が思い浮かんで、ほくそ笑みそうになる。そこではたと気付いたフーヴァルは、両目を開けて、ナールの顔をまじまじと見た。

                「あいつの血を目覚めさせるって、何だ？」

                　すると、ナールの表情から笑みが消えた。

                「ここは本来、『硲の存在』しか立ち入れない場所だ」

                「硲の存在？」

                「硲の存在は、硲から生まれた者のこと。あるいは、二つの世界に生きて、どちらの世界にも属していない者のこと」

                「謎々はやめて、さっさと本当のことを言え」フーヴァルは脅すように言った。

                　ナールは困りはてたように肩をすくめた。

                「上手く説明できないんだよ。感覚でわからないなら、理解する力がないってことで諦めてもらうしかないな」

                「ゲラードは人間だぞ。硲から生まれたわけでも、二つの世界に生きてるわけでもない。あいつには──」

                　あいつには、王族として生きる、人間の世界がある。

                　もしも彼が逃げずに立ち向かって、陰謀を暴くことさえできれば。

                　そうしたらもう、オンボロの私掠船に乗って、毎日命を危険に晒すこともない。

                「あのさ、兄さんはあの王子様を見くびり過ぎだと思うよ」

                　フーヴァルは眉を顰ひそめた。「何？」

                「彼が目覚めたら、きっと、守られるのは兄さんの方だからね」

                「何を言ってやがる、あいつは──」

                　言い返そうとしたフーヴァルのことを、ナールは見ていなかった。彼は何かに気をとられたようにさっと視線を動かし、そして、素早く立ち上がった。

                「とにかく、王子様の邪魔をしないように！」

                　そして、浅瀬へ向かって駆け出していった。

                「おい待て──」フーヴァルは立ち上がろうとして、また情けなく砂の上に膝をついた。「どうしたらここから出られる？　俺に話って何なんだ！」

                「王子様が目覚めたら、出られるよ！」ナールは砂の上を走りながら振り向き、笑った。「続きはまた今度！」
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                　ゲラードが浜辺にたどり着いたとき、一頭のイルカが、浅瀬の先で大きく跳ねた。

                　フーヴァルは朝と同じところで座り込んでいたが、顔にはだいぶ血の気が戻ってきていた。

                「フ、フーヴァル」洞窟から走ってやって来たせいで、すっかり息が上がっている。「すごい……ものを……見つけた」

                　フーヴァルはしばらくの間ゲラードを無視して、さっき見かけたイルカの方を睨んでいた。彼がようやくゲラードを見上げると、その顔に驚きの表情が浮かんだ。

                「お前──どうした！」

                　その剣幕に気圧されて後ずさりそうになった。「どうしたって……？」

                　血の気が戻ったと思ったフーヴァルの顔が、一転、再び蒼白になる。

                「自分で気付いてないのか」

                「何に？」

                　ゲラードは浅瀬に向かって顎をしゃくった。

                「そこの水面に、自分のツラを映して見ろ」

                　ただならぬ様子に、ゲラードは素直に言うことを聞いた。砂浜に膝をついて、浅瀬に散らばる潮だまりを覗き込んでみて──あっと声をあげた。

                「瞳が……」

                　水の中から、銀色の目をした自分が見つめ返してきた。

                　瞼を引っ張り、あらゆる角度から見直してみても、変わらない。

                「これはいったい……」

                　瞳に現れる銀色について、確かに、兆候はあった。

                　これまでに、フーヴァルを含むマシリュナ号の乗組員たちから、目については何かしら忠告されていたことを忘れてはいない。けれど、気のせいだろうと思っていたのだ。

                　何が起こっているのかわからないまま、フーヴァルの傍に戻る。彼は苦虫をかみつぶしたような顔をしていた。まるで、ゲラードが知らない不愉快な事実を、彼だけは知っているとでも言うように。

                　フーヴァルはおもむろに口を開いた。

                「お前を攫おうとした人魚が、さっきまでここにいた」

                　えっと声を上げて、ゲラードは海の方をふり返った。

                「平気か？　何かされたりはしなかった？」

                　フーヴァルは険悪な目つきでゲラードを睨んだ。

                「俺の心配なんかしてる場合か」

                「しかし……」

                　フーヴァルは呻きながら身を起こした。

                「そいつが言うには、お前は……」一瞬躊躇って、また続ける。「お前は、硲の存在なんだと」

                　まったく意味がわからなかったし、その思いは表情にも表れていただろう。フーヴァルは小さく笑って「だよな」と言った。

                「とにかく、ここに来ればお前が……何かに目覚めると思ってるらしい」フーヴァルはゲラードを見た。「その話を聞いた矢先に、お前の目がそうなっちまったんだ」

                「目覚める……？　わからないな。僕は何も──」そこでようやく、手にしていた革鞄の存在を思い出した。「洞窟の中で、これを見つけただけなんだ」

                「なんだ、そりゃ」

                　そうして、ゲラードは父のことを語った。

                　配流先の島にたどり着く前に、人魚に攫われてこの島に来たこと。そこでしばらく暮らしたあと、孤独に耐えかねて自害したらしいことも。それから──

                「これを見てくれ」

                　ゲラードは、日誌に挟まっていた羊皮紙をフーヴァルに手渡した。

                　それを開いて、中身を読んだフーヴァルの顔が強ばる。

                「これは……家系図か？」

                　ゲラードは頷いた。

                　フーヴァルの隣に腰を下ろした。一本の木を模した家系図の枝の先に描かれた林檎の絵と、そこに書かれた頭文字を、そっと指さす。

                「一番上に、僕の名前がある──Ｇとだけ書かれているけれど、これが僕だ」

                　そして、その実を幹の方に遡って行くと、Ｅ──エメライン、そしてＨ．Ｍ．……ハルヴェイ・モーズリーがある。

                「Ｅの枝を辿っていくと、バーナード三世やその前の王たちの家系に行き当たる」ゲラードは言った。「でも、モーズリーの方は──」

                「田舎の小領主なんだろ？」フーヴァルが言う。

                「そう思ってたんだ。でも、ほら」

                　ゲラードの指が、聞き覚えのない何人もの『モーズリー』を遡って行く。が、あるところで、指が止まった。そこに書かれていた名前を見て、フーヴァルは目を疑った。

                　

                『マウリス』

                　

                「マウリスって……マウリス明心王ブライトハートか？　嘘だろ？」

                　ゲラードは、ゆっくりと首を振った。

                「マウリス王には一人だけ世継ぎがいた。けれど彼の死後に命を狙われて、行方をくらましたんだ。それがここにある、メアリという名の娘だ。記録では死んだことになっているけど、そうじゃなかった」ゲラードは、もう一度言った。「そうじゃなかったんだ……」

                　フーヴァルは、注意深く家系図を眺めた。「でっちあげじゃないのか。マウリスは人気がある。やつの子孫を騙る連中なんざごまんといるぜ」

                「僕も、最初はそう思った。でも、この羊皮紙は公文書に使われるものなんだ。見て」

                　ゲラードが羊皮紙をとって空にかざすと、この記録が記された年と日時、そして『ハルヴェイ・モーズリー卿の依頼により作成　デンズウィック王立公文書庁』の文字が浮かび上がった。

                「公文書庁の者は、陽神デイナとの誓約によって真実しか記せない。文書は魔法によって保護されていて、作成された履歴も残る。これを破棄するには相当に大がかりな法的処理を踏む必要があるんだ」ゲラードは、紙にそっと手を当てた。「だから、ハロルドはこの文書を抹消できなかった。その代わり、誰の注目も集めず葬り去るために、父に持たせて流罪にしたんだ」

                　ゲラードは、遺体の指にはまっていた指輪を、フーヴァルに見せた。そこに刻まれた紋章は、鱗木リンボクの枝を咥えた燕。マウリスは長い王朝の中でただ一人のフォンログ家出身の王だ。

                「燕は、フォンログ家の象徴なんだ」

                　フーヴァルはようやく納得したようだった。

                「じゃあ、お前は……」正しい形容詞を探しているかのように口ごもり、ゲラードに向かって両手を開いた。「お前は、正真正銘の王族じゃねえか」

                「そう……なるね」

                　ゲラードは力なく笑った。改めて言われると……なぜだろう。なんとも居心地が悪い。

                「だが、それとお前の目が銀色になったのと、どういう関係がある？」

                「わからない」ゲラードはそう言いながらも、日誌のページを繰っていた。「でも、ここによくわからない記述がある。彼がこの島にきたあとに書かれた──日誌の一番後にある文だ」

                　

                　日付──不明

                　人魚たちは、貴銀しろがねの血が目覚めるまでは島を出ることはできないと言った。偉大なる明心王ブライトハート、さらにその昔から連綿と続く貴銀しろがねの族うからの血が、わたしにも流れているのだと彼らは言う。

                　だが、希望は薄い。

                　わたしのエメラインとゲラードが幸せに暮らす様子を思い浮かべて孤独をしのいでいるけれど、これ以上、そう長くはもちそうにない。

                　近頃、わたしは暗闇の中に、何かが蠢くのを見る。蟲でもなく、獣でもなく、それは知性を持って、わたしのことを観察しているようだ。

                　それよりもっと真に迫った幻を見ることもある。ひとりの男がこちらに向かって歩いてきて、「おーい」と、わたしに声をかけるのだ。それに答えたことも、何度もある。彼に駆け寄り、話をしようとしたことも。だが結局は、それが幻だったことを悟って失望する。

                　若い頃のわたしによく似た彼は、一体何者なのだろう？　わたしの貧しい想像力が生み出した架空の住人なのか、それとも、この島がわたしにしかける悪戯なのか。あるいは、暗闇の中に踊る幻影の、また別の姿なのか。

                　明らかに、わたしは正気を失いつつある。ああ、いったいわたしは誰に向けて、この日誌を書いているのか。

                　全ては無意味で、虚しい。

                　わたしは──

                　

                「わたしは、怖ろしい」フーヴァルが最後の一文を読んだ。「気の毒に。孤独で頭がいかれちまったらしいな」

                「彼と同じものを、僕も見たんだ」

                　フーヴァルは目を丸くした。「何だと？」

                「キャトフォードの監獄で、高熱を出して死にかけていたときに」

                　ゲラードは、洞窟の壁画についても話した。それが、ゲラードが見たものと酷似していたことも。

                「じゃあ、お前はその──貴銀しろがねの血ってやつが自分にも流れてて、そのせいで妙な幻覚を見ると思ってるんだな？」

                「ああ。そう思ってる」ゲラードは頷いた。「それに──僕は、彼に会ったと思う」

                「何？」

                「島で、男の姿を見た」ゲラードの顔は、僅かに青ざめていた。「日記に書かれているだろう？　彼に『おーい』と声をかけたのは、僕なんだ」

                　フーヴァルは思い切り眉を顰めた。

                「じゃあ、お前と会ったほんの数分後に、こいつは日記を書いて、白骨死体になったってのか？」

                「いや……」ゲラードは一瞬迷うような素振そぶりをしてから、言った。「この島では、時間の流れが一定じゃないんじゃないかという気がする。きっと、あの瞬間、過去と未来が繋がったんだ。僕には、そう思える」

                　フーヴァルはため息をついた。

                「俺はナドカのことにも、人間のことにもたいして興味がないから、よくわからんが……こいつは今まで聞いた中で一番の与太話だと思う」

                　反論しかけたゲラードを遮って、彼は続けた。

                「だがしかし、だ。俺も確かに、お前の目に銀色の何かを見たし、他の連中から報告も受けた。そいつは決まって、お前が人魚の歌やら、どっかの神の像やらを見た時に現れてる」

                　今度はゲラードが目を丸くする番だった。「つまり……」

                「つまり、お前には何か、そういう力があるんだ。何かを『見る』力が」

                「だから人魚は僕らをここに導いた。自分の出自と向き合って、真実にたどり着かせるために」呟くように、ゲラードは言った。「そして、僕の血が……目覚めた？」

                　マウリス王が何かを『見る』力を持っていたかどうか、歴史も、伝承も明かしてはいない。だが、彼はナドカと人間との間に橋をかけようとした王だった。その動機を、彼が持っていたかもしれない不思議な視力と関連付けることは、それほど突拍子もない話だとは思えない。

                「貴銀しろがねの血が目覚めるまではこの島を出ることはできない。でも、僕は目覚めた──おそらくは、だけど」ゲラードは、沸き起こる期待に目を輝かせた。「僕たちはもう、この島から出られるんじゃないか？　僕がいた洞窟には小舟があったから、君を乗せて外洋までたどり着ければ……」

                　すると──驚いたことに、フーヴァルは顔を背けた。

                「ああ……そうだな」

                　ゲラードは眉を顰ひそめた。「この島を、出たくないのか？」

                「いや」いつになく歯切れが悪い。「そりゃ、いつまでもこんなとこにいたくはねえけどよ」

                「早く皆のところに戻ろう。きっと探しているし、それに──」

                　フーヴァルが、ゲラードを見た。

                「それに、さっさと王冠をかぶりにいかなきゃいけない、か？」

                　ゲラードはハッとして、口をつぐんだ。それを見て、フーヴァルはフンと鼻を鳴らした。

                「その紙きれがありゃ、お前は他の連中の鼻を明かして、誰にも文句を言われずに王座に就ける」

                「それは……考えていなかった」

                　正気かよ？　とフーヴァルは笑った。妙に乾いた、棘のある笑いだった。

                「お前は良いさ、稀代のマウリスの血を引いた王なんか、おとぎ話にうってつけだ。刺客に追いかけ回され、海賊を従えて海を渡って暴れ回ったんだから、逃亡劇にも箔がつく」

                「何が言いたいんだ？」

                　ゲラードは、ふたりの間に膨れ上がる嵐雲のような緊張を感じていた。

                「お前と違って、俺には戻る理由はねえってことだよ。少なくとも、お前みたいに立派な理由はな」

                「君には仲間がいるじゃないか。それに、僕は王になると決めたわけじゃない」

                　ゲラードはゆっくりと言った。

                　このまま、彼の言葉に煽られて怒りを表に出せば、嵐は手がつけられないほど大きくなる。それではいけない。

                「なぜそんな風に思うのか──」話してくれないか？

                　いや、駄目だ。こういうなだめるような口調こそ、彼の神経を逆なでしてしまう。

                「僕がここから出ていきたいのは、君をマリシュナの皆の元に還してやりたいからだ。そして、できることなら僕も、彼らのところに戻りたい。でも、君がそれを望まないというのなら、別の方法を考えるしかない。どちらにせよ」ゲラードは、フーヴァルの隣に腰掛けた。「話してくれなければ」

                　フーヴァルも、理屈では理解しているのだ。一瞬のぞかせた怒りを脇に押しやって、彼は深くため息をついた。

                「あいつらは、俺がいない方がうまくやっていける」

                「どうして？　君は彼らの船長じゃないか」

                　フーヴァルは黙り込んだ。そうして、長い、長い時間が経ったように思えた頃、彼は再び、口を開いた。

                「俺は、自分の居場所を壊しちまう」

                　短い、けれど、重たい言葉だった。

                　彼がどれほど苦労してその言葉を口に出したのか、ゲラードにはわかる気がした。

                「ホライゾン号のことを言っているのか？」

                　フーヴァルは頷いた。

                「そもそも、アラニなんかに興味を持ったのは、つまらん見栄を張るためだった。オチエンはナドカが自由に生きられる世界を求めていて……俺は、もともと、そういうもんにはたいして興味がなかった。オチエンさえいれば、他がどうなったって気にしなかったからな」フーヴァルは、訥々と語った。「だが、船乗りとして一番優秀なのはジャクィスだった。俺はいつでも二番目だ。ジャクィスを追い抜くためには、オチエンと同じ理想が必要だと思った。それで、何の断りもいれずに船を抜けて──」

                　声が掠れて、萎む。

                　頭の中に響く声に耳を傾けるように、彼は黙り込み、俯いた。

                「俺は陸から逃げて、ホライゾンからも、アラニからも逃げた。マリシュナからも逃げたと思われてるだろうし、エイルの連中だってそう思うだろう。だが、それが俺なんだ」フーヴァルは笑った。空虚な声だった。「だから、別に……急いで戻らなくたっていい。もうあそこに、俺の居場所はねえよ」

                　ゲラードは、そっと手を伸ばした。

                　フーヴァルの頬を両手で包み、自分に向けさせる。

                「それは、誰の言葉？」

                　フーヴァルは狼狽えたように目を泳がせた。

                「あの時、嵐の海で」ゲラードは言った。「君は何かに囚われていた。もしかしてそれが、君の心に毒を注いだんじゃないのか？」

                　フーヴァルは目を伏せた。「毒が薬になることだってあるだろ」

                「でも、これは違う」ゲラードは半ば強引に、フーヴァルの視線を引き戻した。

                　彼の表情には怒りが表れていた。だが、目の中には、危うげな恐怖の影がある。

                「迷いがある奴は、船長じゃいられない」フーヴァルが言った。「親父の言葉だ。いつもそう言って、俺に強くなれと言った。でも、親父は何一つ守れずに死んでった。親父は駄目だ。親父のやり方じゃどこにも行けない」

                　その思いは、幼い頃からずっと、彼の中に隠れていたのだろう。起伏のない声で語られているのに、痛々しいほどはっきりと感情が染みついていた。

                「だがオチエンは、親父が言った通りの男だったんだ」フーヴァルは言った。

                　彼の師は、父親以上に父親だった。実の父にどんな感情を抱いていたとしても、義理堅いフーヴァルは認めないだろう。けれど、そうなのだ。彼にとってはオチエンこそが父親だった。

                「オチエンは俺のせいで死んだ」フーヴァルの声が揺らぐ。「俺が逃げたせいで」

                「君のせいじゃない」ゲラードは断固とした声で言った。

                「なんでお前にわかるんだ!?」フーヴァルはゲラードの手を振りほどいた。「オチエンはずっと、俺のことを話してた。アールがここにいれば、アールがいてくれたらってな！　一番大事なやつが死にかけてた時に、俺は不機嫌なガキみたいに陸をうろついて、どうやってオチエンに言い訳しようか考えてたんだ！」

                　フーヴァルは立ち上がり、浅瀬に向かって歩き出した。だが、潮だまりの柔らかな砂に足を取られて、海までは届かないところで膝を折った。

                「俺がいれば、絶対にオチエンを死なせなかった」

                　ゲラードは彼に追いつき、その背中に向かって言った。

                「ああ。わかってる」

                　そして、彼の隣に、再び腰を下ろした。

                「君は、もう一度失うことを恐れているんだね」

                　こちらを向いたフーヴァルの目が、苦痛と後悔にひび割れている。

                　彼はもう、『恐れ』という言葉を否定しなかった。

                「大丈夫だ」ゲラードは言った。「マリシュナの皆を鍛えたのは君だ。彼らはそう簡単に失われたりしない。それにエイルのひとびとも、君を大事に思っているからこそ、君を信じて航海に送り出したんだろう」

                　確信を、声に込める必要はなかった。その言葉を形作っていたものこそ、混じりけ無しの確信だったのだから。

                　フーヴァルの瞳が、滲んで、揺れる。

                「なんで俺を慰める？」彼の声はざらついていた。「餞別代わりに優しくしてやろうってのか。俺をまた捨てる前に」

                「フーヴァル」ゲラードは首を振った。「そうじゃない」

                　どう言い表せばいいのだろう。

                　初めて彼の姿を見た瞬間に、心を貫いた想いのことを。

                　それは予感と言えるかもしれない。あるいは、天啓と言えるのかもしれない。彼は何度もゲラードの予想を裏切り、ゲラードはその度に彼の新たな一面を知った。けれど、それが彼への想いを損なうことはなかった。ただ前よりもいっそう、心を奪われるだけで。

                「僕は、君を信じてるんだ」ゲラードは言った。「君の支えになりたい。強くあらねばならない君が、重荷を預けることができる存在になりたい。君が泣くなら隣にいて、君が笑うなら……その時も隣にいたい。気の置けない友人としてでもいい。気晴らしでも──まあ、それしか言い表す言葉がないのなら、それの相手としてでも、いいんだ」

                　フーヴァルの目の中で、黄昏の光が揺れて、滲んだ。

                「クソ馬鹿野郎」彼は、震える声で言った。「王子が海賊に向かって言う台詞じゃねえぞ」

                　ゲラードは笑った。

                「いいんだよ。ただのガルが、君に向かって話しているんだから」

                　彼が俯くと、小さな雫が一粒零れた。それを涙とは言わずにおく。少なくとも、彼が自ら認めるまでは。

                「君の全てを愛し尽くしても、僕はきっと、満足できない」ゲラードはしみじみと言った。「生きているうちに全ての海を知ることができないのと同じだ」

                　フーヴァルが顔を上げた。

                「ねえ、王子と海賊に愛し合う資格がないなんて、誰が決めたんだろう」なぜか可笑しくなって、笑った。「僕らが最初のふたりになればいいだけだ。そうだろう？」

                　すると、フーヴァルもつられて笑った。少しひねた、彼らしい笑いだった。

                「おとぎ話を楽しそうに語りやがって」

                　フーヴァルは頭かぶりを振り、今まさに水平線の向こうに沈もうとしている太陽を見た。彼は吹き抜ける風を深く吸い込み、何かを手放すような、長いため息をついた。

                「そういうところが、あの人にそっくりなんだ。お前は」フーヴァルは言った。「青空しか見えてないってツラで。この世界を良くするんだ、正しいことをしてるんだって」

                　それは、いけないことではないはずだ。ゲラードは静かに、彼の言葉を聞いていた。

                「海は……受け止めてくれる。たとえ沈んでも、行き着く先には底がある。でも空は？」小さく首を振る。「空は、どこまで行っても空だ。終わりがない」

                　フーヴァルが、ゲラードを見た。

                「いつかお前は俺に失望して、空の向こうに飛んでいっちまうだろう。それを見るのが」彼は小さく笑った。「怖かった。だから──」

                「フーヴァル」ゲラードは、フーヴァルの頬に手を当てた。「僕は、どこにも行かない」

                　ゲラードの手に頬を預けて、わずかに俯く彼の額に、額を合わせる。強ばりを捨てた彼の顔には穏やかな表情が浮かんでいた。

                　フーヴァルは言った。

                「アーヴィンだ。アーヴィン・ライエル」彼は言った。「何かを約束するなら、この名前を呼んでくれ」

                　彼が、自分の名前を、明かした。

                「アーヴィン？」痺れるような喜びを味わいながら、口にした。「アーヴィン・ライエル」

                　目を閉じて、唇を合わせる。その名前の響きの余韻を閉じ込める。まるで重なり合った二つの心のように、柔らかく壊れやすい感触を口づけで確かめる。そうして、絶望と孤独にひび割れた魂までも温めようとした。

                「アーヴィン」口づけの合間に、ゲラードは囁いた。「もう恐れないで」
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                　空との間に遮るものが何もない場所では、黄昏の時間が長い。太陽が沈んだあとも、世界は鮮やかな色彩の中で燃え続けた。水平線に取り残されたちぎれ雲は黄金。上空に棚引く雲は珊瑚の赤に染まっている。それらを包み込むのは、紫紺の薄雲を纏った、まだ若い夜の群青だ。凪いだ海に、何処までも続く浅瀬に、空に散らばるすべての色が映っていた。平凡な色などどこにもない。全てが美しかった。ただ見つめているだけで、わけもなく涙が滲みそうなほど。

                　濡れた砂浜が、鏡のように夕映えを映している。溢あふれる色彩の中に身を横たえて、ふたりは何度も口づけをした。フーヴァルの身体の全ての曲線を辿りながら、彼が同じことをしてゆくのに身を委ねる。すっかり開はだけたシャツは、そのままにしていた。脱ぎ去る時間さえ惜しいような気がして。

                　髪を梳き、首筋に触れるフーヴァルの手を感じながら、ゲラードは彼の背中に腕を回し、引き寄せてキスをした。ずぶ濡れの脚衣が肌に纏わり付いて、抑えきれない想いを露わにしていた。ゆっくりと覆い被さると、彼はゲラードの腰を抱いた。ほんのわずかに擦れただけで、肌という肌が悦びに震えた。

                　フーヴァルがゲラードの腿を抱えて、さらに近くへ引き寄せる。馬乗りになると、彼はゲラードの腰を掴み、波打つように腰を揺らめかせた。

                「ああ……」

                　臍の下にじわりと熱が滲み、そヽれヽが硬く、重くなる。突き上げるような動きに漏れる、互いの甘い声を口づけで貪る。穏やかな波音にあわせて踊るように、ふたりは揺れた。

                　フーヴァルの手が、ゲラードの脚衣のボタンを外す。濡れた服を脱ぐのは簡単なことではなかった。ふたりとも気が急いていたし、服を脱がせようとするのをわざと邪魔したり、クスクスと笑ったりして、ちっとも思い通りに脱がすことができない。

                「邪魔しないでくれ」ゲラードは笑いながら言った。

                「どっちが！」フーヴァルは言い、ゲラードの肩を押して砂浜に押し倒した。

                　脱げかけた下穿きはそのままに、臀部でんぶを半分さらけ出したフーヴァルが、勝ち誇ったようにゲラードに覆い被さる。彼は、ゲラードの腰の下で縒り縄のように丸まった脚衣を掴むと、問答無用とばかりにずり降ろした。

                「ハ！　俺の勝ちだ！」

                　やたらに可笑しくて、二人して笑った。笑いながらキスをして、揶揄うように舌を絡ませる。再び湧き上がる熱情に呼吸が荒くなる頃には、冗談めいた雰囲気はどこかへ消え去っていた。

                　フーヴァルはゲラードを見つめたまま、顎や首筋、胸元へと口づけをした。どこへたどり着くのか、よく見ていろと言うような眼差し。

                「アーヴィン……」

                　尖らせた舌先で臍を擽られて、鋭く息を吸う。

                　彼はそんなゲラードを見て小さく、そして満足げに笑ってから、さらに下へと進んだ。

                「あ……」

                　期待と切望に張り詰めたものに、フーヴァルの舌が触れる。

                　それだけで、腰が浮き、仰け反ってしまうのを止められない。熱く濡れた舌がゲラードを味わう度、堪えきれない声が喉の奥からこみ上げる。

                「ああ……！」

                　フーヴァルとの交わりは、いつでも性急だった。扉一枚隔てた向こう側に溢れる、数多の問題事や心配事──そういう余計なことを考える隙を作らぬように。

                　だがこれは、今までのものとは違う。

                　海を背にしたフーヴァルの背後では、残照が鮮やかに燃えていた。彼は目を伏せてかがみ込むと、海図を読み、日誌を記すときと同じ真剣さで、ゲラードのものを愛撫した。

                　視線に気付いたフーヴァルがこちらを見て、ニヤリと笑う。彼は舌を出して、屹立の根元から先端までをこれ見よがしに舐め上げた。

                　ゲラードは砂を握り、あっという間に上り詰めようとする自身を戒めた。

                　彼は、まるで歌うような声で言った。

                「それは……今すぐぶち込みたいって顔か？」

                　あけすけな言葉に、いとも簡単に揺るがされてしまいそうになる。だがゲラードはぐっと堪えて、半身を起こした。

                「これは」フーヴァルをそっと押し倒し、耳元で囁いた。「僕も、君のことを味わいたいと思っている顔だ」

                　ゲラードは彼の腰に手を這わせ、彼の肉体に施された刺青をなぞるように愛撫し、キスをした。それは海で死に、顔面を魚に食い荒らされても誰の亡骸かわかるようにと、船乗りが身体に刻む唯一無二の刺青だ。両手の指に刻み込まれた『ＨＯＬＤ』『ＦＡＳＴしっかりつかまれ』の文字。胸の真ん中にある北極星と、それを挟んで向かい合う二羽の燕。右腕の海亀。左手の錨──そこに施された模様の意味を、ゲラードはすべて覚えていた。それは彼が、船乗りとして歩んできた航跡そのものだ。

                　フーヴァルの腰に手を当て、背中を向けさせる。

                　ゲラードは背中からフーヴァルに覆い被さり、背中の隆起や、腰の窪みや、尻の膨らみにキスをしながら、彼の下穿きをゆっくりと脱がせた。日焼けした肌と、腰から下の白い肌との対比。太陽さえも知らない場所に、ゲラードは優しく噛みついた。フーヴァルが低い声で呻き、今の悪戯を気に入ったのだとわかった。

                　彼は砂の上に胸をつけ、尻を高く掲げた。淫靡に反った腰の曲線の向こうでは、張り詰めた背中の筋肉が美しい陰影を描いている。

                　ゲラードは、背骨が尽きたところにキスを落とした。それから、二つの膨らみの間に。そして、さらに下に。

                　どこもかしこも、海の味がした。海の味と混ざり合う、彼自身の汗の味も。

                　舌先でなぞり、突いて、丹念に濡らしながら、その場所が強ばりを捨てるのを感じる。フーヴァルのうめき声が、もどかしげに高まってゆく。彼の屹立はゲラードの手の中で濡れていた。とろりとした先走りを指に絡めてそっと扱くと、彼は砂を握りしめて身を震わせた。

                「ガル」とうとう、フーヴァルが音を上げた。「ガル、さっさと──」

                「ぶち込め？」

                　笑い混じりの低い声で、らしくない言葉を使うゲラードに、フーヴァルはほんの一瞬面食らった顔をした。けれどすぐに、共犯者めいた笑顔が取って代わる。

                　彼は身を起こし、ゲラードの胸に背中を合わせると、後ろ手に腰を引き寄せて、尻を押しつけた。

                「ぶち込んで、めちゃくちゃにつきまくって、全部ぶちまけてくれよ──俺の中に」

                　愛撫より濃厚な声が、ゲラードの全身を這い回る。あっけなく、ゲラードは言葉を失った。

                　その顔を見たときの、フーヴァルの得意げな顔ときたら。

                「いくよ……」

                　砂浜に膝をつき、後ろから抱きかかえたまま、彼の温もりに、自身を沈める。

                「ああ……！」

                　結合が深まるほどに、皮膚を甘く痺れさせるものを分かち合いたくて、彼の腰に、胸に、腹に手を這わせた。

                　ゲラードの腕の中で、彼は張り詰め、仰け反り……そして降伏するように、すべてを緩めた。

                　ふたりの目の前には夜凪よなぎの海があり、月明かりを映した銀の波が静かにさざめいていた。空は、満天の星に埋め尽くされていた。凄絶なまでの星空。じっと眺めていると、怖ろしくなる。肉体から解き放たれ、意識が吸い込まれてしまうのではないか、と。

                　だがいま、ゲラードの腕の中にはフーヴァルがいて、ふたりはしっかりと繋がっている。ここより他に、行きたい場所などない。

                　フーヴァルが振り向き、ゲラードの頬を引き寄せる。キスをしたまま、穏やかな律動で揺れる。ゲラードの肉体に赦された、フーヴァルの一番奥にある場所への愛撫──その恩恵を味わうように、優しく、深い抽挿を繰り返した。

                　フーヴァルの左手がゲラードの右手を捕まえる。彼はそれを臍に──その下の屹立に導いた。そうして、絡み合わせた手に突き入れるように、腰を動かす。

                「ああ……」

                　彼の肌を、肉を震わせた官能を、ゲラードも確かに感じた。彼が、彼の思うままに腰をくねらせると、さっきより早く、激しく、情熱的な新しい律動が、ふたりの間に生まれた。

                「アーヴィン」荒い息で囁きながら、彼の耳を甘く噛む。

                「ああ……ガル──」

                　燃えるように熱い耳朶に舌を這わせ、耳飾りごと口に含む。

                　フーヴァルは狂おしげな声を上げて、さらに強く腰を抱き寄せ、尻を押しつけた。

                　潮しおの音ねが遠ざかり、心臓の鼓動ばかりが耳の中に響いた。快感に、熱情に唆され、動きが早まる。打ち付ける音。ふたりを濡らす汗の音。荒い呼吸。濡れそぼつ屹立が立てる音が重なり合う。もう、それしか聞こえない。それしか、聞きたくない。

                　互いにしがみつく手が汗で滑って、それでも放すまいと爪を立てる。掻き抱く力強さは愛撫よりも荒々しく、激しく、ふたりの中の炎を燃え立たせた。

                「ん、あ……ガル……っ」

                　戦慄が肌の上を覆う。まるで、積乱雲の表面にはしる雷のように。

                「アーヴィン」

                　ゲラードは囁き、彼の顎に手を添えて振り向かせ、キスをした。すると彼は、喘ぎとも吐息ともわからぬ声を上げながら、それを受け入れ──ゲラードの唇を噛んだ。

                　絡み合った、ぬめる両手の中にあるものが、限界を訴えて震える。それを強く握ると、腰に突き立てられたフーヴァルの爪がさらに深く食い込み、熱い内壁がきゅっと締まった。

                「あ……！」

                　まるで、嵐を抱いているようだ。

                「あ、クソ……」フーヴァルが、もどかしさと、快感と、切望が一緒くたになったような声をあげる。

                「いきそうだ」ゲラードは、フーヴァルの耳にねじ込むように、ざらりとした声で囁いた。「アーヴィン、君に、全て注ぎ込みたい」

                　ひときわ大きく、フーヴァルの身体が震える。

                「ああ……！」

                　頭の中で、いや、身体中で、何かが弾ける。

                　それは意識を真っ白な光で塗りつぶした。解放。そして、どこかに帰り着いたような安心感を覚える。同時に、自分の中から溢れるものが誰かを満たしているという、荒々しい満足感もある。

                　ゲラードはフーヴァルを抱きかかえたまま、絶頂の谺こだまに突き動かされるように、何度も深く、自身を埋め込んだ。目に涙が浮かぶほど甘美な陶酔が、頻波しきなみの如くに何度も全身を包み込み──それが引いたあとには、ただただ満ち足りた思いだけが残る。

                　抱擁を解いて、彼の中から自身を引き抜く。

                　すると、振り向いたフーヴァルがゲラードにキスをし、そのまま押し倒した。

                「覚悟は？」

                　フーヴァルが、キスの合間に笑い交じりの声で囁く。

                　ゲラードも笑って答えた。

                「とっくに、できてるよ」

                　

                　彼は、自分の中に注がれたものが流れ出すのを手で受け止め、それを自身と、ゲラードに塗り込んだ。扇情的な手つきに解されるまでもなく、そこはすでに、彼を求めて疼いていた。

                　窺うような抽挿を数度繰り返したあとで、結合が深まる。彼を受け入れるこの瞬間は、彼に受け入れられるのと同じくらいに素晴らしい。

                　一度の絶頂を経て、快感は鈍るどころか、さらに強まっていた。素肌を撫でる海風や、背中の下の濡れた砂の一粒一粒にさえ、いちいち感じてしまいそうなほど。

                　そんな考えを読んだのか、フーヴァルは滑らかな抽挿でゲラードを揺さぶりながら、片手で砂を掬い、ゲラードの胸に落とした。細かな砂を胸に塗り拡げ、親指で乳首を擦る。

                「──あ……っ」

                　ざらりとしたあたたかい感触に、思わず腰が跳ねる。それを見て、フーヴァルはニヤリと笑った。ざらつく愛撫を続けながら、腿を引き寄せて結合を深め、奥の奥までも容赦なく抉るように腰を揺らす。

                「あー……すっげえ、イイ」フーヴァルは荒々しく掠れた息を漏らした。「最高だ……」

                　受け入れるときも、その逆の時も、フーヴァルは喘ぎ声を抑えない。快感に没頭しているその声が耳に流れ込むと、ゲラードはいっそう敏感になる。

                　為す術なく喘ぐゲラードの目に、涙が滲んだ。

                「アーヴィン──フーヴ……！」

                　酷薄な彼を呼ぶには、やはりこちらの名前が似合う気がする。

                　ゲラードは縋るようにフーヴァルの腕を掴み、力なく引っ掻いた。

                　フーヴァルは、実に満足そうに呻きながら身をかがめて、ゲラードの唇を舐めた。

                「あ……」

                　キスを期待して開いた唇にわずかに届かぬところで、彼が微笑む。そうして何度も顔を近づけては離し、物欲しげなゲラードの顔を見下ろして悦に入っていた。

                　悪党め。

                　痺れを切らしたゲラードはフーヴァルの首筋に手を当て、無理矢理引き寄せ、キスをした。

                　勝利の口づけに目を閉じ、深く呻く。

                　フーヴァルの抽挿が、この上なく優しく、ゲラードを追い詰めてゆく。まるで、十重二十重に打ち寄せる、あたたかな波のように。

                「ん……ン……っ」

                　揺さぶられ、突き上げられて、ゲラードは、自分の形が静かに崩れていくような気がした。波打ち際の砂の城のように跡形もなく。

                　それは、さっき絶頂で味わったのとは別の感覚だった。自分という殻を捨てて、海と一つになる──そんな、得も言われぬ解放だった。

                「ガル──」

                　フーヴァルが囁く。それだけで、ゲラードにはわかる。

                「ああ……」ゲラードは微笑み、彼の肩を抱いた。「来て」

                　腕の中で上り詰めてゆく彼を感じる。切なげにひそめられた眉。額を転がる汗。絶頂を迎えそうになると、彼は何かに耐えるような表情をする。唸り声を上げる獣のように、鼻にしわを寄せ、唇を強く噛む。

                　荒い息が、不意に張り詰め……とまる。

                　繋がった場所に別の熱が滲んで、満たし、溢れてゆく。

                　彼の雫を一滴も漏らさず、自分の中に留めておけたらいいのに──ゲラードは、フーヴァルを抱きしめながら、そんなことを思った。

                　フーヴァルがきつく噛みしめた唇を、ゲラードが舐めて緩ませる。互いに呼応するような喘鳴がおさまるまで、ふたりは口づけをした。何度も。何度も。分かち合った絶頂が、互いの身体に及ぼす変化までも、余さず味わい尽くそうとするように。

                　やがて、狂おしいほどの衝動は、心を満たす幸福に取って代わる。つなぎ合わされた二つの心を満たす幸福に。

                　ふたりは夜の浜辺で、手を握り合い、眠りに落ちた。

                　瞼を閉じる直前まで、互いの笑顔を見つめたまま。
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                　目を覚ますと、目の前に真珠のような夜明けが広がっていた。

                　水平線の上に顔を出した太陽はまだ微睡まどろみの中にいて、薄紅色の雲も、薄水色の空も、どこか眠たげな淡い光を放っていた。

                　身体を起こそうとしたフーヴァルは、違和感に足下を見た。いつの間にか、下半身が魚に変化へんげしてしまっている。眠っている間に潮が満ちて、脚が海水に浸かっていたらしい。

                　この島に来て以来、潮の満ち引きが生じたのは、これが初めてだった。

                「おはよう」

                　ゲラードの声に振り向くと、彼は両手に果物を抱えて、こちらに歩いてくるところだった。ふたり分の濡れた服は、彼の背後の木にかけて干してある。今ゲラードが身につけているのは、光に透けてしまうほど薄いシャツだけだ。

                　ゲラードはフーヴァルの傍に腰を下ろすと、手にしていた果物を半分に割って、手渡した。フーヴァルはそれを受け取って、言った。

                「この格好を見ても、驚かねえんだな」

                　すると、彼は後ろめたそうな笑みを浮かべた。

                「実は……少し前に起きて、しばらく眺めていたんだ」

                　フーヴァルはふと顔を逸らして、自分の半身を見下ろした。「これだけ近くで見りゃ、さすがに気色悪いと思っただろ」

                「なぜ？」ゲラードは、ほとんど狼狽えたような声を出した。「頭の片隅を過よぎりもしなかった。そんなことは」

                　彼は膝を抱え、そこに頬を休めると、フーヴァルの全身を見つめた。昨夜彼の目を覆っていた銀色は薄れ、有明方ありあけがたの星影のようなものが微かに見えるだけだ。だが、彼がフーヴァルの人魚の半身を見つめるほど、その輝きは再び強まっていった。

                「初めてエイルに行ったときの僕を思い出すと、今でも恥ずかしいけれど」彼は言った。「それでもあの時から、想いは変わっていないんだ。ナドカほど美しい種族はいない。その中で、僕にとっての一番が……君なんだ」

                　その言葉を疑う必要がないのは、わかっていた。

                　人魚としてのフーヴァルの半身は、人の姿の時の身長と同じくらいの長さがあった。滑らかな表皮に鱗はない。どちらかと言えば、イルカに近いつるりとした感触だ。腿があったあたりには水掻きを持つ大きな鰭がある。尾びれは打ち寄せる波に覆われていた。

                　ゲラードを喜ばせるためだけにそれを持ち上げ、水しぶきをかけてやると、思った通り、彼は子供のように笑った。

                　それを見て、フーヴァルの心の底にわだかまっていた恐れは消えた。

                　小さく笑って、呟く。

                「物好きめ」

                「僕が物好きなんじゃなくて、他の皆の目が節穴なんだ」ゲラードは自信たっぷりに言い放った。「本当に、美しいよ」

                　フーヴァルは、名前もわからない紅色の果物にかぶりついた。舌が痺れるほどの酸味に続いて、濃厚な甘さが口に広がる。眉を上げたフーヴァルの表情を見逃すことなく、ゲラードはまた別の果物を勧めてきた。

                「これも、味は違うけど同じくらい甘くておいしい」

                「へえ……？」

                　その声に込めた誘いに気付いて、ゲラードは顔を上げた。

                　彼は人魚の特徴である牙が並んだ口元に魅せられていた。手にした果物にかぶりつくと、そのまま、フーヴァルに口づけをした。

                　フーヴァルは唇についた味を舐め、強請ねだるように、さらに舐めた。ゲラードがフーヴァルの頬を両手で包み、彼の体温に温まった果実を、そっと口移しした。

                　確かに、甘くて美味い。

                「こっちの方が好みだな」

                　フーヴァルはそう囁きながら、ゲラードの背筋を撫で下ろした。彼は背筋を震わせ、声にならない声を込めた吐息を漏らした。窺うような表情──だが、その瞳はすでに、欲望に煙っている。

                　どちらともなく、口づけをした。

                　果実の後味を貪るようにキスを深めながら、ゲラードを、自分の上に導く。彼は、人と魚の境目を指先でそっと辿り、それから遠慮がちに、魚の半身に触れた。

                「すごい……」

                　嬉しそうに目を細めて、ゲラードがフーヴァルを見つめる。それは彼が、心から美しいと思うものに触れたときの反応なのだ。

                　君にそんな目で見つめられる時だけ、僕は自分で自分を誇りに思える──彼のその言葉を、なぜかいままでずっと忘れることができなかった。まるで、いつか必要になるとわかっていて、心にしまっておいたみたいに。

                　その『いつか』が、今だ。

                　お前に……そんな目で見つめられる時、俺は自分で自分を誇りに思える。

                　ゲラードの胸で高鳴る鼓動につられたように、フーヴァルの胸が締め付けられる。そして、思う。

                　俺はもう、この男から離れて生きていくことはできないのだと。

                　ゲラードの背中に腕を回す。彼もまた、フーヴァルの肩に手を回して、キスをした。

                　ダイラで彼と会うときにいつも嗅いでいた、あの瀟洒しょうしゃな香水の香りは、もうすっかり消えていた。いま、彼の膚はだからは、海と、彼自身の匂いしかしない。そんな小さなことに、可笑しいほどの満足感が沸き起こった。

                　打ち寄せる波に揺り動かされた半身が擦れ、シャツの下にあるものの存在を確かに思い出させる。ゲラードの頬は上気していた。彼もまた、自分の中で大きくなりつつある衝動を自覚しているのだとわかった。

                　髪を掻き上げて、そっと囁く。

                「ガル」

                　悪戯心と好奇心が半分。あとの半分は……単なる欲望だった。

                　フーヴァルはゲラードの手をとって、それを彼の後ろへと導いた。魚の半身の、ちょうどゲラードの尻の下あたりにある裂け目へと。

                　波に洗われ、濡れたその場所に触れて、ゲラードはハッと息を呑んだ。

                　フーヴァルは彼の手を掴んだまま、ゆっくりと半身を波打たせた。すると、裂け目の中からぬるりと、彼自身が立ち上がる。

                　ゲラードはうっすらと口を開けて、フーヴァルを見つめていた。彼の心臓の鼓動が、こちらにまで伝わってくるようだ。

                「アーヴィン」彼の声は囁きに近かった。「触れても……？」

                「ご自由に」フーヴァルは言い、ゲラードの手を放した。

                　彼は半身を捻ってふり返り、それを見た。

                　正直言って、怖じ気づかれるのを覚悟していた。生々しい薄紅色をした生殖器は、イルカのものとよく似ている。先端に向けて細くなってゆくナニにはかなりの長さがある。人間のものと形状が異なるというだけでも腰が退けそうなものだが、加えてこのデカさだ。

                　もしゲラードが萎えたら、こいつを露出したまま泳ぎ回ることで性に目覚めた幼少期の思い出を語って笑い話にしようと思っていた。

                　だが、彼は臆するどころか、いっそう魅了されたようにため息を漏らした。

                　そして、恭しい手つきで、それを撫でた。

                「……っ」

                　不意打ちの愛撫に、身体がびくりと震える。

                　ゲラードはその反応に気を良くしたのか、さらに大胆になった。

                「もっと触れても、いいかな……？」

                　遠慮がちに尋ねてはいたものの、彼の目には無視できない強い光が宿っていた。

                　そんな目で見られたら、降伏するしかない。

                「ああ」フーヴァルは言った。「お好きなように」

                　たぶん、この身体は自分のものである以上に、彼のものでもあるのだ。

                　ゲラードは下唇を噛んだ。そして、フーヴァル自身を自らの脚の間に導くと、ゆっくりと腰を揺らした。

                　フーヴァルの心臓が、胸の中で宙返りした。

                「ガル──」

                「ああ……」ゲラードが、陶然としたため息をついた。

                　擦られる感覚に、毛先までじりじりと痺れる。手もなく喘がされそうになったフーヴァルは、気を取り直して唇を噛んだ。

                　そうかい、そっちがその気なら。

                　人魚の生殖器は、人間のものに比べて、かなり器用に動かすことができる。フーヴァルは、ゲラードのものに自身の先端を絡みつけた。

                「あ……っ」彼は驚きに目を見開き……そして、うっとりと微笑む。「すごい……」

                　衝動に突き動かされて、思いきり彼を引き寄せた。腹の上に腹ばいになった彼の唇を捕らえ、息を奪うようなキスをしながら、腰をくねらせる。ゲラードは身を震わせ、両脚をきつく締めて、フーヴァルにしがみついた。

                　人間の姿の時にもたいして働いていない理性が、この姿の時はいっそう馬鹿になってしまう気がする。打ち寄せる波が砂を攫ってゆくたび、身体はどんどん沈み込んでゆく。まるで、官能に溺れようとしている二人の状況そのものだ。

                　もっと、もっとと、本能が叫んでいる。

                「ああ、クソ」フーヴァルは呻いた。「お前に挿れたい」

                　ゲラードは、胸の奥で響くようなうめき声をあげて、フーヴァルに口づけをした。

                「僕も欲しい」彼は言った。「君の全てが知りたいんだ……」

                　フーヴァルは唸り、ゲラードの尻を掴んだ。そして、細い先端で彼の入り口を探ると、くねらせながら、彼の中に入った。

                「あ、あ、あ……！」

                　ゲラードは小さく声を上げながら、フーヴァルの胸にしがみついている。ぴたりと重なり合った胸から、彼の身を震わす戦慄がつぶさに伝わってきた。

                「ああ……」

                　フーヴァルは、食いしばった歯の間から、深いため息を漏らした。

                　彼の中は熱く、昨日の悦びの余韻に、まだ柔らかかった。どこまで届くのか──どこまで届いていいのかを探りながら、奥へと滑り込ませる。

                　ゲラードは目を白黒させていた。

                　もし彼の表情に苦悶の欠片でも浮かぼうものなら、すぐにやめようと心に誓っていた。だがフーヴァルの決意をよそに、ゲラードはこの行為に没頭していた。呼吸と一緒くたになった喘ぎを漏らしながら、全身でフーヴァルを受け入れようとしている。

                「全部、はいった……？」

                　か細い声で、そう尋ねる。

                「あと少し」フーヴァルは言った。「だが、これ以上は──」

                「僕は平気だ」ゲラードは、胸元に頬を当てたまま言った。「だから、全部いれてくれ……君が欲しい──全部、欲しい……」

                　むずがるような声が、背筋に火をつける。

                　耳を噛み、首筋に、頬に、顎の内側の薄い皮膚にキスをしながら、ゆっくりと、慎重に、全てを収める。太い根元の部分をぐっと押しつけると、ゲラードは深く呻いた。

                「ああ……」満足げな声。そして、か細い声で囁いた。「すごい……」

                　彼の中にあるいくつもの襞や曲がり角を探るように、屹立を捻る。ゲラードは堪えきれずに大きな声を上げた。

                「う、あ、それ……！」

                　彼は息も絶え絶えになりながら、フーヴァルの胸板を力なく掻きむしる。

                「苦しいか？」

                　ゲラードは首を振った。その目には涙が滲んでいる。

                「それ以上されたら……どうにかなってしまいそうだ……」

                　フーヴァルは、昂ぶった感情のままに笑い声を上げた。そして、彼をしっかと抱きしめると、身体を回転させ、波の中に身を投じた。

                「うわ！」

                　膝の高さまでの浅瀬でも、泳ぐには十分だった。

                　フーヴァルは再び仰向きになり、ゲラードを跨がらせたまま、ゆっくりと泳いだ。

                「いきなり……何を……するんだ……」

                　突然のことに文句を言いはしたが、泳ぐフーヴァルと深く繋がったゲラードの声には迫力がない。ゆったりと尾を動かす度、彼の奥深くにまで這入り込んだものが蠢く。その感覚に震えながら、ゲラードはフーヴァルの胸にもたれた。

                「か、身体中が、おかしな感じだ」啜り泣くような声で言う。

                　フーヴァルは、ゲラードの頬をそっと撫でた。「どんな風に？」

                「あ、頭が──骨が、じんじんと痺れて──ああ！」目に滲む涙が、頬を濡らす海水に溶ける。「頭から爪先まで……痺れて……すごく気持ちがいい」

                　うっとりとした声に、フーヴァルの腰が蕩けそうになる。

                「アーヴィン、こんなのは初めてだ……」

                「そいつは、嬉しいね」

                　フーヴァルはゲラードの頭のてっぺんにキスをした。

                　彼を追い詰めすぎないように、ゆっくりと、だが確実に、高みへと送り出す。ゲラードは震えながら、小さな声を断続的に上げ続けた。

                「あ、だ、駄目だ、アーヴィン、僕は……」息が荒く、深くなる。「僕は──ああ……っ！」

                「イきそうか？」

                　わかっていて、尋ねた。

                「ん」ゲラードは囁くような声で答えた。「ああ……いきそうだ……」

                　繋がった場所が、きゅっと締まる。爪先が丸まり、震える腿がフーヴァルを締め付ける。アーヴィン、アーヴィンと、彼は何度も名前を呼んだ。痙攣のような震えが、この上なく優しく、彼を苛んでいた。

                「……っ！」

                　その瞬間、彼は声を上げることさえできなかった。息が止まり、危険なほど長い間、そうして呼吸もせずに震えていた。

                　やがて息を吹き返すと、今度は喘鳴のような喘ぎを漏らした。

                　びくびくと痙攣するゲラードの背中をなだめるように撫で、いくつものキスをした。震えが落ち着くと、フーヴァルはそっと、彼の中から自身を引き抜いた。

                「今のは……何だったのか……」

                　ようやく、ゲラードが言った。

                　性器には触れず、射精も無しに達することができるという話を聞いたことはあったが、怪しいものだと思っていた。どうやら本当だったようだが、どこかの薄汚れた酒場で聞いた話を、ここで持ち出したくはない。目の前に広がる光景が──この行為が、あまりにも完璧すぎて。

                　フーヴァルはもう一度ゲラードの頭にキスをして、言った。

                「それだけ、良かったんだろ」

                　ゲラードはまた少しぼうっとしたまま、やんわりと微笑んだ。

                「それは……間違いないね」

                　彼はフーヴァルの上から降りると、浅瀬に足をつけた。彼の胸はまだ、荒い息に大きく膨らんでは萎むのを繰り返している。彼は、フーヴァルの剥き出しのものを改めてまじまじと見て──キスをした。

                　フーヴァルは水面でもんどり打って、派手に水を撒き散らした。

                「すまない」ゲラードが慌てて、フーヴァルに手を差し伸べる。「一言ことわるべきだった」

                「いや、気にすんな。ちょっと驚いただけだ」

                　本当は、相当驚いていた。この期に及んでもまだフーヴァルは、ゲラードが彼のものを直視するのを躊躇うと思っていたのだ。

                　ゲラードは躊躇うどころか、今度は礼儀正しく「いいかい？」と尋ねた。

                　駄目だなんて、言えるわけがない。

                　彼は屹立に口をつけ、口の中には収まりきらないそれを、両手で包み、咥えて、舌で愛撫するように舐めた。為す術なく、フーヴァルは呻いた。

                　ゲラードの口淫は徐々に大胆に、遠慮が無くなってくる。彼は、フーヴァルのものの根元の、さらに下にある閉じた割れ目に触れた。

                「あ」

                「ここは……」

                「そこは……あれだ」フーヴァルは言った。「穴だ」

                　それ以外に言いようがない。

                　ゲラードはクスクスと笑い、そこにも口づけをした。

                　またしてもびくりと震えたフーヴァルを見て、ゲラードの目に、またあの輝きが現れる。フーヴァルは笑って、言った。

                「本当に物好きだな」

                　

                　　　　　　　†

                　

                　浅瀬の向こうへ泳ぎ出すと、そこには、ふたりがいた島とはまた別の楽園が広がっていた。

                　まるで、空を泳いでいるようだった。

                　頭上では鏡のような海面が輝き、差し込む日の光が踊るように揺らめく。海の中には、何百とも、何千とも言えぬほどの生命が溢れている。そのどれもが固有の色を持ち、そのどれもが美しかった。

                　枝や溶岩、血管を思わせる、様々な形の珊瑚の森。そこに憩う魚たち。悠然と泳ぐ海亀や、浅い海底に散らばる奇妙な生き物たち。いままで地上では目にしたことがないほど鮮やかな色彩が、揺籃ゆりかごのように穏やかな海の中で、自由を謳歌していた。

                　ふたりは飽きることもなく、珊瑚礁の海を泳いだ。

                　そして時折、前触れなく沸き起こる衝動に口づけをし、海の中で交わった。

                　二人して波に揺蕩たゆたいながら、しがみつくゲラードの足を、フーヴァルはしっかりと抱き寄せた。そして、自分の中に迎え入れたものを、さらに深くへ導いた。波に揺られ、尾びれの動きに揺れて、絡み合う足と鰭とで身体を揺さぶりながら、すべてを懸けて互いを求めた。

                　息を奪い尽くすような口づけをしたまま、フーヴァルが深い呻きを絞り出す。熱い舌で、自身の喉で、それを味わい飲み下しながら、ゲラードはフーヴァルの腰を抱き、彼を穿った。

                「ガル」切羽詰まった声。「ガル……！」

                「ああ……」ゲラードは囁き、フーヴァルの肩に、喉に、口づけをした。

                　フーヴァルの尾びれがくるりと丸まり、ゲラードの足に巻き付く。

                　そうして絡み合ったまま、ふたりは最後の絶頂を迎えた。

                　ぴったりと合わさった胸の中に響く、声が、鼓動が、どちらのものなのかわからない。それほど深く繋がり合っていた。

                　ふたり同時に放ったものが溢れ、周囲に一瞬滞ったあと、波に流されて、消えてゆく。

                　昨日の夜の激しい交わりで味わったのとは、また違う終焉。それは、穏やかに高め合い、混ざり合い、ただ一つになるための行為だった。

                　はじまりのための行為だった。
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                「ジャクィス・キャトル」ゲラードが言った。「君の友人が、生きていたのか」

                　フーヴァルは頷いた。

                「友人だった男だ。今はもう違う」フーヴァルは言った。「奴はアラニに協力してた。マルヴィナから、ヴェルギルがシルリクだって話を聞いてやがったんだ」

                　ふたりは、泳ぎ疲れた身体を砂浜に横たえていた。

                　あの嵐の夜の話をするのは、フーヴァルが自分で思っていた以上に苦痛を伴った。けれど、ゲラードに対しては、もう秘密を持ちたくない。

                「あいつの言う通り、俺は逃げた」フーヴァルは言った。

                　ゲラードはうつ伏せになり、肘をついてフーヴァルの顔を見つめた。

                「逃げたわけじゃない」彼は言った。「君は生きるために、理想を追うために、元いた場所を出ていったんだ。それを『逃げる』と言ってしまえば……道が失われてしまう」

                「ものは言いようだな」

                　フーヴァルの皮肉にも、彼は動じなかった。

                「毒が薬になることだってあると言ったのは君だ」ゲラードは笑った。

                「向き合うにはあまりにも大きすぎる問題に出会ったとき、ひとは『逃げる』ことで活路を見出す。でも、それすら叶わないときもある。逃避というのは、その間に命を繋ぐことだ」ゲラードはそっと、フーヴァルの肩に触れた。「君が『逃げた』から、僕らは出会えた。これは……勝利と呼んでいいんじゃないかと思う」

                　そう言われてしまうと、それ以上は何も言い返せない。

                「それでも……逃げる必要などない世界を実現できたら」ゲラードはしみじみと言った。「君が大事に思うように、僕もエイルを守りたい。人間とナドカが、どちらも自由に暮らすことができる国──初めて聞いたときには、ほんとうに胸が躍ったんだ」

                　彼は寝返りを打ち、腹の上で両手を組んで、空を見上げた。

                「僕にできることなら、何でもしたいと思った。いくつか貿易の仲立ちをしたりはしたけど、それでは足りない。もっとできることがあるはずだ」

                　こういう会話を、かつては疎んでいた。一人の人間がくさくさと思い悩んだところで、何が変わるわけもないだろうと。だが、今は不思議と、そう言って笑い飛ばす気にはなれなかった。

                「エイルだけでは、世界は変わらないんだ」彼は言った。「いくつもの国が手を取り合わなくては……まずは、ダイラが変わらなければ」

                　この話が向かう先が見えてきた気がする。

                　フーヴァルは身を起こして、ゲラードを見た。

                「王になるつもりなのか？」

                「僕には、務まらないだろうか」

                　フーヴァルは、嘘をつくつもりはなかった。

                「お前みたいなやつに、王は向いてねえ」

                　すると、ゲラードは気弱げな笑みを浮かべた。

                「僕も、そう思う」

                「マウリスがどうなったか知ってるだろ。ヤツの治世はたったの六年だったんだぞ」

                「僕はマウリスとは違う」ゲラードは言った。「だが……そうだね」

                　マウリスは、それまで国中で権力をほしいままにしていた審問官を事実上無力化し、〈クラン〉と手を結んで、古の〈協定ノード〉を復活させた。ナドカ狩りは禁止され、彼らを保護するための掟が作られた。彼の改革の多くは今日まで生きている。だが、やり方があまりにも性急すぎた。

                「ヤツは暗殺されたんだ。あの当時そこら中に配備されてた〈クラン〉でさえ、それを防げなかったんだぞ」

                　ゲラードは微笑んで、もう一度言った。「僕はマウリスとは違うよ」

                　こういう話をすると決まって腹の底に燃え上がった苛立ちの炎は、完全に消えたわけではないにせよ、制御できる程度になっていた。

                　フーヴァルはため息をついて、頭の後ろを掻いた。

                「本当に、本気か」

                「それは……まだわからない。冠をかぶることだけが、王族の役割ではないから」

                　王位にまつわる話をするゲラードの顔に見慣れた諦観は、もうなかった。彼の眦まなじりには、静かな決意が現れていた。

                「でも、他に道がないのなら、そうする」

                「ダイラの連中は、お前を血祭りにあげるぞ」フーヴァルは言った。「お前の出自も、母親のことも、俺とのことも……一つ残らず暴かれて晒される。そのうち、あることないこと噂にして、酒場の笑い話にされちまうんだ」

                「恐怖の種になるよりはいい」ゲラードは笑った。

                　フーヴァルは、ゲラードを見つめた。

                「二度と、自由にはなれねえぞ。わかってんのか」

                　ゲラードもまた、フーヴァルを見つめた。

                「他に道がないのなら。覚悟はできてる」そして、微笑んだ。「僕にどれだけのことができるのか……やってみる価値はあると思わないか？」

                　彼の気楽な口ぶりの裏側にあるものが、フーヴァルには見えていた。

                　彼は、やると決めたら言い訳などせずにやる男だ。

                　彼はやるだろう。血まみれになっても、臓腑を抜かれても、心臓が動いている限りは、血の最後の一滴を失うまで立ち続ける。

                　かつての自分は、それがわかっていたからこそ、恐れた。

                「この島を出て、もう一度ダイラに戻らなければ」ゲラードが呟く。

                　その言葉を聞いて、フーヴァルは静かに目を閉じた。

                　そして言った。

                「わかったよ。俺の負けだ」

                　

                　　　　　　　†

                　

                「思ったより早く目覚めちゃって、びっくりだよ」

                　ナールと呼ばれた青年は、まるで旧知の間柄のようにゲラードの手を握り、ぶんぶんと振り回した。

                　彼はフーヴァルの呼び声に応えて海から姿を現した。腰に巻かれた海藻を除けば、何も身につけていなかった。

                「何年かかかると思ってたんだけどな。君の父上が目覚めるまでにはずいぶんかかったんだよ。とは言え……彼はそれに耐えきれなかったけど」気の毒そうなそぶりを見せることもなく、彼は言った。「まあ、モーズリーは真実を守るって役目をちゃんと全うしてくれたからね！」

                　海の中で見た時とは、だいぶ印象が違った。もちろん、彼が人魚の姿をしていないというのもある。けれど、あの嵐の海をもの凄い早さで泳いでいたときの彼は、いまよりもっと……フーヴァルに似ていた。

                　いま、降り注ぐ明るい日差しの下で見るナールの中に、彼の兄との類似を見つけるのは少し難しい。フーヴァルから不機嫌と皮肉と反骨精神を取り除き、代わりに天真爛漫をこれでもかとばかりに詰め込めば、多少は似てくるかもしれない。

                　これが、妖精という種族。

                「自分自身を見つけるというのは……『貴銀しろがねの血』というのと関係があるんだろうか？」

                「ご名答！　さすが王子様！」

                　ナールはゲラードの手を握ったまま微笑んだ。輝く波のように眩しい笑顔だ。

                「おい」不機嫌の権化、フーヴァルが、爪先で弟を小突いた。「好みじゃねえんだろ」

                　ナールはその攻撃をひょいと避けた。「そんなこと言った？　いつ？」

                　何の話だ？　とフーヴァルを見たけれど、気付かぬ振りをされた。

                「とにかく、これでようやく君たちを長おさに会わせられる」ナールは言った。「さっそく行くよ！　ずっと楽しみにしてたんだから」

                　ナールが、問答無用でゲラードの手を引く。ゲラードは慌てて踏みとどまった。

                「行くって、どこに？　この島を出られるんじゃないのか……？」

                「出したげるから心配しないで」ナールはイルカそっくりの笑い声をあげた。

                　ゲラードは助けを求めるようにフーヴァルを見た。彼はため息をつき、ゲラードの手を、ナールから引き剥がした。

                「オルノアまでどのくらい泳ぐ？」

                「オルノア……」ゲラードは呆然と繰り返した。「オルノア!?」

                「ここからそんなに遠くないよ」ナールは言った。「でも、王子様にはこれが必要かもね」

                　彼が大きく口を開けると、舌の上には金貨が載っていた。フーヴァルが首から提げているのと同じ、オルノアの金貨だ。彼はそれを、広げた手の上に落として、ごしごしと擦った。

                「これを身につけていれば、ただの人間でも水中で息ができるし、海の底でも口から内臓が飛び出たりしなくなるよ」

                　放り投げられた金貨を、ゲラードは慌てて空中で掴む。

                「兄さんだって、これがなかったら溺れちゃうもんね」

                　ゲラードはフーヴァルを見た。彼は事もなげに肩をすくめた。「ま、俺は半分人間だからな」

                　ナールは砂浜に立つふたりを交互に見た。

                　ゲラードは青ざめていた。「口から、内臓が……？」

                「準備はいい？」返事も聞かず、ナールはにっこりと笑った。「じゃ、行くよ！」

                　

                　水の中で息ができるという事実に頭が追いついていないせいで、ゲラードは、つい息をとめてしまいそうになった。だが、自分を守るように抱きかかえているフーヴァルの胸が規則正しく膨らんでいるので、ゲラードも、おっかなびっくりであったけれど、落ち着いて呼吸ができるようになった。

                　フーヴァルとふたりで泳いだ珊瑚礁の海域を抜けると、そこから先は一気に海が深くなる。水底には濃紺の闇があり、それがどこまで続いているのかもわからない。まるで、海の中の崖を見下ろしているようだ。

                　水に浮いている状態ではまったく意味がないのだろうけれど、足がすくんだ。

                　その時、ほの暗い海底から、不思議な光が漂ってきた。青みがかった光が二つ、揺らめきながら泳いでくる。

                「迎えが来た」とナールは言った。

                　それは、全長十ナートに届こうかと言うほど巨大なタツノオトシゴだった。ごつごつとした身体に、赤い鬣のような鰭ひれをなびかせている。身体の側面にある縞模様は青く輝いていた。さっき見た不思議な光の正体が、その模様だった。

                「タツノオトシゴ……！」ゲラードは呟いた。「伝説上の生き物かと思っていた」

                「今から、その『伝説』に行くんだから」と、ナールが笑う。

                　二匹の迎ヽえヽはナールの身体に長い尾びれを巻き付けてじゃれつき、それから再び、元来た海底を目指して泳ぎはじめた。まるで巡礼を導く二振りの旗のようだ。

                　珊瑚礁の賑やかさを見たあとで、水深の深い領域を旅するのは不思議な感覚だった。魚の数はぐんと減るが、静かな生命の営みは確かに感じられる。難破船の周りをゆっくりと泳ぎながら夜の狩りに備えて眠る鮫や、岩の隙間からこちらを窺う蛸、小魚の群れを追う巨大な魚の姿を、ゲラードは見た。

                　起伏のある海底は切り立った山脈のようで、思わず目を背けたくなるほど深い亀裂がいくつもあった。亀裂の暗がりから向けられる視線があるような気がして、なんとも落ち着かない。

                　それを察したのか、フーヴァルが言った。

                「あとどのくらいだ？」

                「もうすぐだよ」ナールが答える。

                　ゲラードは、この期に及んでもまだ、自分があのオルノアに向かっているという事実を受け入れきれずにいた。

                　大昔の天変地異で、海に沈んだ伝説の国。

                　その国についての真実を語ろうとすると、寡黙にならざるを得ない。想像を膨らませて面白おかしく仕立て上げた物語はいくつもあるし、真偽も定かではない言い伝えも多い。けれどいずれの話も、元になっているのは、神話の片隅で語られたほんの短い一説のみだ。

                　

                　オルノアは神の恵みにさかえし国。されど神の産聲うぶごえによりて海谷かいこくに没せり。

                　

                　神の恵みで栄えた国が、その産声で滅びるとはどういうわけなのだろう。邪神の信仰に傾いたのだとか、それまで信仰していた神を排して別の神を崇めたせいだとか、様々な憶測が語られているが、ゲラードはまだ、これだと納得できる説には出会っていない。

                　そんなことを考えているうちに、気付くと、一行の周りに魚の群れが集まっていた。光を乱反射させながら、種も大きさも異なる魚たちがゲラードたちを包み込む。赤に、黄に、青。そして目がくらむほどの銀。角を持つ魚に。瘤を持つ魚。扇を背負ったような形状のものもいる。それから、鮫に、大きな鱏エイも。イルカが他の魚を蹴散らしながら球体の中に入り込んできて、ナールとじゃれ合ってから、またどこかへ消えていった。

                　それが何かの合図だったかのように、魚たちが離れていった。煌めく魚群の緞帳どんちょうが、キラキラと瞬きながら開いてゆく。

                　目の前に現れたものを見て、ゲラードは息を呑んだ。

                　一見すると、それは巨大な岩壁だ。だがその壁面には、紛れもなく魔法が刻まれていた。頂点が見えないほど高くそびえ立つ岸壁に、幾層にも連なる絵物語が浮かび上がっていたのだ。どうやら、その絵はオルノアの辿った歴史を物語っているようだ。彼らを案内した二匹のタツノオトシゴに宿っていたのと同じ、蒼い光で描かれている。

                　ゲラードはフーヴァルの手を離れて、岸壁へと向かった。絵物語の本に夢中になる子供の頃に戻ったように、胸が高鳴っていた。

                　地層のように積み重なる物語の最下層が、最も新しい物語だ。そこには、人魚と魚、そして都市のようなものが描かれている。絵と絵の間に横たわる鱗の文様は、おそらく、オルノアを守護する海竜を表しているのだろう。ゲラードは上へと泳ぎながら、歴史物語をひとつずつ遡っていった。倒れる人々を背にして、月に何かを乞うているような王の姿を描いた層、海中に没するその瞬間を描いた層、降り注ぐ雷と、襲い来る大波を描いたものもある。オルノアが海中に没するきっかけとなった天変地異を描いているのだ。そして、最も上に描かれていたのが、赤子だった。巨大な鳥──おそらくは渡烏ワタリガラス──に抱擁された赤ん坊の壁画が、誰にも聞こえない叫び声をあげている。

                「神の産聲うぶごえによりて海谷かいこくに没せり……」

                　それは、なんとも奇妙な赤子だ。生まれたままの姿を描いた、その姿は怖ろしく巨大。身体を丸めて眠る顔の部分だけで、家ほどの大きさがある。もともと巨大な壁画ということを抜きにしても、異様なほど大きい。対面するだけで、ゲラードの心臓は、言い知れぬ恐怖に激しく鼓動しはじめた。さらに奇妙なのが、その肌だ。

                　そこには、様々な国の文字がびっしりと刻まれていた。

                　これは……いったい何という神だろうか？

                「おい」

                　後ろから抱きしめられて、思わず小さな声を上げる。

                「アーヴィン！」

                「あんまり長いこと見過ぎるな。魔法に目がくらんじまうぞ」

                　そう言われてよくよく見ると、絵の中の模様、その一つ一つが何重にも入り組んだ複雑な魔方陣からなっているのがわかった。

                「侵入者を防ぐための魔法だよ」ナールは言った。提灯鮟鱇チョウチンアンコウの光みたいに、敵を魅了して動かなくさせるんだ。で、油断したところを──」

                　両手を組み合わせて、ガブリと噛みつく仕草をした。

                　ゲラードは、フーヴァルに手を引かれて海底に戻りながら、この神秘の領域の辿った歴史を改めて追った。

                　神の産声によって滅んだ国。

                「これが……オルノア……」

                「まだまだ」ナールは笑った。「これは、その入り口」

                　ナールは、青く発光する歴史絵に見守られながら、岸壁の中心にあった裂け目に手を当てた。裂け目は音を立てながら、ゆっくりと開いた。海底から砂が巻き起こり、周囲の魚が一斉に泳ぎ去る。

                　海を震わせる轟音がおさまると、ナールが言った。

                「では、お先にどうぞ」

                　

                　門を潜ると、そこには人魚の国があった。

                　千年以上前に海中に没した遺跡として頭に思い浮かべていたものは、藻とフジツボに覆われた、どこかうら寂しい廃墟のような光景だった。だが実際には、オルノアは賑やかで、美しかった。おそらく、地上にあったときと同じか、それ以上に。

                「すごい……！」

                「でしょ」ナールは得意げに笑った。

                　海面からはそれほど深くないところにあるらしい。街全体に、太陽の光が燦々と降り注ぎ、輝く波紋を落としていた。

                　門から続く石畳には、精巧なモザイク画が並んでいた。蛸に、イルカに、カジキ、色とりどりの貝に珊瑚など、無数の海の生き物たちが色鮮やかに描かれている。だが、芸術品のように美しい道の上に一つだけ、一部を残して損なわれているものがあった。特徴ある長い触手は──。

                　だが、よくみる前に、ナールに手を引かれた。

                「こっちだよ！」

                　道は緩やかにうねりながら、なだらかな丘陵と、その上に立つ砦へと続いていた。道の脇には白壁のこぢんまりとした建物が並んでいる。その中のいくつかは、通りにあるのと似たモザイク画を施された丸屋根の建物だった。どの軒先も開け放たれていた。珊瑚やイソギンチャクで埋め尽くされた部屋を、様々な姿の人魚たちは自由に出入りしていた。鱗をもつもの、滑らかな皮膚のもの、何本もの脚をもつ者──色も形も、実に多様だ。彼らは美しい半身を優雅に踊らせ、楽しげに泳いでいる。なんとも開放的な街だ。

                　オルノアが海底に沈んだのは、千年以上も前だとナールは言った。

                「もう正確な日付もわかんないんだ。僕らって、そういう記録を残す習慣がないから」

                　すっかりくつろいだ様子のナールのあとについて泳ぐ。彼は道行く人魚に声をかけられる度、和やかに返事をしていた。ゲラードについて尋ねる者もいれば、遠巻きに見つめる者もいた。どの顔にも、好奇心と警戒が半分ずつあるようだ。人間がこの国を泳ぐのは相当の珍事なのだろう。

                「オルノアがどうして沈んだのかは、いまとなっちゃわからない。でも、怖ろしい大地震があって、津波が起こって、火山が噴火して……雷やら雨やら灰やらが降って、オルノアだけじゃなく、東方大陸全体が大変なことになったって話は伝わってる」ナールは言った。「ちょうどその時オルノアの女王だったシドナが、月神ヘカに慈悲を祈ったんだ」

                　ナールの視線の先に、白い大理石の像が建っていた。子供を抱き上げる直前のように両手を拡げて微笑む女王の姿。街の広場の中央にある石像は、古いにしえのの王の装束を纏っている。よほど大事に手入れされているのだろう。何千年の時を経ても欠けはなく、フジツボも海藻もついていない。ほとんど完璧な状態だ。その表情は実に優しげで、穏やかだった。

                「でも、さすがの月神ヘカにも、沈みゆく国の民を全員助けることなんてできなかった。そのかわり、彼女は月の光に力を込めて、オルノアで死んだ魂から、最初の人魚を作ったんだ」

                「つまり、このオルノアが、君たち人魚の故郷なのか」

                　ゲラードが言うと、ナールは満足そうに頷いた。

                「こいつが『水底の奥方』？」フーヴァルが声を上げる。「なかなか美人じゃねえか」

                「なんて無礼な！」ナールはムッとした。

                「海で死んだ魂を集めてるような奴だぞ。もっとおどろおどろしいのを想像してたんだ」

                　ナールはぐるりと目を回した。「陸の連中エラなしの考えそうなことだなあ！」

                　そのやりとりが可笑しくて、ゲラードはこっそりと笑った。

                　

                　なだらかな丘の上に立つ砦にたどり着く。巻き貝のように、丘を取り巻きながら重なる区画を持つ砦だった。見渡す限りすべての壁や床、柱にまで見事な装飾が施されて、実に荘厳だ。

                「砦は皆に開放されてるんだ。長おさはここにはいないし」

                「オルノアには財宝があるって噂だぜ。あの砦にため込んでるんじゃねえのか？」

                「ああ、うん」ナールはあっさりと認めた。「でも、僕らには必要ないものだから」

                　フーヴァルは恐れ入ったと言わんばかりに鼻を鳴らした。

                　ゲラードはそんな会話をよそに、砦の装飾を観察していた。できることなら、何日でも見入っていたいほど見事なものばかりだ。

                「時折見かける女神の姿──あれが月神ヘカ？」

                「そう」ナールは頷いた。「月神ヘカは潮の満ち引きを司る神だから、とても熱心に信仰されていたんだ。昔も、今もね」

                　矛を携えた人魚たちに守られた扉をいくつも潜ると、街の明るさが遠ざかっていった。

                　やがて、一行は街の外れまでやってきた。そこに広がるのは、いままで見てきたオルノアの明るい姿からはかけ離れた荒れ地の風景だった。目の前では、底知れぬ海溝の裂け目が、視界の果てまで伸びていた。

                「ここに、何の用があるんだよ」

                　フーヴァルが言い終わらないうちに、ナールが尾びれをはためかせ、海溝に飛び込んだ。

                　フーヴァルとゲラードは、目を見交わした。

                「追いかけるべきだろうか」

                「あそこに入りたいと思うか？」

                　海溝はどこまでも続いているようだった。いかなる光をも拒む深い闇が、溢れ出すのを待っているみたいに裂け目を満たしている。まるでこの世界そのものに入った亀裂のようだ。

                「いや」ゲラードは素直に認め、フーヴァルにしがみついた。「いや、思わない」

                　おとなしくというよりは、為す術なく待っているうちに、空気が──というより、海水が変わった。

                　最初に見えたのは、目だった。

                　暗闇に浮かび上がる、二つの白い光。ゲラードは震えた。どんなに屈強な戦士でも、震えずにいるのは無理だっただろう。

                「う、うわ……！」

                　船を飲み込めるほど巨大な海竜が、海溝からゆっくりと顔を出し、こちらに向かってくるのだから。

                　

                　　　　　　　†

                　

                　ナールは、海竜の顔に手を置いたままこちらに泳いできた。その優しげな眼差しを見れば、彼が介添えしているのが足腰の弱った老人なのではないかと思いそうになる──すぐ横にある、海竜の馬鹿でかい顔を無視できればの話だが。その扁平な顔面はエリマス城の城門ほども大きい。分厚い唇の間から覗く牙はちょうど人間の身長と同じくらい、丸い目玉は月と同じくらいある。

                　海竜は、アクシングを沈めたあの時よりも、いっそう怖ろしげに見えた。

                　海竜が巨大な身体をゆっくりとくねらせながらこちらに近づく。それだけで、あたりには小さな渦巻きがいくつも生じて、周囲を泳いでいた魚を翻弄した。長い首の付け根にある手は海溝の縁を掴んでいて、それがまた、とにかく怖ろしいでかさだ。そもそも首の長さが、まるでサウゼイからマチェットフォードくらいの距離があって──いや、もういい。

                　フーヴァルはそれ以上、海竜の寸法について考えるのをやめた。

                「こちらはシドナ」ナールが言った。「オルノアと西方三海を総べる、水底の女王です」

                「シドナ……!?」

                　ゲラードが隣で呟き、水に半ば浮いた状態で可能な限りきちんとした辞儀をした。フーヴァルもそれに倣ったものの、俯いたまま小声で言った。

                「やっぱりおどろおどろしいじゃねえか」

                　顔を上げると、ナールはじろりとフーヴァルを睨んだ。

                「シドナ様は言語を操る舌をお持ちでないので、僕が声を務めます」ナールは厳かに言った。

                　ゲラードは圧倒されて震えていた。

                　フーヴァルにも、彼の気持ちはよくわかった。オルノアにまつわる与太話は腐るほどあるが、かつてのオルノアの王が、海竜として生き続けているとは想像もしていなかった。

                　人間が竜になる理由は一つしかない。神との契約に伴う〈呪い〉だ。

                　神々は今までに多くの者を〈呪い〉に引きずり込んできた。その筆頭がナドカの祖であるエダルトだ。月神ヘカの祝福が彼を吸血鬼に変え、その〈呪い〉が、彼を竜へと変容させようとした。そうなる前に、ヴェルギルとクヴァルドが彼を滅ぼしたのだが。

                　もう一つの例が、マタル＝サーリヤというアシュモール人だ。彼は暁の女神アシュタハとの契約によって竜となり、大禍殃マグナ・マルムを引き起こしたきっかけとなった男だ。彼はアシュタハの復活に力を貸し──それと引き換えに、陽神デイナを消滅させた。あれから二年経つが、あのあと彼がどうなったのかはわからない。

                「抱きしめ合って、仲間同士の再会を喜ぶって雰囲気じゃねえな」フーヴァルは言った。「わざわざこんな海の底まで来てやったんだ。それなりの話を聞かせてもらうぜ」

                　海が──あるいは海溝が轟き、海底の砂が巻き上がる。独特な意思表示だが、無作法に腹を立てているのはなんとなくわかる。

                「兄の無礼をお許しください」

                　ナールはシドナに向かって恭しく言った。彼はシドナのこめかみのあたりに額をつけ、しばらくそのままじっとしていた。やがて顔を上げると、フーヴァルに鋭い目を向けた。

                「ここに呼んだ理由の一つは、頼み事をするため」彼は言った。「クブシメの子の討伐だ」

                「クブシメ？」

                　ナールは頷いた。

                「ちょうどダイラが、あの小大陸と呼ばれる島を一つに統一した頃──ある人魚がいた。燃える野心を持った人魚だ。陸への並々ならぬ憧れを持ち、禁断の魔術を使って人の身体を手に入れ……陸おかに上がった」

                「ダイラがオルヴァニアを統一したと言えば……二六〇年も前だ」ゲラードが言った。

                「もう、それほどまでに時が経ったのか」ナールは、シドナに深く同調しているのだろう。しみじみと言った。「彼女は幻影を操ることに長けた、クブシメ族の人魚だった」

                「それだけじゃ、何の手がかりにもならねえぞ」

                　海竜は巨大な眼まなこをフーヴァルに向けた。

                「彼女はこう呼ばれていた。美しき海──マール・ヴィナと」

                　隣で、ゲラードが声を上げた。それに劣らず、フーヴァルも驚きを隠さなかった。

                「あのマルヴィナ・ムーンヴェイルが、元は人魚だったってのか？」

                「そうだ」ナールは言った。「そして、今はその息子が、我々の海を脅かしている」

                　幻影を操る一族。アラニを率いたマルヴィナの子。

                　まさか──。

                　いや、まだそうと決まったわけじゃない。それなのに、頭の奥で鳴り響く警鐘が止まない。

                　ナールが、重々しく言った。

                「ジャクィス・キャトルが、その者の名だ」

                　フーヴァルは為す術なく揺さぶられた。こちらに向かってくるとわかっていながら、どうすることもできない大きな波のような衝撃だった。

                「かの女は、人間の領主との間に息子をもうけ、その子を捨てた」

                　ナールはフーヴァルの心中など意に介さず話を続けた。

                「その後、緑海の底に沈んだエイルの冠帯ミンドを探し求めていたとき、息子の存在を思い出したのだ」ナールの声は、シドナと、彼自身の怒りによって震えていた。

                　フーヴァルはハッとして顔を上げた。

                「アラニがホライゾンを尋ねてきたのは、あいつを探していたからだったってのか……」

                　ナールは頷いた。「そうだ。あの女はそうして、息子を仲間に引き入れた」

                　だが、アラニに加わったのはフーヴァルが先だった。あのとき、あのコナルという男から真実を聞いていたのだとしたら、なんでキャトルはすぐにアラニに入らなかった？

                「それが、我ら海の一族にとっての災厄のはじまりだ」

                　ゲラードがフーヴァルに寄り添い、背中に手を当てる。彼はフーヴァルを見て、勇気づけるように頷いた。

                　冷たい海の底で感じる彼の手のあたたかさに救われながら、フーヴァルは続く話に耳を傾けた。

                「マルヴィナは我々の同族を幻惑し、緑海の、毒の海域に送り込んだ。その手助けをしたのがあの男だ」ナールは言った。「そして今、あの男はさらなる冒涜を働いている」

                「〈嵐の民ドイン・ステョルム〉」ゲラードが呟いた。

                「その通りだ。貴銀しろがねの子よ」ナールの言葉と共に、シドナが瞼のない目をゲラードに向ける。「あの男は、緑海に沈むエイルの秘宝を探すため、人魚たちを利用した。そして、その秘宝を守っていた太古の呪いまでも、意のままに操っている」

                「太古の呪い──ビョルン、ですね」

                「そうだ」ナールは言った。「キャトルに踊らされた哀れな亡霊どもは、あまりにも多くの者の魂を奪い、邪悪なやり方でこの世に縛り付けている。これでは、じきに世界の均衡が崩れてしまう」

                「世界の、均衡……」

                　そう呟いたゲラードを見ると、彼の目にはいつの間にか、あの銀の欠片が踊っていた。

                「海で死した者の魂は、極はたての海うみの果てにある硲はざまの島で休息をしたのち、また新たな生命としてこの世界に戻る。そのうちのいくつかは人魚として、別の者は魚や海の鳥獣として。わたしは、そうした生命の循環を、ずっと見守ってきたのだ」ため息をつくように、海竜の鰓が震え、海水が渦を捲く。「これを、見過ごすわけにはゆかぬ」

                　ゲラードは食い入るようにその言葉を吸収していた。

                「なるほどな」フーヴァルが言った。「それで、俺に始末をつけて欲しいってのか」

                　シドナが低く唸った。同意と取っていいだろう。

                「でもよ、そんなにでっかい図体して、手下の人魚も大勢いるなら、なんで自分でやらねえんだよ」

                　ナールは文句を言おうと口を開いたが、何かに呼び止められたように、シドナを振り向いた。そして、彼にしか聞こえない女王の声を聞くと、再びフーヴァルに向き直った。

                「シドナ様は、この極はたての海うみから離れることができない」ナールは言った。「それがわかっているから、キャトルもここには立ち入らない。そして人魚だけでは、彼の幻惑には立ち向かうことができない」

                　ふうん、とフーヴァルは言った。

                「それに、兄さん。あなたは彼との間に因縁がある。アラニが彼を引き入れて海への影響力を強めたように、僕らがあなたを引き入れれば、陸への影響力を強めることができる」

                「意趣返しってわけか」

                　フーヴァルとナール、そしてシドナが、互いを見つめ合ったまま沈黙が流れた。

                「キャトルを倒したとして……それだけで魂は解放されるのでしょうか？」ゲラードがおもむろに言った。「〈嵐の民ドイン・ステョルム〉の漕ぎ手たちは、ビョルンという男の呪いに縛られている。しかし、キャトルはビョルンをおびき寄せているに過ぎません。魂を解放するには、別の手立てが必要なのでは？」

                　ナールがゲラードを見て、誇らしげに目を細めた。

                「それなのだ。貴銀しろがねの子よ」彼は言った。「呪いの元凶は絶たなければならない。そのために必要なものを、そなたたちは動かすことができる」

                「おいおい……まさか」フーヴァルは言った。「ヴェルギルを引っ張り出せってことか？」

                　ナールは頷いた。「それ以外に、方法はない」

                　フーヴァルはため息をついた。勢いよく吐いた息は白い気泡の塊となって、海面へと昇ってゆく。

                「協力してやってもいいが、見返りはもらう」

                　ナールもシドナも、驚いた顔をした。

                「おいおい、当たり前だろ。こちとら海賊だぜ。見返りもねえのに、仲間を危険に晒せるか」フーヴァルはあきれ果てた声で言った。

                「他のひとには私掠船と言うくせに」

                　ナールの言葉に、フーヴァルは臆面もなく頷いた。

                「それはそれだ」そして、胸の前で腕を組んで傲然と顎をあげた。「言い換えりゃ、見返りさえあれば何だってやってやるってことだ」

                　ナールとシドナは寄り添い合ったまま、無言の会話を繰り広げているようだった。ゲラードは不安げに、彼らとフーヴァルとを見比べている。

                「見返りなんて、本当に必要なのか？」彼は言った。

                「当たり前だろ。見返り無しに親切をしてやるのは、世界中でお前一人ぐらいのもんだ」

                　話し合いを終えたらしいナールが、フーヴァルに向かって頷いた。「そちらの望みは？」

                「そうこなくちゃ」フーヴァルは、この日一番の笑顔を見せた。

                「海賊と交換条件を結ぶときには、よぉく考えてからにしろよ」フーヴァルは歌うように言った。「ま、そっちに断る余地はねえよな」
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                　オルノアをあとにして、海面に顔を出したふたりの前にあったのは、小さな舟だった。舟の上には、島に置いてきたはずのゲラードの父親の日誌や指輪、ふたりの服が載せられていた。ナールの話では、こいつに乗って待っていれば、潮が導いてくれるという。

                　フーヴァルたちは這い上がるように船に乗り、海水を吸って重くなった身を、なんとか起こした。

                「それで、こいつがどこに導くって？」

                　尋ねたけれど、ナールの姿は海中に消えていた。

                　もう何かを言い返したり怒ったり、気に病んだりする気力は残っていなかった。海底で半日過ごすだけでも骨が折れるのに、目の前に馬鹿でかい竜がいるなんて状況をくぐり抜けたあとの脱力感は、疲労なんて言葉じゃ言い表せない。

                　あたりは、すっかり夜になっていた。

                　星の位置は相変わらずめちゃくちゃで、少しの間見上げていただけで目眩がしてきた。島影はなく、小舟には橈もない。

                　ふたりは言葉もなく見つめ合い、そして船底に身を横たえ、穏やかな波に揺られながら、気絶するように目を閉じた。

                　けれど、眠ることはできなかった。

                　交換条件を話し合ったあとに待っていた『もう一つの話』が、フーヴァルの胸をざわつかせていた。

                　貴銀しろがねの族うからについて、シドナはこう語った。

                　その昔、神々がまだ名前も持たぬ精霊として、風や、波や、木々の間で遊んでいた頃。この世には精霊と通じ合うことができる民がいた。彼らは時に精霊と交渉し、雨を乞うたり、凪や豊作を乞うたりしていた。精霊たちは気まぐれで、思い通りにならないことも多かった。だから貴銀の族は、精霊に貢ぎ物をし、精霊が課した禁忌を破らずに生活することで、彼らの機嫌を取った。

                「そんな昔から、人間は神の奴隷だったわけか」

                　フーヴァルの言葉に、ナールが首を振った。

                「いいや、逆だよ」彼は言った。「人間の貢ぎ物を受け取ることで、神が人間の奴隷になったんだ」

                　頼みをよく聞く精霊の評判は、貴銀の族によって広く伝えられた。精霊は多くの人に崇められるほど力を増した。そして貴銀の族は、ある決定的な鎖を、精霊の首にかけた。

                「名前だ」ゲラードは、まるで半分夢見るような口調で言った。「彼らは、精霊に名前をつけた」

                　ナールは頷いた。

                「名前をつけられることで、精霊は神としての産声をあげる。呼ばれるための名前をつけられるということは、それ以外の存在に変化できなくなるということだ」ナールは静かな声で語った。

                「名前をつけられることで、精霊は神としての産声をあげる」ゲラードが囁く。「そして、彼らのための物語が語られるようになる」

                　それが、神話だ。

                　神話によって、神はさらなる信仰を──力を集めた。

                「貴銀しろがねの族うからは『見るもの』であり、『聞くもの』であり、『語るもの』だった。彼らがいなければ、精霊は精霊のまま、この世で遊び暮らしているだけだっただろう」

                「つまり……彼らが、神を作ったと？」

                「簡単に言えば、そうだね」ナールが頷いた。「その血は、とある神によって長いこと封じられてきたんだ」

                　フーヴァルは、あることに気付いて身を強ばらせた。

                「待てよ。よりによって今ヽ、こいつが目覚めたってことは、血を封じてた神ってのは──」

                　ゲラードとフーヴァルの目が合う。互いの目の中に驚きを見てから、再びナールとシドナに視線を戻した。

                「まさか、陽神デイナなのですか？」ゲラードが言った。

                「その通りだ」ナールは深く頷いた。「それは長い、長い嵐の中から生まれた。かの神は太陽の恵みを名前で縛ることで生まれた。いと高きところで輝き、人間が目覚め、耕し、記し、営むための、光という秩序をもたらした」

                　それは、絶対的な秩序だった。

                「それまでには存在していなかったのだ──あれほどまでに強い力を持つ神は」ナールの声を借りて、シドナが言った。「光が生じたことで影は形を定め、夜が生まれた。様々な神がこの世に生じた。月神ヘカ、暁のアシュタハ……そして神々の末子、黄昏のリコヴ。人々の営みが多岐に亘るほど、神もまた、その数を増やした。貴銀しろがねの族うからの力によって」

                「ならばなぜ、陽神デイナは貴銀の血を封じたんだろう？」ゲラードは小さく呟いた。

                　ナールは言った。「恐れたからだ」

                　ゲラードは眉を顰ひそめた。「恐れた？　それほどまでに強力な神が、なぜ──」

                「さらに強い神が生まれるのを恐れたってことか」フーヴァルが言った。

                「そうだ」ナールの背後で、シドナが同意の轟きを発した。「地中に眠る貴金とうがねが、そのための楔ヽだった。世界と、貴銀の血を分断するための」

                「で、それが力を失って……こいつの力が目覚めた」フーヴァルが言った。

                　沈黙の中、ゲラードがゆっくりと事態を飲み込んでゆく。

                　神話が真実となり、今までにない鮮やかさで目の前に広がる。そしてそれが、自分を取り囲むのを、彼は今まさに体感しているのだった。

                「お前が目覚めたのは、貴銀の子よ、世界がそれを求めたからだ」ナールが言った。「今はまだ微睡んでいるお前の血も、じきに本来の力を取り戻す」

                「し、しかし……」

                　ゲラードの息が荒くなっている。彼の手は、微かに震えていた。その手を握ると、ゲラードは感謝の眼差しでフーヴァルを見た。彼はわななく唇を一度強く結んでから、言った。

                「世界に意思があるのだとしたら……僕に何を求めているんでしょう」

                「お前が、心のままに行動することを求めている」ナールは言った。「この世界の一部であるお前が決めたことは──それすなわち、この世界の決めたこと」

                　謎めいた言い回しに、ゲラードの不安がぶり返す。彼はフーヴァルの手を強く握った。

                「それは……僕に、新たな神を作れと……？　けれど──」

                　それはすなわち、この世に再び、怖ろしい天変地異をもたらすことになるのでは？

                　彼は口にはしなかったが、その横顔には痛いほどの恐怖が表れていた。

                　耳を突き刺すほど強烈な沈黙が、海の底に降りる。

                　やがて、ナールは言った。

                「まだわからぬ」彼は、もう一度言った。「世界はお前が、心のままに行動することを求めている」

                　その声は、安心を与えてはくれなかった。

                　

                　フーヴァルは小舟の上で、隣に寝そべるゲラードを見た。

                　あの立派な王城から離れて、こんなに遠くまで来てしまうことを、彼はほんの少しでも予想していただろうか。

                　ゲラードが神を作り出す力──正しくは、名もない精霊を『神』に仕立て上げる力を持ってるなんて。

                　だが、話の大きさに打ちのめされるのではないかと思っていたフーヴァルの心配をよそに、彼は規則正しい寝息を立てていた。肝心なところで、信じられないほど図太いのだ、この男は。

                　そのせいだろうか。寄り添う身体の温もりを感じているうちに、フーヴァルの瞼もようやく重くなってきた。

                　眠りの気配のように、海霧が小さな小舟を包み込む。

                「ま……なるようになるか」

                　呟き、目を閉じる。

                　どのみち、彼と離れて生きられないことはわかりきっている。なら、それがどんな終わり方であれ、最後まで傍にいるだけだ。

                　胸の内でそう独りごちた瞬間──銀の目を光らせて、ゲラードが飛び起きた。

                「まずい！」

                「何だ!?」

                　つられて起き上がると、さっきまで立ちこめていた海霧は跡形もなく消えていた。小舟は、どういうわけか馬鹿みたいに揺れまくっていて、耳の中には警鐘のような耳鳴りが──いや、耳鳴りのような警鐘が鳴り響いていた。目の前に、おかしな形をした壁が迫っていると思ったのは一瞬だった。フーヴァルは、それが船の舳先だとすぐに気付いた。

                　だが、遅すぎた。

                　馬に蹴散らされた蟻のように、船はなすすべなくひっくり返った。

                　目を白黒させながら転覆した船にしがみつく。ゲラードも、フーヴァルの隣で激しく喘いでいた。

                「何が『潮が導いてくれる』だ、あのクソ野郎……」

                「いったい──」

                　その時、空から声が降ってきた。

                「フーヴァル!?」

                　舷縁ブルワークから身を乗り出し、こちらを覗き込んでいる人影がある。彼女は、遭難者をもっとよく見るためにギリギリのところまで段索ラットラインを下がってきた。動く度に、髪に編み込んだガラス玉や、金貨や、珊瑚の飾りがチリチリと音を立てている。

                　彼女は、両目の下に刻んだ鴎の翼の刺青ごと顔を歪めて、怒鳴った。

                「何やってんだよ、こんなとこで！」

                　イルヴァ・シーゲレ。

                　〈浪吼団カルホウニ〉のもう一人の船長が、ロッサーナ号からフーヴァルたちを見下ろしていた。

                　

                「ほーお」

                　新しい服と毛布にくるまる遭難者ふたりを、海軍卿イルヴァ・シーゲレは非難に満ちた目で交互に見た。

                　彼女の船長室には大きな窓があり、そのおかげで明るかった。部屋の外周を取り囲む外回廊の手摺りには鴎たちが憩っていて、そのうちの数羽が興味深そうに室内を覗き込んでいる。

                　フーヴァルとゲラードは椅子代わりの木箱の上に座り、毛布の中で震えていた。船長室にある魔法仕掛けの火鉢にも火が入っていたけれど、南の海に慣れすぎたあとでは、この気温はかなり堪えた。

                「そんであんたらふたりは、半年もの間行方をくらまして、そのなんだかって言う無人島でよろしくヤってたわけか」

                　明らかに強調された『よろしくヤってた』という部分を訂正する余裕はなかった。

                「半年だ!?」フーヴァルが声を荒らげる。「待てよ。俺たちが遭難してから……まだ十日かそこらしか経ってないはずだぞ」

                　イルヴァは、船虫フナムシでも見るような目でフーヴァルを見た。

                「そこまで嘘が下手な奴、初めて見た」

                「本当なんだ」ゲラードがおずおずと加勢した。「おそらく、あの島では時の流れが違っているんだと思う──極はたての海うみは、そういう場所なんだろう」

                　イルヴァは思いきり目を剥いた。「極はたての海うみ!?　あんなとこにいたの？」

                　ゲラードとフーヴァルは、そろって頷いた。

                　イルヴァはため息のような、感嘆の声のようなものを吐き出してから、恐れ入ったというように笑った。

                「極はたての海うみで遭難して、生きて還っただって？」

                「ここがどの海かもわからねえ」フーヴァルは言った、くたびれ果てた声を隠そうとも思わなかった。

                「ここは大蒼洋。半年前まではあんたの庭だった海」イルヴァは言った。

                「どういうことだよ」

                「こういうことだよ。いまじゃこの海を仕切ってるのはあんたじゃない。ジャクィス・キャトルって海賊さ。幽霊と大烏賊を引き連れて、好き放題暴れ回ってる。どうにもきな臭い相手と組んでるしね」

                　フーヴァルは呻きながら、椅子の上で沈み込んだ。

                　その様子を見て、イルヴァは少しだけ眉を緩めた。

                「実はさ、あんたたちのことをラーニヤに占ってもらってたんだ。覚えてるだろ？　アシュモールの魔女」

                　覚えている。ダイラでお尋ね者になってしまった審問官のサムウェルと一緒に、エイル行きの船に匿った。

                「おふたりさんの行方がわからなくなって……どうにも諦めきれなくてね」彼女は肩をすくめた。「ラニーは人捜しにかけちゃピカイチだ。ちょうどこのあたりの海域だって言うんだよ。それだって、もう何ヶ月も前の話だぜ」

                　イルヴァは、彼女が腰掛けた寝棚の枕元から、酒瓶を引っ張り出した。コルクを噛んで引き抜き、ゲラードに差し出す。ゲラードが丁重に断ると、今度はフーヴァルに回した。

                　フーヴァルは思いきり呷り、二、三度噎せた。もの凄く効くが、二口と飲めないくらい強烈な酒だ。そして、意を決したように尋ねた。

                「マリシュナは、どうなった？」

                　イルヴァはけろりとした顔で言った。

                「ああ。今はアーナヴが回してるよ。〈嵐の民ドイン・ステョルム〉の件は保留になってる。今は前みたく、商船の護衛やらなにやら──」

                　フーヴァルは深い安堵のため息をついた。「そうか……」

                「でもな、締まりも何もあったもんじゃないんだ。みぃんな腑抜け。あれこそ幽霊船だね」イルヴァはフーヴァルの手から酒瓶を奪い返すと、景気よく喉を鳴らして飲んだ。そして言った。「とにかく、あんたらが還ってきて良かったよ。ようやくいい報せができた」

                　彼女は立ち上がった。

                「じゃ、あたしは仕事に戻るから、船室の準備ができるまではこの部屋を使って良い。けど──」

                　警告するような目を、フーヴァルに向ける。

                　フーヴァルは両手を挙げて、言った。

                「おかしな真似はしねえよ。そんな体力も残ってねえんだ」

                「どうだか」イルヴァはまだ不信の目を向けたままだ。「オーウィンから全部聞いてんだよ、こっちは」

                「勘弁してくれよ……」

                　あたしの寝棚ボンクに触ったら殺すと言い置いて、彼女は部屋を出た。

                　ありがたいことに、入れ替わりに船員が入ってきて、ふたりのための船室の用意ができたと教えてくれた。
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                　エイル　エリマス城

                　

                　たったの四年。されど四年だ。

                　エイルを覆っていた瘴気が晴れて四年、ヴェルギルがエイルの王として再び戴冠してから三年の月日が経った。矢のように流れ去る季節のうち、平穏に終わったものは何一つない。そのめまぐるしい年月は、彼の千年もの生の中では、ほんの一瞬のことに過ぎないはずだ。それでも、クヴァルドにはわかっていた。この四年間は、彼が今まで生きた千年にも等しいのだと。

                　およそ半年の不在を経て帰還したフーヴァルとゲラードからもたらされた、驚くべき情報を精査するのに七日かかった。マルヴィナに息子がいたこと、その息子もまたアラニに加担していたこと、そして、今は大蒼洋を脅かす存在となっているジャクィス・キャトルこそが、その息子なのだということ。その上、キャトルの背後にいる勢力が、この問題をさらに複雑にしていることも、エイルの枢密院を悩ませた。

                　ゲラードと貴銀しろがねの族うからの関係についても調べを進めているが、こちらはさらに時間がかかるだろう。千年以上も眠っていた伝承を掘り起こす方法は、あまり多くない。

                　今はとにかく、ジャクィス・キャトルをどうするかという課題に取り組まねばならない。彼の暴虐を放っておくことはできない。それに、彼が人魚を犠牲にして手に入れたエイルの冠帯ミンドはいま、ヴェルギルの額におさまっている。そのことに、ヴェルギルが責任を感じずにいられるわけがなかった。千年前にエイルを滅ぼすきっかけを作ったビョルンとの因縁が絡んでいるのだから、なおさらだ。

                　ヴェルギルは今、王の執務室で客人と向かい合って話をしている。クヴァルドも彼の傍らに座り、同じ相手を見つめていた。

                　客人──あるいは、切り札になるかもしれない男。

                「話は、大体わかりました」彼は言った。「海の亡霊か……」

                「君の神は、死者の魂を冥界に導く」ヴェルギルは言った。「是非、力を貸して欲しい」

                　すると、彼は椅子の上で肩をすくめた。

                「もちろん、俺にできることなら。あなた方にはひとかたならぬ恩がある」そう言いながらも、表情は曇っている。「しかし、ビョルンという男のことまで面倒を見切れるかどうか、ちょっと自信がないな」

                　ヴェルギルは頷いた。

                「あの男のことまで、君に委ねるつもりはないのだ」彼はいい、クヴァルドの方をちらりと見た。

                　ヴェルギルが考えていることが、クヴァルドにはわかる。

                　そのことについて、何度も話し合ったのだから。

                「まあ、奴のことは忘れてくれ。君に頼みたいのは、ビョルンがかき集めた漕ぎ手の方だ」

                　彼の顔は、ぱっと明るくなった。

                「そういうことなら。どうぞお任せを」

                　そうして微笑むと、彼の若さを改めて思い知らされる。だが、その若々しさはすぐに、自信に満ちた表情によって覆い隠された。老練という言葉さえ想起しそうになる彼の眼差しには、何世代にも亘って、一族に引き継がれてきた知識と経験が滲んでいた。

                「俺は広漠たる処バーディヤの民。砂漠も海も、俺たちの領域です」

                　そして、今や『切り札』となった男は、優雅な身のこなしで腰を上げた。

                「それじゃ、さっそく準備に取りかかるとするか」

                　彼とヴェルギル、クヴァルドは互いに握手を交わした。

                「頼りにしている」

                　クヴァルドが、部屋の外まで彼に付き添った。

                「彼ヽとはその後、会えたのか？」

                　すると、彼は黒い癖毛を横に振った。

                「いいんだ。会えるときが来たら、きっと会えるから」

                　前向きな言葉ではあったけれど、そこに表れた渇仰は隠すべくもない。執務室の扉を出たところで彼は振り向き、それでも強気な笑みを浮かべた。

                「もしどこかで会ったら、俺の代わりに一発殴っておいて」

                「約束はできないぞ」

                　クヴァルドが言うと、彼は笑いながら、廊下の奥へと消えていった。

                　

                　ビョルンとの因縁が蘇ったのは、ヴェルギルが王座に就くか就かないかという時だった。〈嵐の民ドイン・ステョルム〉が姿を現すことは、それまでにもなかったわけではない。海竜の逆鱗に触れて船を沈まされるのと同じくらい珍しい頻度だったが。

                　それが、ヴェルギルが王座についた途端目に見えて頻発するようになったのだ。こうなっては、エイルの再興と、かつてエイルを滅ぼした男の亡霊とを結びつけずにいる方が難しい。大蒼洋沿岸の国からは連日のように、遠回しな苦情が寄せられていた。

                　フーヴァルが自ら立って、その怪異に対処すると言ってくれなかったとしても、ヴェルギル、あるいはクヴァルドの方から頼んでいたはずだ。海軍卿の肩書きを返上してくれと頼むのは心苦しかっただろうが、戦闘の経験が豊富であるという点では、イルヴァよりも彼の方がこの任務に向いていた。

                　とは言え、彼が海竜──シドナから直接、ビョルンの始末を託されることになるとは。おまけに、ダイラの王子と懇ろになっただと？　思えば三年前、フーヴァルは突如、ゲラードを彼の船に乗せるのを拒否した。何かあるとは思っていたが……。

                　いや、と、クヴァルドは思い直した。

                　懇ろという言葉では片付かないのかもしれない。

                　半年を経て還ってきた彼とゲラードの間には、クヴァルドの背中の毛を逆立てるような何かがあった。それはまるで、自分が所属するのとはまったく違う群れに対峙したときのような緊張感だ。この直感が正しいとするなら、ふたりはすでに、彼らの──いわば、群れクランを作り上げたということだろう。

                　それが良いことなのか、悪いことなのかを、今は考えない方がいい。いや、考えたくない。これ以上の懸案には対処できない。

                　今はとにかく、キャトルの件だ。

                　フーヴァルの話では、〈嵐の民ドイン・ステョルム〉を目覚めさせ、操っているのはジャクィス・キャトルだという。キャトルにたどり着くにはまず、〈嵐の民ドイン・ステョルム〉を片付けなければならない。

                　ビョルンを幽霊と言い表すのは、吸血鬼コルプ・ギャラハや塚人ワイトや甦りし者レヴナントを、『歩く死体』とひとくくりにするようなものだ。クヴァルドが〈クラン〉に所属していた頃、新人に割り当てられるのは低級の『死に損ない』の始末だったから、よくわかる。ビョルンが従えているのはただの幽霊でも、ビョルン自身はまったく別のものだ。

                　彼は自らが盗み出したエイルの冠帯ミンドに執着し、それを千年もの間、海の底で守り続けた。現世に怨念をもったまま留まり続ける者は、〈クラン〉では腐死者ドラウグルと呼ばれていた。それらの多くが、欲深さのあまり神の怒りに触れたものたちだ。

                　本当ならば、キャトルによって冠帯ミンドを奪われたことで、ビョルンの呪いは終わっていてもおかしくはなかった。それが消滅せずに彷徨っているのは、キャトルが幻術を使って、ビョルンを暴走させているからだ。飢えたように仲間を集めているのも、そのせいだろう。

                　ならばどうするか。

                　ヴェルギルは、すでに心を決めている。

                　使命に生き急いでいるかのような、彼の姿を見るのは苦しい。ヴェルギルをエイルの王座に導いた運命は決しては一つではなかったけれど──クヴァルドは間違いなくその中に含まれる。

                　ここのところ、そのことを後悔することが多くなった気がする。

                　ヴェルギルが再びエイルの王座につけばこうなると、心のどこかではわかっていたはずなのに。

                　クヴァルドはため息をついた。

                　ヴェルギルは、心を決めている。

                　問題は、クヴァルドの心が揺れてしまっていることだった。

                　執務室に戻ると、ヴェルギルは机から顔を上げた。クヴァルドの顔にどんな表情が浮かんでいたにせよ、彼は本心を見抜いた。

                「わたしが君の信頼を乞うのは、出会ったときから変わらないな」と彼は笑う。

                「いいや、変わった」とクヴァルドは答える。

                　当時のクヴァルドが気にかけていたのは、任務と、復讐だけだった。今は何よりも、ヴェルギルのことを心配している。

                　信頼はしている。だが、いくつもの『もしも』に邪魔されて、確信できないでいるだけなのだ。

                　そんなことはわかりきっていたので、それ以上言いつのって時間を無駄にはしなかった。

                　やるべき事はわかった。ならば、無事にやり遂げられるよう、準備を進めなくては。
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                　キャトルを支援しているのが、あのアドリエンヌ元王妃であるという話に、ゲラードは心底驚いた。たった半年のうちに、彼女は侮れぬ勢力になっている。

                　元アラニのキャトルが、ナドカを嫌うフェリジアの手先になるという事実は、アドリエンヌがどれほど力を必要としているかということを如実に顕している。

                　ヴェルギルからその話を聞いたのが、三日前のことだった。

                　いまゲラードは、ダイラへと向かうマリシュナ号の上甲板で、他の船員たちと一緒に索を握っていた。風上に間切る船の上で、船乗りたちがせわしなく動き、索を牽き、結び、また解いては、それを牽く。

                　船室でゆっくりしていたらどうかと提案されはしたものの、ゲラードは断った。

                　オルノアでも、エイルでも、あまりに多くのことを耳にした。

                　それを整理するために、無心になって身体を動かす時間が必要だった。

                　正直なところ、オルノアでシドナやナールに教えられた出自の方が、ダイラの情勢についての話よりもよほど飲み込みやすい気さえする。

                　国のことや、そこに暮らす人々の動きについて考えるのは難しい。ゲラードには理想とする世界の姿があり、おそらく無意識に、そうであって欲しいという願望ありきで物事を考えてしまうところがある。

                　フーヴァルはかつてこう言った。

                「皆が皆、お前の期待通りに高潔で、ご立派な生き方をしてりゃ、今ごろこヽうヽはなってなかったと思わねえか？」

                　ゲラードには何も言い返すことができなかった。

                「人間もナドカも、お前が思っている以上に卑怯で、強かで、手前てめえ勝手になれるんだよ」彼は言った。「それは別に、何に対する裏切りでもねえ。それが戦うってこと──生きるってことだ」

                　アドリエンヌは、故郷から離れたこの地で──彼女の信仰が脅かされつつあるこの地で、彼女自身の戦いをしている。

                　彼女は、先王グレイアムとの間に生まれたリカルド王子の王位継承を主張している。王子の三歳の誕生日は目前で、彼に継承権が発生するのも間もなくのことだ。アドリエンヌの背後には当然ながら祖国であるフェリジアがいる。敬虔な陽神デイナ教徒であるアドリエンヌは、教王と深い繋がりを持つフェリジアがダイラに伸ばした指先にも等しい。

                　キャトルがアドリエンヌについたということは、当然ながら公にはされていない。アドリエンヌの背中を支えているベイルズ諸侯は、フェリジアが初めて小大陸を征服したときの騎士たちの血を継いでいて、彼ら自身もそれを誇りにしている。つまり、彼らのほとんどはフェリジアとの繋がりを数百年に亘って保ってきた、不退転の陽神教徒なのだ。もし、ナドカであり、元アラニの一員であるキャトルと手を組んだことが知れれば、アドリエンヌは彼らの心証を損なうことになる。

                　逆に、もしキャトルがその旗印を明らかにしたとしても、状況は良くならない。リカルド王子が王位に就く可能性がある以上、エイルは表おもて立だってキャトルの討伐に乗り出すことはできないからだ。内政に干渉することになるのはもちろん、ダイラとの貿易を失えば、たちまち路頭に迷うことになる。うかつには手が出せないのだ。

                　空位のままの王に代わって、議会ではオールモンドの発言力がますます増している。彼は陽神教会に容赦なく改革を強いた。国中の聖堂で、脱税に淫行、反逆罪が明るみに出た。長きに亘ってカルタニア教王庁という壁に守られてきた陽神教会が腐敗していたことは確かだ。私欲にまみれた一部の高位聖職者にとって、各地の聖堂は無限の蜜を湛えた蜂の巣だった。

                　だが同時に、それは確かに、人々にとっての拠り所でもあったのだ。

                　相次ぐ神官の罷免や聖堂の取り潰しに、民が反発するのも無理はない。慣れ親しんだ生活を奪われれば、誰もが不安を抱き、奪われたものを取り返そうとするだろう。実際、この改革で得をしているのは、広大な聖堂の所領を買い取った中産階級出身の新興貴族と、その金を国庫にしまい込む国だけだと言われている。

                　改革という煙で燻され、巣を追われた蜂は群れを成し、その針を突き立てる相手を求めている。

                　小さな叛乱は、すでにいくつか起こっていた。すぐに鎮圧されたそうだが、それもまた、議会を取り仕切るオールモンドへの敵意を育てている。

                　じきに、大きな叛乱が起こる。

                　そうなったときに、かがり火に焼くべられるのは誰の名前だろうか。

                　

                「あなたは王の器ではない」

                　ヴェルギルはそう言った。

                　ダイラに出発する前、ふたりきりで、彼の執務室で話をした時のことだ。

                「あなたは、異なる世界の橋渡しをする役だ──王よりも、さらに大きな使命を背負っている」

                「だから、王にはなれないと？」

                　ヴェルギル──シルリク王は、ゲラードの顔を見て考え込んだ。

                「望もうと望むまいとにかかわらず、王は民を守るための壁を築くものだ。それを心苦しく思うようでは務まらない。あなたが王位に就けば、その手に縋ろうとするものが押し寄せてくるだろう。あなたは、それを振り払えるだろうか？」

                　ゲラードには答えることができなかった。

                「殿下は、ダイラの王位を望むおつもりかな」

                　ゲラードは口を開き、フーヴァルに言ったのと同じ言葉を言おうとして……躊躇った。

                　このシルリクという王の前で、「それしか道がないのなら」という言葉は、なんと頼りなく、子供じみて思えることか。

                　だが、それ以外の答えを、ゲラードは持っていなかった。

                「それで……この混乱がおさまるなら」ようやく、そう言った。「いずれ落ちてしまう橋だとしても、その前に少しでも救うことができるのだとしたら……価値はあると考えます」

                　ふむ、とヴェルギルは呟いた。

                「その高潔さ、まさにダイラの至宝と言うべきお方だ」

                　初めてエイルに来たときに、彼の姿を見た。その時の胸の高鳴りを、言葉で言い表すことは──あれからの四年の月日を費やした今でも──できない。千年もの長い生を経て、再び祖国を蘇らせた王。全てのナドカの祖であるエダルトの父。両手に抱えきれぬほどの逸話を持つ月の體コルプ・ギャラハ。思えば、あの時の自分は、本当の彼を見ていなかった。

                　だが今は、前よりもよく見える。

                　重ねてきた年月が、彼の後ろに長く伸びている。まるで、日暮れにおちる影のように。表情の端々に、彼の中にある情熱と、それを包み込む思慮があるのがわかる。奔放さを装っているときには伺うかがい知ることはできないけれど……いま、一人の王としてゲラードの前に立つ彼は、一人の先達としてゲラードを導こうとしている。

                　それが自分の役目だと、彼は悟っているのだ。

                「わたしは何度かダイラに赴き、オールモンド卿とも、エレノア王女ともお会いした。あちらの内情にも、少しばかりは触れている」

                「少しばかり、は謙遜でしょう」

                　ダイラの国内情勢を知り尽くしていなければ、キャトルとアドリエンヌが手を組んでいることまで暴けなかったはずだ。

                「その通り」ヴェルギルは微笑んだ。「情報は多く仕入れておくに越したことはない」

                　ダイラに間諜を潜ませているということだろうか。それをゲラードの前で堂々と口にするとは。

                「まずは、妹君と話をしてみるべきではないかな」ヴェルギルは言った。

                「しかし、わたしは追われる身です。王城に近づけば、直ちに捕らえられ、白茨塔ホワイトソーンに送られてしまう」

                　ヴェルギルの菫色の目に、悪戯めいた輝きが瞬いた。

                「心配ご無用！」彼は言った。「何しろこの半年の間に、あなたは死んだことになっている。もうしばらく死んだままでいても不都合はあるまい」

                　彼は微笑んだ。まるで、共犯者に誘いを持ちかけるように。

                「王女に会談を申し込むとしよう──できるだけすぐに。海賊についての話だと言えば、向こうも飛びつく。さしずめ、あなたはわたしの従者としてその場に潜り込めば良い」

                「そこまでお力添えをいただいて、どうご恩をお返しすれば良いのか──」

                「なに、いい退屈しのぎになる。ここのところ、赤子のように丁重に守られているせいで、刺激的な遊びとはとんと縁がない」ヴェルギルは、ゲラードをみて笑った。「まったく、王というのは！　因果なものだ。そうは思いませんか？」

                「ええ」ゲラードは心から笑った。「ええ、その通りですね」

                　ヴェルギルはゲラードをみて、何かを確信したように一度、頷いた。そして言った。

                「では、準備を進めさせよう。きっと、妹君の素顔を観察する、よい機会となるはずだ」

                　

                　間もなくダイラの陸地が見えるという頃、ゲラードは身支度を調えて、甲板に立った。するとフーヴァルが隣にきて、従者の仕着せを着たゲラードをまじまじと見つめた。

                「どうだろう？　この上から頭巾付きの外套マントをかぶって顔を隠すんだ」

                　彼は一瞬迷ってから、言った。

                「まともに見える」

                　ゲラードは声を上げて笑った。「君も、凄く立派だ」

                「船乗りみたいな恰好が板についてたからな。ボタンが十以上あるってだけで、ずいぶんちゃんとして見えるだろ」

                　それは、ずいぶん控えめな表現だ。簡素なシャツと脚衣だけの姿で甲板に立つ彼は、とても力強く、美しい。そして正装しているときの彼は、目映いほどに精悍だ。

                　ゲラードは、ようやく頷いた。「ああ、そうだね。ちゃんとして見える」

                　フーヴァルはぴくりと唇の端を震わせた。

                「緊張してるな」

                「ああ」ゲラードは素直に認めた。「ああ。緊張してる」

                　彼は舷の向こう側に広がる海を見つめてから、言った。

                「エレノアってのはどういう奴だ」

                　緊張を解そうとしているのだとわかって、ゲラードはそっと微笑んだ。

                「幼い頃は、なぜ国には王が必要なの？　という質問を家庭教師に投げつけては困らせる子供だった」

                　フーヴァルは笑った。

                「僕らの教師たちは、皆やたらと悲観的でね。彼らは、ダイラの窮状を子供たちに叩き込むことが自分たちの使命だと思っていたんだ。王の器として恥じぬ教育を施して、いずれは兄たちの力になれるように、と……そういう気概に満ちていた。だがエレノアは、彼らが求めていたような考え方をする子供ではなかったんだ」ゲラードはあの頃のことを思い出して、頬を緩めた。「立派な君主たれという教えに辟易しているのは僕も同じだった。気の滅入ることばかり聞かされたし、僕らはどちらも、自分のところにまで王位継承権が降ってくることはないとわかっていたからね」

                　もし、彼女の発言があの部屋の外にまで漏れ出していたら、きっと大事おおごとになっていただろう。

                「王が人格者でなくてはならないというのなら、父上は王の器ではありませんね、と言ったことがあった」

                　フーヴァルは口笛を吹いた。

                「ちょっと好きになりかけてきちまった」

                「だが、彼女はそれを、父上を批判するために言ったわけじゃなかったんだ。エレノアはこうも言った──国を動かし、民を守るために、本当に優れた人格や、信仰や、王の血統が必要なのですか？　と」

                　ヴェルギルに言われた言葉がきっかけで、ゲラードは、それを思い出したのだ。

                「いつの頃からか、エレノアはそうした言動を慎むようになった……彼女のためには、いいことだったと思う」

                　ゲラードを感嘆させた彼女の閃きは、王や家臣たちの目には危険な思想と映るものだった。エレノアがどう考えを変えたにせよ、彼女の命を守るためには、それが最も無難な安全策だったことは間違いない。

                「意外だな。俺も何度か姿を見たが、引っ込み思案の小柄なお嬢ちゃんって印象しかなかった」

                「まさに、その印象が彼女を守っているんだと思う」ゲラードは言った。「エレノアが誰かの脅威になることなど、想像もできない」

                　フーヴァルが、ゲラードを見た。

                「でも、お前はそうは思ってないんだな？」

                「以前は、皆と同じように考えていた」ゲラードは言った。「今は……わからない」

                　思えばいつの頃からか、エレノアの本心を知ることが、ゲラードにとっても難しくなっていた。だがそれは、兄妹にとってはごく普通のことなのだと思っていた。どれほど一心同体のように感じられた兄妹でも、自立するほどにそれぞれの世界を作り上げてゆくものだ。

                　少し前まで、ゲラードはエレノアの興味が別のことに移ったのだと思っていた。芝居や読書のような、若い王女にとって好ましいとされる対象へと。

                　だが、もしそうでないのだとしたら……？

                　彼女と、もう一度話がしたい。

                　議会の中で存在感を増してゆくオールモンドと、戴冠を拒み続けているエレノア。そして、祖国からの追い風を受けて動き出したアドリエンヌ。その渦中で、自分がどういう役割を担うのか、ゲラードはまだ考えていた。
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                　王港でマリシュナ号を降りれば、デンズウィックの王城までは小舟で行ける。ノリスリン川の河口には、すでに迎えの船が待っていた。用意されていた小舟には分厚い天蓋が付いていて、外からは誰が乗っているのかわからない仕様になっている。城に向かうものたちは、ヴェルギル、フーヴァル、ゲラードだけだ。三人全員が、大きな頭巾フード付きの外套をかぶることになっていた。もちろん、ヴェルギルも含めてだ。ヴェルギルは王冠をかぶってからも何度かダイラに赴いているが、そのほとんどが公式に記録の残らない訪問だった。エイルに反感を抱くものたちは多く、日に日に多くなってゆく。エイルの王となった吸血鬼の訪問は、なるべく秘密にしておいたほうが、双方にとって都合が良いのだろうとフーヴァルは思った。

                　城の水門を潜ると、見張り番たちがきびきびと動きはじめた。待たされることも、妙に格式張った問答を強いられることもない。一行は案内されるままに回廊を歩き、階段を上り、空っぽの王座ばかりが鎮座している王の謁見室を通り過ぎて、その奥にある政務室へと通された。

                　ヴェルギルたちが部屋に入ると、彼らはすでに待っていた。

                　それ一つで大蒼洋を渡りきれそうなほど巨大な長卓の奥に、オールモンドとエレノア、そして彼女の側近らしき男がいた。その他の家臣の姿は見えない。おそらく、ヴェルギルの訪問時の対応としては、これが普通なのだろう。

                　三年あまりの時を経ても、フーヴァルがダライル・オールモンドという男に抱く印象はたいして変わらなかった。廷臣というよりは役人のような身なりの男。歳は四十代。落ち着き払った雰囲気を纏いながらも、周囲に注意深く意識を張り巡らしている。

                　奥にいるのがエレノア王女だ。正直言って、ゲラードから話を聞いたあとで改めて見てみても、彼女への印象はたいして変わらなかった。まるで、誰かの手によって上等な椅子に座らされた人形のようだ。

                　その隣に立つ男の方がよほど存在感を放っていた。見た目は、とにかく地味な男だ。初めて会ったはずなのに、市場や酒場で偶然会って二、三言交わしたことがあると言われても信じてしまいそうなほど。

                「ようこそお越しくださいました、シルリク・エイラ・ルウェリン陛下」オールモンドが厳かに言う。

                「エレノア王女、オールモンド卿」

                　ヴェルギルは、長い躰を優雅に折って辞儀をした。だが、やや略式の辞儀だった。この場で『王』と呼べるのは、ヴェルギルただ一人だからだ。

                「王女の隣におりますのが、側近のアラステア・マクヒューです」

                「お目にかかれて光栄です、陛下」

                　紹介を受けた男は辞儀をした。そうして再び姿勢を正すと、面白いことに、彼の存在感が一層希薄になった。場の空気に溶け込む術を心得ているのだろう。この男は、見かけよりも頭が回る。

                「急な申し出にもかかわらず、このような場を設けてくださったこと、感謝します」

                「こちらこそ、陛下御おん自みずからお越しくださり、恐悦至極に存じます」オールモンドが言った。

                「こちらは元海軍卿、フーヴァル・ゴーラム。相談役として伴いました」

                　紹介にしたがって、フーヴァルも辞儀をする。

                「通称ですか」マクヒューが言った。

                「ナドカですので」フーヴァルは慎重に答えた。「真名をお知りになりたいならお教えしますが、返事をするかは定かじゃありません。何せ呼ばれ慣れないもんで」

                　マクヒューは、狐そっくりな切れ長の目を、いちどだけ瞬きさせた。

                「いえ、それには及びません」そして、微笑んだ。

                　こんなことを言いながらも、この男はすでにフーヴァルの真名から渾名あだなまで知っているんじゃないかという気がした。

                「よろしいかな」ヴェルギルは残りの者にさっと手を振った。「あとのものは、わたしの護衛です」

                「御意に」

                　オールモンドはそう言いながら、フードをかぶったままヴェルギルの背後に立つ護衛──ゲラードに注意深く目を向けた。王が護衛を連れているのは普通のことのはずだが、この宰相には何か引っかかるところがあるのだろうか。結局、彼は何も言わず、ただ恭しくヴェルギルたちに着席を勧めた。

                　会談のこんな序盤から、すでに駆け引きが始まっているのかと思うと、首に発疹が出そうになる。

                　そして、一同が席についた。

                　長卓には、ダイラ全土の巨大な地図が彫刻されていた。

                　北部に無数に立つ赤い旗は叛乱勢力。その隙間を縫うように点在している青い旗がアラニだろう。まばらに立っているのは、旗印を明らかにしていない集会コヴンや学会サークル、小規模な氏族クランか。最も心胆寒からしめるのは、南部の旧ベイルズ領を埋め尽くさんばかりの、黄色い旗。黄色は、アドリエンヌの実家──フェリジア王家の色だ。

                「海賊に関してのお話、でしたな。ここ数ヶ月、近海を荒らし回っている、あのキャトルという者についてのことと伺っております」

                　会議の主導権を握ったのはオールモンドだった。ヴェルギルは頷いた。

                「アドリエンヌ王妃が、彼に……目を掛けているとか」

                　遠回しに、こちらが得ている情報をほのめかす。ヴェルギルがダイラの情勢に通じていても、オールモンドは驚かなかった。

                「それだけではありません。アドリエンヌは親フェリジア貴族の大半の支持を得ています。再婚の申し込みが殺到している。さらにはリカルド王子の婚約の話まで出ている」

                　地方貴族が将来の王の血筋に加わるまたとない好機なのだから、姻戚関係を結ぶことは、協力への見返りとしては十分すぎる話だ。

                「リカルド王子も、間もなく三歳になる。そうなれば、正式に王位継承権を主張するだろう」

                　オールモンドはヴェルギルに頷いた。

                「ベイルズの各港に停泊する船舶も、ここ数年で急増しております」彼は白髪交じりの眉をひそめた。

                「キャトルが拿捕した船です。〈嵐の民ドイン・ステョルム〉に船を襲わせれば、船舶は無傷で手に入る。改装を施して戦力として蓄えているんでしょう」フーヴァルが言った。「港を持っているベイルズの諸侯が船の出所を知れば、大層驚くはずだ」

                　オールモンドは深く頷いた。

                「フェリジアの援助を受けて新造された分を含めれば、アドリエンヌの側には、いまや二百は下らぬ数の船が集まっています」

                　二百という数に、フーヴァルの背筋が強ばる。エイルだって、戦いに送り出せる船がようやく百隻集まるかどうかというところなのに、いち勢力が二百もの船を持つのは──大変な戦力だ。

                「加えて、あの幽霊船か」

                　フーヴァルの言葉に、オールモンドがため息をつきながら、こめかみをもんだ。

                「去年の暮れ、アドリエンヌは王位争いに消極的だった。争いを避けるために、自らベイルズの宮殿に移られたくらいなのです。それが、半年前に突如心変わりし、枯れ野の火のごとき勢いで軍勢をかき集めている」

                「唆したものが、背後にいるのだろう」ヴェルギルが言った。「アラニと北部の叛乱軍を結びつけた者がいると、風の噂で耳にした」

                　風の噂だなどと空々しい言葉には騙されないオールモンドが、油断のならない目でヴェルギルを見た。さすがに、そこまで知られているとは思っていなかったのかもしれない。

                「ダイラに内乱を招こうと画策する者がいるのだ。そして、そのものの正体が何であれ、できるだけ大きなかがり火を焚こうとしている」

                「おっしゃる通りです」オールモンドは言った。「キャトルとアドリエンヌを結びつけたのも、そうした輩でしょう」

                「見当はついておいでか？」

                　ヴェルギルの言葉に、オールモンドは首を振った。

                「方々を探らせてはいますが……」

                　ヴェルギルは深いため息をつき、机に刻まれたダイラの地図を見つめた。

                「恥ずかしげもなく申し上げるが、エイルはダイラ無しには立ちゆかぬ──今のところは」わざとらしく付け足す。「リカルドが王位についても、結果は同じこと。我々は緑海の真ん中で孤立する。それゆえ、率直に申し上げよう。キャトルを野放しにせぬために、エイルは協力を惜しまぬと」

                　オールモンドは、小さく頷いた。

                「それはありがたい。実に心強い」

                　フーヴァルは、内心で鼻を鳴らした。

                　そういう言葉のあとに続くのは、大抵──

                「しかし」

                　ほらきた。

                「エイルにどれほどのご協力を望んでよいものでしょうか」オールモンドは言った。「人間の船団相手ならまだしも、キャトルとて人ならざる者。これは推測ですが、エイルがお持ちの船は百に届かぬほどかと存じますが……？」

                　推測が聞いて呆れる。きっと、まだ造船所で建造中の船の数まで把握しているに違いない。

                「その通り」ヴェルギルはあっさりと認めた。

                「魔物や幽霊を引き連れた、神出鬼没の海賊です。正体すら定かではないのですぞ」

                　厳しい表情のオールモンドに、ヴェルギルは小さく微笑んだ。

                「あれは、魔法使いだ」

                　オールモンドが目を見開いた。「ご存じなのですか？」

                　ヴェルギルは、次に繰り出す言葉の威力を高めるために、沈黙を引き延ばした。そして、言った。

                「彼は、マルヴィナ・ムーンヴェイルの息子なのだ」

                　オールモンドの顔が、歪んだ。

                　彼が人間らしい感情を露わにするところを見るのは、それが初めてだった。

                「それは……まことですか」彼はようやく言った。

                　ヴェルギルが頷いた。「嘘は言わぬ」

                　オールモンドは、自らの手で仮面を形作るように、顔の下半分を覆った。指の隙間から垣間見えた口元は、微かに笑っていた。まるで、笑えなさすぎてかえって可笑しい冗談を聞いたときのように。

                　彼は言った。

                「あの女の呪縛を断ち切るのが、これほどまでに困難だとは……」

                「エレノア？」

                　ヴェルギルたちの背後から、唐突に声が上がる。ゲラードの声だ。

                　王女に何かあったのかと、エレノアの方を見る。だが彼女は相変わらず人形のように座っているだけだ。そこに座っていたことも忘れていたほどだった。

                　ゲラードは外套の頭巾を取り去りながら、王女の座る場所に……は行かなかった。彼は迷わずオールモンドの正面に立ち、机に手を置いて、白髪交じりの髪をした、四十がらみの宰相の顔を覗き込んだ。

                　嘘だろう。白髪の生えたじじいが自分の妹に見えるってのか、この男は？

                　幻惑を疑いはじめたフーヴァルをよそに、ゲラードはもう一度言った。

                「エレノアなのか？」

                　王女の席の背後に控えていたマクヒューがわずかに息を吸い込み、動揺を見せる。

                　そしてオールモンドは、従者だと思っていた男の突然の奇行に憤るわけでもなく、驚くわけでもなく、ただじっと、ゲラードの顔を見つめた。

                　彼は俯き、首を振った。

                　そして、右手に嵌めていた指輪を引き抜いた。

                　すると、オールモンドの形をした人影は、突如眩い光に包まれた。光はまるで溶岩のように柔らかくうねり、人影の形を変える。そして、幻惑の光は無数の蝶の姿となって飛び立っていった。あとに残ったのは……。

                　間違いなく血の通った、エレノア王女が、そこにいた。

                　彼女は従者の扮装に身を包んだ兄をしげしげと眺め、それから、小さく笑った。

                「よくおわかりになりましたね、兄上」

                「前より、目が良くなったからね」ゲラードは言った。「あそこにいるのは？」

                　上座に座ったままの、もう一人のエレノアを示す。

                「あれもまた、この指輪と同じ魔道具フアラヒです」そう言って、マクヒューに目配せする。

                　彼は偽エレノアの耳飾りをそっと引いた。すると偽装が解け、そこに座っていたのは、夥しい量の魔方陣を刻まれた木偶人形だったことがわかった。発動していない陣を見るだけでも目眩がしそうなほど強力な魔法が施されている。

                　ゲラードは驚いていなかった。ヴェルギルも、眉一つ動かさない。

                「いつから……？」ゲラードが言う。

                　エレノアは、オールモンドの服を着たまま小さく肩をすくめた。

                「父上が亡くなる数年前から」

                　これには、ゲラードも少し驚いたようだ。彼は眉を上げた。「では、最初からオールモンドなどという男はいなかった？」

                「ええ。最初からずっと、わたしがオールモンドでした」彼女は、秘密を打ち明けるときの輝きを目に宿して、ゲラードに言った。「大変動きやすくて、重宝しているのです」

                「ユージーンの振りをしてキャトフォードに来たのも、お前だったんだね？」

                「ええ」エレノアは微笑んだ。「あの時も、あわやというところで見破られそうになりましたね」

                「いいや。わからなかった」ゲラードは言った。「まさか、お前だとは」

                　妹を賞賛せずにはいられない兄と、最も付き合いの長い『共犯者』を取り戻した妹が見つめ合う。

                　エレノアは微笑み、そして言った。

                「ああ、兄上。ようやく帰ってきてくださった！」

                　

                　　　　　　　†

                　

                「兄上は海で死んだと皆が噂しましたが、わたしはつゆほども信じていませんでした」彼女は言った。「もちろん、暗殺の主犯であるなどという戯言もです」

                　目の前にいるのがエレノアだと納得するのに、たいした時間はかからなかった。ゲラードにとっては、窓辺で俯いて読書や刺繍をしている姿よりも、こうして突拍子もない思い付きに邁進している彼女の方がよほど『妹』らしかった。

                　自らの才覚で父に取り入り、宰相として辣腕を振るってきた、彼女こそがエレノアだ。

                「急に芝居を好むようになったわけを、ずっと考えていた」ゲラードは言った。

                「芝居は、演技の参考になります」エレノアはあっさりと認めた。「素質があるのでしょう。兄上の他に、わたしの正体を見破った者はいませんでしたから」

                「ああ。確かに見事だった」

                　オールモンドには何度も会っていたし、会話をすることもたびたびあったというのに、今の今まで気付なかった。正体を知った今となっては、その方が不思議な気がする。オールモンドの端々には、エレノアの癖や、思想がはっきりと現れていたというのに。

                　他ならぬエレノアが、宮廷全員の鼻を明かしたのだと思うと、素直に誇らしい。だが、彼女にこれだけの能力と胆力があることがわかってしまった以上、ゲラードにはどうしても尋ねなければならないことがあった。

                「兄たちを暗殺したのは、お前なのか？」

                　エレノアはその質問を予期していたようだった。彼女は椅子に座り、ゲラードにも椅子を勧めた。

                「買いかぶってくださったこと、嬉しく思います」エレノアは言った。「グレイアムの病には、疑わしい点が多くあります。ですが、どんな理由で死んだにせよ……わたしの仕業ではありません」

                「ユージーンは？」

                　エレノアは机に肘をつき、握った拳に頬を休めた。そして、机の上に横たわるダイラの地図の──南を見た。

                「グレイアムを暗殺したのが誰であれ、それとは別のものの仕業のようです。毒が盛られていることは比較的簡単に調べがつきました。魔術師に成分を調べさせ、原料の産地まではなんとか割り出しました」

                　エレノアは、机に刻まれた地図の一点を指した。「旧ベイルズ、エリトロスの森に生えていたトリカブトです」

                「あの森は妖精の森だ。あそこから植物を持ち出すような危険を冒す者はそうはいまい」ヴェルギルが言った。

                　エレノアは頷いた。「調べ上げるのにずいぶんかかりましたが、ようやく、あの近辺を根城にしている傭兵団に行き着きました。暗殺に長け、手段を選ばぬ者どもです。彼らを尋問したところ──」細く優美な指を、ある半島に置く。

                「ラメルトン……」ゲラードは呟いた。

                「十中八九、ラメルトン伯コールリッジの手の者に間違いありません」エレノアは言った。「非常に巧妙に入り組んだ指示系統を持っているようです。真相に行き着くまでに、三十人は尋問しました」

                　尋問以上のことが行われたのだとしても、ゲラードは驚かなかった。エレノアには、ゲラードのような躊躇はない。彼女には確かに、父の血が流れているのだ。

                「ユージーンが居なくなれば、次に控えているのは庶ヽ子ヽと女ヽ。リカルドの勝算はぐっと増します」

                「ラメルトンか」ゲラードは頷いた。「コールリッジの船に襲われた。ナルバニア沖で」

                　エレノアは身を乗り出した。「本当ですか？」

                　ゲラードは小さく笑って、言った。

                「お前が議会に要請したと言っていた──僕を連れ戻すか、さもなければ殺せと」

                　エレノアは驚きを露わにした。それが演技だとしたら……たいしたものだ。

                「わたしは、そんなことは命じていません。ただあなたを連れ戻すようにと要請しただけ。キャトフォードの者が目撃した船の情報を海軍卿に伝えはしましたが……コールリッジが関与する必要はまったくなかった」

                「ならば、伯の独断で行われたことだったんだろう。船長は雇われで、どうも偏った情報を吹き込まれていたようだ」

                　エレノアは顔を上げた。「その船長とやらは？」

                　ゲラードは首を振った。「死んだ」

                　そうですか……と彼女は俯いた。

                「パラディールを覚えておいでですか、兄上？　彼は相変わらず、夏の蜂のように忙しく立ち回っています。両国の関係は悪化して、もはや取り持たねばならない婚儀もないというのに」

                　パラディールはフェリジア大使だ。グレイアムとアドリエンヌの結婚の際には、王女の権威を守るため、根回しに大いに活躍していた。

                「彼が間諜だと？」

                　エレノアは頷いた。「その一人です。今は泳がせていますが、じきに尻尾を出すでしょう」

                「それを待つつもりなのか」

                「兄上を手にかけようとしたのなら、じきにわたしにも暗殺の手が伸びるはず。その時が、彼を罠にかける好機です」

                「オールモンドの──お前の改革は性急だ。フェリジアに敵と見なされるのも無理はない」ゲラードは言った。「民も困惑している。このままでは、内乱を招いてしまうぞ」

                「兄上ならばそうおっしゃると思いました」エレノアは微笑んだ。「だからこそ、兄上に戴冠して頂かなくてはならないのです。オールモンドが煽った民の怒りを静め、今まで以上に、王への忠誠を集めて頂くために」

                　ゲラードは息を吸い込んだ。

                　不意に──ようやく、エレノアの狙いがわかってしまった。

                「僕が王座についたら」ゲラードは言った。「『オールモンド』を処刑するつもりなんだな？」

                　エレノアは頷いた。

                「性急な改革に不安を覚える民は、それを和らげる君主を歓迎するでしょう」

                「お前はどうする」

                「これまで通り、無害な王女の振りをします。そう──また別の男の姿を借りて議会に関わることになるでしょう。今度は兄上が取り立ててくださるでしょうから、オールモンドの時よりも容易く影響力を手に入れることができるはずです」

                　ゲラードは、思わず笑った。

                「それで、僕にはお前の傀儡かいらいになれと？」

                　エレノアは首をかしげた。「兄上に野心はないのでしょう？」

                　ある、とは言えない。幼い頃から、ほとんど全てを共有してきた妹の前では。

                「わたしは、国を動かしたいのです。ずっとそう思い続けて、ようやく機会が巡ってきた。兄上を差し置いてわたしが王になれば、母が犯した不義を認め、王家の威信を揺るがすことになる。それならば、兄上が戴冠して、今まで通りわたしが裏で好きに動く方がいい」エレノアは言った。「兄上に敵はいません。敵を作るほど苛烈に動くこともできない。だからこそ、民は安心するでしょう。凶暴な犬を飼い慣らすところを示せば、弱腰と罵られることもありません」

                「その凶暴な犬というのが、オールモンドか」

                　エレノアは頷いた。

                「政治まつりごとに必要なのは、正しい判断力と、決断力です。もし道を外れそうになったなら、それを諫める声と、聞き入れる耳も必要です。けれど、人徳は必要ない。必要なのは……仕組みです」彼女は揺るがぬ声で言い切った。

                「まるで、魔道具フアラヒの構造について話しているようだ」

                　エレノアの瞳に、機智の光が煌めいた。

                「そう、まさしく」彼女は微笑んだ。「国とは道具です。使い方を過てば惨事を招きますが、上手く使いさえすれば、我々皆みなに恵みをもたらす」

                　エレノアは、地図の上に散らばる旗や、兵力を示す砦や兵士の模型を眺めた。彼女の瞳には、個々の人間の苦しみは映らない。彼女はもっと遠くからこの国を見つめているのだ。

                「とは言え……国を動かす者が、人徳に厚く、寛大な者であって欲しいと民が願うのも道理。それを思えば、あなたはまさに人徳の王になるでしょう」

                「そしてお前は、正しい判断力と決断力とで政治まつりごとをする？」

                　エレノアは微笑んだ。

                「よい筋書きだとは思いませんか？」

                　ゲラードはため息をついた。深く、長いため息だった。

                「昔、お前は言っていたね。国王を無くしてしまったらどうかと」

                「ええ、覚えています」エレノアは小さく微笑んだ。「いずれは、そういう時代が訪れるのかも知れません。でもいまはまだ、王冠を頭に乗せて、煌びやかに、厳かに、時に愚かに……皆の前に立つ者が必要なのです」

                　彼女は、じっと黙ったまま成り行きを見守っているヴェルギルを見た。

                「数百年──いえ、数十年後には、我々王族が掲げてきた炎も燃え尽きるでしょう。そして、その灰の中から新たな時代の王が生まれます。いずれ冠を渡す時が来るのなら……わたしは、新たな時代の王を育む国を作りたいのです。たとえ万人に呪われようと、それがわたしの──我々の定めだと思っています」

                　沈黙が、広い執務室を隙間なく埋めた。この部屋の、この机の上で、動かず立ち尽くしているまがい物の兵隊や旗が、現実には動き、どよめき、剣を研いでくすぶっている。エレノアはこの騒乱を見て、さらに先にあるものをも見ているのだ。目にすることもできぬほど遠くにある、未来の王の姿を。

                　おもむろに、ヴェルギルが口を開いた。

                「あの傀儡と、変身のための指輪は、誰から？」

                　すると、エレノアはわずかに歪な笑みを浮かべた。「マルヴィナ・ムーンヴェイルから」

                　目を丸くするゲラードをよそに、ヴェルギルは、さらに尋ねた。

                「それを得るため、あなたは何を差し出したのです」

                　エレノアの目が、わずかに揺れた。だが、それは一瞬のことだった。

                「わたしが、己の子供を抱くことはありません──とだけ」

                　思わず立ち上がりかけたゲラードを制すように、エレノアは続けた。

                「その価値はありました」

                「しかし──」

                　エレノアは、迷いのない目でゲラードを見た。

                「わたしは、自分の子供を、自分で選んだのです」

                　その『子供』が何を指すかは明白だった。

                　ダイラ。我らの祖国。

                「兄上、どうか戴冠を」エレノアは言った。「我々には、王が必要です」

                　ゲラードは目を閉じた。

                　幼い頃のエレノアの姿が、瞼の裏に浮かび上がる。母を不幸にするふたりの子供として、互いの手を取り合い、王宮の片隅でひっそりと生きてきた。あの頃、妹の手はなんとか弱く、柔らかく、頼りなかったことか。

                　だが、それは過去のことなのだ。

                「僕は、戴冠するつもりでいた」ゲラードはいいながら、目を見開いた。「ダイラに来るまでは──お前に会うまでは」

                　エレノアの表情が、微かに曇る。

                「エレノア・オブ・クラレント。王になるべきなのは、お前だ」

                　彼女は目を見開いた。「けれど、兄上──」

                「エレノア、僕はもう死んでいる」ゲラードは言った。「第四王子は、死んだんだ」

                　エレノアの瞳の中で、混ざり合った感情が渦巻いている。

                　喜びと期待、不安と疑いが。

                「僕は王の器ではない。それを偽ることも……したくない」ゲラードは言った。「だが、お前には素質があると思う。やり遂げるだけの決意も。それなら、冠と賞賛は、お前が直接受け取るべきだ」

                「兄上は……どうするのです」

                「僕は、この世界を見て回りたい」ゲラードは言った。「お前の目となり、時には手や翼になって、この国と他の国とを結びつける助けになりたいと思う」

                　すると、エレノアは控えめに笑みを浮かべた。

                「それは……言い換えれば、間諜ということになります」

                「いかようにも」ゲラードは微笑んだ。「ただ、僕は何よりも、エイルとダイラとを繋ぐ橋になりたい。どちらか一方の不利益になることは、包み隠さず両方に話す。どちらか一方の利益になることも──同じように、両方に話す。そうして、エイルとダイラの双方が共に栄える未来を作りたいんだ」

                　エレノアは、じっとゲラードを見ていた。

                「同盟、ということですね」彼女は言った。

                　ゲラードは頷いた。

                「この小大陸が大陸に対抗するのに、一国だけでは力不足だと思う」

                「共に栄える」ヴェルギルは、その言葉を味わうように口にした。「悪くない響きだ」

                　エレノアはヴェルギルを見て、それからゲラードを見た。彼女はしばらくそうして、ただ静かに座っていたが、やがて言った。

                「母上は、あなたを愛していました。兄上」

                「お前のことだって──」

                「いいえ。母はあなただけを愛していた。他の子供たちに向けたのは、義務です」エレノアはきっぱりと言った。「だからこそ、わたしはあなたという兄を手に入れ、あなたはわたしという妹を手に入れた。それは……きっと、幸運なこと」

                「エレノア……」

                　彼女はわずかに躊躇い、そして言った。

                「母の心が離れたのを知った父がどうしたか、兄上はご存じないはず」

                「知っているよ」ゲラードは言った。「僕の父を島流しにしたんだ」

                　エレノアは頷いた。「そう。しかし、それだけではなかった」

                「それだけではない……？　いったいなにをしたんだ」

                　再び、重い沈黙が降りる。

                「父は……マルヴィナと契約をしたのです」エレノアの唇が、ほんのわずかに震えた。「母の愛を、再び自分に向けさせるように。その証しとして、新たな子を授けるようにと。そして、わたしが生まれた。けれど、母の心は壊れてしまった」

                　まさか。

                「そんな……」

                　ゲラードは打ちのめされた。打ちのめされながら、この事実を知ったときのエレノアの心を思って、さらに打ちのめされた。

                　こんな残酷な事実を、エレノアはいままで、たった一人で抱えてきたのか？

                　何が兄だ。何が一心同体だ。

                「エレノア、すまない」ゲラードは言った。

                　エレノアは、何かを振り払うように首を振った。

                「子を産む力を捨てた理由がおわかりでしょう。わたしにとって……愛とは呪いであり、枷です。今のわたしは限りなく自由──後悔などしていません」

                　そして、彼女はヴェルギルとフーヴァルとを見た。

                「父が、母の愛ヽの見返りとしてマルヴィナに与えたのが、エイルだったのです」エレノアは、落ち着いた笑みを浮かべていた。「どれほど必死であったのか……とは言え、まさか緑海の瘴気が晴れるとは思ってもみなかったのでしょう。結局、すべてはマルヴィナの思い通り……そして、あなたが君臨する国が生まれた」

                「では、我々は誰よりも、あなたに恩義がある」ヴェルギルは言った。「吸血鬼の誓いなどとお思いになるとしても、わたしにはどうすることもできないが──エレノア王女。エイルはあなたが王座に君臨する限り、誠心を以て、その繁栄に力を尽くしましょう」

                　エレノアの目がきらりと光った。

                「そこは、『わたしと、わたしの意志を継ぐ者が王座に君臨する限り』として頂きましょう。ひとは短命ですから」

                　ヴェルギルは微笑み、頷いた。「そして、あなたは何代も先の人々を導くための王になろうとしている」

                　その言葉に、エレノアの頬がわずかに上気した。

                「わたしが、王」そして、彼女はゲラードを見た。「本当に……いいのでしょうか」

                　ゲラードは立ち上がり、エレノアの座る椅子の前まで行くと、厳かに膝をついた。

                「アルバ、及びベイルズとダイラ全土の女王、エレノア・オブ・クラレント」ゲラードは言い、頭を垂れた。「その御代みよに栄えあれかし」

                　俯いた頭に、そっと手が触れる。躊躇いがちに。やがてしっかりと。

                「ゲラード・天翔る者スカイワード」

                　囁くようでありながら同時に力強い声で、女王がゲラードの新しい名前を告げた。

                「そなたを我が臣下と認め、庇護と栄光を与えることを約束します」

                　それは王族としての自分との決別であり、新しい自分のはじまりでもあった。

                　ゲラードは、彼の女王を見上げた。

                「我らが国土と、御身が掲げる理想のため、命を賭して忠誠を尽くすことをお誓い申し上げます」

                　そして、エレノアが差し出した手に、そっと口づけをした。
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                　フーヴァルは、船長室に入るなり言った。

                「何もかも、あんたの思い通りってわけか」

                　ヴェルギルはにっこりと微笑み「おおよそは」などと、殊勝なことを言った。

                　マリシュナ号の船長室はヴェルギルに譲っていたから、エイルにつくまでは、ここは彼の部屋だ。フーヴァルは船艙から持ち出してきたワインを土産に、船室に入り込んだ。

                「君がわたしに貢ぎ物とは珍しい」

                　ヴェルギルはフーヴァルに椅子を勧めて、自分は寝棚に腰掛けた。

                「俺がそっちに──」

                　言いかけたフーヴァルを、手の動きで遮る。「遠慮など無用だ。わたしも千年前は船乗りだったのだし」

                「竜頭船ロング・シップでしょう。船室なんかついてない」

                「君がそれほど細かいことにこだわる男だったとは」ヴェルギルは非難がましく言った。

                　実際、ヴェルギルはどこに座っても大差がないように見えた。たとえ砂浜の流木に腰を下ろしても、その島全体を支配する王に見えるだろう。それくらい、彼の纏っている存在感は圧倒的だった。

                　フーヴァルは笑いながらワインの栓を開け、ずっしりとした杯を二つ並べて、なみなみと注いだ。

                「こういう飲み方は王様の趣味じゃないかもしれないが、船乗りならこれで十分」

                「いかにも」ヴェルギルは言い、杯を掲げる仕草をした。「スカイワード君は一緒ではないのか？」

                　フーヴァルは肩をすくめた。「張り切って夜の当直についてますよ。今じゃあいつも、正真正銘の新入り水夫ですからね」

                　ヴェルギルは賞賛するように眉を上げた。

                「見上げた心意気だ。〈浪吼団カルホウニ〉の将来は安泰だな」

                「ええ、まあ」

                　当てこすりをされている気がして、どうにも落ち着かなくなる。

                「それで……実はお話ししたいことがあって来たんですが」

                「何なりと」ヴェルギルは鷹揚に微笑んだ。

                　その笑顔は、全部お見通しって顔か？　クソ。

                「海軍卿をイルヴァに譲って、俺はエイルを出た。で、今はこうして戻ってきたわけで──」

                「ああ。シーゲレ君は実によくやってくれている。君が夜逃げ同然にエイルを出て、刺激的な幽霊狩りに興じている間にも」

                「俺は……！」

                　ヴェルギルが手をあげた。

                「君が、エイルのためを思って行動したのだということはわかっているつもりだ。とは言え、一言相談が欲しくはなかったか？　──欲しかった。ゲラード王子を救出したことを報せるべきだったか？　──その通り」

                　こうして話しているだけで、胃が引き絞られるようになる相手はヴェルギルだけだ。フーヴァルの君主は、他に類を見ないほど公正で寛大である……と頭で納得しようとしても、妖精シーとしての半身が、彼が重ねてきた年月や経験、その身のうちに飼っている吸血鬼としての本性を感じて、どうしても緊張してしまう。

                「それは……誠に申し訳ございません」フーヴァルは言った。「軽率でした。国を思ってのこととは言え」

                　すると、ヴェルギルは表情をゆるめた。彼は寝棚の上であぐらをかき、旧友同士で飲んでいる時のように気安い格好になった。とは言え、動作の全てに『優雅に』という装飾がついてしまうのは仕方がないのだろうが。

                　ヴェルギルは言った。

                「結論から言うと、キャトルを討とうが討つまいが、君を海軍卿に戻すことはできない」

                　フーヴァルは一瞬目をつぶった。

                　ほら、全部お見通しだった。

                「そのかわりと言ってはなんだが……君には是非、別のことを頼みたいのだ」

                「別のこと？」

                「いま東方大陸全土で、熾烈なナドカ狩りが行われている」

                　フーヴァルは頷いた。「〈手ハンズ〉の連中を、至る所で見かけます」

                「そうなのだ。〈燈火の手ラテルナ・マヌス〉が餌食にするのは、力を持たぬ市井のナドカだ。彼らは銀の剣を振り回し、ナドカというナドカをなぶり殺しにしている。さらに、王宮で職を得ていた者たちも容赦なく排斥されはじめている。もう東方大陸には、ナドカが安全に暮らせる場所はほとんど残されていない」

                「そういう連中を、エイルに亡命させろってことですか？」

                「さすが、話が早い」

                　ヴェルギルはにっこりと微笑んだ。

                「さらに、だ──非情なことを言うようだが、優先すべきは高位の職に就いていたナドカたちだ。彼らは情報を持っているから、容易に国外に脱出することができない。ただ飼い殺しにされるか、さもなくば殺されるかしかないのだ。彼らを奪おうとすれば、相手は全力で阻止しにかかるだろう」

                「でも、俺たちなら……」

                「そう簡単に負けはすまい？」ヴェルギルは言い、ワインを飲んだ。

                　考えを巡らせるほどに、胸の中に炎が灯る。

                　挑戦するということについて。戦いを挑むということについて。

                「君は戦う男だ。蒼き刃、フーヴァル・ゴーラム」ヴェルギルは言った。「君が、ただそれだけの男であったのなら、頼むつもりはなかった。しかし、今の君には……翼がある」

                　ゲラードのことを言われているのだとわかって、首の後ろが熱くなる。

                「共に助け合って──できるだけ多くの命を救ってくれ。やってくれるな？」

                　フーヴァルは頷いた。

                「喜んで」

                　そして、酒の杯を置いて跪き、厳かに言った。

                「アーヴィン・ライエルは、改めてエイルに忠誠を誓います。この命に替えても」

                　ヴェルギルの手が肩に置かれる。

                「エイルについたら戦支度をはじめよう。エレノア王女の戴冠も、ナドカの救出も、まずは戦に勝つところから」ヴェルギルは言った。「改めて、よろしく頼む」

                　ふたりは杯を持った腕を互い違いに組んで、一気に飲み干した。

                　古き良き、船乗りの流儀で。
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                　それから、来るべきものが来るまでの日々は緊張のうちにめまぐるしく──そして緩慢に過ぎた。

                　キャトルが船団を作り上げた。それはダイラにとっては厄介なことであると同時に、彼自身の首を絞める結果ともなるだろう──というのが、ダイラ最大の艦隊を率いるデイビス提督の見方だった。〈嵐の民ドイン・ステョルム〉は敵味方の区別をつけない。キャトルに従う船が多ければ多いほど、今までのように気軽には幽霊の力を借りることはできなくなる、というわけだ。

                　それは、とても楽観的な見方だった。

                　ゲラードが新しくエイルに得た家は海辺の小高い丘にある。寝床は、イサス・ボテラの宿屋の使用人部屋よりも硬くて薄い。フーヴァルは自分の部屋にと言ってくれたけれど、甘えるつもりはなかった。少なくとも、自分に何ができるのかを見つけ出すまでは、彼に寄りかかる存在にはなるまいと決めていた。

                　フーヴァルがエイルの民になって以来、長い時間を掛けて育成をしてきた船乗りたちにとっても、これほど大規模な戦闘に備えるのは初めてのことだ。ゲラードも彼らに合流し、連日、操船や陣形についての訓練に参加した。夜明け前から夜遅くまで、戦闘のことを考える。救えるかもしれないもののこと──そして、失われるかもしれない命のことを。

                　警鐘を聞いた気がして飛び起きる。暗闇に耳を澄ませ、苦労して気のせいだったと納得してからまた横になるものの、迫りつつある戦に思いを巡らせて眠れなくなる──そんな夜が続いた。

                　ちょうど、その日もそんな風にして眠れなくなったのだった。

                　窓から差し込む月明かりが、妙に冴えていたせいもあったのかもしれない。ゲラードは半刻ほど悶々としたあとで、外出着に着替えて、エリマスの港に面した高台へ足を向けた。

                　イルヴァやフーヴァルをはじめとする船長たちが陸にいる間の仕事場が、エリマス城に向かってなだらかに傾斜する丘の中腹にある。フーヴァルが『根城』と呼ぶ建物は正式には海事省といい、その中で働くものたちが、海の防衛、貿易、港湾や船舶の管理に関わる仕事をしている。庁舎は港の、船荷の積み降ろしを行う巻き上げ機クレーンや、無数の監視塔が寄り集まった一画から声が届くほどの位置にあった。船乗りの多くはここで寝起きを共にし、非常時には船に飛び乗り、このエイルを守るために戦うのだ。

                　今ごろフーヴァルも、ここで夜を過ごしているはずだ。

                　だがゲラードは、彼を訪ねてきたのではなかった。

                　顔見知りの衛兵に声をかけ、見張り塔への階段を上る。海に面した鋸壁の縁に腰掛け、外側に足を垂らす。眠れぬ夜にこうして塔に昇り、夜の海と一つになったと感じるまで留まるのが、最近の習慣になりつつあった。

                　波音に耳を澄ませて、心の中を空っぽにしてゆく。

                　不安も、懸念も、何もかもを風に乗せて流して、海と、自分との間にある無限の虚空に意識を向ける。

                　すると、やがて自分の血潮の音が聞こえる。深く呼吸をして、鼓動と、夜の海が奏でる波音が重なるのをじっと待つ。そのうちに、肉体が重さを失う瞬間が訪れる。まるで、覚醒しながら夢を見ているような、不思議な感覚に陥るのだ。

                　その瞬間に、ゲラードは再び、友カレフの気配を感じることができた。

                　姿を見ることはないけれど、確かに近くにいる。初めてあの監獄で姿を見たときのように、こちらを窺い、試すように瞬き、閃き、揺らめいている。

                「僕は、君に名前を与えるべきだろうか」

                　ゲラードは、心の中で呟く。

                「黄昏や、嵐や、太陽や月のように……何かひとつの象徴に、君を押し込めていいものだろうか」

                　そういう問いに対する答えが返ってきたことはない。

                　貴銀しろがねの血は、ゲラードの中で、まだ微睡んでいるようだ。

                　この血が──僕が必要とされるときに、力不足であるせいで全てを台無しにしたくはない。けれど同時に、力を信じすぎたせいで取り返しのつかない事態を引き起こすのが怖ろしくもあった。

                　きっと、だから友カレフは姿を現さず、貴銀の血も眠ったままなのだ。

                「世界が……何を求めているのか」

                　国を背負う以上に、遠大な話だ。

                　途方に暮れているうちに、友カレフの気配も、世界との一体感も消えてしまった。

                　その時、階段を上ってくる音がして、ゲラードは夢から覚めた。

                「よお」　

                　思った通り、やって来たのはフーヴァルだった。

                「ここいると、どうしてわかった？」

                　彼はゲラードの隣に腰を下ろした。「窓から、姿が見えたからな」

                　触れあった肩の温もりに、冷たい夜の空気が和らいだ。

                「明日の早朝、モルノロに向かって発つぞ」

                「モルノロ──」

                「イムラヴの南にある岬だ。ことが起こるまで、そこで停泊する」

                　緊張が、腹にめり込む。

                「そうか……」

                　いよいよ、戦だ。

                「ま、ちゃちゃっと片付けてやるさ」フーヴァルは言った。

                　それほど簡単に済まないことは、ふたりとも十分すぎるほどわかっていた。

                　しばらくふたりは、都合の良い嘘に甘えたまま座っていた。月明かりの下で見るエイルのうち、半分が眠り、半分が目覚めている。そこには、ゲラードが見たいと思っていた世界が広がっているようだった。夜に生きる者と昼に生きる者とが、同じ国、同じ街、同じ夜を分け合っている。

                　きっとフーヴァルも、ゲラードと同じものを見ていたはずだ。

                「明日は早い。さっさと寝ろよ」

                　そう言うと、フーヴァルは立ち上がって、見張り塔の階段を下りていった。

                「ああ、わかった」

                　ゲラードは、最後にもう一度、眼下に広がる世界を見た。

                　僕に、何ができる？

                　この世界を守るために、いったい何が？

                　

                　モルノロに停泊してからの日々は、マリシュナ号に新しく積み込まれた大砲の砲撃や、展帆や縮帆の訓練に費やされた。骨まで凍り付きそうなほど冷え込む早朝の甲板を掃除し、航路や作戦を話し合い、訓練をし、夜には楽しく笑って過ごす。

                　戦のことを考えない者はいなかったはずだ。けれど、皆はそれを表に出さなかった。下甲板で、ぼんやりとした灯りの中に身を寄せ合っては、毎晩のように音楽を奏で、笑いながら踊った。

                　ゲラードも、航海中に習い覚えた足取りで踊りに加わった。靴の底を床にたたきつけて拍子を刻む、激しい舞踊だ。宮廷で『踊り』と呼ばれていたものよりもずっと素朴だが、力強く、躍動的で……そして、喜びに満ちている。

                　一度、不安じゃないのかと仲間に尋ねたことがある。すると、戦のことを心配するのは明後日の天気を心配するのと同じだと、オーウィンが言った。

                「俺たちは、いまここでやれることをやってる。それで死ぬなら、天命だったってことさ」

                　昔のゲラードだったら、それを投げやりな言葉のように思ったかもしれない。けれど、今はそうは思わなかった。それは一瞬一瞬を、後悔のないように生きるということだから。

                　いまここで、やれることを。

                　結局、それ以外にできることはないのかもしれない。

                　フィドルに陣太鼓ボズラン、口琴や手拍子の輪の中で、汗を飛び散らせながら踊る。あけすけな歌詞の舟歌シャンティを口ずさみ、笑い合って、この一瞬を、胸に刻みつけた。

                　気付くとフーヴァルが、仲間たちの輪の中にいた。

                　ゲラードがフーヴァルの手を取って踊りに引き入れると、皆が歓声を上げた。

                「筋がいいな、ガル！」

                「まるで、溺れかけた虫？」

                　ゲラードが言うと、フーヴァルは笑った。

                「そこまで悪くねえ」

                　踊って、踊って、足が震えるまで踊って、よろよろと抜け出す。

                　背中を叩いて労いながら人の輪を抜けて、フーヴァルとふたり、灯りの外に出た。上甲板へあがると、容赦ない風が吹き付け、温もりは一瞬にして奪われた。見張りに立つ乗組員と挨拶を交わしながら、フーヴァルとゲラードは、船尾楼甲板プープデッキにあがった。

                　イムラヴの海は、ダイラの海とも、エイルの海とも違う。ダイラの海は、風は強いものの比較的穏やかで、青々としている。エイルの海は気まぐれで、鮮やかな翠色。イムラヴの海は緑青ろくしょうの色だ。厳しく、気難しく、そして寒々しい。太古の昔から、幾度となく人々の挑戦を受け入れ、挫き、時には鼓舞してきた海だ。

                　海は、夜にはいっそう茫々ぼうぼうとして見える。月影を宿した銀波ぎんぱはどこまでも連なり、尽きることがない。轟く潮騒は大気の隅々にまで満ちて、まるで荒々しい獣の息づかいのようだ。目に映る全てのものが、それぞれが持ち得る声で、雲を纏った月ヘカへの賛美歌を口ずさんでいるようだった。

                　景色に見とれていると、フーヴァルがおもむろに言った。

                「俺が、前につけてた金の耳飾り。覚えてるだろ」

                「君が捨てたと言っていた、あの？」

                　フーヴァルは頷いた。

                「あれは、貴金とうがねでできてたんだ」

                　ゲラードは小さく息を吸い込んだ。「わざと、力を封印していたのか？」

                　フーヴァルはもう一度頷いた。

                「オチエンが……ホライゾンの皆が死んだと知ってからつけはじめた。アレをつければ、海に落ちても人魚にはならねえし、歳も取る」フーヴァルはそっと笑った。「何かの拍子に、運良く死なねえかと思ってた。俺だけ生き残ってんのが、なんて言うか、まるで……」

                　大きなため息が、白く煙って、流されていった。

                「まるで、皆を裏切ってるみたいでな」

                「アーヴィン」

                「それだけじゃない」フーヴァルは首を振った。「心の底では、ナドカでいるのが嫌で仕方なかったんだ。弱っちくて、情けなくてよ」

                「それは……逆じゃないのか？」

                「逆じゃない。自分でもよくわからんままに、漠然とそう思ってた。だがお前といて、理由がわかった」

                　ゲラードは静かに尋ねた。「どうして？」

                「『神』をこさえて、自分を愛するように仕向けるなんてことをやってのけるのは、人間だけだ」フーヴァルは言った。「ナドカには、そんな真似はできねえ。だから弱い」

                　貴銀しろがねの族うからは、精霊の中から神を作る。そのことを聞かされてから、ゲラードはずっと考えていた。

                　自分のことについて。世界のことについて。神々のことについて。

                　だが、頭の中から溢れそうなほど溜まった問いに、一つとして答えが出ることはなかった。

                「僕は……そんな大それたものではないよ」ゲラードは俯いた。

                「お前は最初から、俺たちの中に何かいいものを見出そうとしてた。俺たちだけじゃない。この世界にある全てのものの中に、何か尊いものを見つけてた。そういうことができる奴は……多くない。それは『力』だと、俺は思う」

                　ゲラードの心臓が、ゆっくりと、重く、鼓動する。

                「お前みたいな人間の言葉が、国を動かす者の耳にちゃんと届くなら……何かが変わってくるはずだ」

                「そう……だろうか」ゲラードは言った。「そうだといいが」

                　フーヴァルは笑って、肩でゲラードの肩を小突いた。

                　静かな笑いを分かち合う。不意にふたりを包んだ沈黙を分け合ってから、フーヴァルが口を開いた。

                「貴金が力を失った」フーヴァルが、海の向こうに目を向けたまま、言った。「もう、人間になるための耳飾りはない。だから俺は……あと何年生きるかわからん。何十年、あるいは、何百年か」

                　彼は、苛立ちと苦しみの籠もったため息をついた。それから、痛みを誤魔化すための、皮肉めいた笑みを浮かべる。

                「きっと、お前が死ぬのを見ることになるんだろうな」

                　ゲラードは身じろぎし、フーヴァルとの間にあったわずかな隙間を埋めた。

                「なら、疑いようもなく幸せだと、何度でも言うよ。僕が死ぬ最後の瞬間まで……君の頑固な頭でも納得せざるを得ないくらいにね」

                　フーヴァルが、ゲラードを見た。

                「死ぬまでついてくる気か？」

                「逆かも」ゲラードは小さく肩をすくめた。「君が、僕についてくるのかもしれない」

                　フーヴァルはハッと笑ってから、また大きな声で笑った。

                「そうかもな」彼は言った。

                　肩を震わせて笑う、その振動に目を閉じる。それから、ゲラードは言った。

                「以前僕は……君の考えではどこにもたどり着けないと言ったね」

                「ああ、言ったな」

                「何があれば『たどり着ける』のか──君は、僕にもその答えがわかってないんだろうと言った。その通りだった」

                「ああ」フーヴァルは頷いた。

                「いま……ほんの少しだけど、解りかけてきた気がするんだ、アーヴィン」ゲラードは、穏やかな夜風に載せるようにそっと、それを口にした。「手を差し伸べるということなんだ」

                　フーヴァルが鼻を鳴らす。理解はするが、完全に同意することはできないという時の癖だ。

                「でも、誰もが手を差し伸べられるわけじゃねえ」

                「ああ、そうだね」

                　ゲラードも、フーヴァルを見た。

                「全員が戦えるわけじゃない──それと同じだ」フーヴァルが言う。

                「ああ」ゲラードが、フーヴァルの手を握った。「だから、君は戦い続けろ。僕は手を差し伸べ続ける」

                　不意に、風が吹き渡った。雲が晴れ、月を映した海面がざわめき、星が瞬く。

                「そうして試してみたいんだ、僕らがどこにたどり着けるのか」

                　フーヴァルは黙ったままゲラードを見つめた。以前は、何かを測るようなその眼差しに怖じ気づいたこともあった。自分を少しでも立派に見せたくて背伸びをしたことも。だが、今はただまっすぐに、その目を見つめ返すことができる。

                　やがて、フーヴァルの顔に笑みが浮かんだ。

                「しょうがねえから、とことん付き合ってやるよ。ガル」フーヴァルはいい、つなぎ合わせた手に力を込めた。「まったく。お前に出会ったのが俺の運の尽きだったな」

                「その分、僕の幸運を分けるよ」

                　ゲラードは微笑み、フーヴァルもその顔を見て微笑んだ。そして、ふたりは再び夜の海に目を向けた。

                　甲板の下からは、仲間たちの歌が漏れ聞こえていた。

                　

                　　　とある帆船　ダイラに船出

                　　　オー・ホー　いざゆかん！

                　　　とある帆船　故郷に戻る

                　　　マリーが上部帆桁トプスル・ヤードに！

                　　　　

                　　　船艙には何が入ってる？

                　　　オー・ホー　いざゆかん！

                　　　ダイヤモンドに黄金も

                　　　マリーは上部帆桁トプスル・ヤードに！

                　

                　そして、その夜から十日後──事態が動いた。
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                　二十隻のウッドロー艦隊に護衛された、ナルバニアからの商船十五隻が、サルノール湾マチェットフォード沖で襲撃された。

                　大烏賊おおいかの黒旗を掲げたトロンデラーグ号を駆るジャクィス・キャトルと、彼が率いるたった五隻の船団に仕掛けられた急襲だった。これにより、商船二隻がキャトルの手に落ちた。

                　付近に停泊していたデイビス艦隊の十五隻が直ちに加勢に向かい、キャトルと対峙。デイビス艦隊は、北上する商船団の殿しんがりを務めた。幽霊船団を操るとは言え、六対二十八では、力の差はあまりに歴然だ。勝負はあっという間に決するかと思われた。

                　ベイルズ南東に位置するシャルトン──地元の人間はフェリジア風にシャルトーニュと呼ぶ──の隠し港から、六十三もの船が出航したのはちょうどその時だった。

                　先の軍縮で行き場を失った退役海兵や、海賊崩れの無法者、不満を持つ農民たちをかき集めた船団を、ベイルズの諸侯に仕える船長たちが率いていた。

                　殿しんがりのデイビス艦隊は、この不意打ちに四隻を失った。キャトルの船団は商船を追撃し、難なくこれに追いついた。

                　キャトルたちが北上する商船に追いつく頃には、戦場はサルノール湾からデンズ湾へと移っていた。王都デンズウィックの玄関先とも言えるこの海域で、後に『デンズ湾海戦』と呼ばれる叛乱が幕を開けたのだった。

                　

                　ここまでは、ダイラ海軍の思惑通りだった。

                　商船という餌に釣られたキャトルは、こちらの主戦力を投入しての加勢に、圧倒的な戦力差で対抗しようとするだろう。だからこそ、デンズ湾の北にあるアバーデンに、イルヴァの船団を潜ませておいたのだ。

                　だが、そううまくはいかなかった。

                「焼き討ちだと!?」

                　アバーデン川の河口に停泊させていた、イルヴァの愛船〈ロッサーナ〉を含む十二隻は、夜のうちに焼き討ちに遭っていた。

                　モルノロの岬で停泊しているマリシュナ号の船長室で、報せを聞いたフーヴァルは拳が白くなるほど強く握りしめた。そして、それ以上感情を表に出すのをどうにか留めた。

                　ゲラードが急ききって言った。「イルヴァは？　無事なのか？」

                　フーヴァルは答える手間を省き、遣い鷹が運んできた手紙をゲラードに手渡した。

                　イルヴァ他、ほとんどの乗組員は無傷とある。それを読んで、ゲラードはほっと息をついた。

                「やってくれるじゃねえか」フーヴァルは唸り、書き物机の上の海図に身をかがめた。それから背筋を伸ばして、部屋の出口で控えていたワトソンに言った。

                「アーナヴを呼んでこい」

                　ワトソンの目がぱっと輝く。「出航ですか？」

                「ああ、そうだ。ワトソン」フーヴァルは笑った。その口元からは、〈鮫喰らい〉の牙が覗いていた。「思う存分暴れてやろうぜ」

                「了解アイアイ！　船長キャプテン！」ワトソンは言い、疾風のように部屋を出ていった。

                　その背中を見送って、ゲラードは言った。

                「ついに、戦いか」

                「ああ」

                　血は沸き立ち、この身をゾクゾクと震わせている。

                　戦いだ。

                　俺は、戦い続ける。フーヴァルは心の中で呟いた。俺は、戦い続けるだけだ。

                　フーヴァルは、遠くを見つめるゲラードの横顔にも、研ぎ澄まされた静かな覚悟を見た。

                　絶対に勝てる、とは言わない。口に出した瞬間に嘘になってしまう。戦に勝者と敗者が存在するとしたら、そいつらはどちらも、戦場にはいない。戦いの場には、生と死、そのどちらかがあるだけだ。

                　その夜、マリシュナ号をはじめとする〈浪吼団カルホウニ〉の二十隻が、モルノロから出航した。戦いくさの待ち受ける海を目指して。生と死の汀みぎわを目指して。

                　

                　二日後の夜明け、北の海上に煙を見た。

                　キャトフォード沖から立ち上る夥しい黒煙が何を意味しているのか、近づいてみるまではわからない。フーヴァルは船首楼甲板フォクスルデッキに立ち、長い間望遠鏡を覗いていた。

                「どうだ？」

                　横に立つアーナヴに、望遠鏡を譲る。アーナヴはそれを覗き込み……そして、ニヤリと笑った。

                「やったな、船長。作戦は成功だ」

                　ふたりは拳を打ち合わせた。

                　もし、万事が作戦通りに運んだのだとしたら、一目散に北に向かっていたダイラの商船のうち半分が、突如船首を反対方向へ転じたはずだ。示し合わせていた作戦の開始位置はデンズ湾の北。いままさに、黒煙が上っているあたりだ。追い風を受けて猛然と追撃していたキャトルの船団は、この動きに対処しきれずに陣形を乱したに違いない。

                　商船の船員が次々に海に飛び込むのを見て、きっと、キャトルは即座に理解したことだろう──商船の甲板から立ち上る怪しい煙を見るまでもなかったはずだ。自分が追いかけていた商船に積まれていたのは、香辛料でも奴隷でも、ましてや金銀財宝でもなく、莫大な量のタールと、エイルの魔術師が腕によりをかけて作った炎薬えんやくであることに。

                　鰯のつもりで飲み込んだ魚が、猛毒を持つ笠子カサゴだったようなものだ。

                　火船かせん作戦は、ものの見事に成功していた。

                　フーヴァルとアーナヴが海上を見ている間にも、また新たな船が火船に激突し、巨大な火柱を空にぶちあげた。

                　フーヴァルは大声で笑った。

                「焼き討ちなんてみみっちい真似しやがった報いだぜ」オーウィンが言った。

                「火の使い方ってもんがまるでわかってねえ」と、他の掌帆手たちも同意する。

                　燃えさかる船列が、キャトル船団を取り囲んでいた。火船かせんの脇腹に船首斜檣バウスプリットを突き刺したまま炎上している船がいくつもある。火は付近の船に燃え移り、被害をさらに大きくした。行く手を阻まれた船を次々に餌食にして火災は広がり、海上に現れた炎の壁となって、キャトルの船団を半月型の壁の中に封じ込めていた。

                　幸か不幸か、キャトルたちは風上を取っていた。デンズ湾の強烈な風は、無傷の船を炎の壁に向かって押しやる。かといって、混み合う海上で方向転換して、風上に間切って逃げるのは至難の業だ。さらに、炎の壁の外にはダイラ海軍が誇る最新型の戦艦まで控えている。

                　寄せ集めの船乗りどもをどこまで鍛え上げたかは知らないが、この状況に対処するのは熟練水夫でも難しいだろう。

                　この作戦の指揮を執っているのはイルヴァだった。

                　敵に弱みを見せ、油断させたところで反撃に転じるのは彼女の得意技だ。アバーデンで自分の船──あの誇り高きロッサーナ号を犠牲にしたのは、彼女にとっては苦渋の決断だったに違いない。だが、その価値がある犠牲だった。

                　船上を飛び交う鴎がフーヴァルの到着を伝えたらしい。イルヴァの乗った小帆船ピンネースが近づいてきた。

                　彼女は船側せんそくを軽々とよじ登ってマリシュナ号に乗船すると、フーヴァルと拳を合わせた。

                「やったな、イルヴァ」

                「ざまあみろってんだ」

                　彼女は言い、燃えさかる壁の向こうにいるとおぼしきキャトルに向かって、指を突き立てる仕草をした。

                「それで、あんたの王子様は？」

                「俺のでも、王子様でもねえ」

                　フーヴァルは言いながらも、主檣メインマストの檣楼トップを指さした。

                「あんなとこに置いといていいのか？　いい的になるのに」

                「奴がそうしたいって言うんだよ。目がいいからな」

                　すると、イルヴァは感心したように、はぁんと呟いた。

                「ああいう手合いにおとなしく抱かれるなんて、不思議だと思ってたんだよね。あんたみたいな奴がさ」イルヴァは無遠慮に言った。「なるほど。なかなか肝が据わってる」

                「そういうわけじゃねえ」フーヴァルは言った。「おれが抱くばっかりじゃ、奴のケツが緩くなっちまうだろ？　そうなりゃ打ち首になったうえに、塩茹でにされたドタマをデンズウィックの一番デカい橋に飾られちまう」

                「やめろよ、夢に出そう」イルヴァは笑った。「でも、もうその心配もないわけだ」

                　フーヴァルは肩をすくめた。「まあな」

                「せいぜい死なせんなよ、フーヴァル」イルヴァは言い、フーヴァルの肩を叩いた。

                「わかってる」

                　その時、檣楼トップからゲラードの声が降ってきた。

                「トロンデラーグを発見！　右舷二角の方角！」

                　フーヴァルは望遠鏡を取り出しつつ、船首おもてへ向かった。すると確かに、キャトルの船がいた。統制を失って、逃げ惑う船団の後方に。

                　熱気に揺らめく大気と、燃えさかる炎の向こう側に充満する、ジャクィス・キャトルの怒りを感じ取ることができる気がする。

                　お前はこうやって虚仮こけにされるのが嫌いだったよな、ジャクィス。

                　船団は風上側に船首を転じ、炎の壁も、次第に勢いを失いはじめる。もうすぐ、次の動きがある。

                「海賊旗をあげろ、野郎ども！」フーヴァルは咆哮した。「本物の海戦って奴を、惨めな陸者ランズマンどもに教えてやれ!!」


            
            
                39

                　

                　統制を失い、散り散りになった雑魚どもを追い回すのはたいした苦労ではなかった。敵味方入り交じった狭い海域では、連中が搭載した大砲をむやみやたらとぶっ放すこともできない。

                　所詮、寄せ集めの船団だ。船を拿捕した海域がバラバラなら、船の種類もバラバラだ。風が強く、波が高いダイラ周辺の海に適した造りでないものはすぐにわかる。この海域でしっかり波の上に浮かんでいたかったら、船足の速さを犠牲にしてでも喫水を深くしなければならないのだが、キャトル船団の半分は、波の穏やかな南海向けに建造された船だった。

                　〈浪吼団カルホウニ〉は、この海を知り尽くした船に乗っている。どれも小柄でたいして新しくもないが、こういう戦いでは、それが功を奏する。

                　勢いを失いかけた火の壁の間を縫って、〈浪吼団〉は敵陣に切り込んだ。マリシュナ号をはじめとする〈浪吼団〉の船は、小型であるが故に足が速く、小回りもきく。細い躰で珊瑚に潜り込んで隠れた魚を追い回すネムリブカさながらに、船と船の隙間に入り込み、あっという間に白兵戦に持ち込めるのだ。もたもたしている船はあっという間に四爪錨グラップノルで絡め取られ、乗り込んだ〈浪吼団〉と刃を交える戦いになだれ込む。そうなれば、人間には勝ち目がなかった。中には、接舷を恐れるあまり、近づいてきた船に向かってめちゃくちゃに大砲をぶっ放す者もあった。〈浪吼団〉の船を破壊するのみならず、味方にまで流れ弾を命中させる始末で、早々に袋だたきに遭っている。

                「船長！　早くしねえとロウランズ・ラシー号に先を越されちまう！」

                　血気に逸る乗組員たちが、牙を鳴らす獣のように吼え立てる。

                　フーヴァルは言った。

                「仲間と獲物を取り合ってる場合じゃねえだろ──」

                　敵のレパン・ドール号が左舷の大砲を一斉に発射したものの、弾は当たらなかった。見当違いの方角ににボトボトと落ちた砲弾は、虚しく伸び上がる水柱の底に消えた。

                「いまだ面舵！　乗り込むぞ！」

                　号令一下、歓声があがる。マクレガンが舵柄かじを操ると、マリシュナ号は即座に右舷に傾いた。右舷前方にいたレパン・ドール号の船側を削りながら、荒っぽく接舷する。

                　左舷の大砲を撃ち尽くしてしまったところを見計らったから、この期に乗じればマリシュナ号の横腹に穴があくことはない──少なくとも、次に装填が完了するまでの間は。とは言え、レパン・ドール号の大砲が、再び火花を散らすことはないだろう。勝負は、その前に決する。

                「いよいよだ」

                　放たれた四爪錨グラップノルがレパン・ドール号の索に絡みつくと、フーヴァルは喉の奥で笑った。手摺りに立ち、さあ乗り込むぞというところで、ゲラードと目が合う。その目はこう言っていた。

                「気をつけて、フーヴァル」

                　フーヴァルは片眼を閉じてニヤリと笑い、ゲラードの方を向いたまま、縄に身を委ねて手摺りを蹴った。

                「続け！　野郎ども！　続け！」怒号のただ中で、声を張り上げる。「皆殺しにしろ！」

                　〈浪吼団カルホウニ〉たちも、それに応えながら、我先にと相手の船に乗り込んだ。

                　〈浪吼団〉の得物は様々だった。カットラスに、半月刀、サーベル、レイピア……魔法を使うものは己の力を、獣の性をもつ者は──それを存分に解き放つ。

                　狼に変化したバウワーは、索さえ使わずに船と船の隙間を飛び越えていった。巨大な狼は中部甲板に着地すると、その勢いでふたりを踏み潰した。船は大きく揺れ、悲鳴のような軋みをあげた。

                　掌帆長のルーがレパン・ドール号の船尾楼に飛び乗ると、女と見て油断した敵に群がられた。ルー・センルーはそういうときに微笑を浮かべて状況を楽しむ手合いではない。ただ、背骨をバラバラにするほどの咆哮をあげて虎に変化へんげし、片っ端から噛み殺していくだけだ。

                　舷から飛び降りて死中に活を見出す者を追うような真似はしない。だが、たとえ破れかぶれであろうと、フーヴァルは、自分に向かってくる者には容赦しなかった。

                　全ての甲板を制圧し、生きている者は捕虜にした。十人ほどを殺したところで、ほとんどの船乗りが膝をついて降参したから、かえって拍子抜けしたほどだ。進退窮まった船乗りは、がむしゃらな戦いを仕掛けてくるものなのだが。

                　あっさりと勝負が決した理由は、すぐにわかった。

                　戦いの最中にいるべき船長が、自分の船室に立てこもっていたのだ。よく心得たマリシュナ号の乗組員たちは、無理に押し入ることもせず、扉の前に立ってフーヴァルを待っていた。

                　怪力を持つデーモンのオーウィンが扉をぶち破ると、船長は諦めきった顔でフーヴァルを見た。

                　武装は解かれていた。そのことを、これほど残念に思ったことはない。自暴自棄でも、恐怖による錯乱からでも、とにかくこちらに向かってきたなら容赦なく殺すことができたのに。

                　以前なら、むざむざ部下を死なせて、自分だけ安全な場所に隠れているようなこの男を、軽蔑と共に殺しただろう。武器を握っていようが、いまいが。

                　命と命が戦いという天秤にかけられるとき、そこに感情がつけいる隙はないのだと、オチエンは言っていた。彼は船乗りで、魔法使いで、紛れもなく戦士だった。

                　頭では理解していても心が納得していなかったことが、今ならわかる。

                　怒りに任せて剣を振るうものに、戦士を名乗ることはできないのだと。

                　今まで、決して褒められないこともやって来た。師への弁解を紙に書き留めれば、永遠に終わらないほど続くだろうとも思う。だが、この戦いだけは、彼に捧げる戦いにしたかった。

                　負けるわけにはいかない。そして、やると決めたなら誇れる戦いをする。言い訳などする必要のない戦いをするのだ。

                　フーヴァルは、剣を鞘に収めた。

                「腰抜けが」

                　そして、捕虜を満載したレパン・ドール号をマクレガンと数名の乗組員に任せて、次の獲物を探すため、マリシュナ号に戻った。

                　

                　こうした混乱の中、キャトル船団のうちの一隻が、なんとか炎を避けて包囲網から抜け出した。すると我先にと、他の船もそれに続く。だが彼らを待っていたのは、その時を今か今かと待っていた、デイビスとウッドローの艦隊だった。馬鹿でかい二隻の戦艦を旗艦とするそれぞれの艦隊は、射程こそ短いものの、破壊力抜群の大砲で武装していた。

                　それは、ネムリブカが珊瑚から追い出した魚を、メジロザメがよってたかって食らい尽くす光景そのものだった。

                　日が西に傾く頃には、この火船作戦で、キャトル船団の三分の一は戦闘不能に陥っていた。だが、船団はなんとか船首を転じて南に逃げた。

                　この時点でキャトルは降伏するだろうと、デイビスは予想していた。日暮れは刻一刻と近づいている。太陽が地平線に沈むにつれ、誰もが祈った。キャトルが仲間を巻き込むことを恐れて、〈嵐の民ドイン・ステョルム〉を呼び寄せることはないだろうという、デイビスの見立てが正しいことを。

                　だが、貴族出身のデイビスは、良くも悪くも海賊を知らなかった。

                　海賊の所業や、その罪についてはよく知っているかもしれない。けれど、連中の執念深さ、自尊心、矜持、絶望的なまでの怒りの感情については、ほとんど無知と言っても良かった。

                　その日の夕暮れは、不吉なほど赤一色に包まれていた。だが、海が赤いのは夕日のせいだけではなかった。海面は血と炎によって、これ以上ないほど赤く染まっていた。

                　日が沈むにつれて、海上の戦闘は徐々に静まる。敵と味方のどちらにとっても、狙いを定めるのが難しくなるからだ。夜の闇が空を覆い尽くすよりも前に、ダイラの艦隊のほとんどが戦域を離脱し、夜の闇の底に潜んだキャトルの船団との間に、夜目が利く〈浪吼団カルホウニ〉の船を挟んだ。

                　結局、その日はキャトルの降参の白旗を見ることがないまま、夜になった。

                　戦場は不気味に静まりかえっている。

                　海上に散らばる船の残骸は、染みこんだタールのせいでまだ燃えていた。それらはまるで鬼火のように波間に漂い、本物の鬼火を連れてくる者の露払いをしているかのようだった。

                　全ての灯りを落とした船の上、三刻おきに寝ずの番を交代させながら、皆に少しでも休息を取らせる。こうした状況下でしっかり眠れるものでなければ、過酷な戦闘を生き抜くことはできない。誰もが皆、自分の持ち場からそう離れていない場所に蹲り、仮眠を取った。

                　風は相変わらず強く、投錨していなければ容赦なく押し流される。せわしない波に、船は細かく縦揺れピッチングし、すでに落ち着かない胃をいっそう揺さぶった。

                　仮眠を取るべきなのはフーヴァルも同じだった。けれど、こんな状況で眠れるわけがない。

                　いや、眠りたくない。

                　この戦いは、自分の人生において、最も重要な戦い──少なくとも、その一つ──になる。目を閉じたところで、眠れるはずもなかった。

                　船尾の手摺りに寄りかかって、海上の様子に目を光らせていたフーヴァルの隣に、ゲラードが立った。

                「角笛は、鳴るだろうか」ゲラードが、小さな声で言った。

                　フーヴァルは頷いた。「鳴るだろうな」
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                　それは夜半前のことだった。キャトルたちは夜闇に紛れて、ダイラの艦隊が敷いた陣の真南に移動していた。

                　青白い光が南の海上を埋め尽くしているのを見て──待ち構えていたこととは言え──嫌な汗が、フーヴァルの背中に滲んだ。

                「とうとう来やがった……！」

                　〈嵐の民ドイン・ステョルム〉──それを動かしているキャトルの狙いは明白だった。重武装したダイラの艦隊を奪取して、〈浪吼団カルホウニ〉の船団を一網打尽にするつもりだ。

                　いかにもお前のやりそうなことだよ、キャトル。

                　圧倒的な実力差で、相手を叩き潰すのが彼にとっての喜びだった。

                　かくして、角笛は鳴り響いた。

                　青白い光の向こう側、闇の中に浮かび上がるのは一隻の船──大烏賊の黒旗を掲げたトロンデラーグ号だ。姿を隠すまでもないと言いたげに、船中のランタンを灯している。生き残った船団は、トロンデラーグ号の後ろの安全圏にずらりと控えていた。

                　ダイラの艦隊はすぐさま錨索を切り、帆を拡げて、〈浪吼団〉の陣を縦二列で回り込んだ。艦隊の尻を追いかける〈嵐の民ドイン・ステョルム〉とすれ違いつつ、トロンデラーグ号の左右の横腹に並ぶことができれば、勝機はある。圧倒的な火力の差にものを言わせて頭を潰せば、蛇だろうが烏賊だろうが、ひとたまりもないはずだ。デイビスは楽天家かもしれないが、もしもの策を講じないほど馬鹿ではなかった。

                　だが、風の力に頼って移動する帆船と、橈という推進力を持った竜頭船ロング・シップの機動力は比べものにならない。今の風は艦隊の進行方向に向かって吹く追風おいてではあったが、いかんせん弱かった。幽霊船団は早くも艦隊に追いつき、殿の数隻を瞬く間に取り囲んだ。

                　海は、不気味なほど静かだった。

                　これが、大砲で蹴散らすことができない敵との戦いだ。

                　初めて大砲というものが船に搭載されてからまだ数年しか経っていないのに、いまではすっかり海戦といえば大砲という世の中になった。だから、この夜の静まりかえったデンズ湾で繰り広げられている戦いは、まさに異様だった。それぞれの船であがる号令が、濃厚な闇夜の中で頼りなげに響き、瞬く間に消える。それが、この戦いをいっそう不気味に彩っていた。

                「全帆展開して左舷開きスターボートタック！」

                　フーヴァルが上げた声も、たちまち濃厚な闇の中に吸い込まれる。

                　乗組員が段索ラットラインを駆け上がると、程なくして白い帆が解かれた。掌帆手たちが転桁索ブレースにとりつき、帆脚索シートを引いて帆を張った。

                　マリシュナ号を先頭に、〈浪吼団カルホウニ〉の船が前方に進み、左舷から向かってくる幽霊船から可能な限り遠ざかる。思った通り、幽霊船は〈浪吼団〉を追ってこなかった。あとでいくらでも叩き潰すことができると思っているのだろう。

                　船尾楼甲板プープデッキから後方を見ながら、フーヴァルは呟いた。

                「吠え面かかしてやる」

                　その隣にゲラードが立ち、同じ方向を見つめた。その目は、夜の底でもはっきりとわかるほど銀色に輝いている。

                「何か見えるか？」

                　視線の先では、幽霊船が艦隊の殿しんがりに追いついている頃だろう。だが普通の人間なら、望遠鏡も無しに、数百ナート先の海上の様子が見えるはずはない。しかも、今は夜だ。

                　しかし、ゲラードは頷いた。

                「幽霊たちが、船を取り囲んでるのが見える。彼らは──訝しんでいるようだ。手に入るはずのものが入らないと……。餓えと苛立ちが、黒雲のように彼らの頭上に垂れ込めている」

                　フーヴァルは笑った。

                「つまり、大成功ってことだな」

                　ダイラの艦隊は、すでに半数以上が転回していた。幽霊に取り囲まれ、動かなくなった船は全部で四隻。だが──

                「今ごろ、ジャクィスは怒り狂ってるぜ」

                　幽霊が取り囲んでいる四隻は、追わせるために、わざと殿に置いた船だ。艦隊に完全に同調して動いていたから、気付かなくても無理はないが、どれも端ハナから無人の囮だった。

                　〈嵐の民ドイン・ステョルム〉はタチの悪い連中だ。命を奪う腐臭を漂わせて、哀れな犠牲者の魂を片っ端から吸い取ってゆく。唯一の例外は、船の索具リギンに触れたことのない者だけ。

                　だが、あの船を動かしていたのは船乗りではない。船底の下、水面下に潜んでいる人魚たちだ。あの四隻の乗組員たちはすでに、夜の闇に紛れて他の船へと乗り移っている。

                「人魚は索なんか触らねえからな」フーヴァルは、尖った牙を覗かせて笑った。

                　ちょうどその時、デイビス艦隊の旗艦プリンセス・エレノア号が、トロンデラーグ号の脇腹に砲弾をぶち込んだ。

                　立ちこめる夜霧を裂いて、稲光のような砲火が海上に瞬く。プリンセス・エレノア号のあとに続く船も、船団に容赦ない砲撃を喰らわせた。

                　だが、快哉を叫ぶにはまだ早い。

                　謀られていたことに気付いた〈嵐の民ドイン・ステョルム〉は無人の船を捨て、瞬く間に船首を転じていた。彼らの次の獲物は、刻一刻と遠ざかってゆくダイラ艦隊ではなかった。

                　それよりずっと近くで静かに様子を窺っていた、〈浪吼団カルホウニ〉の船だ。

                「ねえ！　あっという間にバレちゃったけど？」

                　船尾側ともの海面から、声がする。下を向くと、そこにはナールと、彼が引き連れてきた人魚たちがいた。

                「それでいいんだ」フーヴァルは言った。「ご苦労だったな！」

                「あいつら、こっちに向かってきてない？」

                「ああ、それでいい」フーヴァルはもう一度言った。

                　もっと近づけ。もっとだ。そうしたら、最後の切り札をお見舞いしてやる。

                「あのさあ！」

                「なんだよ！」

                　もう一度下を向くと、ナールが心底嫌そうな顔をしていた。

                「あいつら、もの凄く臭いって知ってた？　先に言ってくれたら、絶対協力なんかしなかったのに」

                「だから黙ってたんだ」フーヴァルは笑った。「砲撃がある場所には近づかなくていい。他の船が逃げるのに手を貸してやってくれ」

                　ナールは水面から高く浮き上がり、厳粛さと悪ふざけを混ぜ合わせたような表情で言った。

                「了解アイアイ、船長キャプテン！」

                　そして仲間を引き連れて、再び海の底に消えた。

                「あ」

                　すぐ隣で、ゲラードが声を上げた。彼は相変わらず、銀の双眸を幽霊船団に向けていた。フーヴァルも望遠鏡を目に当てて、こちらに近づいてくる〈嵐の民ドイン・ステョルム〉の船群を見た。

                「あと四分の一刻で追いつかれる」ゲラードが言った。

                　フーヴァルは振り返り、中部甲板ウエストに向かって声を張り上げた。

                「小舟を降ろせ！」そしてもう一度、迫り来る幽霊たちの姿を見た。「あの死に損ないどもを、今度こそ冥土に送ってやる」


            
            
                41

                　

                「ご機嫌麗しゅう存じます、陛下！」

                　そう言って眼前に迫ってきた彼の、喜びに満ちた顔がどういう造作をしていたか、今となっては思い出すことができない。

                　ヴェルギルは分厚い外套をかぶって小舟の舳先に座り、マシリュナ号を追いかける亡者の群れを見つめた。自分の足下で危なっかしく揺れる小舟よりも、よほど馴染みがある竜頭船ロング・シップ。仲間たちとぴったり息の合った橈漕とうそう。頼りない横帆一つで、エイルの海を縦横無尽に航海したときの昂揚は、今となっては朧気な思い出の……残骸でしかない。

                　人間だった頃の記憶の多くを捨てた。そうしなければ、とても正気を保つことなどできないから。

                　それにしても、エイルを滅ぼした男の顔まで忘れるとは。

                「非情だなどとは言ってくれるなよ、ビョルン」ヴェルギルは呟いた。「千年も生きれば、大抵の面影は忘却の彼方に消えてしまうものだ」

                　覚えているのは、彼が全身から発散していた、狂おしいほどの殺気。戦いに飢えた男が、ついに解放した獣の性。その熱。

                　自分では彼に勝てないと、一瞬で理解した。あの絶望の味。

                「羊を飼って腐っていくなんてのはまっぴら御免でね。だから、俺は海神につくことにした」彼は言った。「恨まないでくれよ、シルリク」と。

                　ヴェルギルの腹に剣を突き立て、彼は血に飢えた目で自分を見下ろしていた。身動きのできない身体を無造作にまさぐり、国の安寧を守る冠帯ミンドと、幼い頃から肌身離さず身につけてきた腕輪を、ついでのように奪っていった。死体漁りの烏さながらに。

                　恨まずにいられるはずがない。

                　怠惰に身を沈めて空費した長い、長い年月の間、一日たりとも、彼を恨まぬ日はなかった。

                　目をかけていた。領地を与え、婚礼を祝い、子供の名付け親になりさえした。その男に国を奪われ、息子の未来を奪われた。あの身勝手な謀反のせいで、息子は吸血鬼に変異した。あの襲撃のせいでナドカという存在が生まれ、多くの苦しみが生まれたのだ。

                　あの夜が存在しなければ、今ごろはただのシルリク王──特筆すべきこともない平凡な王として、エイルの土となっていたはずだ。

                　それは……どれほど得がたい幸福だったことだろう。

                　だが、世界はそヽれヽを選ばなかった。世界はビョルンを狂気の淵に突き落とし、ナドカという存在を迎え入れ……。

                　そしてわたしが、今ここにいる。

                　ビョルンの顔を思い出すことはできなくても、彼のことはすぐに見分けがついた。

                　熊を咥えた竜頭船。その先頭に乗って、両刃の剣を振りかざすかつての臣下──その残骸。左腕には、あの日ヴェルギルから奪った腕輪が、まだ嵌まっていた。

                　その横顔を見つめて、ヴェルギルは呟いた。

                「ずいぶん遠くまで来たものだ。お前も、わたしも」

                　今ヴェルギルの胸にあるのは、途方もないほど大きな哀れみだ。

                　千年の孤独の果てに、シルリクはフィランに出会った。それまでの孤独を埋めて余りある恵みだ。だがあの男は、満たされることのない餓えと妄執に囚われたまま、海上を漂い続けるしかないのだ。

                「船をもう少し近づけてくれ」ヴェルギルは漕ぎ手に声をかけた。

                「もっと？」漕ぎ手はうんざりと呟いた。「これ以上近づいたら、鼻が腐ってもげそうなんだけど……」

                　ぶつくさ言いながらも、船は前へと進みはじめた。

                「さて、ビョルン」ヴェルギルは立ち上がり、かぶっていた外套を船底に落とした。「千年振りの再会といこう」
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                　腐死者ドラウグルと幽霊たちの船団は、マリシュナ号のすぐ後方に迫っていた。ゲラードのすぐ隣で、フーヴァルは船尾楼甲板プープデッキの手摺りを絞れるほど強く握りしめながら、ヴェルギルの悠長さについて、とても二度とは口に出せないほどの暴言を並べ立てていた。

                　熊を咥えた竜頭を持つ船が先頭にいた。船首に立っていたのは、一人の腐死者ドラウグル。骨と皮ばかりに痩せた身体に古の鎧を纏い、フジツボだらけの兜の下からは海藻が垂れ、戦化粧を施した膚はだは朽ちかけて骨が覗いている。瞼を失った剥き出しの眼窩には、燃えるような飢餓を湛えた両目。頬まで裂けた口には、獰猛な笑みが浮かんでいた。溟濛めいもうたる鬼火のように青ざめたその姿の中で、唯一金の腕輪だけが、ギラギラとした輝きを放っていた。

                　売国奴ペットゥリビョルン。

                　彼が錆びた剣を振り上げる。青白い船団が、今にもマリシュナ号を取り囲もうとしている。

                　それが、不意に呼び止められたように止まった。ビョルンが首を巡らし、竜頭船ロング・シップの右舷後方を見た。まるで、見えない糸に手繰られているかのようだった。

                　ゲラードは、闇に目をこらして見た。

                　数十ナート離れた海上に、ヴェルギルが立っているのが見えた。昔風の装束を纏い、長い髪は頭の後ろで結ばれている。毛皮と毛織物と素朴な装身具に身を包んだ彼の姿を見ると、胸がざわついた。

                　彼が生きた千年という年月を意識せずにいるのは容易い。ヴェルギルはそうしたものを気取らせることなく人と接するのに長けているから。けれど、いま目の前にいるヴェルギルは、千年前にエイルを治めたシルリク王その人なのだ。その事実を、まざまざと見せつけられたような気がした。

                　ビョルンが、血も凍るような叫び声を上げた。聞くものの耳を氷柱つららで貫くような──痛みを与えるほどの叫喚だ。

                　その声に応えて、〈嵐の民ドイン・ステョルム〉が向きを変え、船首をヴェルギルに向ける。橈の動きにかき混ぜられた海が逆巻き、青白い発光が波に宿る。生温かく湿った風が吹きはじめ、腐死者ドラウグルの死臭が一気に濃くなった。

                　ビョルンの横顔に、もはや笑みはなかった。

                　ゲラードは、ビョルンの中で嵐のように渦巻く苦悩を感じた。

                　彼は、エイルの王に冠帯ミンドを授けた守護神雷神ユルンの怒りを買い、深い水底に沈められた。そうして千年もの間、自らが犯した強欲の罪によって海に縛られてきた。すべては、彼がエイルの冠帯を奪ったあの日に始まったのだ。彼が求めているのは──本当に求めているのは、哀れな船乗りたちの魂ではない。

                　三百艘にものぼる竜頭船ロング・シップの船団が、大挙してヴェルギルの元を目指す。それは青白い触手のように、海上を移動していった。

                　ビョルンの乗った船がヴェルギルの小舟に近づき、今にも、舳先がぶつかりそうになる。幽霊の発する光に照らされて、ヴェルギルの姿も青白く浮かび上がっていた。

                　と、その時、ヴェルギルの背後に、小さな影が立ち上がった。

                　黒髪に浅黒い膚をした青年が、目に琥珀の光を宿して、幽霊たちを見据えている。青い光に照らされた彼の顔に、文身いれずみの茨が伸び──九重ここのえの花を咲かす。

                　彼は、良く通る声で詠唱をはじめた。

                　

                　　「吾われはサーリヤの血の者　地に注ぐ水

                　　　巫かんなぎの祖は　マナールの末裔すえよ」

                　

                　焔語アラハブは不思議な響きの言葉だ。十四歳になる頃にはヴァスタリア、フェリジア、カルタニアの言葉を不自由なく使えたゲラードにとっても、複雑なこの言語を習得するのは本当に難しかった。

                　マタル＝サーリヤの焔語アラハブは、燃え上がる焔をそのまま言語にしたかのような独特の響きを持っていた。素人耳でも、彼の呪文に籠もる力を感じられる。

                　彼は暁の女神にして、冥界の門への導き手であるアシュタハ神をこの世に目覚めさせた魔女だ。彼の呪文は死者の魂をほんの一時この世に呼び戻すこともできるし、逆に、冥界へと送り返すこともできる。

                　彼こそが、この戦いにおける切り札だった。

                　

                　　「橈かいを手放せ　捕囚とらわれの者ども

                　　　汝らは　苦役を終えり

                　　　霜枯しもがれの骸むくろ脱ぎ

                　　　導きの光に　魂たまを委ねよ！」

                　

                　彼が呪文の詠唱を終えると、眩い光が海上に迸った。それは一瞬の夜明けのようにあたりを照らし尽くし、夜の闇に慣れた者たちの目を焼いた。

                　際限なく滲む涙に目をしばたいていると、すぐ隣から、フーヴァルの口笛が聞こえた。

                「やりやがるぜ、あのガキ……」

                　涙を払って、再び夜の世界に戻った海を見る。竜頭船ロング・シップという枷から解放された魂が光となって、宙に浮かんでいた。あるものは雪のように海面に降り注いで消え、あるものは風に乗って西へ流れていった。そしてあるものは、意志を持つようにそれぞれの目指す場所へと飛んでいった。

                「なんて力だ……」ゲラードは呟いた。

                　今まで海面を覆い尽くさんばかりだった船は、消えていた──ほとんどが。

                　だがまだ、残っている船はある。

                　フーヴァルは大きく舌打ちした。「そう簡単にはいかねえってわけかよ」

                　マタルがその船を消し去れなかった理由は、すぐにわかった。残っていたのは、いずれも古の戦士の格好をした腐死者ドラウグルばかりだったのだ。残った船は、たったの三艘。だが、三艘の竜頭船ロング・シップに満載された兵士たちの数は、百を下らない。

                「彼らは、幽霊じゃない」

                「ああ。きっと千年前にヴェルギルを裏切った連中だ」フーヴァルが言った。「呪いを解かなけりゃ、あいつらは消えねえ……」

                「だが、どうやって──」

                　彼らは冠帯ミンドに固執している。

                　そしてエイルの冠帯は、一度身につけたら、役目を終えるその時まで決して取り外してはならない代物だ。父神ユルンとエイルの創始者たちとの契約によって、そう定められている。この誓いを破れば父神ユルンの怒りに触れ、ビョルンの次に呪われるのはヴェルギルということになる。事の重大さを考えれば、〈浪吼団カルホウニ〉の全員が呪われても不思議ではない。

                「船首を転回させろ！」フーヴァルが叫んだ。「王の加勢に向かうぞ！」

                　その時、船員たちの動きを止めたのは、新たに発せられた別の号令──ではなかった。角笛の音でもなければ、雷鳴でもない。何の声も、何の音もしなかった。

                　ただ、空気が変わっただけだ。

                　船員たちに指示を飛ばそうと中部甲板ウエストに降りようとしていたフーヴァルも、その場で足を止めた。

                　海上を見ていたゲラードは、だた、動けなくなった。さっきまでヴェルギルがいた場所から、目が離せなくなっていた。

                　いま、そこには闇よりもいっそう黒く、昏くらい何かがいる。それは圧倒的な存在感で以もって、周りにある一切の光を呑み込んでしまっているようだった。

                　そこには影が立っていた。

                　影の前で、腐死者ドラウグルたちは文字通り、色を失っていた。青白い光も絶え、ただ、今にも崩れそうな骸が蹲っているだけのように見える。ビョルンだけが、剣を振り上げたまま影を睨ねめつけていた。

                「ひかえよ」と、影は言った。

                　その瞬間、声が聞こえたものはその場に跪いていた。生者であれ死者であれ、一瞬の躊躇もなく。

                　あれは……いったいなんなんだ？

                　胃や、肺や、心臓が縮み上がり、身体中に汗が滲んだ。それでもゲラードは、船尾楼甲板プープデッキの柵の隙間越しに見る光景から、目を離すことができなかった。

                　皆が顔を伏せる中、ビョルンただ一人だけは抗うようにヴェルギルを見据えていた。

                「余よの命を欲するか、バルテルス島のビョルンよ」

                　影が言葉を発すると、波が丘のように盛り上がった。マリシュナ号は身もだえして大きく軋んだ。

                「それはできぬ」

                　その声が紡ぐ命令が、否定が、理ことわりをねじ曲げるほどの力で、頭の中に染みこんでくる。話しかけられた当人でもないのに、これほどの負担を感じるのだ。ビョルンに、抗う術はない。

                「そなたには解放を与えよう」

                　影は言い、漆黒の手をビョルンに伸ばした。その手は形を失い、黒い靄となってビョルンを包んだ。腐死者ドラウグルは抵抗したが……それは、鼠が巨人に抗うようなものだった。

                　王に加勢だって──？　そんな必要が、いったいどこにあるというのか。

                　彼が生きた千年という年月を意識せずにいるのは容易い。ヴェルギルはそうしたものを気取らせることなく人と接するのに長けているから。

                　ついさっき、そんな風に考えたのを思い出す。

                　彼を理解した気でいたのか？　なんて愚かな。

                　ゲラードはちっとも理解していなかった。千年を生きるということを。月神ヘカの愛し子として、正気を失うこともなく、千年もの時を生きるということを。

                「そなたは長きに亘わたって、海の底にてエイルの秘宝を守った」

                　影の声が、次第に声以外の何かを孕んでゆく。それはうねり、膨れ上がり、力そのものとなって、影の周りに渦を捲いた。

                　船が危険なほど撓たわみ、今にもねじ切れそうな音をあげはじめる。悲鳴のような竜骨キールの軋み。その向こうから、今にも途絶えそうなマタルの声が、微かに聞こえた。

                「汝は苦役を終えり」彼は必死に叫んでいた。「汝らは苦役を終えり！」

                　鼓膜に激痛が突き刺さり、まともにものを考えられない。ゲラードは耳を押さえながら、自分の両目から勝手に流れているらしい涙の熱を感じた。

                「バルテルス島のビョルン」影は言った。「そなたを、赦す」

                　一つの声が何重にも重なって、頭を、身体を包み込む。

                「この腕輪も、返してもらうぞ」

                　何かが折れる音がした。骨と皮ばかりになったビョルンの腕が折れ、そこに嵌まっていた金の腕輪は、ヴェルギルの闇に絡め取られていた。

                　白熱するかのようなヴェルギルの怒りと、慈悲。それを、同時に感じる。

                　耳鳴りの向こう側から、詠唱──いや、絶叫される呪文が聞こえた。

                　　「汝らは　贖罪あがないを終えり

                　　　気涸けがれの躯むくろ捨て──」

                　その場の空気が、ほんの一瞬、全て失われる。息が詰まり、目の前が真っ暗になる。

                　　「いまぞ去いね　奥津城おくつきへ！」

                　そして、自分を取り巻く空気が弾けた。

                　その通りのことが起こったのかはわからない。けれど、確かにそんな感覚だった。膨らみきった革袋が破裂したような衝撃と──解放感。

                　腐臭は消えていた。重苦しい閉塞感も、船や骨を軋ませていた、あの怖ろしい歪みも。

                　ゲラードは甲板に額をつけ、激しい目眩と戦った。それから、船尾楼甲板プープデッキの手摺りまでどうにかして這い寄り、しがみついた。この動作だけで半日ほど費やしたのではないかと思うほど、自分の身体がままならなかった。奥歯を食いしばって手摺りの上まで頭を持ち上げ、海を見下ろす。

                　すると、思ったよりも近いところに、ヴェルギルがいた。

                　彼は自ら小舟を漕ぎ、マリシュナ号のところまでやって来ていた。船底には、気を失っているらしいマタルが横たわっている。彼はゲラードを見つけると、片手をあげた。

                「いや、すまなかった。事前に警告するのをすっかり忘れていた」彼は、まったく悪びれる様子もなく言った。「これで、問題事が一つ片付いたな」

                　ゲラードは振り向いた。すぐ後ろにいるはずのフーヴァルが、文句を言いながらも、仲間たちに号令を出すはずだった。小舟をあげろ、と。

                　だが、そこに彼はいなかった。

                「フーヴァル……？」

                　その時、遠くの海上で轟音が響き渡った。

                　望遠鏡を探すまでもない。顔を向ければ、その光景ははっきりと見ることができた。

                　爆発を繰り返しながら沈んでゆく何隻もの船。夜空の雲を照らすほど眩く燃えさかる艦隊のただ中に、いくつもの白い触手が、塔のように立ち上がっていた。
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                　まさかと思った時には、身体が動いていた。

                　海に飛び込み、半身が人魚になるのも待たずがむしゃらに泳ぎ、ひたすらにその光を追いかけた。

                　光は戦いのまっただ中へと向かっている。流星のように眩い軌跡は、水面下からもよく見えた。

                　燃え上がる船は、戦場を真昼のように明るく照らし出していたから、海中の様子もよく見えた。海水は、まるで嵐のあとのように濁った緑色をしていた。キャトルが操る大烏賊の脚が、伝説の巨大樹の幹のように海中を埋め尽くし、船の残骸や死者たちがその間を漂っている。時折起こる爆発に海面が瞬き、どこか遠くで、あるいはすぐ近くで、新たな残骸と犠牲者が波間に叩き込まれる。くぐもった爆発音と悲鳴、それから船を食らい尽くす炎の轟音。フーヴァルはその間を縫って、無我夢中で光を追った。

                　光が行き着いた先にあったのは、一隻の船だった。舵を握る者もなく、戦のただ中に捨て置かれている。

                「嘘だろ……」

                　あの船。

                　これは、あの船だ。

                　喜びと悲しみに胸を締め付けられながら、フーヴァルは船側せんそくを上った。敵味方入り交じった悲鳴と怒号の渦中にいるというのに、焦りも、怒りも、恐れも感じなかった。

                　段索ラットラインに掴まり、身体を引き上げて、一歩ずつ上ってゆく。あの日、遠ざかるこの船を必死で追い、ようやく追いついたときと同じだ。海面から顔を出し、船尾に描かれた黒豹の紋章と船名を見上げたとき、幼いフーヴァルの心は、期待と不安ではち切れんばかりになった。

                　胸郭の中でめちゃくちゃに打ちまくる鼓動に耐えながら、舷を乗り越え、甲板に降り立つ。

                　腰に巻いていた脚衣をぎゅっと絞ってから、両脚をねじ込んで穿く。それから裸の足で、甲板の上を恐る恐る歩き回った。

                「間違いねえ……」

                　船体は別の色に塗り替えられていたけれど、細かなところはほとんど変わっていない。

                　頼もしい主檣メインマスト。両手の豆が破けるほど必死に回した捲上機キャプスタン。孤独に慰めを求めてよじ登った檣楼トップ。高さへの恐怖を克服したあとは、その場所がフーヴァルの気に入りの場所になった。そして、あの舵柄ホイップスタッフ。それを握った瞬間、彼は初めて、自分で自分の価値を確信することができたのだった。

                「ホライゾン」フーヴァルは言った。「これは、ホライゾンだ」

                　キャトルは、拿捕した船を改造して横流ししていた。この戦場に集まったキャトルの軍勢が乗る船は、ほとんどがそうして集められたもののはずだ。

                　だが、ホライゾンはフェリジアによって撃沈された──そうじゃなかったか？

                　もしそれが嘘だったのだとしたら……ホライゾン号がこの戦場にいることの意味は、一つしかない。

                　その時、いくつもの光が目の前を飛び交った。

                「こいつは……」

                　ついさっきまで追っていた光だ。光はフーヴァルを揶揄うように彼の周りをくるくると回り、飛び去った。追いかけて振り向くと……フーヴァルは息を呑んだ。

                　そこに、彼がいた。

                　彼がいたのだ。

                「オ……」フーヴァルは震える声で言った。「オチエン……？」

                　彼はにっこりと笑い、頷いた。

                　十七年ぶりに見る彼は、記憶よりも小さかった。彼を見上げていた頃の記憶ばかり繰り返し思い出していたせいで、自分が成長していることさえ忘れていた。

                　そこにいたのはオチエンだけではなかった。ホライゾン号の仲間が、あの時のまま、ホライゾン号の船上に還ってきていた。あるものは段索ラットラインに捕まり、あるものは捲上機キャプスタンのレバーを押し、またあるものは帆桁ヤードにしがみつき、括帆索ガスケットを解いて純白の帆を広げている。

                「みんな……」

                　膝を屈しそうになるフーヴァルの肩に、オチエンが手を置く。

                　何も感じはしなかった。温もりも、重さも。

                　理解はしていたつもりだった。だが、心の奥底ではずっと納得できていなかったのだ。悲しみが胸の中に溢れて、息が苦しい。

                　彼は、彼らは死んでしまった。自分の手の届かないところで。

                「すまない、オチエン。みんな……」フーヴァルの目から、涙が溢れた。「俺が……俺はあんたの一番になりたくて……せっかく皆がくれた居場所を捨てて、自分勝手に逃げた。俺がいれば、俺の力があれば皆を助けられたのに──」

                　オチエンは、なぜだか驚いたような顔をした。彼は困ったように眉を顰ひそめ、仲間たちを見回した──フーヴァルにもそうしろと促すように。

                　オチエンの顔から目を離して、改めて周りを見渡す。

                　誰もが笑っていた。

                　幼い頃、失敗しては這い上がるフーヴァルのことを、皆が見守っていた。段索ラットラインから落ちたときや、見張りの当直を寝過ごしたとき。港で喧嘩をして牢にぶち込まれてしまったときも、彼らはフーヴァルを叱り、そして笑った。あのときの笑顔だった。

                　どこからともなく警鐘が鳴り、戦闘配備を告げる太鼓の音が響く。

                　あたりを見回すと、ホライゾン号と同じようなことが他の船でも起こっていた。青白い光を放つ幽霊たちが船に立ち、燃え上がり、あるいは沈み掛けた船で、戦に加わろうとしている。

                　彼らの、最後の戦に。

                　あれは皆、〈嵐の民ドイン・ステョルム〉に囚われていた魂たちなのだと、フーヴァルは気付いた。マタルが彼らを解放したことで、戻ってきたのだ──愛する船に。

                　オチエンが、実体のない手で、フーヴァルの頬に触れる。

                　フーヴァルは、その顔を見上げた。

                　彼の師、そして、もう一人の父。

                　他者への憎悪と呪詛にまみれた人生から、俺を救ってくれたひと。

                「俺を、赦してくれるのか……？」

                　彼は言葉を発しなかった。だが、触れられた瞬間に、彼の想いは直接伝わってきた。

                　──舵柄かじを取れ、アール。お前は、いい船乗りだ。

                「ああ……」

                　その言葉を信じさせてくれたから、俺は今、ここにいるんだ。

                　フーヴァルは涙を拭いて立ち上がった。

                　そして、ホライゾン号の舵柄かじへと走った。

                「俺は、もう逃げない」

                　そう言って、隣に立つオチエンを見る。

                　彼は微笑み、頷いた。穏やかな光が身のうちから溢れ、彼を包み込んだ。彼は光そのものとなって宙に浮かぶと、再び船の上空を旋回した。その動きに仲間たちが合流し、まるで、大きな魚群のようになる。

                　そして──。

                「風が……」

                　風向きが、変わった。

                　いま風は、フーヴァルの背後から吹いている。背中を押すような真艫おいかぜが向かう先には、ひときわ派手な炎が燃えていた。

                　風は追風おいて。行く手には、目標がある。

                　俺は、もう逃げない。

                「船出だ、ホライゾン号！」フーヴァルは声を張り上げた。「目標は、トロンデラーグ！」

                　

                　　　　　　　†

                　

                「俺たちゃ、いったい何を見てるんだ……」

                　オーウィンの言葉に、全員が同意していた。

                　救援のため、マリシュナ号は炎燃えさかる海域に慎重に接近した。そこで目にしたものを歌にしようとしても、一曲には到底おさまらないだろう。

                　次々と爆発を繰り返す船。天をつくほど伸び上がる大烏賊の足。響き渡る悲鳴と警鐘。助けを求める人の声。そんな凄惨な光景のただ中に、焔も烏賊も物ともせずに船を駆るものたちの姿を見ることになるとは──誰も予想だにしていなかった。

                「ありゃ、幽霊だぜ」ワトソンが言う。

                「あの魔女が追っ払ってくれたんじゃなかったのか？」

                　恐慌が甲板上に広まりそうになるのを感じて、ゲラードは声を上げた。

                「彼らは、僕らの敵じゃない」

                　ワトソンが不安そうにゲラードを見る。「なんでわかる？」

                「僕には、わかるんだ」

                　ゲラードが銀の瞳で彼を見ると、ワトソンはそれ以上の反論を飲み込んだ。ゲラードの不思議な力については、すでに船の皆が知っている。

                「彼らは、マタル君の呪文で解放された魂だ」ゲラードは言った。「もう何ものにも縛られていない」

                「見ろよ！　あの船、敵に突っ込むぞ！」

                　誰かが声を上げた次の瞬間、燃えさかる船が、キャトル船団の船に激突した。為す術なく傾いた船に、青白い人影が殺到する。

                「どうやら、ガルの言葉はほんとらしい」オーウィンが言った。

                　皆が見ている間にも、半壊した船が、次々とキャトルの軍勢に突っ込んでいった。爆発が至るところで起こり、その度に空気が揺れ、さらなる熱気が押し寄せてくる。

                「父さんが」

                　甲板で滅多に耳にしない声を聞いて、ゲラードはハッと振り向いた。

                　そこにはオグウェノが立っていた。呆然とした表情で、遠くの海を見つめている。

                「大丈夫かい？」

                　背中に触れると、彼は夢から覚めたように、ゲラードを見た。そして、言った。

                「父さんが、診療室に来たんだ」

                　彼の父といえば、ホライゾン号の船長だったオチエンだ。

                　オグウェノは、目に涙を浮かべていた。

                「どうして、彼が──？」

                　オグウェノは首を横に振った。「わからない。だけど、俺を見て笑っていた。まるで、遠くに行く前に会いに来たみたいな──そんな顔だった」

                「もしかしたら、彼も囚われていたのかもしれない──あの〈嵐の民ドイン・ステョルム〉に」

                「ああ」オグウェノは頷いた。「それなら、説明がつく」

                「きっと、解放されたんだ」

                「父さんは……嬉しそうだった」彼は震える唇で、小さな笑みを浮かべてみせた。「俺を見て、笑ってた」

                「よかった」ゲラードは、彼の背中をそっと撫でた。「本当に、よかった」

                　ふたりの後ろで、掌帆長が声を張り上げた。

                「何をぼんやりしてるんだ！　もっと風上に移動しないと燃え移るぞ！」

                　その号令に、船上が息を吹き返したように慌ただしくなった。

                「左舷開きポートタックの詰め開きクロースホールドだ！　さっさと転桁索ブレースにつけ！」

                　

                　　　　　　　†

                　

                　その船に近づけば近づくほど、大烏賊の脚は増えていった。一本が樫の巨木ほどの太さを持つ脚は、虎挟みのような歯をもつ吸盤に埋め尽くされている。のたうつ脚は巨大な帆船に絡みつき、ボロ雑巾のように締め付ける。主檣メインマストは小枝のように折れ、船体はちっぽけな木箱のようにひしゃげて、バラバラになる。竜骨キールと肋骨だけになった無残な残骸が、大烏賊の周りに散らばっていた。まるで、食い散らかされた魚の骨の山だ。

                　無数の足の付け根には、ジャクィス・キャトルのトロンデラーグ号が悠然と浮かんでいる。

                　それが、貴様の玉座ってわけか、ジャクィス。

                　順風を満帆に受けて突き進むホライゾン号を止める術はなかった。たとえ、クソッタレの烏賊の足を十本全て使ったところで無理だっただろう。波を砕き、跳ねるように進むホライゾン号は、九つの海で最も速い船だったのだから。

                　トロンデラーグ号の横腹が近づく。あと百ナート、五十ナート、二十ナート。

                「ジャクィス!!」

                　フーヴァルは舵を固定し、船首おもてへ向かって駆け出した。船首斜檣バウスプリットの下に突き出す衝角ビークヘッドに立ち、カットラスを抜いて、前方を見据える。トロンデラーグ号の左舷が迫り、肉眼でも、船の様子がはっきりと見える。そこに乗組員の姿はなかった。ただ一人、ジャクィス・キャトルが船尾楼甲板プープデッキに立って、ホライゾン号ごと突っ込もうとしているフーヴァルを見ていた。

                　顔中に笑みを湛えて。

                　船首斜檣バウスプリットが、船側に突き刺さる。

                　衝撃が来る前に、フーヴァルは飛び上がった。空中で身を翻しながら、船体と主檣メインマストとを繋ぐ静索シュラウドを掴む。船は衝突の衝撃に大きく揺れたが、フーヴァルはキャトルから目を離さなかった。

                「アール！」彼は歓迎するように両手を拡げた。「遅かったじゃないか。いつ来るのかと思ってたよ！」

                「乗組員はどうした、ジャクィス！」フーヴァルは嘲った。「相変わらず人望のねえ野郎だな！」

                「乗組員など、必要だと思うか？」ジャクィスは笑った。

                　途端に、大烏賊の足が海中から姿を現す。水を滴らせながら伸び上がる烏賊の脚──その吸盤を見て、ゾッとする。そこには吸盤の歯に引っかかったままの死体がまだぶら下がっていた。見なければ良かったと思ったのも束の間──フーヴァルはその吸盤から目が離せなくなった。

                　吸盤だと思っていたものの半分は、大小様々の大きさをした、目だった。

                　歪な形をした黒い瞳孔が、一斉にぎょろりと蠢き、真円に形を変える。夜の穴のような真っ黒の瞳孔──その全てが、フーヴァルを凝視した。

                　なぜ、手を放したのかわからない。気付くとフーヴァルは、掴まえていたはずの静索シュラウドから手を放して、空中を落下していた。

                　過ちに気付いた時には、もう遅かった。フーヴァルの身体は大烏賊の脚に絡め取られ、逆さ吊りになった。

                「無策で突っ込んできたのか？　アール……まったく。救いようがないな」

                　ジャクィスは首を振りながら、ゆっくりとフーヴァルのところまで歩いてきた。フェリジア風の仕立ての装束は華美で、戦場で身に纏うには派手すぎるが、彼にはよく似合っていた。血を思わせる深紅の色を、彼は昔から好んで着ていた。

                「ホライゾンの皆の最期を、教えろ」フーヴァルは言った。「本当のことを！」

                　するとジャクィスは、トロンデラーグ号の横腹に突き刺さったままのホライゾン号を見た。

                「ああ」得心したように、大きく頷く。「それじゃ、気付いちまったのか」

                　その白々しい笑みを見て、いっそう頭に血がのぼる。

                「ホライゾンはフェリジアの軍船に沈められたんじゃない。お前が皆を殺して、船を乗っ取ったんだ。そうなんだろ！」フーヴァルは言った。

                「やっと真実にたどり着いたか！　偉いぞ、アール」

                　ジャクィスはフーヴァルのすぐ下までやってくると、頬を撫でた。フーヴァルがその手を噛もうとすると素早く引っ込め、窘めるように舌を鳴らした。

                「躾がなってないのは相変わらずだな」

                　そう言いながらも、ジャクィスは楽しそうだった。

                「お前こそ、仲間はどうした？　大切なマリシュナ号のお仲間は？」彼は笑った。「まさか、また逃げてきたのか？」

                「違う！」

                　ジャクィスはフーヴァルの返事など意に介さずに続けた。

                「いや、いや。俺にとってはそっちの方が都合が良いんだ。アール……なぜこの期に及んで、お前を殺さないのか、そろそろわからないか？」

                　ジャクィスが、フーヴァルの顔を覗き込む。そして、言った。

                「一緒にやろう！」

                「はぁ？」

                「また一緒に組んで、俺と一緒にこの海を荒らし回ろう」ジャクィスはフーヴァルの頬を両手で包んだ。「誰の指図も受けずに、好き勝手やるんだよ、アール！　あの吸血鬼の犬になるのも、そろそろもううんざりしてきただろう！」

                　フーヴァルは即答した。

                「いいや」

                　そのちっぽけな単語は、平手打ちと同じくらい効いた。ジャクィスは目をしばたき、ぽかんとしてフーヴァルを見た。

                「いいや？」彼は言った。「あの仕事で、そんなに儲かるのか？」

                「そんなことはねえな」

                　海軍卿の肩書きを持っていたときでさえ、報酬はホライゾン号で見習いをしていたときとさほど変わらない。

                「なら、それ以上にいい思いができる？」

                「いい思いってのが、酒や、誰彼かまわず寝床に連れ込むとかって話なら、それもねえな」

                　ジャクィスの顔が、失望に歪む。その顔に向かって、フーヴァルはたたきつけるように言った。

                「あのな、ジャクィス。キャラック船に住んでたガキの時分と同じくらいどん底の生活をしてたって、お前と手を組むよりはマシだ」

                　不意に拘束が解かれ、フーヴァルは甲板に落とされた。すぐさまジャクィスから遠ざかって武器を探すが、カットラスも、短剣も、いつの間にか奪われてしまっていた。

                　ジャクィスは、いまやはっきりと怒りを露わにしていた。

                「お前もか？」彼は言った。「俺は遅すぎたのか？　アール。間に合わなかったのか？」

                　フーヴァルは眉を顰ひそめた。

                「何を言ってやがる──」

                「共存だの、救済だの！」

                　まるで、腐ったものを咀嚼しているかのような口ぶりで、彼はその単語を口にした。

                「ホライゾンに乗り込んだばかりの頃のお前は良かった。この世界を本当によく理解していたよ。汚泥の中で生きてきたお前は、変に強がることもなければ、惨めな弱者を装うこともなかった。まるで素っ気ない、剥き出しの短剣みたいだった。俺はお前のそういうところを気に入ってたんだ」

                　フーヴァルは肩をすくめた。

                「そいつはどうも。他人に褒められて、こんなに気分が悪くなったのは初めてだ」

                　ジャクィスは聞いていなかった。

                「それを、あの男が変えちまった」

                　彼の感情に合わせて、大烏賊の脚が色を変える。さっきまで薄気味悪い白色だったものが、ジャクィスが怒りを露わにする度、赤く染まった。

                「あの、男……？　オチエンのことを言ってんのか」

                「あの腑抜け野郎！」ジャクィスは叫んだ。「お前があいつに骨抜きにされていくのを見て、俺がどんな気持ちだったかわからないだろう！　錆びていく黄金を、腐っていく肉を、虫に食われる果実を、指を咥えて見ているしかない……そんな気持ちだ」

                　薄気味の悪さは、いまやはっきりとした悪寒に変わっていた。

                「だから、オチエンを殺したんだ。ホライゾンを、この世から消してやった！」ジャクィスは言った。「そうすりゃ、あれ以上お前の価値が失われずにすむと思ったからだ！」

                　フーヴァルの胸の中に、灼熱の怒りが燃え上がる。

                「そんなくだらねえことで、お前は……！」

                　ジャクィスは、フーヴァルを見た。

                「あのコナルって男、覚えてるだろ？　俺たちをアラニに勧誘しに来た男だ」妙に感情のない声で、ジャクィスは言った。

                「ああ」

                「あいつはな、最初から俺を探してたんだ。俺を勧誘しに来た。なぜだかわかるか？」

                「お前の母親が、マルヴィナ・ムーンヴェイルだからだろ」

                　すると、ジャクィスは虚を突かれたような顔をした。だがすぐにまた、表情を取り繕う。

                「しっかり勉強してきたんだな、アール。偉いぞ」彼は続けた。「折り入って話があると言われてな。真相を聞いて、どれだけ驚いたかわかるだろ？　自分の母親はどこぞの娼婦だと思い込んで生きてきたんだからな」

                　ジャクィスはクククと笑った。

                「アラニに加わらないかって話を持ちかけられて──まあ、最初は断ったさ。だって、お前を置いてどこか別の場所に行くなんて考えられなかったからな。それなのにお前ときたら、あんな方法で俺を出し抜こうとするなんて、本当にどうしようもないガキだ。お前がアラニに加わるなんて！　まったく。思ってもみなかった」

                　こいつは昔から、こんな風に上から人を押さえつける話し方をする男だっただろうか。気付いていなかっただけかもしれない。

                　かつては……かつては、彼のことを尊敬していたのだ。

                「そんなときに、たまたま停泊してた港で、すぐ近くに〈嵐の民ドイン・ステョルム〉が出るって噂を聞いたんだ。俺は思ったよ──こいつは導きだとね」芝居がかった様子で手を振り回す度に、彼を取り囲む大烏賊の脚と、そこに並んだ吸盤が揺れた。「それで俺は、あの……なんて名だったか、操舵手の禿げ頭の──」

                「ブラウンだ」

                「そう！　ブラウンを幻惑してみることにした。やったことはなかったが、なんたって俺は幻術を操る女の息子だ。何度か失敗はしたが、コツを掴んだら簡単だった。ほんの少し舵を狂わせたら、あとは……」ジャクィスは両手を広げて、クスクスと笑った。「まさに狙った通りだったよ！　大成功だ！」

                　楽しげに手を叩くジャクィスの顔を見つめながら、フーヴァルは、なぜこの男に一瞬でも好意を抱いたことがあったのだろうと思っていた。

                「角笛が聞こえると同時に、俺だけ海に飛び込んで逃げた。その時閃いたんだ……もっと上手くやれば、大金を稼げるってな。今はもちろん、あの時よりも洗練されたやり方をしてる」

                「洗練が聞いて呆れるぜ」フーヴァルは言った。「お前、それを誰かに聞いてもらいたくて仕方なかったんだろ」

                　ジャクィスは、何か引っかかるというような顔をしたが、すぐに笑みを浮かべた。「ああ。とりわけ、お前にな」

                　それから、気を取り直したかのように、不機嫌そうな表情をつくってみせた。

                「これでようやく、お前には俺しか無くなると──そう思った」彼は言った。「そう、思ったのに」

                　また、あの悪寒が強くなる。それは、突きつけられた妄執の冷たさだった。

                「あんな腑抜けの魔法使いでも、王族崩れの役立たずでもなく、お前は俺の言うことを聞くべきなんだ。俺なら、お前を世界一の海賊にしてやれた。惨めな国王の、惨めな犬になんかさせない！」

                　大烏賊の膚が赤く点滅する。

                「俺はこの十七年！　十七年ずっとお前のことを探し続けて、お前を育て直してやろうと思ってたんだ！」彼はフーヴァルに歩み寄り、肩を掴んだ。「この戦が終われば、トロンデラーグ号のジャクィス・キャトルを恐れない者はこの世にはいなくなる！　一緒に来いよ、アール！　お前をトロンデラーグの一等航海士にしてやるぞ！」

                　ああ、そうか。

                　ジャクィス・キャトルの整った顔に、縋るような表情を見る。彼はフーヴァルに、全ての望みをかけているのだ。己の自尊心の全てを懸けて、アーヴィン・ライエルという存在を組み敷き、制圧し、圧倒しようとしている。

                　凪いだ心で、フーヴァルは思う。

                　俺はいつの間にか、こいつを追い越してしまっていたのだ、と。

                「お前は、海に落ちた仲間を助けるために、手の皮がめくれるのもかまわずロープを掴めるか？」

                　ジャクィスは、短剣を突きつけられたみたいに仰け反った。「何だと？」

                「ナドカと人間が仲良く暮らす国を作るだなんて子供じみた夢のために命を懸けられるか？　苦しみしか待ってないとわかってるのに、楽園を捨てられるか？」

                「誰のことを話しているのか、想像はつく」ジャクィスのこめかみが、苛立ちに痙攣している。「あのな、アール。そんなのは気の迷いだ！　お前はまだ若くて、何もわかってない。一過性の熱病だよ！」

                　フーヴァルは、ジャクィスを見た。

                「ああいう手合いは珍しい。確かにそうだ。おまけに王族ときてる。のぼせ上がるのも無理はないさ。だがな──」

                　言葉を尽くして、なんとか心変わりさせようとしている。だが、彼の言葉はどれも、フーヴァルの耳を素通りしていくばかりだった。

                　あいつの言葉とは、まるで違う。

                「ジャクィス」フーヴァルは、ジャクィスの言葉を遮った。「俺とお前は、違う」

                　彼は喋るのをやめた。無言でいると、彼の魅力は途端に濁った。目は落ちくぼみ、髪は乱れ、唇は力なく弛緩している。

                　だが、彼はすぐに力を取り戻した。

                「お前と、あの王子だって違うだろう。天と地ほどに違う」

                「そうなんだよ、ジャクィス」フーヴァルは、自分でも驚いたことに、笑った。「俺に言わせりゃ、空と海だな。だが、あいつは……」

                　君は戦い続けてくれ。僕は手を差し伸べ続ける。

                　その言葉を思い出して、また笑みが零れる。

                「あいつは、俺のことを変えようとしないんだ」フーヴァルは言った。

                　なんて不器用で、無様な人間だろうと思っていた。王族のくせに威厳ってもんがまるでない。困ってる奴には誰彼かまわず手を差し伸べて、結果、自分の首を絞められてもヘラヘラしていやがる。

                　最初は、いいカモだった。

                　いいカモだと思っていたのだ。

                　それなのに、いつの間にか心を奪われていた。海賊として名を馳せたこの俺が。お人好しの王子様なんかに。

                　だが、この世にそれ以上の幸運があるだろうか。

                　フーヴァルは笑った。

                　そう──幸運の女神マリシュナは最初からずっと、俺の味方だったんだ。

                「あいつほど馬鹿で、気高い奴を、俺は知らねえ」

                　フーヴァルは、剣呑な目つきで自分を見ているジャクィスに向かって怒鳴った。

                「お前なんぞが、見下していい奴じゃねえんだよ！」

                　拳を握り、思いきりジャクィスを殴った。

                　その瞬間、目の奥に火花が散り、頭の後ろまで、小さな爆発が連鎖していった。目に滲んだ涙を拭って再び目を開ける。纏わり付く目眩を振り払うと──世界は、一変していた。

                　

                　　　　　　　†

                　

                　マリシュナ号は風上に移動し、波間に漂う負傷者たちを片っ端から引き上げていった。戦いに加わらないこと、敵味方の区別なく救助することに、戸惑いの表情を浮かべる者もいた。けれど、ゲラードは彼らを説得した。

                「幽霊たちが味方についてくれたおかげで、戦いは僕らの有利だ。僕らの加勢がなくても、状況は落ち着いてくる」ゲラードは言った。

                「でもよ、あのキャトルの野郎はまだ生きてるんだぜ！　船長だっていねえし──」

                「きっと奴に攫われちまったんだ」

                「俺たちが助けに行かなきゃどうすんだよ！」

                「その通りだ」ゲラードは言った。「しかし、この船にはエイルの王が乗っているんだ。王を危険に晒すことはできない」

                　仲間たちは、それでようやく納得してくれた。

                　戦いたい気持ちはわかる。一刻も早くフーヴァルを見つけ出して、一緒に敵を討ちたい気持ちも、痛いほどわかる。だが、それはあまりに危険な賭けだった。

                　ゲラードはヴェルギルのことを引き合いに出しはしたが、彼がいま、力を解放した揺り戻しに苦しんでいることについては言わなかった。

                　ヴェルギルは小舟から引き上げられると、ゲラードにだけそのことを告げたのだった。

                「わたしを船艙に閉じ込め、誰にも近寄らせないで欲しい」と彼は言った。「この頃……力を解放すると、自我を保つのが難しくなるのだ。しばらく一人にしてくれれば、おさまる」

                　それは、いい傾向とは思えなかった。

                「クヴァルド殿は、ご存じなんですか？」

                　尋ねると、彼は小さく微笑んだまま頷いた。

                「彼は、わたしがここに来ることに最後まで反対していたよ。まあ、彼は度を超した過保護だからな」

                　これだから人狼は、とヴェルギルは言った。わかるだろうと言いたげに。

                　いつものようにさりげなさを装ってはいたが、彼が相当に無理をしているのはわかった。

                　だから、いま戦のただ中に突っ込んで、ヴェルギルに揺さぶりをかけるわけにはいかないのだ。彼の力を目の当たりにしたあとでは、なおさらそう思う。

                　

                　ゲラードは自ら小舟を率いて、燃えさかる船の間をくぐり抜けつつ、まだ息のあるものたちに手を差し伸べた。

                　その間にも、フーヴァルを探し続けた。焔の陰に、沈みゆく船の甲板に、火炎が照らす水底に。だが、彼はいなかった。水面に浮かぶ面影を見つけては心臓が引き絞られ、別人だと確かめては、また息をつく──その繰り返しだった。

                　どこにいるにしても、きっと、彼は戦っているのだろう。

                　だからフーヴァル、君は戦い続けてくれ。僕は手を差し伸べ続ける。

                　ゲラードは心の中で、何度もその言葉を繰り返した。

                　だからといって、逸る気持ちが落ち着くわけではない。

                「クソ馬鹿野郎はどっちなんだ、アーヴィン」フーヴァルは、噛みしめた歯の間で小さく呟いた。「いったいどこにいる……？」

                　そのときゲラードは、目の前を横切る何かを感じた。

                　懐かしさと安堵。そして少しばかりの昂揚が胸の中に湧き上がる。こんな感覚をもたらすものを、ゲラードは一つしか知らない。

                　こんな戦場に姿を現すはずがないと、最初は思った。けれど、気のせいではなかった。一つ瞬きをした隙に、燕の姿をした黒い影が、ゲラードの目の前で羽ばたいていた。

                　ふと、子供の頃のことを思い出した。

                　巡幸で滞在する屋敷で狩りが催される度、兄のあとについて森に入った。最初のうちは懸命に兄の背中を追うのだけれど、途中でどうしても別のものに気を取られて……いつの間にか、皆のいる場所から離れてしまうのだ。

                　それは、どこからともなく現れる不思議な黒い影が、ゲラードを遊びに誘うせいだった。ちょうど、今のように。

                　一度、乳母にその話をしたことがあった。

                　彼女はアルバの出身で、昔話を沢山知っていた。ゲラードにしか見えない黒い影のことや、それと遊んでいるといつの間にか皆とはぐれて、大人たちを困らせてしまう話をした。すると彼女は言った。

                「その影は、あなたの友カレフなのですよ」と。

                　友カレフ。自分で考えていたよりもずっと前から、この黒い影はゲラードの友だったのだ。

                「こんなところで、何をしてるんだい……？」

                　驚きつつ、止まり木のつもりで差し出した手に、友カレフが何かを落とした。

                　金貨。

                　それは、革紐の先にくくりつけられた金貨──フーヴァルが、ずっと身につけていたものだった。

                　

                　　　　　　　†

                　

                　フーヴァルは、目眩から逃れるために頭を振った。そして、改めて周囲を見回した。脚の下にあるのは、さっきまで立っていた甲板ではなく……ごわごわとした皮膚だ。周囲を取り囲む鰭が激しくはためき、次々に色を変えている。

                　それは烏賊の頭だった。

                　船体ほどもある巨大な烏賊の頭部に、ゲラードは立っていた。いつの間にか、あたりの景色は一変していた。

                　そこは紺碧の世界──海の底だった。

                　それに気付いた瞬間、下半身が人魚のものに変わる。

                　大烏賊の頭の先には海底火山があった。どす黒い煙と気泡とをもうもうと吐き出している。周りを取り囲むのは溶岩の川。それは海底でも冷えて固まることなく、海水をぐらぐらと沸き立たせていた。

                「また、幻覚か……」

                「残念だったなあ、アール！」ジャクィスの声には優越感がにじみ出ていた。「そう簡単に、お前を逃がしてはやれないぞ！」

                　人魚の血を顕した彼を見るのは初めてだった。その姿に、思わず目を瞠る。

                　ジャクィスの身体は、胸の下まで烏賊の半身に侵食されていた。鎖骨から下がつるりとした青白い皮膚に覆われ、両腕は異様に長く、吸盤に埋め尽くされている。彼は、まるで海水を愛撫するかのように、十本の脚をバラバラにうねらせながらフーヴァルに近づいてきた。

                　これは──どこまでが幻覚で、どこまでが真実だ？

                　必死にあたりを見回すと、溶岩から立ち上る熱湯の靄の向こうに、ホライゾン号を見つけた。海底に沈んだ難破船のような姿になっているが、間違いない。

                　それなら、まだ勝機はある。

                　だが、水を蹴ろうとした尾びれには、すでに触手が巻き付いていた。

                「どこに行くんだ、アール！」

                「──ッ！」

                　身動きができなくなったところで、巨大な烏賊の脚が目の前に現れる。それが鞭のようにしなりながら、容赦なくフーヴァルを打った。

                　何かが折れるような、嫌な音がした。庇おうとして胸に引きつけた右腕が、力なく垂れ下がっている。

                「畜生──」

                　悪態さえ、最後まで言えなかった。触手が身体に巻き付き、折れた腕もろとも締め上げる。気を失うほどの激痛にも、叫ぶことができない。肺を押しつぶされて、空気を吸うことさえできなかった。

                「お前は弱いなあ。アール。昔から、一度だって俺に勝てたことがない！」

                　ジャクィスの嘲笑が、頭の中に響いた。

                「まるきり無策で突っ込んできたわけじゃないんだろう、アール？　切り札はなんだ？」

                　答えようにも、息ができない。

                　大烏賊は触手をくねらせ、巨大な二つの眼球にフーヴァルを映した。

                　視線に直接脳内をまさぐられているような、ひどい不快感が身体中を這い回る。

                　ややあって、ジャクィスが言った。

                「ああ、愛しのホライゾン号よ」

                　漆黒の瞳孔が、再び細長く歪む。

                　大烏賊は触手を伸ばして、ホライゾン号を、いとも容易く持ち上げた。

                「やめ、ろ……！」フーヴァルは、声を振り絞った。

                「やめなければ、どうする？」ジャクィスはにんまりと微笑んだ。「そんなザマで、何ができるんだよ、アール！」

                　大烏賊は八本の腕でホライゾン号を中空に掲げ……布でも絞るように無頓着に、それを捻った。

                　瞬間、船が爆発した。

                　怖ろしい数の破片と、火の粉が降り注ぐ。まるでスコールのように。

                「ほおら、やっぱりだ！」ジャクィスは嗤った。「お前は派手好きだもんなあ、アール！　いつもそうやって力圧しで押し通そうとして失敗するんだ！」

                　ジャクィスのうわずった声が、頭の中に反響している。

                「そのまま眠れよ、アール」彼は言った。「眠って目覚めたときには、お前はもう、俺の操り人形だ」

                　抵抗したくて、唯一自由に動かせる指で、巻き付く触手を引っ掻く。だが、ぬらつく表皮をわずかに擦っただけだった。

                「お前には、幻惑なんかかけたくなかったんだよ。その方がずっと楽しい」何度も耳にしたあの声で、彼は言った。「お前のせいだ。アール。何もかもお前のせいでこうなった。お前が俺の言うことを聞かないせいだ。仲間を失い、船も失い、大事な師匠も失った。でも、全部お前がしたことの結果だ」

                　触手の締め付けが、さらに強くなる。

                　まずい。

                「信頼していた仲間にも、頼みの人魚にも、愛しい王子様にも見捨てられちまって、可哀想になあ。俺ならお前をそんな目にはあわせないぞ」触手が胸元に伸び、金貨に通した革紐を引きちぎる。「お前には、オルノアも、仲間も必要ない。俺がいればいいんだ。俺が面倒を見てやる。俺がいなけりゃ、お前は何にもできないんだ」

                　毒のようなその言葉が、頭の中をぐるぐると回る。否定したいのに、そんな気力も無くなっていた。

                　息ができない。

                　これは幻影じゃないのか？　俺は本当に、海の底にいるのか？

                　俺は……こいつには勝てないのか？

                　フーヴァルが見ている前で、ジャクィスは、オルノアの金貨を溶岩の海に捨てた。

                「いつか、お前にもわかる時が来る。その時まで、いまは眠るがいい」

                　ジャクィスはしみじみと言った。

                「なあ、お前の意思を奪っちまう前に教えてやるよ。オチエンが〈嵐の民ドイン・ステョルム〉と出くわしたとき、本当はなんて言ったか」

                　息が……できない。

                　空気を求めて身体が悲鳴を上げている。肉体全てが心臓になったみたいに、頭の中までどくどくと脈打っている。今すぐ呼吸をしなければ死んでしまう。幻影に囚われたまま。あいつと、言葉も交わさず別れてきたままで。

                「オチエンはこう言ったんだ──アールがここにいなくて良かった、ってな」

                　目尻から、涙が溢あふれる。

                「俺の方が、お前より優秀だった。俺の方がいい船乗りだったのに、あいつは！　あいつの一番はお前だった！　でも、そんなのは間違ってる！　間違ってるんだよ！」

                　身体が空高く持ち上げられ──そして、怖ろしい勢いで、また下がった。衝撃に備える余裕などないまま、フーヴァルは硬い岩の上にたたきつけられた。肺から空気が逃げ出し、生温かい海水が胸の中に流れ込む。

                「俺は、お前よりいい船乗りだ。わかるか！」

                　ジャクィスが激昂するほどに、大烏賊の脚が怒りに震え、飛沫が顔にかかる。

                「お前は、俺より、下だ！」

                　再び、いや、三度みたびの衝撃。腹を突き破らんばかりに、触手が殴りつけてくる。

                　なにかが、胸の中で折れる。激痛が走った。耐えがたいほど痛い。溶岩に熱された岩の上で、指一本動かすこともできない。四肢の先が冷たくなり、すべてが靄に沈んでゆく。

                　フーヴァルは生まれて初めて、死というものの存在を、こんなに身近に感じた。

                「お前を俺のものにしたら、何よりも先にあの船を沈めに行く！」ジャクィスは言った。「お前の王子様の身体を四つに裂いて、帆桁からぶら下げてやる！　それから、マリシュナの全員にも同じことをするんだ！　さぞかしいい眺めだろうな！」

                　その瞬間、小さな黒い鳥が目の前を横切った。

                　鳥だと？　そんなものが、ここにいるはずがない。ここは海の底なのだから──けれど、確かにそこにいた。

                　鳥はこの状況にまったく怯えることなく、フーヴァルの額のあたりで空中に停止した。

                　燕。

                　その燕は、何度か首をかしげたあと、か細い嘴で、額のど真ん中を突いた。

                　瞬間、何かが起こった。

                　額の上、研ぎ澄まされた意識の中でしか感知することができない部分が、不意に目覚めたのがわかった。まるで、いままで何度も読み返した本に、まだ知らない章が眠っていたかのような感じがした。

                　なぜかもわからないのに「これだ」と強く思う。

                　フーヴァルは、喉の奥を低く鳴らした。すると、期待したよりはややぎこちない、何かを引っ掻くようなギ、ギという音が迸る。放たれた音は目の前で、あるいは遠くで跳ね返り、フーヴァルの頭の中に戻ってきて、像を結んだ。

                　靄が晴れ、不意に、これ以上ないほど意識が冴え渡る。

                　大烏賊の脚の下敷きになって藻掻く自分の姿が遠ざかり、現実が、手に取るようにはっきりと、目の前に広がった。

                　そうなのか。

                　これが、現実。

                　フーヴァルは、腹にのし掛かったジヽャヽクヽィヽスヽのヽ足ヽを掴んだ。

                「ふざけたことぬかしてんじゃねえぞ、クソ烏賊野郎！」

                　掴んだ手応えを、思いきり引き寄せる。

                　その瞬間、幻影を突き破って、本当のジャクィス・キャトルが現れた。

                　

                　　　　　　　†

                　

                「ほんとうに、いいんだな!?」

                　アーナヴがそれを尋ねるのは五回目だ。ゲラードは今度も請け合った。

                「ああ！」

                　船首おもてで見張りをしていたワトソンが、血相を変えてアーナヴのところまでやってきた。

                「で、で、でやがったぞ！　目の前にいる！」

                　アーナヴはもう一度念を押すようにゲラードを見た。ゲラードは頷くと、それ以上覚悟を尋ねられる前に舷縁ブルワークを乗り越え、海に飛び込んだ。

                　心配そうに見ている仲間に向かって、大丈夫だと手を振ってから、曳航していた小舟に乗り込み、綱を解く。

                　友カレフは急かすようにゲラードの周りを飛び回っている。その姿は燕にそっくりだ。ただし、黒一色の身体に様々な色を点滅させたり、羽ばたくことさえせずに空中に浮かんでいられたりするところを除けば、だが。

                「よし……行こう」

                　ゲラードはそう言って、橈オールを握った。

                　向かう先は──これ以上ないほどはっきりと見えている。

                　戦闘は、すでに終結していた。キャトルの船団は散り散りになって逃げ、それができないものたちは捕らえられた。表面的には、勝利はエレノアのものだ。だが実情は、どちらが勝ったのかを判断するのは難しい。どちらの勢力にも甚大な被害が出た。ウッドロー艦長は戦死し、デイビス艦長も、片足を失った。マリシュナ号の救助活動を目にした多くの残存艦が救助に加わったけれど、どれだけ助けることができたのかは、まだわからない。

                　救助活動はまだ続いているが、最も戦闘が激しかったこのあたりに、もはや助けるべき命は残されていなかった。

                　いまは大砲の轟きも、鬨ときの声も、悲鳴も、怒号も聞こえない。荒廃した夜の海に、ただただ戦の残滓が燃えていた。その中心にあるのが、巨大な烏賊に守られた一隻の船──トロンデラーグ号だ。

                　橈を繰り、残骸や遺体の間を縫って、その場所に近づく。

                　至る所に、白い幹のような烏賊の脚があった。吸盤があるはずの場所にずらりと並んだぎょろつく目が、周囲を睨めつけている。まるで、その場所に立ち入ろうとする者を威嚇しているようだ。

                　ここは、ジャクィスの結界の中だ。そして目の前にあるのが、その中枢。

                　ゲラードは結界の外から、大烏賊の脚が船を引きちぎるのを見た。巨大な脚で軍艦を真っ二つにたたき割るのも見た。まるで、紙でこしらえた船を弄ぶようだった。だがここに在る船はいずれも、爆発や火災、船同士の衝突によって破壊されている。

                　この海域──ジャクィスの結界の中でもたらされた夥しい数の死と破壊は、大烏賊によるものではない。ジャクィス・キャトルの力に惑わされた人間が、自ら引き起こしたものなのだ。ゲラードたちもまた、それがまるで大烏賊によって成されたことであるかのように幻惑され、思いこまされていただけだった。

                　橈を繰って突き進むゲラードを牽制するように、いくつもの脚が近寄って来る。だが、彼らはゲラードに手出ししてはこなかった。どれだけ多くの者を幻惑しても、ゲラードに対しては無力であることを知っているようだ。

                　魔眼を何百並べてもゲラードを操ることはできないと見るや、大烏賊はその脚をつなぎ合わせて、トロンデラーグ号を包み込んだ。まるで、脈打つ白い肉でできた鳥かごのように。

                　ゲラードは船を止め、手をこまねいた。

                「さて、どうやって近づこうか」

                　すると、いままで肩に憩っていた友カレフが空高く飛び上がった。そして止める間もなく、トロンデラーグ号の上に消えた。

                　ぽかんとしたまま待っていると、いくらも経たないうちに、友カレフが再び戻ってきた。それと同時に、烏賊の脚がガクガクと震えはじめる。

                　ゲラードは驚いて、友カレフを見た。「いったい、なにをしたんだ？」

                　友カレフは得意げに、羽根を青く点滅させただけだった。

                　ゲラードの目の前で、烏賊は震えながら、その触手を水面下に引っ込めた。まるで、急所に一撃を食らった烏賊が、岩場に逃げ込むように。

                　何があったにせよ、いま、戦局が動いたのだ。

                　ゲラードは意を決した。振り向かずに船側に飛びつき、よじ登り、一瞬の躊躇もなく、甲板に飛び乗った。

                　

                　　　　　　　†

                　

                　足を思いきり引いて、幻影の中からジャクィスを引っ張り出す。彼は為す術もなく甲板に倒れた。その隙を突いて、フーヴァルは、甲板の隅に転がっていた自分のカットラスに飛びついた。

                　海水も無し。海底火山も無し。巨大な烏賊も無し。まずまずの気分だ。

                　堅い甲板を踏みしめながら、肺を空気で満たす。そして、カットラスを握る手応えを改めて確かめた。

                　ふり返ると、ジャクィスはレイピアを手にしていた。その目は屈辱に燃えていた。フーヴァルへの怒りと、自己愛とが混ざり合った、どす黒い色の炎だ。

                「剣で、俺に勝てると思うのか？」ジャクィスがせせら笑う。「舐められたもんだ」

                「まあな」フーヴァルは言った。「実を言うとな、今のお前には何で勝負しても負ける気がしねえんだ」

                「貴様！」

                　鋭い突きが飛んできて、一瞬前までフーヴァルの左目があった場所を突き刺した。

                　フーヴァルが左目を怪我したとき、こいつもその場にいた。あの時ホライゾン号の船医は、左は少しだけ見えづらくなるかも知れないと言った。こいつはそれを覚えていて、弱点を突こうとしたのだ。

                「クソッタレ野郎──」

                　フーヴァルはカットラスでレイピアの刀身を切り上げた。細身の剣は軽やかな音を立てて跳ね上がったものの、折れはしない。

                「力任せに剣を振り回すなって、いつも言われていただろう、アール！」

                　いま、ここでオチエンの言葉を持ち出すことで、俺を怒らせようって魂胆なんだろ、ジャクィス。

                　フーヴァルは笑った。

                「お前も、剣は指揮棒とは違うって言われてたよな！」

                　鋼同士がぶつかり、擦れ、互いを弾く。一瞬でも気を抜けば、身体の一部が切り飛ばされる──そんな緊張感の中で、二人は何度も切り結び、また離れた。

                「少しは上達しただろ!?」

                「いいや！　相変わらずひどいもんだ！」

                「ああ、そうかい」フーヴァルは笑った。「お前も、前より下手になったぜ！」

                　フーヴァルは思い切り彼の間合いに踏み込んだ。甲板を踏みしめていた左足を踏みつけ、退路を封じて右手を掴む。

                　そして、人魚の牙を剥き出しにして、右腕に噛みついた。

                　ジャクィスは痛みに叫び、レイピアを取り落とした。

                「握りが甘いんだよ、ジャクィス！　耄碌したか！」

                　だが、彼が怯んだのはたった一瞬だった。

                「この……野蛮人めが！」

                　彼は歯をむき出して唸ると、左手でフーヴァルの顔を殴りつけた。衝撃に揺れる頭を振って、均衡を取り戻す。ジャクィスから目を離したのは、ほんの一瞬だった。そのはずだ。

                「アーヴィン？」

                　振り向いて、いつの間にか甲板に立っていた男の姿を見る。カットラスを握りしめたまま、フーヴァルは呆然と呟いた。

                「嘘だろ──」

                「アーヴィン！」

                　その声で、その顔で名前を呼ばれて、ほんの一瞬、戦意が削がれる。

                「ガル……！」

                　ゲラードは顔をほころばせた。「やっと見つけた！　ずっと探してたんだ──」

                　幻影にしても、あまりにも鮮やかすぎる。ジャクィスの姿は、案の定消えていた。

                　悪趣味な野郎だ。本当に歪んでやがる。

                「俺に近寄るな！」フーヴァルは、ゲラードに向かってカットラスを突きつけた。

                　訝しげに顰ひそめられたゲラードの眉が、険しくなる。

                「どうして──」

                「喋るんじゃねえ！」

                　フーヴァルが怒鳴ると、ゲラードはその場でとまった。「わかった」

                　谺こだまで位置を探るやり方は、もう通用しない。習得したての能力では、相手の大まかな位置を知ることができるだけで、人相までは暴けない。

                「死ぬ最後の瞬間まで、おふざけを続けるつもりか、ジャクィス？」

                　ゲラードは目を見開いた。「ジャクィス？　違う！　僕はゲラードだ！」

                　その言葉を、信じることができたらどれほどいいか。不安げに揺れる瞳、人を疑ったことなど一度もなさそうなお人好しのツラ。まさにゲラードそのものだ。

                「君は幻惑されて──」

                「喋るなと言っただろうが！」フーヴァルは吼えた。「あと一言でも口にしたら、こいつで撫で切りにしてやるからな……！」

                　ふと、ろくでもない考えが頭をよぎる。

                　ジャクィスが永遠に、この幻影の中に自分を閉じ込めたままでいてくれるなら、彼に付き従うのも、それほど苦痛じゃないのではないか、と。

                「馬鹿馬鹿しい」フーヴァルは言った。「往生際が悪いぜ」

                　フーヴァルは、ゲラードとの距離を一気に詰めた。そして、カットラスの切っ先を喉に当てた。

                　目と目が合う。

                　ゲラードは動かなかった。少しも怯むことなく、フーヴァルを見つめていた。

                「落ち着け」彼は言った。「君は、操られているのか？」

                「俺は正気だ」フーヴァルは低い声で囁いた。

                　ゲラードの目がせわしなく動いて、フーヴァルの表情の中に何かを探している。

                　正気の欠片でも探しているのか？　それとも、つけいる隙を？

                　だが、相手の目の中に捜し物をしているのはフーヴァルも同じだった。

                　じきに、事態が動く。それはわかっていた。呼吸を一つ、もう一つと重ねるうちに、見つめ合ったふたりの息が重なる。

                　ゲラードの瞳に、ゆっくりと、銀色が滲んだ。

                　そして、彼は言った。

                「後ろだ、アーヴィン」

                　フーヴァルは一瞬たりとも迷わなかった。振り向きざま、高く掲げたカットラスの切っ先を、渾身の力で中空にたたきつけた。 

                　絹を裂くような悲鳴。そして目の前に、混沌が噴き出した。

                　袈裟斬りに開いた傷口だけが、何もない空間に浮かんでいた。そこから血が溢れ出すと共に、ジャクィスがかぶっていた擬態の皮が、べろりとめくれた。

                「アー…ル……！」

                　血まみれの手で傷口を押さえ、よろよろと後ずさる。そんな彼の周囲から、烏賊の脚や、死んだ魚、人間の骸、打ち上げられた鯨、濁った海水が次々と湧いて出る。身の毛のよだつ幻が零れ出るように溢れ、フーヴァルたちを取り囲んだ。

                　肋骨と、腕の骨折に、身体がとうとう屈した。

                「アーヴィン！」

                　よろめくフーヴァルを支えたゲラードは、武器一つ持っていない。手にしていたカットラスを押しつけようとしたが、彼は首を振ってそれを拒んだ。

                「僕には必要ない」と彼は言った。

                　クソ馬鹿野郎。

                　そうしている間にも、幻影は次々と、現れては消える。

                　馬鹿でかいヤドカリが地面を揺らしながら大挙して押し寄せ、ふたりを踏みつけにする。かと思えば、虚ろな目をした鮫が空中を泳いできて、ゲラードの横腹に噛みついた。さらには矛を持った人魚たちがふたりを取り囲み、背中から腹から、次々に串刺しにした。

                　悪夢は尚も続いた。

                　巨大な鉤爪を持った竜が主檣メインマストの帆桁に取りつき、灼熱の焔を浴びせかける。膚が溶け落ち、肉が炭になり、骨まで剥き出しになる痛みを、確かに味わった。

                　幻影とわかっていても、声を上げずにはいられない。

                　だが、ゲラードは眉一つあげなかった。

                　彼はしっかりとフーヴァルを抱きかかえたまま、落ち着き払った声で言った。

                「大丈夫」そして、微笑んだ。「全て、幻だ」

                　すると驚いたことに、悪夢のような光景が、全て掻き消えた。まるで蝋燭を吹き消したようにあっけなく──跡形もなく。

                　あとに残ったのは、ボロボロになった船の上で傷つき蹲る、一人の男。

                　ジャクィスが座り込んだ甲板に、大きな血の池ができていた。力なく拡げられた手の傍らには、短剣が転がっている。それで、後ろからフーヴァルを刺すつもりだったらしい。

                　ゲラードは、フーヴァルをそっと肩から降ろすと、ジャクィスの方へ歩いて行った。

                「ガル！　危ねえ──」

                「大丈夫だ」

                　彼は言い、彼の前にしゃがみこんだ。

                　ジャクィスが首をかしげ、ゲラードを見上げる。

                「その……銀の目」彼は、掠れた声で言った。「お前も……ナドカなのか？」

                　ゲラードは首を振った。「いいや。人より良くものが見えるだけだ」

                　ジャクィスは悔しさに顔を歪めた。「そんな力を持つ人間が……いるはずがない」

                「なら、信じてもらうほかない」

                　彼は言い、ジャクィスの傷口を見た。

                「ジャクィス・キャトル」彼は感情を交えない声で言った。「命は助ける。けれど、君は力を失う」

                「おい！」フーヴァルは思わず立ち上がりかけ、ぶり返した痛みに、またへたり込む。「冗談だろ！　こいつが何をしたのか、お前にだってわかってるはずだ！」

                　ゲラードがフーヴァルをふり返った。

                　その時、ゲラードの背後に、巨大な鳥の影を見たような気がした。見たこともないほど大きなその鳥は、形を見た限りでは、燕に似ていた。それはゲラードに寄り添いつつ、興味深そうにジャクィスを見下ろしていた。

                「彼が何をしたか、僕にもよくわかっているつもりだ」ゲラードは言った。「だからこそ、生かす」

                「命と引き換えに、力を失うって……？」ジャクィスは、力なく笑った。「死んだ方が、マシだ」

                「ああ」ゲラードは再びジャクィスを見下ろした。「それを許さない、と言っている」

                　ゲラードは穏やかに言い、ジャクィスの腹に手を置いた。すると巨大な燕が、イルカ一頭をまるごと飲み込めそうなほど大きく開けた嘴を、ジャクィスの腹に突き立てた。

                　思わず身をすくめたフーヴァルとは裏腹に、ジャクィスは何の反応も示さない。ただ訝しげに、ゲラードの顔を見つめているだけだ。

                　ジャクィスには、あの鳥が見えていないのだ。

                　そして燕は、ジャクィスの『怪我』を食った。

                　それ以外に、どう言い表せばいいのかわからない。

                　燕は、赤い傷口と、うっすら見えた赤黒い内臓とを喰らいながら、ジャクィスの中から、何かキラキラと光る銀色のものを引っ張り出して……まるで芋虫でも食うみたいに飲み込んだ。

                　それは、ついさっき見た悪夢以上に目を疑う光景だった。

                　巨鳥は満足げに喉を鳴らすと、その場で飛び上がり……普通の大きさに戻った。そしてゲラードの頭上を三度旋回したあと、宙に溶け込むように姿を消した。

                　ジャクィスは呆然と、自分の腹を見下ろしていた。そこにあったはずの傷口が塞がり、あとにはただ、薄い傷跡が残っているばかりだった。

                　ゲラードが立ち上がり、ジャクィスを見下ろす。

                「気分は？」

                　その瞬間、ジャクィスは幻影を呼び出そうとしたに違いない。

                　だが、何も起こらなかった。そよ風一つ吹かなかった。

                　彼の頬を、涙が伝った。ジャクィスは震える手で顔を覆い、か細く震える声で泣いた。

                　

                　長い、長い夜が、ようやく明けた。

                　ゆっくりと昇る朝日が水平線から顔を出し、すべてを夜明けの色で包んだ。

                　ジャクィスを拘束してから、ゲラードはフーヴァルの傷を看た。とても手慣れているとは言えない手つきで、骨の折れた腕を固定してくれた。あの巨鳥に頼めばこんな怪我も治るのかもしれないが、あれに食われそうになるくらいなら、多少腕が歪むほうがまだマシだ。うっかり口に出さないように、フーヴァルは唇を噛んで痛みに耐えた。

                　手当てを終えると、ゲラードが言った。「あの戦闘の全てが……幻影であったら良かった」

                　ふたりの目の前に広がるのは、あまりにも痛々しい光景だった。

                　戦場には、勝者も敗者も存在しない。そこには生と死があるばかりで──いまふたりの目に映るのは、死だった。あまりにも多すぎて、とても受け止めきれないほどの。

                「そうだな」

                　そのときフーヴァルは、賑やかな声がするのに気付いて、顔を向けた。こちらに近づいてくる見慣れた船影に、安堵が胸に溢れる。とたんに、それまで我慢できる程度だった痛みが身体中で爆発した。

                「いててて──畜生……」

                「マリシュナだ！」ゲラードが顔をほころばせる。「おーい！　僕らはここだ！」

                　ゲラードはフーヴァルを担ぎ上げて舷縁ブルワークに駆け寄った。船上から湧き上がる割れんばかりの歓声に、フーヴァルは、なんとか手を振り返した。

                　マリシュナ号から仲間たちが乗り込んできて、茫然自失の状態に陥ったジャクィスを運び出す。彼は確かに力を失い、生きている意味を見出せないほど打ちのめされて、自力で歩くこともできないほどだった。

                　だが、それで何を償えるわけもない。

                　何も、償うことなどできない。今となっては。

                　それでも──

                「お前は、手を差し伸べ続けるんだな」フーヴァルが言った。

                　ゲラードは少し驚いたようにフーヴァルを見た。それから、小さく微笑んだ。

                「そして、君は戦い続ける」

                　ゲラードはそっと囁き、フーヴァルの頬に、頬を寄せた。

                　朝焼けは瞬く間に薄れ、あとには、いつも通りの青空が広がる。

                　ここで死んでいったものたちの記憶を、戦いの爪痕を、この海が留めることはないだろうと、フーヴァルは思った。記憶は、生き残ったものの中にだけ生き続ける。そして、いつかどこかで歌われるはずの、他愛ない歌の中に。

                　誰かが歌いはじめた陽気な舟歌シャンティーが、抜けるような青空に吸い込まれていった。

                　

                　　　とある帆船　ダイラに船出

                　　　オー・ホー　いざゆかん！

                　　　とある帆船　故郷に戻る

                　　　見ろ！　マリーが上部帆桁トプスル・ヤードに！

                　　　　

                　　　船艙には何が入ってる？

                　　　オー・ホーいざゆかん！

                　　　ダイヤモンドに黄金も

                　　　マリーが上部帆桁トプスル・ヤードに！

                　　　　

                　　　食料庫には何がある？

                　　　オー・ホー　いざゆかん！

                　　　干し豌豆えんどうに腐った牛肉

                　　　マリーが上部帆桁トプスル・ヤードに！

                　　　　

                　　　ああ　多くの船乗りが死んだとさ

                　　　オー・ホー　いざゆかん！

                　　　多くの船乗りが死んだ

                　　　だが　女神マリーは上部帆桁トプスル・ヤードに！

                　

                　結局、アドリエンヌの勢力とエレノアの間に、それ以上の戦闘はなかった。

                　この海戦が勃発した直後、フェリジアで叛乱が拡がり、フェリジアからアドリエンヌへの支援が断たれたからだ。

                　叛乱を起こしたのは、フェリジアで活動していたナドカの集団だ。聞くところによれば、オールモンド──エレノアがかき集めた金の何割かが、フェリジアの叛乱勢力に流れていたらしい。叛乱勢力は、夜のうちにダイラに最も近い二つの港を襲い、そこに停泊していた軍船に火をつけた上で、係留索を全て切った。炎が誰の目にも明らかになる頃には、解き放たれた軍艦は遙か沖へと流されていたという。ダイラへの干渉を断念せざるを得なくなったフェリジア国王は、ダイラが申し出た条約に署名をした。

                　一連の出来事は、後に『デンズ湾海戦』と呼ばれることになる。

                　そして、この戦いから一ヶ月後、エレノア王女の戴冠が正式に決まった。
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                　無茶を言っているのはわかっていたけれど、ゲラードにはあまり時間がなかった。だから、半ば強引にその店の扉を開けてしまったのだ。案の定、何事かと駆けつけてきた従業員たちに取り囲まれた。

                「無作法をして申し訳ない。しかし急ぎの用があって──」

                　彼女たちになんとか事情を説明しようとしているところで、店の奥から落ち着いた声が聞こえた。

                「おはようございます、気の早い旦那様。あいにく当店はまだ開店準備中で──あら」

                　女主人は、ゲラードの姿を見て足を止めた。

                　ゲラードは、その声を聞いて微笑んだ。

                　やっぱり、間違っていなかった。

                「これはこれは。このような店に足をお運びくださり、恐悦至極に存じます」

                　〈黒梟〉亭の女主人アドゥオールは、優雅な辞儀をした。ゲラードを取り囲んでいた従業員たちも、一糸乱れぬ動きでそれに倣う。

                　アドゥオールはゆっくりと身を起こすと、迷惑な客に嫌な顔一つせず、店の奥にある最も座り心地のいい席を勧めた。席についた瞬間、お茶の入った杯がテーブルに置かれた。

                「本日は、妹君が戴冠なさるご予定ではなかったのですか」

                「僕のような身分の者は、聖堂の中には入れませんから」

                　ゲラードは紅茶に口をつけた。微かに葡萄の香りがする、とてもおいしいお茶だった。ゲラードはしばらくその香りを楽しんでから、言った。

                「いままで、忠告をありがとう」そっと微笑む。「そのお礼を言いたくて。しばらくダイラを離れることになるので」

                「それはそれは」アドゥオールは、正しい答えを導き出した教え子に向けるような笑みを浮かべた。「あなたはまこと、類い希なる王子であらせられる」

                「もう王子ではありません」ゲラードは小さく笑った。

                「いいえ。あなたは王の末裔」アドゥオールはゲラードの目を見つめた。「我々にとって唯一の王、マウリス王の子孫です」

                　まだ、その名前と自分とをつなぎ合わせるのになれていないゲラードには、ただ頷いてその言葉を受け入れることしかできなかった。

                「あなたは、何もかもご存じだった」ゲラードは言った。

                「幸いにも、わたしの友好関係は広いのです、殿下。人魚は素晴らしい種族ですが、陸地を見るための目がなければ、話す魚と大差はありません。お互いの利益のために、手を取り合ったのです」アドゥオールは優雅にお茶を飲んだ。「水底の女王の頼みは断れませんわ」

                　ゲラードは、彼女の言いように小さく笑った。「確かに」

                「今日いらして頂けて幸運でした」彼女は言った。「例の刺客について、お伝えしたいことがあったのですよ」

                　途端に、胸に押し当てられた短剣を思い出して、身がすくむ。

                「何かわかったのですか？」

                　アドゥオールが頷いた。

                「カルタニアです」

                　ゲラードは眉を顰ひそめた。「カルタニア……」

                「一年もの間追いかけ回して、ようやく、お命を狙った刺客の出所を突き止めました。カルタニアの教会に属する、金面軍という暗殺集団です」

                「金面……暗殺者……!?」

                　わけがわからず、混乱と緊張の汗が滲む。

                　決して素行の良い信者ではなかったにせよ、いくらなんでも、教会に命を狙われるようなことをした覚えはない──と、ここまで考えたところで、ようやく思い出す。

                「貴銀しろがねの血──」

                　神を生み出す力を持つその血を、陽神デイナが封じた。それはなぜだった？　陽神デイナが、貴銀の血の力を恐れたからではなかったか？

                「教会は、僕の血を恐れている──？」

                　アドゥオールは頷いた。

                「おそらく」

                「しかし、なぜ？」ゲラードは途方に暮れた。「僕には……たいした力はないのに」

                　アドゥオールも、同じくらい途方に暮れているようだった。彼女も力なく首を振った。

                「まだわかりません」彼女は言った。「とにかく、教会の動向を探らなくては」

                　アドゥオールは、ゲラードを見つめた。

                「ご注意を、殿下。何かが動き出しています。我々の立つ地面の裏、風の隙間、雲の陰で」

                　背筋がざわめき、嫌な汗が背中を伝った。

                　彼女は言った。

                「教会の狙いを、探らなくてはなりません。引き続き、私の密偵に探らせます」

                「ありがとう。僕も……目を光らせておきます」

                　ふたりは頷き合い、ゲラードが席を立った。

                「戴冠式にお出にならなくて、本当によろしかったのですか？」

                　ゲラードは肩をすくめた。

                「彼女には直接お祝いを伝えたから。それに、これからいくらでも──」

                　そこから先の言葉は、永遠に口にされなかった。

                　空を裂くような爆発の音が聞こえたのは、ちょうどその時だった。

                　王都を駆け抜けてゆく振動が、建物を震わせた。食器がガチャガチャと音を立て、魔女たちの間から、控えめな悲鳴がおこる。

                「みんな、狼狽えては駄目よ」

                　アドゥオールは言ったが、彼女の顔も強ばっていた。

                　そして、振動がおさまった。

                「今のは、一体なに？」

                　真夜中の魔女は囁いた。答えを知るのが怖ろしいと、彼女の目が語っていた。

                　不気味な余韻の中で、ゲラードは感じていた。世界が決定的に変わってしまったことを。

                　彼の中に流れる貴銀の血が、そっと囁いていた。

                　昨日と同じ世界はやってこない。もう二度と。
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                　一三七二年、樫の月。

                　緑海の国々ではこの上ない吉日とされる十二日に、エレノア女王の戴冠式が執り行われた。

                　女王は国民の前に立ち、安定した社会と平和の実現、そして知識の追求によって皆が栄える世を作ることを約束した。

                　万雷の拍手の中、ひとりの男が王女の前に躍り出た。

                　彼が身に纏った外套を拡げると、そこには大量の炎薬えんやくの入った瓶が無数にくくりつけられていた。

                　男を取り押さえようと衛兵が前に出たが、男はその手を逃れた。

                　男が導火線に火をつけ、女王に向かって走った。

                　その時、祭司のマシュー・コンプトンが走り出て、祭壇から十数ナート離れたところで男を押し倒した。爆発はその瞬間に起こった。

                　この爆発で、コンプトン祭司は死亡。貴族七名が怪我を負ったが、命に別状は無い。プロフィテイア聖堂の翼廊が破壊され、聖堂は立ち入り禁止となった。

                　

                　同日、旧アルバ領の北方山脈にある〈クラン〉の本拠地ヨトゥンヘルムでは、新たな頭領の就任の儀式が行われていた。視力を失ったヒルダ・フィンガルに代わり、年若いランヴァルド・フィンガルが頭領に就任することとなっていた。

                　式の最中、ここでも一人の人狼が声を上げた。彼もまた、炎薬えんやくの入った瓶を身に帯びていた。〈クラン〉の人狼たちはすぐさま彼を取り押さえようとした。だが、爆発の方が早かった。業火はヨトゥンヘルムを焼き尽くし、〈協定ノード〉の守護者たちの砦は壊滅した。現在〈クラン〉は解散し、人狼たちの行方も知れない。

                　

                　エイルではその日、大学の棟上げの祭りが行われていた。カルナバンの森に建設される予定で、シルリク王自身の立案によって創立されることとなっていた。

                　祭りには、シルリク王とその側近のフィラン・オロフリン、枢密院の顧問官や議会議員の他、大勢の市民がつめかけていた。

                　晴れ渡った空の下、大学の建設予定地に設えられた祭壇の前で、土地の神に祈りを捧げているちょうどそのときだった。炎薬の瓶を手にした男が現れたのは。

                　彼はアラニの大義と、救世主マルヴィナを弑しいしたシルリク王への復讐を叫ぶと、導火線に火をつけた。シルリク王がすぐさま飛び出した。黒い靄に変化へんげし、男の身柄を包んだ。人びとが悲鳴を上げる中、彼は男を抱えて、空高く飛翔した。

                　爆発は、空中でおこった。太陽の落とし子が生まれたかのように、激しい爆発だった。

                　シルリク王の亡骸はなかったが、新王に即位したフィラン王によって、シルリク王の崩御が正式に布告された。
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                　船出の準備は滞りなく終わり、あとは錨を上げるだけだ。

                　悲しみが、波の音にも、風の温度にも宿っている。耳にこびりついて離れない弔鐘の響きのように、彼の不在は心に影を落とす。

                　クヴァルドは嘆きを表に出すことなく政務に励んでいる。それがいっそう痛々しい。ヴェルギルがいなくなったこのエイルは、最も眩い灯ともしびを失ったかのようだった。

                　それでも、すべての灯が消えたわけではない。

                　彼と交わした約束を果たす。そのために、フーヴァルは今日、再びエイルの港を出発する。

                「準備はできたか、野郎ども！」

                　船尾楼甲板プープデッキから、船を見渡す。ジャクィス・キャトルの討伐と引き換えにオルノアからせしめた財宝で、イルヴァのロッサーナ号をはじめとする〈浪吼団カルホウニ〉の船の多くが新たに作り直された。このマリシュナ号も、古い船から多くの船材と、名前を引き継いだ新造船だ。

                　それでも、ここには喪失が満ちていた。

                　乗組員たちの『応』という返事にも、空から元気げんきの痛々しさがあった。だが、立ち止まっては居られないのだ。

                「錨を上げろ」フーヴァルは声を張り上げた。「出発だ！」

                　幸運の女神マリシュナは、何度でも海にこぎ出す。

                　戦い続け、そして手を差し伸べ続けるために。

                「いよいよだね」

                　ゲラードが傍らに立ち、フーヴァルの手を取った。

                「ああ」

                　それ以上の言葉は必要なかった。ただふたりで、目の前に広がる青を見つめた。

                　空と、海の青。

                　その二つは、決して交わることなく存在し続ける。何千年前からそうであったように。何千年後も、そうであるように。

                　けれど、八重波やえなみは蒼穹を映し、蒼穹には八重波の如き白雲が連なっている。

                　空と海との間にいくつの嵐が生まれようと、海が干上がったり、空が飛び去ったりするようなことは……ないだろう。少なくとも、当分のうちは。

                　なら、それで十分なのかもしれないと、フーヴァルは思った。

                　空と海とが互いに向かい合っている限りは、きっと。


            
        
    

    
        登場人物・用語

        《登場人物》

        　ゲラード・オブ・クラレント……………………ダイラ国の第四王子。貴銀しろがねの族うからの血を引く

        　フーヴァル・ゴーラム……………………………元海賊〈浪吼団〉の首領。半人半人魚。真名アーヴィン・ライエル

        　アーナヴ・アビシェク……………………………マリシュナ号の一等航海士。アルマラ出身のデーモン

        　アレクス・バウワー、リディア・マクレガン…マリシュナ号の操舵手たち

        　ドゥーガル・フィッツウォーター………………マリシュナ号の船医。通称ドク

        　ブランドン・オグウェノ・ドーソン……………マリシュナ号の船医助手。ジュワルカ人。オチエンの息子

        　クラウディ・ヘインズ……………………………マリシュナ号の魔女。船の帆に刺繍された魔法陣を操る

        　ルー・センルー……………………………………マリシュナ号の掌帆長。極東のユーアン出身の人虎

        　オーウィン、ワトソン、ジェンキンズ…………マリシュナ号の掌帆手たち

        　ローレンス・オチエン・ドーソン………………ホライゾン号の船長。フーヴァルの師

        　イルヴァ・シーゲレ………………………………〈浪吼団〉、ロッサーナ号の船長。魔女

        　ジャクィス・キャトル………………………………ホライゾン号のかつての仲間。魔法使い

        　マルヴィナ・ムーンヴェイル……………………叛乱組織アラニを率いていた魔術師

        　ナール………………………………………………人魚。フーヴァルの異父兄弟

        　シドナ………………………………………………通称水底の奥方。海竜

        　ヴェルギル…………………………………………エイルの王。真名シルリク・エイラ・ルウェリン。吸血鬼

        　クヴァルド…………………………………………ヴェルギルの伴侶。真名フィラン・クローアル・オロフリン。人狼

        　アドゥオール………………………………………〈真夜中の集会〉の賢女。魔女

        　マタル・ナーシル・アミード＝サーリヤ………死霊術に長けたアシュモール出身の魔女

        　ダライル・オールモンド…………………………ダイラ国宰相

        　エレノア・オブ・クラレント……………………ダイラ国の王女。ゲラードの妹

        　

        《用語》

        　ナドカ………………………………………………人ならざるもの。人外。月神ヘカの眷属とされる

        　〈浪吼団〉………………………………………………元海賊団。エイルの王に忠誠を誓った

        　マリシュナ号………………………………………〈浪吼団〉の船

        　貴銀しろがねの族うから……………………………………………精霊と交流する力を持つ一族

        　協定ノード…………………………………………………人外の秩序を守るための掟

        　ヘカ…………………………………………………人外の守護神。月の女神

        　デイナ………………………………………………人間の守護神。太陽の神　　

        　リコヴ………………………………………………嘘と裏切りの神。黄昏の神

        　マリシュナ…………………………………………アルマラ国の幸運の女神。ダイラではメリーシャとも呼ばれる

        　クラン………………………………………………人外社会の秩序と〈協定ノード〉の守り手。人狼によって構成される

        　ダイラ………………………………………………東方大陸に寄り添う島国。物語の舞台

        　デンズウィック……………………………………ダイラの王都

        　アシュモール………………………………………東方大陸南部に位置する砂漠の国

        　エイル………………………………………………緑海の西にある島嶼国

        　フェリジア…………………………………………東方大陸にある大国

        　ヴァスタリア………………………………………東方大陸にある大国

        　カルタニア…………………………………………東方大陸にある宗教国

        


    

    
        Postscript

        　

        
            海往くふたり

            　あれよあれよという間に〈日月の歌語り〉シリーズも三巻目です。

            　この三巻と続けて最終巻を執筆、そして連続刊行！　というスケジュールなのですが、うかうかしていると書き終わった直後の感慨を忘れてしまいそうなので、この後書きを書いているのは最終巻の執筆前です。

            　幼い頃に観まくった『Coo／遠い海から来たクー』による英才教育のせいなのか、海が好きです。とりわけ南国の青い海には一方的な郷愁すら覚えるほどで、学生時代には部屋の至る所にイルカの写真のポストカードを飾っていました。

            　海にまつわる話を書きたいと思いつづけてはや十年余り。憧れが大きいだけにヘタなものは書きたくないという思いもまた強くありました。海を描くと言うことは、海の生態を知ると言うことで、海にこぎ出す方法を知ると言うことで、海に生きる人々を知ると言うことでもあります。つまり、膨大な量の勉強と、それを描写するための力が必要になるわけです。そんなこんなで長いこと二の足を踏んでいたのですが、数年前、成人してからはじめての海外旅行でパラオに行きました。そこでの体験があまりにも素晴らしくて、「何とか小説の中に刻んで残したい！」と思ったのでした。そして、この『蒼穹と八重波』の血肉になったというわけです。自分語りはさておき。

            　王子と海賊です。そして同時に、人魚と人間でもあります。

            　アンデルセン版の『人魚姫』に対して一言もの申したいという方は決して少なくないのではないかと思うのですが、わたしもそのひとりだったりします。そこで、泡になって消えるところなど微塵も想像できない『（元）海賊人魚』のフーヴァルが生まれました。執筆中は、ロックスターのような人種を意識していました。派手好きで、見栄っ張りで、衝動的で、感性が豊かで、セクシーで……でもどこかにナイーブさを隠し持っている。ロック系の音楽が好きなので、彼を思い起こすときには何かしら音楽を聴いていました。もちろん、シーシャンティも。

            　『王子様』ゲラードについて。彼に何を背負わせるのかと言うことは、『腥血と遠吠え』にはじめて登場した時からぼんやりと考えていました。『日輪と徒花』で、それが輪郭を持って浮かんできたところで、最終巻にも続いていく彼の出発点を描きました。初登場時には、ここまで物語世界の根幹に深く切り込む役割を持つとは想像していなかったのですが、自分の中でこの世界に対する解像度が上がってゆくうちに、彼の存在と役割もまた大きくなっていきました。

            　海賊として生きてきた男、そして王族として生きてきた男。ふたつの人生や思考回路や語彙を、少しでも自分の中に取り込もうと色々学ぶところからはじめた此度の執筆ですが、いやはや、こんなに楽しくていいのかな？　と不安を覚えるほど、ずーっと楽しくてびっくりでした。

            　ここでちょっと尾籠なお話を。

            　はじめは、フーヴァルが受け、という想定で考えていました。ところが、ゲラードもなかなかいいキャラしてるな……と思うにつれ、『どっちも受けでは？』といういつもの悪い癖がでてしまいました。

            　『聖母のような攻ヽめヽを抱く素行の悪い受ヽけヽ』が個人的に凄く好きなのですが、同じくらい『素行の悪い攻ヽめヽを抱く聖母のような受ヽけヽ』も大好きなので、この二人は最初からがっつりリバとなりました。久々の一冊まるごとリバ。最高に楽しかったです。日本では『リバ』と『良かった』の間に逆説だけどが入ることが多いような印象があるのですが、この『蒼穹と八重波』は、『リバ良きかな！』と仰ってもらえるような作品に仕上がっていたらいいなあと思います。受攻固定も最高。リバも最高です。

            　今回も、表紙は猫巳屋様の素晴らしいアートワークです。二人の表情、海の様相、全てが美しくていくらでも嘆息してしまいます。また、校正のえふ様にも引き続きお世話になっています。暴れ狂いながら書いた原稿を世に送り出すことが出来るのも、きめ細やかな校正をしてくださるえふ様のおかげです。お二人とも、本当にありがとうございました！

            　さて、『日輪と徒花』で消化しきれていなかった部分に関するご感想をいくつか拝見したにもかかわらず、またしても『次巻に続く！』的な要素が多くて申し訳ない限りです。が、次ですべてのことに決着をつけますので、もうすこしだけお付き合い頂けますれば恐悦の至りでございます。わたしの力のすべてを尽くして、結末を書き切れるよう頑張ります。

            　それでは、願わくば、次の巻でお目にかかりましょう。

            　

            　

            ２０２２年　３月

            あかつき雨垂


        
    

    
        Playlist

        　

        　Pieces/Andrew Belle 

        　Easy to Love/Abi Ocia 

        　Blinded/Emmit Fenn 

        　I'm Still Here/John Rzeznik 

        　Wicked Games/The Weekend 

        　Thin/Aquilo 

        　ILYSB (Stripped)/LANY 

        　Come Away With Me/Norah Jones 

        　Searching For a Feeling/Third Story 

        　You Would Have to Lose Your Mind/The Barr Brothers 

        　Ocean/John Butler 

        　Don't Wanna Be Without Ya/Penny ＆ Sparrow 

        　Half-Saved/Luca Fogale 

        　Into Yellow/Martin Luke Brown 

        　Hideaway/Jacob Collier 

        　Skinny・I Want More/KALEO 

        　War In Your Arms/Ben Abraham 

        　The Black and White/The Band CAMINO 

        　Little Cup/Noah Gundersen 

        　Feel/Kaleem Taylor 

        　HONEST ENOUGH/Cautious Clay 

        　Come Down When You're Ready/TENDER 

        　Thunder・Wrecked/Imagine Dragons 

        　Cannon In D Minor・Westward/Two Steps From Hell 

        　Yo Ho(A Pirate's Life for Me)/Ukulele Jim 

        　Leave Her Johnny・Drunken Sailor・Roll and Go (Sea Shanty) 

        　Odyssey/Talos 

        　

        　

        　

    

    
        Booklist

        　

        ヘンリ８世の迷宮―イギリスのルネサンス君主（昭和堂）指 昭博 編 

        君主論 ― 新版（中央公論新社）マキアヴェリ 著, 池田 廉 訳 

        世界史をつくった海賊（筑摩書房）竹田いさみ 著 

        海の地政学　覇権をめぐる400年史（中央公論新社）竹田いさみ 著 

        海賊たちの太平洋（筑摩書房）杉浦 昭典 著 

        ドレイク 無敵艦隊を破った男〔大航海者の世界〕（原書房）ネヴィル・ウィリアムズ 著, 向井 元子 訳 

        海の慣習と伝説（舵社）杉浦 昭典 著 

        海の昔ばなし―海、船、人、航海の一口知識（日本海事広報協会）杉浦 昭典　著, 服部 武司 イラスト 

        帆船ガイドブック（海文堂出版）　今井科学株式会社 監修 

        イギリス国民の歴史〈続〉―新王政の成立からエリザベスの時代まで（篠崎書林）J.R. グリーン 著, 和田 勇一 訳 

        【デジタル復刻版】帆船 航海と冒険編（舵社）杉浦昭典 著 

        【デジタル復刻版】帆船史話 王国の海賊編（舵社）杉浦昭典 著 

        カイエ・ソバージュ（講談社）中沢 新一 著 

        海の辞典（雷鳥社）中村 卓哉 著 

        海軍士官候補生（早川書房）セシル・スコット・フォレスター 著, 高橋 泰邦 訳 

        三省堂図解ライブラリー　16世紀の帆船（三省堂）リチャード ハンブル 著, マーク バーギン 絵,杉浦 昭典 訳 

        　

        　

        　

    

    
        Special Thanks

        　

        猫巳屋 様（表紙イラスト）　https://walker2223necotm.wixsite.com/neco

        えふ 様（校正）

        Azgaar's Fantasy Map Generator（地図）　https://azgaar.github.io/Fantasy-Map-Generator/

        Dictionary and Language Library（言語）　https://www.teanglann.ie/en/fuaim/
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